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訂正とお詫び

「地域地質研究報告(5万分の1地質図幅）伊野地域の地質」におきまして間違いがありましたので
以下に訂正してお詫び申し上げます

ページ 段組，図表など イ'丁←一 誤 正

l 第2段落 12行目
日新運輸（株）吉良ヶ峰鉱山 レ部ッ1を日ク訂新ス正の運（凡輸下例（図有を参）吉右照良図）ヶに峰訂鉱正山二

4 第2.1図b 凡例 ニ波川変成コンプ

35 第8.5図 図の一

58 第10.5図 上段 Gon副 othorazfavosus Gongylothorax favosus 

103 第18.1表 7行目 M6 寓代鉱業（株）ーツ渕鉱山 M6 萬代鉱業（株）ーツ渕鉱山

1 03 第18.1表 下から2行目 仁淀川河川敷 砂岩 仁淀川河川敷 砂利

110 第18.3表 下から3行目 昭和の「昭」．平成の「平」の一部が消えている(5箇所訂正）

110 左段 1行目 金比羅洞 金毘羅洞

130 付表1 5行目 川内ヶ谷陪 川内ヶ谷陪群

137 (Abstract) 11行目 older !no, younger lno Older Ina, Younger Ino 

137 (Abstract) 11-12行目 Sanbagawa metamorphic complexes Sanbagawa Metamorphic Complexes 

137 (Abstract) 12行目 older and younger !no complexes Older and Younger Ino Complexes 

137 (Abstract) 13行目 Sanbagawa metamorphic complex Sanbagawa Metamorphic Complex 

137 (Abstract) 14行目 Mitaki plutonic complex Mitaki Plutonic Complex 

137 (Abstract) 14行目 Tera no metamorphic complex T erano Metamorphic Complex 

138 2章 小見出し Accretionary Complexes Accretionary complexes 

138 2章の22 4行目 Kunimoyama Kunimiyama 

138 2章の2.2 5行目 Togano and Sambosan unites T ogano and Sambosan units 

138 3章 1行目 older !no, younger !no Older lno, Younger lno 

138 3章 1行目 Sanbagawa metamorphic complexes Sanbagawa Metamorphic Complexes 

138 3章 1-2行目 Terano metamorphic complex Tera no Metamorphic Complex 

138 3章 3行目 older Ino metamorphic complex Older !no Metamorphic Complex 

138 3章 5行目 younger Ino metamorphic complex Younger lno Metamorphic Complex 

138 3章 下から5行目 Sanbagawa metamorphic complex Sanbagawa Metamorphic Complex 

138 3章 下から5行目 Dougauchi Dogauchi 

138 3章 下から2行目 Dougauchi Dogauchi 

139 Figure 1 上部 Sambagawa terrane Sanbagawa terrane 

139 Figure 1 上部 Sambagawa Metamorphic complex Sanbagawa Metamorphic Complex 

139 Figure 1 下部 Younger lno metamorphic complex Younger !no Metamorphic Complex 

139 Figure 1 下部 Older Ino metamorphic complex Older !no Metamorphic Complex 

139 Figure 1 下部 Mitaki igneous complex Mitaki Plutonic Complex 

139 Figure 1 下部 Tera no metamorphic complex Terano Metamorphic Complex 

139 4章 1行目 Mitaki plutonic complex Mitaki Plutonic Complex 

139 4章 1行目 Tera no metamorphic,complex T erano Metamorphic Complex 

139 4章 3行目 younger !no metamorphic complex Younger !no Metamorphic Complex 

139 4章 3-4行目 Terano metamorphic complex Tera no Metamorphic Complex 

139 4章 4行目 older or younger !no metamorphic complexes Older or Younger !no Metamorphic Complexes 

139 4章 下から2行目 Sanbagawa metamorphic complex Sanbagawa Metamorphic Complex 

139 4章 下から1行目 Kamiyakawa tectonic zone Kamiyakawa Tectonic Zone 

140 6章 1行目 Sanbagawa metamorphic complex Sanbagawa Metamorphic Complex 

140 6章 下から4行目 lno metamorphic complex !no Metamorphic Complex 

140 6章 下から3行目 Mitaki plutonic complex Mitaki Plutonic Complex 

第8.5図（下屈の文字8箇所（四角囲みの中）を訂正）
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伊野地域の地質

脇田i告二＊• 宮崎一博＊ • 利光誠一＊ ・ 横山俊冶＊＊ ・ 中川昌i台＊＊

地質調査総合センタ ーは， 1882年にその前身である地質調査所が創設されて以来，国土の地球科学的実態を解明する

ために調査研究を行い，様々な縮尺の地質図を作成してきた．その中で， 5万分の 1地質図幅は，自 らの地質調査に基づ

く最も詳細な地質図であり ，基本的な地質情報か網羅されている．伊野地域の地質は， この 5万分の 1地質図幅ヽンリ ー

ズの一環として作成されたもので， 5万分の 1縮尺の地質図幅と地域地質研究報告（説明書）から構成されている．

「伊野」 地域における現地調査は，平成 13~ 1 7 年度に実施し た ． 調査研究と執筆について，秩父累帯 • 四万十累帯 ・

黒瀬川構造帯の付加コンプレックスとシルルーデボン系 • 第四系 ・ 地形を脇田か， 三波川帯 ・ 黒瀬川構造帯の変成岩 ・

火成岩を宮崎か，黒瀬川構造帯の中生層を利光が，災害地質を横山か，資源地質 ・観光地質を中川が，それぞれ主に担

当した．全体の調整は脇田か行った．

ペルム紀付加コンプレックス及び新期伊野変成コンプレックス （上倉層）については，東京大学磯崎行雄教授に，古

期及び新期伊野変成コンプレックス（伊野層）については，名古届大学足立 守教授，東京工業大学丸山茂徳教授にそ

れぞれご教示いただいた．野外調査にあた っては，高知大学吉倉紳ー教授，岡村 翼教授，石塚英男教授をはじめ高知

大学理学部の皆様にお世話になった．ジュラ紀放散虫化石については，元産業技術総合研究所特別研究員堀 常東氏に，

シルルーデボン系については，新潟大学栗原敏之氏にこ教示いただいた また， 秩父累帯南帯については新潟大学松岡

篤教授，秩父累帯北帯については宮崎大学山北 聡助教授にご教示いただいた中生代の正常層とその産出化石につい

ては高知大学の田代正之名誉教授，近藤康生教授，鳴門教育大学の香西 武助教授，佐川町の佐川地質館溝渕富弘氏に

いろいろとご教示をいただくとともに未公表資料などの閲覧をさせていただいた第四紀のボ ーリング資料について

は， 高知市環境保全課に提供していただいた． （財）高知県青年会館（伊野スポ ーツセンタ ー）事務局長横畠 滋氏や

（財）深田地員研究所の藤田勝代氏には，地質調蒼の際の便宜を計っていただいた．四国トライ株式会社の吉村典宏氏に

は地すぺり災害に関する情報を提供して］頁くと共に，現地も案内して頂いた．鉱山 ・採石場関係の調蒼を行うにあたり ，

四国経済産業局鉱業課，高知県商工振興課 ・用地管理課，日高村役場産業振興課，日新運輸（株）吉良ヶ峰鉱山，須崎鉱

発（株）勝森鉱山，東洋電化工業（株）鉱産課，関西砕石（株）西分砕石所，田中オリビン砿業（株）円行寺砿業所，山内

興業（株），森本砂利（有）本村事業所，尾戸焼士居製陶所，正寿窯，茂平窯，くろかね窯，八色陶房，小原製瓦（有）の各

位に御協力をいただいた．温泉の調査では，南国温泉観光（株）はるのの湯フロントハウジング加茂温泉水，社会福祉

法人ふるさと会中追の里，湯元蘇鶴温泉，円行寺温泉精養軒，太平ビルサービス （株）吾北むささび温泉，桑田山温泉，

ファミリ ー湿泉湯川，高知市中山問振興課， オーベルジュ土佐山，鏡村文化ステ ーション RIO,日本郵政公社かんぽの

宿伊野，野村工業所の各位に御協力をいただいた． ここに記して謝意を表する．

所内では，「伊野」 地域の第四紀地質について地質情報研究部門の尾崎正紀研究グループ長及ひ水野清秀研究グループ

長に，西隣接の 「上土居」地域の地質について地質調査総合センタ ー代表佃 栄吉氏に，同地域の秩父累帯北帯の地質

については地質調査情報センタ ー長栗本史雄氏に，紡錘虫化石について地質清報研究部門の井川敏恵氏に，それぞれご

教示いただいたまた，地質調査清報センタ ーの斎藤 翼主任研究員には， 5万分の 1地質図幅「砥用」の図表データを

利用させていただいたまた中島 隆主任研究員には，氏が多数保有する三岐川変成コンプレックスの薄片を利用させ

ていただくとともに，古期ー新期伊野変成コンプレノクス （伊野層）の変成作用について議論していたたいた．

本研究に用いた岩石薄片は，地質標本館の大和田朗，佐藤卓見，福田和幸の各氏の制作によるものである． また，本

報告で用いた試料のうち， GSJR81990等の GSJR No．のつ いている岩石試料は，地質標本館に登録 ・保管されている．

（平成 18年度稿）

所属

＊地質情報研究部門

＊＊高知大学理学部

Keywords: areal geology, geological map, 1 : 50,000, Ino, Kochi, Haruno, Tosa, Hidaka, Sakawa, Ochi, Tosayama, Niyodo・

gawa, Kagamigawa, Shikoku, Shimanto, Chichibu, Kurosegawa, Sanbagawa, Ordovician, Silurian, Devonian, Carboniferous, 

Permian, Triassic, Jurassic, Cretaceous, Miocene, Pleistocene, Holocene, accretionary complex, metamorphic complex, Radio-

!aria, K-Ar age, landslide, resources 
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注） 本報告では国土地理院発行の 5万分の 1地形図の地域を指す時に“「伊野」 地域”のように 「 」をつけて記述することがある．
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第 1章 地形

「伊野」 地域は，高知県中央部に位置し，世界測地系で

は北緯33°30'12"1~33゚40'12"1,東経 133゚14'50"7 ~ 133° 

29'50" 6, 日本測地系では，北緯 33°30,~33゚40'，東経

133゚15'~133°30'の範囲を占めている．

「伊野」 地域は， 四国全体からみても， 中央部に位置

し，南東縁は土佐湾に接する海岸線か ら3kmの距離に

も関わらす，北縁は四国山地の山稜部に達している．「伊

野」地域においては谷線群が，東北東—西南西の方向に配

列し発達している． この谷線稜線の方向は，地質構造の

一般的な走向と平行している．

1. 1 山地

「伊野」 地域の大半は，山地が占めている．北半部の山

第 I.I図 「伊野」地域とその周辺の地形概略図

（脇田i告二）

地の山頂は標高 800~1,000mで，最高点は「伊野」地域

北東隅の 1,044.5mの地点で，土佐郡土佐町 ・土佐山村

及ひ高知市の境界にあたる上八川構造線より北側の三

波川変成岩分布域では，特に急峻な山並みか続いてい

る．上八川構造線と平行に続く 山稜は標高 800~900m 

に揃っており ，山頂部はやや狭い平坦面となっている．

秩父累帯北帯•の地層か分布する上八川構造線のすぐ南側

の山稜も上八川構造線と平行 800~900mの山頂を有す

る山稜が続いている．この部分は秩父累帯北帯の付加コ

ンプレックスの向斜の北翼に当たっている．秩父累帯北

帯の中央部分は東北東—西南西方向の向斜軸が走ってい

る．この部分の地形は，摺曲の北糞部ほどは明瞭な方向

性は示していない標高 918mの鷹羽ヶ森周辺は数枚の

厚いチャ ー トか分布するので，急峻な地形を示す．

甚図は国土地理院発行数値地圏 250mメッシュ（標高）を使用して， 力、ンミール 3Dを用いて作成．
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高知市鏡梅の木から吾川郡いの町上八川上分にかけ

て，北北西—南南東に走る柿ノ又断層（新称）がある．こ

の断層の西側には秩父累帯北帯か広く分布し，東側には

黒瀬川構造帯の地層か広く分布している．このことを反

映して，「伊野」地域北東部の地形は「伊野」地域西部の

秩父累帯北帯の地層分布域とは地形的特徴が異なってい

る．柿ノ又断層の東側の地形は，西側に比べて，北北西ー

東南東から南北方向に延びた山稜が狭い間隔で連なって

いる． この方向は，地質構造の一般方向とほぼ直交して

いる． 標高 925.9mの国見山はチャートから構成され，

その南側の標高 710m前後の平坦面は石灰岩の分布域

に当たる．高知市鏡葛山から鏡ダムにかけての地域と高

知市行川から柴巻の地域には玄武岩と泥質混在岩か分布

し， これらの岩石の分布地域では，比較的になだらかな

地形が東北東—西南西方向に連なっている ．

1. 2 丘陵

越知盆地から高知平野にかけての， 「伊野」 地域南部

は，東西方向の地質構造に規制された，地溝・地塁が数

条並んでいる丘陵地帯であ る．この地域には， 「伊野」 地

域南縁部の秩父累帯南帯に相当する地層が分布してお

り，三波川帯 ・秩父累帯北帯 ・黒瀬川構造帯の地層が分

布する地域に比べて，地形が急峻ではなく，なだらかな

地形となっている．ただし，秩父累帯南措の南縁部では

厚く分布するチャ ートスラ プの南側が急峻で北側がなだ

らかな非対称な山稜を形成しているまた，下山 ・加

茂 ・日下 ・南三河 ・伊野 ・枝川と連続的にならんだ丘陵

は，古い断層に沿った残丘部分であるとみ られている

（嵩知県，1983).

1. 3 低地

「伊野」地域では，低地は広 くなく ，地域南東部と南西

部にわすかに認められる．土佐市高岡町乙から吾川郡春

野町を中心とした東西に細長い仁淀川低地の北縁部と，

高知市朝倉周辺の高知平野の西端部，そして高岡郡越知

町 ・佐川町を中心とした小低地である．仁淀川低地は，

いの町いの付近で標高 15m前後吾川郡春野町付近で標

高 10~15mである．仁淀川に沿った低地は，中州状の礫

質微高地か分布する緩勾配の扇状地性低地である（貞

方， 1985;太田ほか， 2004)．高知平野西部は， 主に氾濫

原及び三角州性低地であるが，「伊野」地域の朝倉地域は

標高 10mの扇頂を有し，平均勾配 3/1000の小規模な扇

状地性低地である． i中積層の層厚は，朝倉付近で約 10m

である （甲藤 ・西 1971, 1972；甲藤ほか，1984)．越知

町 ・佐川町の低地は，仁淀川の支流である柳頗川に沿っ

て形成された埋積性の谷底低地である．この地域には，

高位 ・ 中位 ・ 低位の段丘が形成されている（満塩 • 野

田， 1991)

1. 4 水系

「伊野」地域の水系は，仁淀川水系と鏡川水系に大きく

分け られる．仁淀川水系は本地域の西側 3分の 2強の範

囲を占め，地域中央やや南を東西に流れる仁淀川本流に

対して，北側から高樽川 ・小川川 ・枝川川 ・上八川川な

どの支流か合流し，南西端では南側から柳瀬川，東南部

では南西側から戸梶川 ・日下川，東側から宇＇（台 川 ・奥田

川などの支流が合流している．上八川川と小川川は，上

八川構造線に沿 っ て，日下川と宇治川は，東北東—西南西

方向の断屈に沿って，直線 1こに流れている．この方向は

四国山地全体に卓越する谷線群の方向と一致している．

鏡川水系は，地域北東部を占めている．高知市内から北

流している鏡川に的淵川 ・吉原川 ・穴川川 ・東川などの

支流が集まっている．鏡川は高知市鏡小浜付近でダムに

よってせき止められ，湖が形成されている．
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第 2章地質概説

2. 1 地質図研究史

「伊野」地域を含む広域地質図幅としては， 50万分の l

地質図幅「高知」（飯山ほか， 1952)及び 20万分の 1地質

図幅 「高知」（磯見 1959)が出版されているまた東隣

であるか， 7万 5千分の 1地質図幅「高知」（鈴木， 1931)

も発行されている．いずれも常に古い時期に作成された

地質図である． しかし，それはこの地域が非常に古くか

ら地質学的に興味を持たれていた地域であり ，地質情報

の蓄積か他地域に先んじていた ことを示している．実

際地質学の黎明期から数多くの研究がなされてきた．

特に小林貞ー氏による佐川造山輪廻に関連する一連の研

究は，佐川盆地での研究を基礎としている (Kobayashi,

1941など）． 個々の地質体に関する研究史については，

それぞれの章 ・節で示すこれ以外に，高知県地質図（甲

藤ほか， 1961)や四国地方土木地質図（四国地方土木地

質図編纂委員会 1998)などが刊行されている．これら

を編集して作成された 20万分の 1シームレス地質図デー

タベース (http: //www.aist.go.jp/RIODB/db084)を

利用することも可能である（産業技術総合研究所地質調

蒼総合センタ ー，2006).「伊野」地域に限っても， 5万分

の 1表層地質図「伊野」（高知県 1983)かあり， 2万 5

千分の 1地質図を含む河合 (1976)の先駆的研究かある．

2. 2 地質区分

「伊野」 地域には， 北西側から三波）1|帯 ・秩父累帯北

帯 ・ 黒瀬川構造帯 ・ 秩父累帯南帯 • 四万十累帯北帯が分

布している． このうち， 三波川帯は 「伊野」地域の北西

隅に，四万十累崇北帯は南東隅に僅かに分布している．

つまり ，「伊野」地域の大部分は，秩父累帯北帯 ・黒瀬川

構造帯 ・秩父累帯南帯が占めている．それぞれの地帯

は東北東ー西南西方向にほほ平行に配列しており，それ

それ断層で接している．三波川帯南縁部には通常御荷鉾

帯の緑色岩類か分布するが， これらは 「伊野」地域の東

方及び西方で消威し，本地域には露出していないまた，

本報告では， 三宝山帯は秩父累帯南帯に含めている．こ

れらの “帯”区分は，通常地表での帯状の分布範囲を指

すが，本報告では英語の terraneに相当する地質体その

ものを指す用語として用いている．本報告では，複数の

地屑や岩石から構成される複合岩体は，‘‘コンプレック

ス’'と称し，その中の構造単位を“ユニ y 卜’'と記述した．

したがって，従来“・• 岩類＂ や“ · • 層’として表現され

（脇田i告二 • 宮崎一博 • 利光誠一）

たものの一部は，本報告において， “..コンプレックス”

もしくは“..ユニ ット ’' と表現されている．例えば，黒

瀬川構造帯の寺野変成コンプレックスや三滝深成コンプ

レ・ノクス， 三波川変成帯の三波｝1|変成コンプレックス，

堂ヶ内ユニットなどである．

2. 3 地 質概説

黒瀬川構造帯には，古生代前期から中生代後期までの

様々な岩石 ・地層か含まれている．オルドビス紀の寺野

変成コンプレックス ・三滝深成コン プレックス，石炭紀

からジュラ紀の高圧型変成岩からなる新期及び古期伊野

変成コンプレックス（従来の伊野層及び上倉層），‘ンルルー

デボン紀の堆積岩類（横倉山層群），ペルム紀の付加コン

プレノクス（長竹ユニット ・市ノ瀬ユニ’ノト ・新改ユニッ

ト），中生代の正常層及び時代未詳の超苦鉄質岩などで

ある．

本報告における寺野変成コンプレックス及び三滝深成

コンプレックスは，従来の寺野変成岩類及び三滝火成岩

類に相当する寺野変成コンプレックス， 三滝深成コン

プレックス及び超苦鉄質岩類は，多くの場合密接に相

伴って分布する これらの地質体は東北東ー西南西走向，

北北西—南南東走向及び北北東—南南西走向の高角断層に

より分断され，本地域南東部から西南部にかけて断片的

に分布している低角断層を介して超苦鉄質岩類の構造

的上位に寺野変成コンプレックスが重なる関係が部分的

に見いだされるなお，超苦鉄質岩類の一部は上述の産

状以外に，ペルム紀付加コンプレックス新改ユニ ットや

新期伊野変成コンプレックス内に発達する高角断層に

沿って分布する場合がある．寺野変成コンプレソクスは

主に角閃岩及び黒雲母片麻岩からなり， 三滝深成コンフ゜

レックスは花岡閃緑岩， トーナル岩及ひ花商岩からな

る．両コンプレックスを構成する岩石からは先、ンルル紀

の放射年代が得られている．超苦鉄質岩類は主にアンチ

ゴライトを主成分とする蛇紋岩よりなる．

従来，伊野層として一括されていた地質体は，古期伊

野変成コンプレックス，新期伊野コンプレックス及び前

期、ジュラ紀付加コンプレックス勝賀瀬ユニソトからな

る．古期伊野変成コンプレッスは主に苦鉄質片岩からな

る小規模なレンズ状岩体として分布する．苦鉄質片岩は

緑れん石藍閃石片岩亜相ーアルバイト緑れん石角閃岩亜

相の変成作用を被っており， フェンジャイト K-Ar放射

年代は石炭紀を示す．新期伊野変成コンプレックスは主
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第 2.1図 「伊野」地域の地質概略因（a)及び地質帯区分図 (b)
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に泥質片岩，苦鉄質片岩からなり，少量の砂質片岩，結

晶質石灰岩，変成珪質岩を伴う これ らの変成岩類はハ°

ンペリ ー石ァクチノ閃石亜相の変成作用を被っており，

泥質片岩中のフェンジャイト K-Ar放射年代は三畳紀ー

ジュラ紀を示す．本報告では，岩相及びフェンジャイト

KAr放射年代が類似する上倉層及びその相当層本地

域南西部に帯状に分布する低変成度の泥質片岩及び苦鉄

質片岩も新期伊野変成コンフ レ゚ッスに含めた

中生代の正常層として，中部及び上部三畳系，中部及

び上部ヽジュラ系，下部及び上部白亜系がある．三畳系と

ジュラ系はともに海成層であり，黒瀬川構造帯や秩父累

帯南帯の付加コンプレソクス中に断層で挟み込まれてい

る．白亜系はシルルーデボン系を基盤としており ，基底部

に蛇紋岩源砂礫岩がみられることかあるそして，汽水ー

海成の下部白亜系と海成の上部白亜系の 2つに分けら

れ，下部白亜系には礫岩に始まり，砂岩，泥岩へと移化

する 4回の上方細粒化が見られる

秩父累帯北帯のジュラ紀付加コンフ レ゚ックスは，北か
なかおし、

ら，土佐山ユニット，国見山ユニット，中追ユニット，
しょうかせ

勝賀瀬ユニットである．これらのジュラ紀付加コンプ

レックスは，日本の他の地域と同様に，主に海洋プレー

ト層序上部を構成する岩石か ら形成されている．ペルム

紀—三畳紀境界付近の砥石型粘土岩， 三畳紀のチャート ，

ジュラ紀の珪質泥岩 • 砂岩 ・ 泥岩などが主な構成岩石で

あるまれに石炭紀ーペルム紀の石灰岩や玄武岩が含ま

れる これらの岩石か単独ないし複数の組み合わせから

なるスラブや岩塊が構造的に接したり，泥質混在岩の基

質に含まれたりするメランジュ相を構成している．

四国地域の秩父累帯南帯のジュラ紀ー前期白亜紀付加

コンプレックスは，松岡ほか (1998) により大平山ユ

ニット ・斗賀野ユニ ット ・三宝山ユニットに区分されて

いる． 「伊野」地域においても， 大平山ユニ ット ・斗賀野

ユニ ット ・三宝山ユニ ットか分布する大平山ユニ ット

は，砂岩 ・チャ ー ト・石灰岩の岩塊を含むメランジュで

ある．斗賀野ユニ ットは，海洋フ レ゚ート層序のうち，厚

いチャ ー トと砕屑岩類からなる三畳紀ージュラ紀の部分

か断層で繰り返す特徴的な岩相を示す．三宝山ユニ ット

は，玄武岩 ・石灰岩 ・チャ ート からなるメランジュで，

後期ジュラ紀から前期白亜紀の放散虫化石を泥岩から産

出する秩父累帯では最も若いユニットである．

四万十累帯は， 「伊野」地域では，北帯の北端の半山ユ

ニットが分布している．白亜紀中ー後期に形成された付

加コンプレックスで，砂岩泥岩互層から なる混濁流堆積

物を主体に構成されている塊状砂岩 ・泥岩優勢互層 ・

砂岩優勢互層などがあり，地質図上では区別して示して

ある．

白亜紀の低温高圧型変成作用で生じ た変成岩類を三波

川変成コンプレックスとした．本報告の三波川変成コン

プレックスは，南から北へ， 隠地，川又及び堂ヶ内の各

ユニ ットからなる．思地ユニットは秩父累帯北帯の付加

コンプレックスを原岩とする変成岩類に相当し．川又ユ

ニットは三波川南縁帯の結晶片岩類にほぼ相当する．

堂ヶ 内ユニットは三波川帯フ ロ゚ハ°ーの結晶片岩類に相当

する．思地ユニットは主に泥質千枚岩，変成砂岩，変成

玄武岩凝灰岩及ひ溶岩，変成チャ ー トからなり，川又ユ

ニットは主に苦鉄質片岩，珪質片岩，泥質片岩，結晶質

石灰岩からなる．堂ヶ内ユニ ットは主に泥質片岩か らな

る．本地域の三波川変成コンプレックスの変成岩類はす

べてハ°ンペリ ー石ァクチノ閃石亜相の変成作用を被って

いる． 本地域の三波川変成コンプレックスからは 90-95

Maのフェンジャ イト K-Ar年代が報告されている．
かみ や かわ

本地域北部において東北東方向に延びる上八川構造線

に沿って中新世の珪長質岩脈が三波川変成コンプレック

スに貫入する．珪長質岩脈は石英，斜長石，黒雲母の斑

晶を含む流紋岩，デイサイト及び細粒斑状黒雲母花岡閃

緑岩からなる．

「伊野」地域の第四系は，主に本地域南東部の高知平野

西部や高岡平野仁淀川などの主要河川及びその支流に

沿って分布する ． 第四系は大き＜峰〗］層 中部—下部更
新統完新統（上部更新統の最上部を含む）に区分され

る ． 城山層は鮮新世—前期更新世(-中期更新世？ ）の厚

さ100m以上に及ぶ礫層で一部チャ ー トもクサリ礫化す

るクサリ礫層で特徴づけられる中部—下部更新統は河

成段丘堆積物で高位段丘堆積物 （中部更新統），中位段丘

堆積物（上部更新統の下部 ：最終間氷期堆積物），低位段

丘堆積物（上部更新統の上部 ：最終氷期堆積物）に区分

され，それぞれ層厚 5~10m程度のシルト層を含む礫層

からなる．完新統は扇状地堆積物，谷底平野堆積物，自

然堤防堆積物及び旧河床堆積物，後背湿地堆積物，現河

床堆積物に区分される ． ほかに主に更新世—完新世に活

動したと思われる地すべり堆積物が山腹に多く分布す

る．
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第 3章 寺野変成 コ ンプ レ ックス ，三滝深成コン プレックス及び超苦鉄質岩類

寺野変成コンプレックス，三滝深成コンプレックス及

び超苦鉄質岩類は密接に相伴って分布することから本章

で一括して記述する．本報告の寺野変成コンプレック

ス， 三滝深成コンプレ ックスは，従来，寺野変成岩類，

三滝火成岩類と呼はれているものと同一である．

3. 1 研究史

西南日本外帯の秩父累帯付加コンプレックス分布域内

に周囲と断層で境され断片的に分布する高変成度変成岩

類及び珪長質火成岩類はそれぞれ寺野変成岩類及び三滝

火成岩類（市川ほか， 1956)と呼ばれている．寺野変成

岩類と 三滝火成岩類に、ンル）レーデボン系を加えた3つの

地質体は互いに密接に伴って秩父累帯中に分布する． こ

れらの地質体の分布は断片的であるか，ある特定の構造

帯に限って現れるとの考えから， これらの地質体か分布

する構造帯は“黒瀬川構造帯”と呼ばれた（市川， 1956).

当初，この構造帯は古生代末の大規模な地殻変動により

基盤にまで達する不連続帯が東西に延長して形成された

ためにできたと考えられた（市川ほか， 1956)．その後，

“黒瀬川構造帯’を構成する地質体には蛇紋岩などの超

苦鉄質岩類や様々な条件で形成された変成岩類（本報告

の古期及び新期伊野変成コンプレ・ノクス）などが加え ら

れ，“黒瀬川構造帯”を構成する岩石はユ ーラシア大陸東

縁に付加した成熟した島弧の断片であるという考えか出

された (Maruyamaet al., 1984)．さらに，“黒瀬川構造

帯”の低変成度変成岩類の分布とその年代学的な研究が

進み，“黒廂川構造帯”は西南日本内帯の先ジュラ系の構

造的外座地質体もしくは巨大クリッペであるとの指摘が

なされている（磯崎 ・板谷， 1991).

寺野変成岩類と三滝火成岩類は，本報告での寺野変成

コンプレックスと三滝深成コンプレソクスにそれぞれ相

当する．本地域に分布するこれ らの岩石に関する最初の

記述は小川 (1902)にまで遡り ，さらに，石原 (1931),

杉山 (1936)，福地 (1941)で岩石記載か行われている．

佐川町馬の原に分布する寺野変成コンプレックスの単

斜輝石ざくろ石角閃岩かグラニュライト相の変成岩であ

る可能性について最初に報告したのは端山 (1959)であ

る．同様な単斜輝石ざくろ石角閃岩は高知市塚ノ原日高
いもせ

村妹背峠付近からも見つかっている（丸山， 1976;吉倉

1977; Yoshikura et al., 1981)．単斜輝石ざくろ石角閃

岩の形成条件として 10kbar, 800-850℃が見積もられて

いる（丸山， 1976;Yoshikura et al., 1981; Yoshikura, 

（宮崎一博）

1985)． これらの変成条件は角閃岩相高温高圧部ないし

グラ ニュライト相低温高圧部 （高圧グラ ニュライト ）の

条件に相当する．グラニュライト相の形成条件が推定さ

れたざくろ石角閃岩に含まれるハ°ーガス閃石の K-Ar年

代は 409土21Maである (Yoshikuraet al., 1981)．他地

域から報告されている寺野変成コンプレソクスの放射年

代はジュラ紀からオルドビス紀に及ぶか，その多くは 400

Ma前後に集中する (Yoshikuraet al., 1990)．こ れらの

高変成度変成岩類のジルコンの U-Pb年代測定は行われ

ていない．寺野変成コンプレックスの黒雲母片麻岩は一

部で花商閃緑岩及びトーナル岩を伴っており，部分溶融

が進行したミグマタイト のように見える部分が存在する

ことが報告されている （鈴木，1975).

横倉山レンズ状岩体において， 三滝深成コンプレック

スはシルルーデボン系に不整合に覆われる（安井，1984).

三滝深成コンプレックスは主に中粒ー粗粒で塊状の石英

閃緑岩ー花岡岩からなる (Yoshik ura, 1985)．記載岩石学

的及び岩石化学的特徴より ，三滝深成コンプレックスの

花岡岩類は高変成度変成岩類に関連して形成され，圧縮

テクトニクスにより定置したと推定されている (Yoshi-

kura, 1985)．本地域内に分布する三滝深成 コンプレ ッ

クスの年代測定は行われていない四国中—西部に分布

する三滝深成コンプレックスの花問閃緑岩中のジルコン

U-Pb年代は 441.9士4.5, 441.5土4.4,439.7土lOMaであ

る (Hadaet al., 2000). 

本地域に分布する超苦鉄質岩類の大部分をしめる蛇紋

岩はかんらん岩か蛇紋岩化した ものである原岩のかん

らん岩は角閃岩相程度の温度圧力条件で平衡にあったと

推定されている (Yokoyama,1987)．本地域の蛇紋岩は

Fe/(Fe+ Mg)が低く Mg/Siが高い場合にブルーサイ

トが出現し，三波）1|変成コンプレックスに産する蛇紋岩

に比べ全体的に FeO/Fe2釘が高い（林， 1968).

3. 2 寺野変成コンプレックス (Te)

本地域の寺野変成コンプレックスは，高知市塚ノ原，

いの町枝川， 日高村妹背峠付近，佐川町馬の原，越知町

越知南方にまとまって分布するいずれの地域も，主に

角閃岩と少量の黒雲母片麻岩からなる．通常，寺野変成

コンプレックスと他の地質体とは断層関係にあるが，妹

背峠及び馬の原では，変成岩の面構造に調和的に後述す

る三滝深成コンプレックスのト ーナル岩，花閾閃緑岩，

花商岩が貫入する．
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いの町枝川では，後述する新期伊野変成コンプレック

スの苦鉄質片岩及ひ泥質片岩の構造的上位に，超苦鉄質

岩類の蛇紋岩が重なり ，そのさらに構造的上位に寺野変

成コンプレックスの角閃岩が重なる（第 3.1図）．

角閃岩は暗緑色を呈し，主に暗緑色のホルンブレンド

と白色の斜長石か らなる．ホル ンブレン ドの形態定向配

列による面構造が認められる場合（第 3.2図 a) と塊状

期
150 11茫 4' コン

必

9 : 
入彦

髯 蛇紋岩

ロ泥質片岩 □□砂岩 ／ 断間

な場合があ る．粒度は粗粒なものと細粒なものがあり，

祖粒角閃岩の一部は径数 cm の赤褐色の ざくろ石を含む

ざくろ石角閃岩 とな っている．ざくろ石角閃岩には単斜

輝石を含み単斜輝石ザクロ石角閃岩となっている部分も

ある．

黒雲母片麻岩は暗褐色を呈し，主に黒雲母か らなる薄

層と石英及び斜長石からなる薄層が繰り 返す縞状構造が

第 3.l図 寺郵変成コンプレ y クス及び超苦鉄質岩頬のルートマ y プ （吾川郡いの町枝川付近）

第 3.2図 寺野変成コンプレックスの角閃岩及び黒雲母片麻岩

(a)寺野変成コンプレ・ノクスの角閃岩． 主にホルンプレンド （黒色）と斜長石 （白色）からなる．短柱状の

ホルンプレンドの形態定向配列による弱い面構造が写真の水平方向に発達する．（吾川郡いの町いの西

方約 2.5kmの道沿い）．写真幅（水平方向）約 10cm

(b)寺野変成コンプレノクスの黒雲母片麻岩の露頭写真．黒色の部分は主に黒雲母，白色部は石英と長石

からなる．主に石英と長石（主に斜長石）からなる優白質脈も発達．（高岡郡日高村柱谷の南西約 1.5km). 

キャップの径は5.5cm. 
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発達する（第 3.2図 b)．部分的に ざくろ石を含みざく

ろ石黒雲母片麻岩となっている．

岩石記載

ざくろ石角閃岩（第 3.3図 （a),吾川郡いの町いの西方

約 2.5kmの道沿い．）

主要構成鉱物はざくろ石 ナ）レンフレノノド，斜長石

で，少量の緑れん石，緑泥石，白色雲母，不透明鉱物を

伴う ． ざくろ石は径 0.5~1cmの斑状変晶をなす．割れ

目か発達し，割れ目は緑泥石及び緑れん石で充填されて

いるまた，ざくろ石縁部にはホルンブレンンドと緑れ

ん石からなるシンプレクタイトか形成されている．ホル

ンフレンドは短柱状の他形結晶で，緑色，黄緑色，青緑

色の多色性を示す．核部に褐色角閃石を包有する．斜長

石は他形で，粒界に沿って緑れん石か生じている．斜長

石結晶内部に も微細な緑れん石や白色雲母か生してい

る．

ざくろ石黒雲母片麻岩（第 3.3図 (b)，吾川郡いの町い

の西方約 2.5kmの道沿い．）

主要構成鉱物はざくろ石，黒雲母斜長石，石英であ

る． このほかに少量の緑泥石， 白色雲母，緑れん石， ア

パタ イト ， ジルコン，不透明鉱物を伴う ．黒雲母か農集

した層と石英 ・ 斜長石か濃集した層か数 mm—数 10 mm  

間隔で繰り返す縞状構造が発達する．ざくろ石は径 0.5

cm 程の半自形—他形の斑状変晶をなし，斜長石， 黒雲

母石英を包有する．黒雲母は板状をなし，（001)面は

縞状構造に平行な定向配列を示す．黒雲母の一部は緑泥

石及び白色雲母に罹換される斜長石は他形で，結晶内

部に微細な緑れん石及び白色雲母が生じている．石英に

は弱い波動消光か見られる．

3. 

本地域の三滝深成コンプレックスは高知市宗安寺の南
こやかたに

西日高村柱谷付近，日高村木屋ヶ谷日高村士岐山周

辺に比較的まとまって分布する周囲の超苦鉄質岩類，

寺野変成コンプレックス，シル）レーデボン系，新期伊野変

成コンプレックス，ペルム紀付加体，三畳系及び白亜系

とは断層関係にあり，境界部は圧砕されてカタクレーサ

イト化している．構成岩石は祖粒ないし中粒の黒雲母角

閃石トーナル岩，黒雲母角閃石花商閃緑岩（第 3.4図），

黒雲母花岡岩である．土岐山周辺では寺野変成コンプ

レックスの角閃岩及び黒雲母片麻岩の小規模なレンズ状

岩体を伴う ．

第 3.4図

3
 

三滝深成コンプレックス (Mi) 

三滝深成コンプレソクスの黒雲母角閃石花岡閃緑岩

三滝深成コンプレックスの角閃石黒雲母花岡閃緑

岩の真砂化した露頭（高岡郡日高村本郷の南東約

500 rnの道沿い）スケールのハンマーは約 20cm.

▼―”・ ..』．
疇と疇‘ -

ど

第 3.3図 寺野変成コンプレ ソクスのざくろ石角閃岩及びざくろ石黒雲母片麻岩の薄片写真

(a) ざくろ石角閃岩．Grt:ざくろ石，Hbl:寸ルン フレンド， Pl:斜長石（高岡郡日高村妹背峠の東南東約 1.5km).

(b)さくろ石黒雲母片麻岩．Grt:ざくろ石， Bt:黒雲母， Pl:斜長石， Qtz:石英．（高岡郡日高村妹背峠の南東約 1km). 
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第 3.5図 三滝深成コンプレックスの黒雲母角閃石花岡閃緑

岩の薄片写真

Bt:黒雲母 Hbl:ホルンプレンド， Kfs:カリ長

石， Qtz:石英 Pl:斜長石（高知市宗安寺の北

北西約 1.5km). 

岩石記載

黒雲母角閃石花岡閃緑岩（第 3.5図高知市宗安寺の北

北西約 1.5km)

主成分鉱物はホルンブレンド，黒雲母，カリ 長石，斜

長石，石英で，副成分鉱物として，単斜輝石，アパタイ

ト， ジルコン， 不透明鉱物を，二次鉱物として，ふどう

石，炭酸塩鉱物，白色雲母緑泥石を含む．ホルンプレ

ンドは径数 mmの半自形結晶で，緑色，緑褐色の多色t生
を示す中心部に単斜輝石を包有する場合がある．周辺

部から緑泥石に交代される．黒雲母は径数 mmの板状

の他形結昂で，部分的に緑泥石や白色雲母に交代され

る．斜長石は径数 mmの自形ないし半自形結晶で，微細

な白色雲母が生じている．石英は径 0.5~1mmの他形結

晶である．カリ長石は斜長石，石英の粒間を埋めるよう

分布する．ぶどう石脈が発達する．

3. 4
 

超苦鉄質岩類 Cu)

本地域には比較的まとま った超苦鉄質岩類の岩体が分

布する．超苦鉄質岩類は前述の寺野変成コンプレックス

ゃ三滝深成コンプレソクスと後述の古期伊野変成コンプ

レックスや新期伊野変成コンプレソクスの境界に分布す

る（第 3.1図；第 5,l図）． このほかにも新期伊野変成

コンプレックス内に発達する東北東走向の高角断層沿い

に分布する場合，新期伊野変成コンプレックスとその周

囲の堆積岩類との境界断層沿いに分布する場合， ジュラ

紀付加コンプレックス新改ユニ ット内部に発達する断層

沿いに分布する場合かある．

本地域の超苦鉄質岩類のほとんどは蛇紋岩である．一

部に少量ではあるが，アクチノ閃石緑泥石岩も存在す

る．蛇紋岩には塊状のものと剪断され片状になったもの

第 3.6図 超苦鉄質岩頬の蛇紋岩

蛇紋岩の露頭白破線の左下は壁開か発達する片

状蛇紋岩．右上は比較的塊状の蛇紋岩．（高岡郡日

高村妹背峠の北西約 500mの道沿い）．スケールの

長さは 1m. 

がある（第 3.6図）．断層沿いに分布する蛇紋岩は片状

構造をなす場合が多い．XRDによる蛇紋石鉱物の同定

を行ったが，塊状及ひ片状の蛇紋岩中の蛇紋石の大半は

アンチゴラ イトであったただし，著しく片状化 した蛇

紋岩はリーザータイトを生じている．XRDによる同定

によれば，蛇紋石鉱物以外にプルーサイ ト， 緑泥石，磁

鉄鉱方解石が含まれる．

3. 5
 

地質構造と変成作用

寺野変成コンプレ、ノ クス， 三滝深成コンプレソクス，

超苦鉄質岩類は相互に密接に伴って出現する本地域で

は，東北東走向の高角断層，北北西及び北北東走向の高

角断層が発達し， 3つの地質体の相互関係を複雑にして

いる．断片的に残されている高角断層形成以前の低角断

層の存在により，新期伊野変成コンプレックスの構造的

上位に超苦鉄質岩類が重なり （第 3.1図；第 5.1図），

その構造的上位に寺野変成コンプレックスが重なる（第

5. l図）関係が見いだされる．

寺野変成コンプレッ クスの角閃岩はホルンプレンド ＋

斜長石，ざくろ石＋ホルンブレンド＋斜長石，単斜輝石

＋ざくろ石＋ホルンブレンド＋斜長石の鉱物組合せを有

し，角閃岩相高温高圧部ないしこれと高圧グラニュライ

ト相漸移帯の変成作用を被っていると推定される．これ

までに報告されている温度圧力見積もりもこれに矛盾し

ない．ただし，斜方輝石は出現しない．黒雲母片麻岩の

鉱物共生はざくろ石＋黒雲母＋石英＋斜長石であり ，角

閃岩相以上の変成作用によ って生 したとする考えと矛盾

しなし‘・
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第 4章 、ンルルーデボン系

4. 1 概要

本地域においては，地域中央部の高岡郡日高村本郷妹

背地域（「伊野J地域中央部）と，高知市鴻ノ森の西方延

長にあたる鏡川下流の高知市鏡大河内周辺（地域東部）

に断層に挟まれて分布している． 主に珪長質火山砕屑岩

からなり ， 凝灰質砂岩 ・ 泥岩 ・ 礫岩 • 石灰岩を伴う．梅

田 (1998a,b)によると，西隣接の「上土居」地域に分布

する上部、ンルル系—下部テボン系の上流層及ひ中畑層

（珪長質火山砕属岩）と，より上位の上部デホン系の越知

層や，よ り下位の石灰岩（深田層）やその下の砂岩（五

味層）なども含めて横倉山層群としている．本地域には，

横倉山層群相当層が駈片的に分布している．

4. 2 研 究史

高知市鴻ノ森のシルルーデポン系は，平田 (1971)・河

合 (1973)・甲藤ほか (1977)などの研究かある．鴻ノ森
おおかち し、らせ

や隣接する鏡川沿いの鏡大河内，高岡郡日高村妹背や

陣ヶ森などのシルルーデホン系から， Furutani(1983), 

石賀 (1988),Wakamatsu et al. (1990), Aitchison et al. 

(1996)，じmeda(1997, 1998a)らは 、ンルルーテボ ン紀の

放散虫化石を報告している．日高村妹背のシルルーテボ

ン系の石灰岩からは，小林 ・窟 (1940)，杉山 (1944),

Hamada (1958)かハリサ イテス科のサン ゴ“Halysites"

? sp.などを報告している．同じ日高村の井峰では，シル

ル系礫岩か山下 (1958b)によって報告されている．この

付近の地質は吉倉 (1977)にまとめられている．

西隣「上土居」地域の横倉山周辺では，模式地の横倉

山層群について，非常に多くの研究かなされている．層序

については，浜田 (1959)，古橋 (1975,1976)，吉倉 ・佐藤

(1976)，吉倉 (1982)，安井 (1984)などの研究かある． 化

石については， Hamada(1958), Nakai (1981)，仙オ ・

児子 (2003)がサ ンゴ化石を，加藤 ・安井 (1979)や京

都地学会 (1980)は筆石を，桑野 (1976)及び kuwano

(1983)はコノ トントを，北川 (1985), Kobayashi and 

Hamada (1985, 1987)は二葉虫を，Kobayashiand Hama-

da (1985), Kobayashi (1988), Niko etal. (1989)，三

本 ・野瀬 (1990)か頭足類を，それぞれ報告している．

横倉山での放散虫化石の研究は，石賀 (1988),Ishiga 

(1992), Wakamatsu et al. (1990), Furutani (1983, 

1996)，古谷 (1982,1986, 1997, 1998, 2001), Aitchison 

et al. (1992, 1996)梅田 (1998a,b), Umeda (1997, 1998 

（脇田浩二 • 宮崎一博 • 利光誠一）

a, b, c) など多数ある．上部デホン系の越知層について

は，安井 (1982)や久田ほか (1993)などがある．

その他鴻ノ森のシルル系火山砕屑岩の古地磁気が調

べ られ古緯度を北緯 22.3°と0.2°としている (Shibuya

and Sasajima, 1983)． また Aitchisonet al. (1996)や

Hada et al. (2000)は，シルルーデボン系の珪長質火山砕

屑岩のジルコン につ いて U-Pb年代を出した．

4. 3 横倉山層群 (Yo)

概要： 「伊野」 地域東部か ら南西部にか けて分布する珪

長質火山砕屑岩及び砕屑岩類からなる、ン）レルーテボン系．

対比 ：西隣 「上土居」地域の横倉山に分布する横倉山層

群（浜田，1959)に相当する．

模式地： 高岡郡佐川町中山

分布： 「伊野」地域東部から南西部にかけて分布する．断

層や蛇紋岩などに囲まれて，局所的に露出している．具

体的には，佐川町ヤエ栗， 高岡郡日高村井峰 ・妹背 ・奥

谷 ・折月，高知市城 ヶ森 ・大河内 ・鴻ノ森などの地域に

分布している．いずれの地域においても，黒瀬川構造帯

の構成要素である三滝深成コンプレ＇ノク スや寺野変成コ

ンプレック ス，ペルム紀付加コンプレ ックスな とと密接

に伴っている．陣ヶ森では，花岡岩質岩に貫かれている

という報告がある（吉倉 1991).

岩相 ：主に珪長質火山砕属岩からなり ，凝灰質砂岩 ・泥

岩 ・礫岩 ・石灰岩を伴う．流紋岩溶結凝灰岩を含む場合

がある．珪長質火山砕屑岩は，青緑色や白色を呈し，時

にカラス質である，厚さ数 cmから数 10cmの層状を呈

す場合か多い．このような層状ガラス質火山砕屑岩は，

一見層状チャ ート にもみかけ類似する．泥岩は暗灰色を

呈し， しばしば砂岩層と互層し，まれに炭質物を含む場

合かある． 日高村井峰の礫岩には，珪長質火山砕屑岩，

変成岩，花岡岩，火山岩などの礫を含む（山下， 1958b).

石灰岩は， 日高村妹背などごく限られた小分布である．

産出化石 ：日高村妹背の石灰岩からは Halysitesが報告

されている（小林 ・崖， 1940)．また， 鴻ノ森の凝灰質泥

岩，火山砕腐岩などから， Furutani(1983)，石賀 (1988),

Wakamatsu et al. (1990) らがシルルーデポン紀の放散

虫化石を報告している．また， 鴎ノ森では，後期デホン

紀の鱗木類 (Leptophloeumrhombicum)を産出する

（三本，1994).

形成年代： 本層は， 主に 、ン ルル紀—後期テボン紀に堆積

した．
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構造： 東西から東北東—西南西方向の断屠やそれに沿っ

て分布する蛇紋岩に区切 られて分布する．断層を介し

て，寺野変成コンプレ，ノクスや三滝深成コンプレノク

ス，ペルム紀の長竹ユニノトなどと接している．地層の

走向は分布地域によっても異なるか，ひとつの分布地域

でも北東—南西から北西—南東まで振れている．傾斜 も 20

~80°と一定していない．

解釈： 前弧海盆もしくは陸棚斜面の堆積物と考え られ

る．

第 4.I図 、ンルルーデホン系横倉山IBil「fの火I|」砕屑岩罰 （高知Ilii嶋ノ森）ハンマーのJ．もさは 32cm
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第 5章 古期及び新期伊野変成コンプレックス

本報告では，従来，伊野層として一括されていた地質

体を，岩相，放射年代，微化石年代をもとに， 古期伊野

変成コンプレックス，新期伊野変成コンプレックス及び

前期ジュラ紀付加コンプレックス勝賀瀬ユニットの 3つ

の地質体に区分した．勝賀瀬ユ ニットはジュラ紀付加コ

ンプレックスの章で述べ，本章では密接に相伴って分布

する古期及ひ新期伊野変成コンプレソクスにつ いて述べ

る．

古期伊野変成コンプレックスに区分した地質体は，従

来の伊野層分布域内に断層で囲まれた小規模なレンズ状

岩体として分布する新期伊野変成コンプレックスに区

分した地質体は，従来の伊野層の大部分に加え，その北

側に分布し東隣の 「高知」地域へ連続する上倉層及びそ

の相当層より 南側に分布する低変成度の変成岩類を含

む これらは原岩の岩相，変成岩としての岩相，フェン

ジャイトの K-Ar放射年代などが類似する．

5. 1 研究史

寺野変成コンプレックス， 三滝深成コンプレックス及び

超苦鉄質岩類の周辺に片状構造か発達する弱変成岩か分

布することは，石原 (1931)，杉山 (1936)，福地 (1941),

市川ほか (1956)などで認識されていた石井ほか (1957)

はそのような片状構造が発達する，いの町いの周辺の地

質体を伊野層と命名し，甲藤 ・川沢 (1958)は伊野層及

びその周辺地域の地質図を示した．丸山 (1977)は伊野

層の詳細な地質図を作成し， Maruyamaetal.(1984)で

は，伊野層を“黒瀬川構造帯’'（市川ほか，1956)の主要

な構成要素と考え，伊野層は境界を蛇紋岩で境された複

数のユニッ トの集積体である こと を明らかにし，“黒瀬

川構造帯”の形成モデルを論じた．

伊野層の石灰岩及びチャ ー ト からは後期石炭紀—前期

ペルム紀のコ ノドント が報告されている（松田 • 佐藤，

1979)．また，泥質岩中のマ ール礫から後期三畳紀の放散

虫化石が産出する（足立， 1989).

伊野層の変成苦鉄質岩はドレライト ，玄武岩溶岩，玄

武岩凝灰岩などを原岩とし，変成鉱物の出現と原岩の違

いには相関がある（中島ほか，1978)．変成苦鉄質岩には

パンペリ ー石藍閃石，アクチノ閃石か生じており ，ハ°

ンペリ ー石ァクチノ閃石亜相ないし藍閃石片岩相の変成

作用を被っている （中島ほか，1978).

伊野層の主体は上迩のように低変成度の変成岩である

が，伊野層中に発達する断層に沿ったレンズ状岩体及び

（宮崎一博）

断層に沿って分布する蛇紋岩中の構造岩塊としてより変

成度の高い変成岩類が分布する (Nakajimaand Maru-

yama, 1978)． これらの変成岩類にはバロア閃石， ホル

ンプレンド，ざくろ石が生じており ，アルバイト緑れん

石角閃岩亜相の変成相を示す (Nakajimaand Maru-

yama, 1978). 

東隣の「高知」地域内では，新期伊野変成コンプレッ

クス内に発達する東西走向の高角断層沿いに分布する蛇

紋岩中にロ ーソン石，ひすい輝石，藍閃石，パンペリ ー

石を含む低温高圧型変成岩が産出する (Maruyamaet 

al., 1978)．これらの構造岩塊の中には 3回の変成作用が

識別できるものがあり ， 最初に低圧型の中—高変成度の

変成作用，次にひすい輝石—藍閃石型変成作用，そして最

後に高圧下での後退変成作用を受けている (Maruyama

et al., 1978). 

伊野層の変成苦鉄質片岩のフェンジャイト K-Ar年代

は352-394Ma（植田ほか，1980)であり，前述の微化石の

年代と矛盾する．伊野層中の断層に沿ってレン ズ状に分

布するより高変成度の結晶片岩中のフェンジャイトの K

Ar年代は 317-327Maである（植田ほか，1980)．また，

蛇紋岩中の構造岩塊として産するひすい輝石を含む高圧

型変成岩の フェンジ ャイト K-Ar年代は 208-240Maで

ある (Maruyamaet al., 1978). 

本報告で伊野変成コンプレックスに含めた上倉層か ら

は泥質片岩中のフェンジャイト K-Ar年代 として 186-

228Maの年代が得られている （磯崎 ・板谷 1990).

5. 2 古期伊野変成コンプレック ス

古期伊野変成コンプレックスは小規模なレンズ状岩体

として，新期伊野変成コンプレックスの内部に発達する

東北東走向の高角断層の延長線上， もしくは新期伊野変

成コンプ レック スと前述 (3.3を参照）の超苦鉄質岩類

の境界断層に沿って分布する（第 5.1図）．新期伊野変

成コンプレックスの変成岩類に比べ，古期伊野変成コン

プレックスの変成岩類は変成鉱物か粗粒であり ，両者は

野外において比較的容易に区別できる．構成岩石は苦鉄

質片岩を主とするが，少量の泥質片岩も存在する．

5. 2. 1 岩相

苦鉄質片岩 (Oi) 

高岡郡日高村柱谷の西方に主要な分布があり ，苦鉄質

片岩が南北幅約 400m,東西延長約 1.5kmのレ ンズ状岩

- 13 -



含アルバイト
斑状変晶苦鉄質片岩

・珪質片岩 ロ泥質片岩 口砂質片岩

0~ 転石 ／
 

断層

第 5.1図 占期及び新期伊野変成コン プレックスのルートマ ・ノプ（高岡郡日高村杜谷付近）

体として新期伊野変成コン プレソクスと超苦鉄質岩類の

間に分布している．この他，小規模なレンズ状岩体は高

岡郡日高村妹背峠の西，いの町いの北東などにも分布す

る．濃青緑色を呈し，径数 mmのアルバイト斑状変晶が

発達する苦鉄質片岩である（第 5.2図）．

岩石記載

緑泥石緑れん石ァルカリ角閃石青緑色角閃石片岩（第 5.

3図（a),高岡郡日高村柱谷の西約 1km) 

主要構成鉱物は，アルカリ角閃石， 青緑色角閃石，緑

泥石，緑れん石，アルバイト，石英であり，少量のフェ

ンジャイト，アクチノ閃石，ルチル， スフェン，炭酸塩

鉱物，不透明鉱物を伴う ．アルカリ角閃石，青緑色角閃

石，緑泥石の形態定向配列による片理の発逹が顕著であ

る．アルカリ角閃石は紫色，藍色の多色性を示し，伸張

か正で，藍閃石と推定される．青緑色角閃石は 2Vx<

60°でバロア閃石と推定される．いすれの角閃石も片理

に垂直な割れ目や縁部に淡緑色のアクチノ閃石か生じて

いる．アルバイトは径 0.5mmほどの斑状変晶をなす．

ルチルは常にスフェンに包有される．

緑泥石緑れん石青緑色角閃石片岩（第 5.3図 (b)，吾川

第 5.2図 古期伊野変成コンプレソクスの苦鉄質片岩

古期伊野変成コンプレソクスのアルバイト斑状

変晶を含む苦鉄質片岩（高岡郡日高村妹背峠の

西約 1.5km)．キャップの径は 5.5cm

郡いの町いの北東約 2km)

主要構成鉱物は，青緑色角閃石，緑泥石，

であり，少量のフェンジャイト ，石英，スフェン，

アルバイト

ルチ
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古期伊野変成コンプレックスの苦鉄質片岩及び泥質片

岩の薄片写真

(a)アルカリ角閃石を含む苦鉄質片岩．Na-amp:ア

ルカリ角閃石，BG-amp:青緑色角閃石 Ep

緑れん石，Ab:アルバイト ．（高岡郡日高村柱

谷の西約 lkm). 

(b)粗粒な青緑色角閃石を含む苦鉄質片岩．BG-amp

青緑色角閃石，Ab:アルバイト ．（吾川郡いの

町いの北東約 2km).

（c)ざくろ石を含む泥質片岩．Grt:ざくろ石， Ms 

フェンジャイト ．（吾川郡いの町神谷の南西約 2

km). 

ル，クリ ノゾイサイト ，不透明鉱物を伴う ．青緑色角閃

石の形態定向配列による片理か発達する．青緑色角閃石

は 2Vx< 60°であり ， ハロア閃石と推定される． アルバ

イトは径 0.5mm程度の斑状変晶をなす． クリノゾイサ

イトはアルバイト斑状変晶の中に少量存在する．不透明

鉱物の一部とルチルはスフェンに包有される．

泥質片岩 （地質図では省略）

苦鉄質片岩に伴われて少量だが泥質片岩も分布する．

銀灰色を呈し，径数 mmのアルバイト斑状変晶が発達

する．

岩石記載

緑泥石ざくろ石フェンジャイト片岩（第 5.3図 (c)，吾
こうの

川郡いの町 神谷の南西約 2km)

主要構成鉱物は，フェンジャイト，アルバイト，石英，

緑泥石，ざくろ石クリノゾイサイトであり ，少量の青

緑色角閃石，電気石，スフェン，不透明鉱物を伴う ．フェ

ンジャイト ・緑泥石か濃集した層とアルバイト ・石英が

濃集した層が数 mmで繰り返す縞状構造が発達する．

フェンジャイト ，緑泥石は形態定向配列をなし，片理が

発達する．アルバイトは径 2~3mmの斑状変晶をなす．

ざくろ石は自形ない し半自形で， アルバイト斑状変晶に

包有されることが多い．

5. 3
 

新期伊野変成コンプレックス

新期伊野変成コン プレックスは東西に延びた帯状の分

布をなし，独立した 3帯の帯状配列が認められる． この

うち北側を走る帯は高知市鏡柿ノ又から東へ伸び東隋の

「高知」地域の上倉層及ひその相当層に連続する．本地域

での南北分布幅は 200~850mである．主に泥質片岩，

苦鉄質片岩，砂質片岩から構成される．中央の帯は高知

市塚ノ原から吾川郡いの町いの北方を経て日高村宮ノ谷

にかけ分布する従来の伊野層の大部分に相当し， 3帯の

中で最も分布面積か広い．南北分布幅は最大約 4kmで

ある主に苦鉄質片岩と泥質片岩から構成さ れ，少量の

砂質片岩，変成珪質岩，結晶質石灰岩を伴う （第 5.1 

図）．南側の佐川町奥畑から佐川町横山に分布する本コ

ンプレソクスは最も分布面積が狭く， 南北分布幅は 500

m以下である．主に泥質片岩と苦鉄質片岩から構成され

る． この他に， いの町中追の東方約 2kmの稜線にアル

カリ角閃石を含み片理の発達か弱い変成苦鉄質岩か小規

模に分布する．本報告ではこ の変成苦鉄質岩も新期伊野
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変成コンプレックスに含めた．

5. 3. 1 岩相

苦鉄質片岩 (Nm)

いの町神谷付近では層厚 800m以上の厚い苦鉄質片

岩が分布する．濃青緑色，緑色，黄緑色，赤紫色を呈す

る．色調の異なる薄層が繰り返す場合もある．薄層に平

行に片理が発達する （第 5.4図 a)．原岩は葉理が発達す

る玄武岩凝灰岩と推定される．濃緑色を呈し，枕状溶岩

の組織が残存する変成玄武岩溶岩も一部に存在する．

地質図では省略したが， このほかに，東北東走向の断

層伶いに分布する蛇紋岩中に低変成度の変成苦鉄質岩が

ブロックとして含まれる．見かけは新期伊野変成コンプ

レソクスの変成苦鉄質岩に似るか，淡緑色単斜輝石及ひ

ローソン石を含む こ の変成岩は東隣の 「高知」地域内

で見つかっ てい るひすい輝石＋石英の鉱物組合せを有す

る蛇紋岩中の構造岩塊と同様，新期伊野変成コン プレッ

クスに比べ，よ り高圧の変成作用を受けて生じた可能性

がある．

岩石記載

緑泥石緑れん石ァルカリ 角閃石アクチ ノ閃石片岩（第 5.

5図（a),吾川郡いのI町布I1谷の東約 1km) 

主要構成鉱物はアルカリ角閃石，アクチノ閃石，緑泥

石，緑れん石， アルバイト，石英である．このほかに少

量の不透明鉱物，炭酸塩鉱物， スフェンを含む．緑泥石，

アクチノ閃石，ア ルカリ角I父l石は形態定向配列をなし，

片理か発逹する．アルカリ角似l石は濃青色，青紫色の多

色性を示す．縁部には淡緑色のアクチ ノ閃石か生じてい

る．

緑泥石緑れん石ハ°ンペ リー石アクチ ノ閃石片岩（第 5.4 

第 5.4図 新期伊野変成コンプレックスの苦鉄質片岩と泥質片岩

図 (b)，吾川郡いの町成山の南西約 1km) 

主要構成鉱物はアクチノ閃石，パ ンペリー石，緑泥石，

緑れん石，アルバイト， 石英である．少量の不透明鉱物，

炭酸塩鉱物，スフェンを伴う．アクチノ閃石，緑泥石は

形態定向配列をなし，片理を形成している．パンペリ ー

石は微細な結晶の集合体であり ，淡黄緑色， 青緑色の多

色性を示す．

結晶質石灰岩 (NI)

いの町楠瀬付近の厚い苦鉄質片岩に伴われて厚さ 50

m以下の結晶質石灰岩が数枚分布する．結晶質石灰岩と

周囲の苦鉄質片岩の岩相境界は苦鉄質片岩に発達する片

理に平行である．白色ないし灰白色を呈す．主に方解石

からな る．

変成珪質岩 (Nq)

苦鉄質片岩及び泥質片岩に伴われて厚さ 100m以下

の変成珪質岩が分布する変成チャ ート様の層状構造を

示す場合と塊状の場合がある．白色ないし灰白色を呈

す．構成鉱物の大部分は石英である．

泥質片岩 (Np)

暗灰色ないし銀灰色を呈し，片理が発達する． しばし

ば片理にほほ平行な方解石脈が発達する（第 5.4図 b).

石英及ひ長石の砕屑粒子を含む砂質な部分や，石英が多

＜珪質な部分もある．

岩石記載

緑泥石フェ ンジャイト片岩（第 5.5図（c),吾川郡いの

町柿奈路）

」＿疫構成鉱物はフェンジャイト，アルバイト，石英，

緑化石，不透明鉱物である．中にフェ ンジャイトと緑泥

1—i からなる薄層と石英とアルバイ ト から なる薄層が数

mm|．甘l隔で繰り返す縞状札り辿が発達する．フェンジャイ

(a)新期伊野変成コンプレ yクスの苦鉄質片岩．緑泥石 ・アクチノ閃石からなる暗色の薄隠とアルバイト ・緑れん石

からなる淡色の薄層が繰り返し， これに平行な片理か発達する．スケールのハンマーの柄の太さは約 4cm （吾

川郡いの町損付近）．

(b)新期伊野変成コンプレックスの泥質片岩．片理が発達する．砂質な薄層や石英細脈が摺曲している．スケールの

ハンマ ーの柄の部分の長さは約 15cm.（吾川郡いの町植付近）．
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ト，緑尼石は形態定向配列をなし，縞状構造に平行に片

理か発達する．

砂質片岩 (Ns)

高知市土佐山東川久万川付近では南北幅 700mにわ

たって分布する日高村宮ノ谷付近では層厚 50m以下

のものが小規模に分布するにすぎない灰色ないし緑灰

色を呈する．石英及び長石の砕屑拉子を多く含み，泥質

片岩に比べ片理の発達か弱い．構成鉱物は泥質片岩のそ

れと同しである，

5. 4 地質構造，変成作用及び変成年代

古期伊野変成コンプレ・ノクスは東北東—西南西走向の

高角断層により囲まれたレンズ状の岩体として分布して

おり， レンズ内部の変成岩類の片理の走向はレンズの伸

張方向にほば平行である．新期伊野変成コンプレックス

は ， 東西ないし東北東—西南西走向の高角断層により周

囲の地質体と接し， これ らの断層に挟まれた帯状の分布

をなす．本変成コンプレックスの片理の走向は岩体の伸

張方向に平行である．いの町神谷から日高村柱谷にかけ

ては新期伊野変成コンプレックスの南北分布幅が広く

第 5.5図 新期伊野変成コンプレノクスの苦鉄質片岩及び泥質片

岩の薄片写真

(a) アルカリ角閃石を含む苦鉄質片岩 Na-amp:ア

ルカリ角閃石 Ep:緑れん石（吾川郡いの町

神谷の東約 1km)

(b)パンペリ ー石を含む苦鉄質片岩 Pmp:ハ°ンペ

リー石， Act:アクチノ閃石， Ep:緑れん石

（吾川郡いの町成山の南西約 1km). 

(c)泥質片岩 （吾川郡いの町柿奈路）．

なっており ，東西走向の軸を持つ複アンチフォ ーム ・シ

ンフォームも認められる．

古期伊野変成コンプレ，ノクスと新期伊野変成コンプ

レックスでは変成鉱物組合せに明らかな違いか認められ

る．古期伊野変成コンプレックスの苦鉄質片岩の鉱物組

合では，アルカリ角閃石＋青緑色角閃石＋緑れん石＋緑

泥石青緑色角閃石＋緑れん石＋緑泥石が認められる．

アルカリ角閃石は藍閃石，青緑色角閃石はバロア閃石と

推定される．古期伊野変成コンプレノクスは緑れん石藍

閃石片岩亜相ないしアルバイト緑れん石角閃岩亜相の変

成作用を被ったと推定される．泥質片岩の鉱物組合せ

も，ざくろ石十緑泥石であり ，苦鉄質片岩の鉱物組合せ

から推定した変成相と矛盾しない．

新期伊野変成コンプレックスでは，アルカリ角閃石＋

アクチノ閃石＋緑れん石＋緑泥石，ハ°ンペリ ー石＋アク

チノ閃石＋緑れん石＋緑泥石の組み合わせが認められ

る．パンペリ ー石を含む後者の組合せは，従来，変成相

を特徴つける鉱物共生か見いだされていなかった上倉層

及びその相当層分布地域からも見つかった この他に，

今回の調査では確認できなかったが，アルカリ角閃石＋

パンペリ ー石の鉱物共生が新期伊野変成コンプレックス

- 17 -



第3.1表 古期及ひ新期伊野変成コンプレソクス変成岩のフェンジャイト K-Ar年代

Loe No 岩石名 地質区分 産地 、測,定対象鉱物 Ar-40 (in _ ％Ar-40 
sec/gm xlOり

%K 放射年代(Ma) 備考

1 含アルバイト斑状変晶苦 古期伊野変成コンプレッ 日高村上名越屋フェンジャイト 9 17 96 3 6, 2 I 349土9

I 鉄質片岩 クス

2 泥質片岩 新期伊野変成コンプレッ いの町柿奈路
クス

3 泥質片岩 新期伊野変成コンプレッ いの町横
クス

4 泥質片岩 新期伊野変成コンプレッ 商知市行川
クス

5 泥質片岩 新期伊野変成コンプレッ 高知市柿ノ又
クス

の分布域から報告されている（中島ほか， 1978)．これら

の鉱物組合せより ，新期伊野変成コンプレックスはパン

ペリー石アクチノ閃石亜相の変成作用を被ったと考えら

れる 泥質片岩の鉱物組合せも苦鉄質片岩の鉱物組合せ

から惟定した変成相と矛盾しない．

地質図では省略したか，東西走向の高角断層沿いに分

布する蛇紋岩中には淡緑色単斜輝石＋ ローソン石十パン

ペリ ー石を含む変成苦鉄質岩か構造岩塊と して含まれ

る．淡緑色単斜輝石はオンフ ァス輝石である可能性かあ

る．低温高圧型変成作用で生じた変成岩プロソクが蛇紋

岩中に構造岩塊として産する例は東隣の 「高知］」地域内

で報告されており，変成苦鉄質構造岩塊から ローソン石

＋パンペリー石十藍閃石ひすい輝石（エジリン質ひす

い輝石， クロロメライトを含む） ＋石英の組み合わせが

報告されている (Maruyamaet al., 1978)． この構造岩

塊が受けた変成作用は新期伊野変成コンプレックスか受

けた変成作用に比べ明 らかに低温高圧であり， ローソン

石藍閃石片岩亜相の変成相を示す．

古期伊野変成コンプレックスから苦鉄質片岩 1試料，

新期伊野変成コンプレソクスから泥質片岩 3試料を採取

し，フェンジャイトの K-Ar年代を測定した（第3.1表）．

古期伊野変成コンプレックスの K-Ar年代は約 350Ma 

であった． この年代値はレンズ状に分布する高変成度の

結晶片岩中のフェンジャイト K-Ar年代の 317-327Ma 

（植田ほか，1980)に近い．

新期伊野変成コンプレ y クスの泥質片岩中のフェン

917 96 4 6 13 349土9

| 349士9 I Average 
フェンジャイト 2 59 79 0 182士5

2 66 71 3 3 46 187土5

185土5 Average 

フェンジャイト 1 68 95 4 2 56 161土4

1 69 95 7 2 58 162土4

161土4 Average 

フェンジャイト 1 64 96 0 2 19 183土5

1 69 95 8 2 20 188土5

185士5 Average 

フェンジャイト 2 06 86 9 3 42 148土4

2 06 76 3 3 42 148土4

I 148士4 | Average 

測定及び鉱物分離：アレケニー・ テクノロジーズ ・ジャパン（株）

ジャイト K-Ar年代は 148-185Maであった（第3.1表）．

これら 3試料の示す約 40Myの年代幅の理由はわから

ないものの，今回得られたフェンジャイト K-Ar放射年

代ぱ泥質片岩から得られている微化石の年代（松田 ・佐

藤 1979;足立， 1989)とも矛盾しない．また，この年代

値は，古期伊野変成コンプレックスと新期伊野変成コン

プレックスとの間に明瞭な形成年代の違いあることを示

している植田ほか (1980)は伊野層の低変成度部とさ

れる変成苦鉄質岩中のフ ェンジャイト K-Ar年代として

352-394 Maを報告しているこ れらの年代値は古期伊

野変成コン プレックスのフ ェンジャイト K-Ar年代に近

く，新期伊野変成コンプレソクスの年代としては古すぎ

る．年代値の不一致の理由は不明だか，植田ほか (1980)

の伊野層の試料の多くは新期伊野変成コンプレノクス中

に発達する東西走向の断層沿い分布する蛇紋岩体近傍か

ら採取された試料である．東西走向の断層沿いに分布す

る蛇紋岩類近傍には地質図には示せない小規模な古期伊

野変成コンプレ y クス苦鉄質片岩のレンズ状岩体か存在

する．また， 植田ほか (1980)の 1試料は仁淀川沿いの
なごや

上名越屋付近から採取され，その地点は本報告の古期伊

野変成コンプレックスの分布域内にある．

東隣の 「高知」地域内で見つかっているひすい輝石＋

石英の鉱物組合せを有する蛇紋岩中の構造岩塊のフェン

ジャイト K-Ar年代は 208-240Ma (Maruyama et al., 

1978)であり新期伊野変成コンプレックスのフェンジャ

イト K-Ar年代より若干古い年代を示す．

―-18 -



第 6章 ペルム紀付加コンプレックス

6. 1 概 要

本地域に分布するペルム系は，西南隅の佐川盆地周辺

から東北東に向かって，佐川盆地にわずかに分布する市

ノ瀬ユニット，黒瀬川構造帯の構成岩類と密接に伴って

分布する長竹ユニット，本地域東北部，鏡川ダム周辺に

分布する新改ユニットかある．いずれも，付加コンプ

レックスであると考えられる．市ノ瀬ユニットは，祖粒

砂岩や礫岩，泥岩からなる整然層を主体とし，石灰岩や

石灰岩礫岩，チャ ー トを伴う ．市ノ瀬ユニットは，従来か

ら粗粒堆積物を主体とする市ノ瀬層群として，泥質混在

岩を主体とする白木谷層群／高岡層などの部分とは分け

て論しられてきた．長竹ユニットは，ペルム紀のチャ ー

トを含む混在相で，泥岩からも後期ペルム紀の放散虫化

石を産する．新改ユニットは，整然相の泥岩ないし泥岩

優勢砂岩泥岩互層などの整然層を主体とする地層で，泥

質混在岩を伴う ．東隣接「高知」地域の相当層である新

改層（磯崎， 1985)の泥岩から後期ペルム紀の放散虫化

石を産出している．

6. 2 研究史

ペルム紀付加コンプレックスの研究は従来紡錘虫化石

による層序解明を中心に行われてきた．

佐川盆地周辺では，小林 (1930b,193lc,d)か地質構造

について詳しい研究を行ったほか，蔵田 (1940)が佐川ー

長竹地域において加茂相の秩父系として記迩している．

野中 (1946) は，佐川盆地山姥石灰岩において，ペルム

紀腕足類を報告している．甲藤はか (1956)は，佐川盆

地北縁において，市ノ瀬層群（中期ペルム紀の後期以降）

と立野雇群（中期ペルム紀の前期）を区分している．ま

た，小泉ほか (1994) はペルム紀アンモナイト類を報告

している．

高知市周辺及びその東方地域では， Kobayashiet al. 

(1945)か層序を明らかにした．東隣「高知」地域では，

石崎 ( 1 960) か上部古生界を，会新屋敷石灰岩 • 宮ノ ロ

層 • 新改層 ・ 天秤層 ・ 杉田層 · 岩改層 ・ 休場層と区分し

た．同じ地域を Suyari(1961, 1962)は白木谷涵群／高岡

累層（前—中期ペルム紀） ・ 休場累層／市ノ 瀬累層（後期ペ

ルム紀）と区分している．甲藤はか (1961)は，白木谷

層群土佐山累層 （前—中期ペルム紀） ・ 高岡累層（前—中期

ペルム紀）と区分している．

高知市北部では，平田 (1971)が伊野雇（ペルム紀）．
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（脇田浩二）

高岡層（中期ペルム紀） ・休場層（後期ペルム紀）という

層序を立てたほか，「伊野」地域では，河合 (1973,1976) 

が土佐山層（ペルム紀） ・波川層（ペルム紀）という区分

をしている．

1970年代末から 1980年代にかけて， コノドントや放

散虫化石による層序の見直しか行われた．

佐川盆地周辺の長竹ユニットでは，小池 ・岸本 (1979)

がチャ ー トなどからペルム紀コノドントの産出を報告し

ている．また，佐川盆地では甲藤 (1982a)が層序を再検

討し，高岡層 ・市ノ瀬層群 ・白木谷層群（シュラ紀？）

と区分した．は，須鎗ほか (1983)が I2帯の泥岩から 中ー

後期ペルム紀の放散虫化石を報告し，磯崎 (1985, 1986 

a, b ; Isozaki, 1987)が後期ペルム紀の新改層を提案し

た．また， Yamakita(1988)は，東隣「高知」地域でペ

ルム紀コノドント ・放散虫化石の産出を報告した．

6. 3 市ノ瀬ユニ ット (ICs,ICl) 

概要： 「伊野」 地域南西部に分布するペルム系．砂岩を主

体とし，泥岩 ・玄武岩 ・石灰岩 ・チャート ・砂岩の岩塊

を伴う．

対比： 甲藤 (1982a)の市ノ瀬層群などに相当する．

模式地： 高岡郡佐川町市の瀬

分布： 「伊野」 地域南西部で，高岡郡佐川町市の瀬及び中

山周辺に局所的に分布している．

岩相： 主に砂岩からなり，泥岩，砂岩泥岩互層，礫岩，泥

質混在岩を伴う．砂岩は，灰色中粒で，塊状の場合が多

い．砂岩泥岩互層は，砂岩優勢で 10数 cm単位で砂岩と

泥岩か互層している．礫岩は，主に分布域内北部の寺野

変成コンプレックスとの接触部に近い場所に分布してい

る．礫径は 0.5~5cmで，砂岩ないし砂質泥岩の基質に

石灰岩 ・珪長質火山砕屑岩 ・花岡岩類 ・砂岩などが含ま

れる．チャートは転石のみで見つかっている．

産出化石： 下山の石灰岩礫岩の基質から， Rauserella

sp., Codonofusiella cf. cuhniculata, Yabeina cf. colum-

biana, Lepidolina sp.などの紡錘虫化石が産出している

（小林， 1950;山下， 1958a;甲藤ほか， 1961；平田， 1975).

下山・山姥の石灰岩からは Waagenophyllumindicum 

(W aagen and vV en tizel)などペルム紀の紡錘虫 ・サン

ゴ・三葉虫などの化石か報告されている（小林，1950; 

甲藤ほか，1961;甲藤，1982a;平田， 1975).

形成年代： 形成環境や泥岩の年代が不明であるが， 礫岩

の基質や石灰岩礫に含まれる化石から，後期ペルム紀に



形成されたと判断している．

構造： 東西から東北東—西南西方向の断層に区切られて

分布する．断層を介して，三滝深成コンプレックスや長

竹ユニットと接している．走向は東西ないし東北東—西

南西方向てある．との岩相も変形は弱く，剪断変形はま

れである．

6. 4 長竹ユニ ット (NTx,NTs, NTm, NTa, NTc, 

NT!, NTb) 

概要： 「伊野」地域南西部，東部中央に分布するペルム紀

付加コンプレックス．砂岩 ・泥岩を主体とし，チャー

ト・玄武岩・石灰岩 ・礫岩・変成岩の岩塊を伴う ．

対比： Suyari(1961)の高岡層や白木谷層群土佐山層の

一部相当する．また磯崎 (1985)の新改層にも岩相が類

似する．

模式地： 高岡郡佐川町長竹

分布： 「伊野」地域南部で， 高岡郡佐川町奥畑から長竹を

経て，吾川郡いの町鎌田にかけての地域

岩相 ：泥質基質にチャート ・砂岩 ・石灰岩 ・玄武岩など

からなる長径数mmから数 100mの岩塊を含む混在相を

主体とし，砂岩層や泥岩層などの整然相を伴う（第 6.1 

図）．地質図に描ける大きさの岩塊では，チャートと砂岩

か卓越している． しかし，いずれも， ジュラ紀付加コン

プレノクスの岩塊よりも小規模である．基質の泥岩は剥

離性か弱いか未発達な場合か多いか，部分的に強い場合

かある．泥質混在岩は，露頭規模では，大小様々な亜角

ないし亜円の礫ないし岩塊か泥岩基質中に点在し，配列

は明瞭ではない．薄片では， シルト 岩や珪長質火山岩や

玄武岩溶岩などの岩片を多く含んでいる．チャ ー トは層

状を呈 し，灰白色，灰色，緑色，暗褐色などを呈する．

高岡郡佐川町柳瀬には一見チャートに見えるか，薄片で

は微小なチャ ー ト角礫の集合体であるチャ ート 角礫岩か

露出している．石灰岩は，灰色ないし灰白色を呈し， し

はしば再結晶している．薄片では石灰岩中に数 mm径

の玄武岩礫を含む場合かある．また高岡郡佐川町下山な

どでは紡錘虫化石を含んでいる．石灰岩は主に市の瀬西

方，下山などで小規模な岩塊として確認される．砂岩は，

細粒ないし中粒で，灰色を呈する．基質かやや多く，分

級か悪い．鏡下では，長石 ・石英 ・黒雲母などの鉱物の

他苦鉄質及び珪長質火山岩片を含んでいる．日高村鳥

越 ・大和田 ・柏井 ・父原では， シルルーデボン系横倉山

層群，三滝深成コンプレックスや寺野変成コンプレック

スと接する部分では，ローソナイトを含む高圧変成岩起

源のカタクレ ーサイ トや緑灰色珪長質火山砕屑岩の 10

数 cmの岩塊を含んでいる．西隣「上士居」地域では，三

滝深成コンプレックスに類似した花岡岩質岩や横倉山層

群に類似した流紋岩が，泥質岩中に岩塊で含まれている

（佃，1980).

20 

第 6.1図 長竹ユニノトの主な岩木且

(a)長竹ユニソト の泥質混在岩＿中央の 白い岩塊

は石灰岩である．（高岡郡佐川町赤土トンネル

」し側）．

(b)長竹ユニソト の石灰岩礫を含む泥質混在岩（裔

岡郡佐川 111―［川内 ヶ谷南西）．ハンマーの長さは

32cm 

産出化石： 泥岩とチャ ート， 泥質混在岩中のチャ ート礫

から Follicucullusspp．等の後期ペルム紀の放散虫化石

が産出している （第 6.2図；付表 l)．チャ ート の一部に

は， Follicucullusscholasticusと同定できるものも産出

する．また，小池 ・岸本 (1979) は，高岡郡佐川町長竹

西南方や河内ヶ谷南方のチャ ート から Neogondollella

spp.などのペルム紀のコノドン トを報告している．高岡

郡佐川町蔵法院，河内ヶ谷，長竹，などの石灰岩からは，

Neoschwagerina craticulifera, N. simple;℃,N. margari-

taeなど中期ペルム紀の紡錘虫化石や日高村岩目地井峰

Ozawainella cf. angulata, Fusulinella cf. bockiなどの

後期石炭紀の紡錘虫化石か産出している（小林， 1950; 

Suyari, 1961;平田， 1975).

形成年代 ：産出する化石から後期ペルム紀に形成された

と判断できる．

構造： 東西から東北東—西南西方向の断層に区切られて

分布する． 断層を介して， シルルーデボン紀 ・三畳紀 ・

ジュラ紀の浅海相堆積層や三滝深成コンプレノクス ・寺

野変成コンプレソクスと接している．ただし，日高村鳥



Follicucullus scholasticus 

IN526B 

Follicucullus sp 

IN855 

d 1 98 

Follicucullus scholast1cus 

IN1470 

Follicucullus sp. 

IN1585 

Follicucullus sp 

IN1585 

Entactinia ? sp 

IN1470 

Deflandrella sp 

IN1474 

Nazarovella ? sp 

IN1638B 

第 6.2図 長竹ユニ＇ノトから産出した放散虫化石
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第 6.3図 長竹ユニットの泥質混在岩と黒瀬川構造帯古期岩頬との接触関係

(a)長竹ユニットの泥質混在岩（左）と横倉山層群（右 ：シルルーデボン系）の接触関係，

向）に破砕帯が認められない．（高岡郡日高村井峰）．ハンマーの長さは 32cm

(b)長竹ユニ，ノト の泥質混在岩（右）と三滝深成コンプレ，クス（左）の接触関係

なく，ぴったり接触している．（高岡郡日高村井峰）

境界部（中央 ：縦方

ここで も境界部に破砕帯は
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越 ・大和田 ・柏井・父原では， シルルーデボン系横倉山

層群や三滝深成コン プレソクスや寺野変成コンプレック

スと長竹ユニットの泥岩は破砕帯を伴わない面なし断層

で接している（第 6.3図）．全体として，東西ないし東北

東—西南西方向の走向を有し，北ないし南に急傾斜して

いる部分的には西北西—東南東の走向の場合もある ．

6. 5 新改ユニ ット (Six,Sis, Sim, Sic, SIi, Sib) 

概要 ：「伊野」地域北東部に分布するペルム紀付加コン

プレックス．泥岩 ・玄武岩 ・石灰岩を主体とし，チャ ー

ト・砂岩の岩塊を伴う．

対比： 磯崎 (1985)の新改層などに相当する．

模式地： 香美市土佐山田町新改（旧：香美郡土佐山田町

新改村）休場地区

分布 ：「伊野」地域東部中央で，高知市鏡去坂から鏡小浜

を経て，鏡大利にかけての地域

岩相 ：主に砂岩 ・ 泥岩 ・ チャート・玄武岩 • 石灰岩など

からなる．全体としては泥岩優勢な互層や砂岩層を主体

とした整然相と混在相かあり， 北部では前者が南部では

後者か優勢てある ． 砂岩は， 一般に灰色を呈し細—中粒で

あるか，一部緑かかっている場合がある．i尼岩としばし

ば互層するが，整然とした砂岩泥岩互層である場合と，

剥離性の発達した破断砂岩泥岩互層である場合がある．

玄武岩は，暗緑色—暗赤色で，しばしば枕状構造を有する

溶岩と火山砕屑岩の場合がある．石灰岩は灰白色―灰色

を呈している．泥質混在岩には剥離性はあまり発達して

いないか，あっても弱い剥離性しか認められない場合が

多い．ただし部分的に強い剪断変形を受けている場所も

ある．泥質混在岩中の礫としては，砂岩が最も多く ，礫

径は 1cm,から数 m,一部数 10mのものもある．また

チャ ー ト礫は， 礫径か露頭で 1~100cmであるが， 径 5

~20mから，地質図上に描きうる規模まで様々な大き

さのものがある．本層の東隣では，休場型礫岩を産する

（須鎗ほか， 1983; Isozaki, 1987)が，本地域では見つ

かっていない．

産出化石 ：「伊野」地域で今回処理した試料から，放散虫

は抽出できなかった． しかし，本層は東隣「高知」地域

の白木谷層群 ・休場層群ないし新改層の泥岩やチャ ー ト

からは， 中—後期ペルム紀の放散虫化石が報告されてい

る（須鎗はか， 1983;Isozaki, 1987)．高知市鏡草峰川口

では，ペルム紀のサンゴ化石 Coralliagen. et sp. indet. 

が報告されている（平田，1975).

形成年代 ：本層は， 本層は東隣「高知」 地域の新改層と

岩相や地質構造上の位置などが対比できるので，新改層

と同じ後期ペルム紀の形成とする．

構造： 東西から東北東—西南西方向の断層に区切られて

分布する．断層を介して，蛇紋岩や土佐山ユニ ノト，伊

野層などと接している．走向はほぼ東西で，35-85゚ で北

に傾斜している．断層で区切られた単位ごとに，北にゆ

るやかに開いた摺曲をしているまた，整然相の砂岩

層 ・泥岩層と混在相は，数 10mから数 100m の単位で

繰り返している．
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第 7章 三畳紀正常堆積物

（利光誠一 ・ 脇田浩二 • 宮崎一博）

7. 概 要

「伊野」地域内の三畳紀正常堆積物としては蔵法院層
こ うらかたに

と川内ヶ谷層群かある（第 7.1図）．泥岩及び砂岩から

なる蔵法院層は黒瀬川構造帯の南縁付近にのみ l列の狭

長なレンズ状の分布を示す． 一方， 泥岩 • 砂岩 ・ 礫岩か

らなる 川内ヶ谷層群はそれよりも北側に小規模な地塊

状，あるいはレンズ状になりながら，何帯かに分かれて

分布している． また，それぞれの地塊の中で摺曲構造な

ども見られる．さらに，地質図として表せない程の小さ

な岩体が周囲の付加コンプレックス中に断層によって挟

み込まれているような場合もあり，より複雑な分布をし

ているようてある（甲藤ほか， 1956;須内 ・前田， 1986).

加えて，長竹ユニットの付加コンプレックス中には変形

の弱いi尼岩も見受けられるため，化石の産出がない限

り， 川内 ヶ谷層群と認識するのが困難なこともある．

7. 2
 

研究史

「伊野」及び周辺地域に三畳紀の地層が分布すること

は， Naumann(1885a)が佐川地域で Halobia（二枚貝）

の化石を確認したことにより ，古くから知られている．そ

の後，佐川地域の三畳紀層や化石について，たびたび記

述かあるが (Naumannand Neumayr, 1890 ; Harada, 

1890;小川， 1902;矢部， 1918など），Yehara(1927)に

より，中部三畳系の ZohoinSeriesと，上部三畳系の

Kochigatani Seriesが定義されたそして，「伊野」地域

の越知から佐川にかけての地質について大枠が示され，北

から南へ順に仁淀川流域の古生界，下部白亜系 (Monobe-

gawa-series)，上部三畳系の Kochigatani-series,中部

三畳系の Zohoin -series,古生界 上部・ジュラ系 (Tori-

nosu-group)か断層て境されながら北傾斜でほば同斜

構造を示していると考えたこれに対して，小林 (1930

a, b, c) は佐川地域の三畳紀層が化石により 5つの帯

（化石層）に分けられること，その内の最下位にあたるラ

ディニアン (Ladinian)階の Daonella層は他の 4層の

分布と離れていることなどを明 らかにして， さらにいろ

いろな地点から得られた石炭紀，ペルム紀，三畳紀，

ジュラ紀の化石や地層観察をもとに Yehara(1927)の

地質構造に疑問を提示したそして，その後も種々 の

データを積み直ね (Kobayashi,1931b;小林， 193la, b, c, 

d, e, f; 1935a, b ;小林ほか， 1940など），中生代中期に日

本で起こったとされる一連の造山運動である“佐川造山

運動”の提唱 (Kobayashi,1941)につながっ た．この中

で， Kobayashi(1931 b)では当地域の三畳系に対して

Sakawa Series（佐川統）を定義しており ，小林 (1935b)

では，佐川統の中に蔵賣院層（＝蔵法院層）と河内ヶ谷層

を設けている．その後も小林や彼の門下生が中心になり

化石の記載などを進めてい った (Kobayashiand Ichi-

kawa, 1949a, b, c, 1950b, c ; Ichikawa, 1949, 1950 ; Toku-

yama, 1957bなど）．これにより，佐川地域周辺の三畳紀

正常堆積物の分布か大きく‘‘三宝山層”，蔵庄院暦群，（可

内ヶ谷層群（佐川盆地），河内ヶ谷層群（越知町西方の大

蕨）の 4帯に分かれ，その内の佐川盆地の河内ヶ谷層群

は“秩父古生層’に挟まれながら，さらに数列の亜帯に分

けられている ことを明 らかにした (Kobayashiand Ichi-

゜
2000 

田 叫白亜系 ［二ニ］ジュラ系 一 三畳系

第 7.1図 「伊野」地域における中生代正常堆積物の分布

Zo:蔵法院層 Ko:川内 ヶ谷層群，Ke:毛田層 lw:岩目地層， To:鳥巣層群． 基図は第 2.1図を使用．
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kawa, 1950a ;小林 ・市川， 1951)．甲藤ほか (1956)は

佐川盆地北縁に掘削された赤土トン ネルの調蒼とあわせ

て詳細な表層踏査を行い，小林ほか (1940),Kobayashi 

(1941)で述べられたよう な三畳紀層を含めた大規模な

逆転やク リッペ構造がないことを明らかにし，この三畳

紀層を現地の地名に従って川内ヶ谷層群と改称したそ

の後は新たな化石の産出により，蔵法院層の分布がより

複雑であるこ とを示唆する報告がいくつかなされている

（甲藤 ・田代，1982;須内 ・前田，1986など）．

「伊野」 地域の三畳紀正常層は古くから多くの化石を

産する ことか知られており ，上記の他にも多くの化石の

産出報告や記載がなされている (Mojsisovics,1888 ; Shi-

mizu, 1927, 1930, 1931;橋本， 1932,1933a, b; Yabe 

and Shimizu, 1933 ;山内 ・平田， 1936;蔵田，1940;平

田 1950, 1958 ; Sakagami, 1972 ;河合，1973;坂東

1974;小畠ほか，1975;東山ほか， 1976;三本， 2001),

また，これらの化石をもとにした地質学的研究 ・報告

もいくつかな されている （山内 ・平田，1939;Suyari, 

1961 ;河合，1976).

7. 3 蔵法院層 (Zo)

地層名 ：Yehara(1927)により ZohoinSeriesとされた

ことによる．その後，小林 (1931d)では，本層を Yehara

(1927)の層序区分に基づき‘‘蔵法院統のダオネラ層”と

して紹介しているが，この中にペルム紀層とジュラ紀層

が混同されていることを指摘しているため （小林， 1930

a, b, c), Kobayashi (1931b)は「伊野」地域の三畳紀正

常堆積物に対して SakawaSeries（佐川統）を定義し，

小林 (1935b)において佐川統の中に蔵賣院層（＝蔵法院

層）と河内ヶ谷層を設けている．その後， しばらくは蔵

法院統と 表記されていたが （小林ほか， 1940;小林，

1950など）， Kobayashiand Ichikawa (1950a)で Zo-

hoin group,市川 (1951)や小林 ・市川 (1951)で蔵法院

層群と表記されるようにな ったこの後は，蔵法院層群

が一般的な名称として使用されてきたが，蔵法院層を用

いた報告もいくつかみられる（須鎗， 1958; Bando, 1964 ; 

坂東 1974；波田， 1993)．本層は岩相区分上，層群とし

て扱うよりも 1つの累層として扱うのか妥当 と考え られ

るため，本報告では小林 (1935b)等になら い，蔵法院層

とする．

模式地 ：高岡郡佐川町蔵法院

層序関係： 本層は下限 ・上限ともに断層で切られている

ため，下位層上位層と の関係は不明である．

分布・構造 ：本層はペルム紀付加コンプレックスの長竹

ユニ ット 中にあり ，「伊野」地域では，南西部の高岡郡佐

川町蔵法院から東部の高知市宮ノ奥まで，幅数 10mな

いし 150mほどの狭長な分布を示す．ただし，高岡郡日高

村沖名から吾川郡いの町波川にかけては分布がみられな

い．東側の分布は高知市宮ノ奥付近で途切れるが，西側

の分布は南接する 「須崎」 地域内の佐川町岡崎まで狭長

に続く ．地層の走向はこの帯状の分布にほほ平行 (ENE-

WSW)で，垂直ないし北に50°ほど傾斜している．堆積

構造による上下判定のできるところは多くはないが，全

て北上位であるなお，後述する後期三畳紀の川内ヶ谷

層群の分布地とされる 日高村大和田において，転石なか

ら中期三畳紀のアンモナイ トの産出報告がなされ，その

近辺に蔵法院層に類似する岩相も報告されている （須

内 ・前田， 1986).

本層は周囲のペルム紀付加コンプレック ス長竹ユニ ッ

トとは全て断層で接する．また，佐川町蔵法院では南縁が

後述する シュラ紀毛田層と断層で接する（松岡，1985).

そして，いの町是友ー西浦付近では北縁が ジュ ラ紀正常

層（後述の岩目地層）と断層で接する．

層厚：上限，下限と も断層で画されているため， 全体の

層厚は不明であるが， 模式地にあたる佐川町蔵法院付近

では 90mほどの層厚が観察された．小畠ほか (1975),

東山ほか (1976)によれば， 137m以上と見積もられて

しヽる．

岩相 ：主として暗灰色の泥岩及び砂質泥岩からなり ，時

折，厚さ10~25cmのレンズ状の細粒砂岩層や厚さlmな

いし 3m ほどの極糸Ill拉ー糸Ill粒砂岩層を挟む（第 7.2図）．

砂岩はやや緑色を帯ひている．砂岩脳と泥岩層が互層す

る部分もある．周囲の付）JIIコンプレックスの岩体と断層

で接するため，泥岩陀は剪断を被っていることがよくあ

るか， 非変形部分も残されている（第 7.4図）．

化石 ：砂質泥岩層に二枚貝煩を中心に以下の動物化石の

報告かある (Shimizu,1930 ;小林 ・市川， 1951;小畠ほ

か，1975;甲藤 1982a). 

二枚貝類

Daonella kotoi Mojsisovics 

Daonella alta Yabe and Shimizu 

Daonella sakawana Mojsisovics 

Daonella densisulcata Yabe and Shimizu 

"Gervillia" sp. 

頭足類

Protrachyceras aff. archelaus (Laube) 

Thisbites orientalis Shimizu 

Monophyllites sp. 

Grypoceras sp. 

掘足類

Dentalium sp. 

巻貝類

Natica sp. 

対比・堆積年代： これ らの化石の内， アン モナイト類の

Protrachyceras aff. archelausはラディ ニアン (Ladin-

ian)階上部の Protrachycerasarchelaus帯の指示種に

比較される． Daonellabedとして本層と対比される徳
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（砂岩優勢）

砂岩

礫岩

゜第7.2図 三畳紀正常雌潅Ii物の柱状図

調査ルートは第 7.3図参照．

島県那賀川流域の臼ケ谷層（平山ほか， 1956)から産出

している Protrachycerascf. pseudoarchelaus (Boeck h) 

とともに本層の年代を考える上で重要である (Sando,

1964)．これらのことから，本層の堆積年代は中期三畳紀

（ラディ ニアン期後期）と推定される．

なお，須内 ・前田 (1986)は日高村大和田から転石な

がら中期三畳紀（アニシアン (Anisian)期）のアンモナ

イト類 Hollanditessp.を採取しており，蔵法院層の岩

体がこのあたりにも分布している可能性を示唆している．

7. 4 川内 ヶ谷層群 (Ko)

本層群及びその相当層は多くの化石を産する ことで古

くから研究かなされてきたか，「伊野」 地域では非常に複

雑な地質構造のため層序の概要をつかむのか容易ではな

い この複雑な地質構造は古くか ら指摘されており，そ
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39 

93 

第 7.3図 柱状図の作成ルート（高岡郡佐川ー越知地域）

基図は国土地理院発行， 5万分の1地形図 「伊野」及び 「須崎」の一部を使用．

第 7.4図 蔵法院層の泥岩層（高岡郡佐川町蔵法院）

強い剪断の見られる部分（左） とやや砂質の非変

形の部分（右）が見られる．ハンマー （写真中央

下側）の長さ 33cm

の層序を明らかにするため小林ほか (1940)などは本層

群から産出する動物化石群と，地質構造の単純な山口県

の美祢層群の化石群（片山， 1939など）との比較を行い，

岩相上，下部，中部，上部に分けられ， 化石群から 4つの

層 (Oxytoma-Mytilus層 Halobia-Tosapecten層 Myo-

concha層 Entomonotis層）に分けられると考えた (Ko-

bayashi and Ichikawa, 1950a ;小林 ・ 市川， 1 95 1 ) . —

方，甲藤ほか (1956)は小林ほか (1940) らの層序を見

直し，本層群を上部亜層群，下部亜層群に分け，さらに

下部亜層群を上下に分けた． これらは以下の化石層と対

応する（甲藤ほか， 1961;甲藤， 1982a).

上部亜層群 Entomonotis層

下部亜層群上部 Myoconcha-Halobia-Tosapecten層

下部亜層群下部 0、、’ytoma-Mytilus層

本邦の三畳紀二枚貝Monotisについてとりまとめた

Ando (1987)も本地域の川内 ヶ谷層群の層序が不完全

なことを指摘している． そこ で，本報告では Kobayashi

and Ichikawa (1950a), l[lij寮ほか (1956)，甲藤 (1982a)

の層序区分にならい，比較l,1勺連続的に層序を観察できる

ルートを選んで，下部， 1|l;l|｛，上部の大まかな 3つに層序

区分を行っ たが （第 7.2|又|），上述のように地質構造が

複雑なため これを地質図として示す ことはできない．

地層名： Yehara (1927)により KochigataniSeriesと

されたことによる．小林 (193lcl)では，本層群を Ye-

hara (1927)の層序区分に基つき河内ヶ谷統として紹介

し，前述のように不備のある ことを述べている．そして，

Kobayashi (1931b) は本地域の三畳紀正常層に対して

Sakawa Series（佐川統）を定義 し，小林 (1935b)では

佐川統の中に蔵賓院層（＝蔵法院層）と河内ヶ谷層を設

けたこの後は，本層群について河内ヶ谷統が用いられて

いるが（小林ほか， 1940;小林， 1950なと）， Kobayashi

and Ichikawa (1950a)や Ichikawa(1950)で Kochiga-

tani group,市川 (1951)や小林 ・市川 (1951)で河内ヶ

谷層群と表記された．甲藤ほか (1956)は，現地の地名

表記に従い，地層名を川内ヶ谷層群に改めた．この他に，

川内ガ谷層群（甲藤ほか， 1961)や川内谷層群 （河合，

1976)という表記も見 られる

模式地： Yehara(1927)では， KochigataniSeriesの中

に3つの層 (bed)を設けた．この内， Kasayadanibed, 

Kochigatani bedは高岡郡佐川町川内ヶ谷周辺を模式

地とし， Otogobedは川内 ヶ谷北方の佐川町から越知町
おとこ

にかけての乙川谷流域を模式地とする．
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層序関係： 本層群は，「伊野」 地域内では，高岡郡越知町

越知地区から高知市上本宮町まで東西にわたり断片的な

分布をしている． このため，周囲の地層との層序関係は

不明であるなお，徳島県那賀川流域では，本層群下部
さぷたに

の東方延長にあたる寒谷層か下位にある中期三畳紀の臼

ヶ谷層（蔵法院層相当層）を整合あるいは一部非整合に

覆っていると考えられている (Kobayashiand Iwaya, 

1941 ;山下，1950;平山はか， 1956)．また，この付近で
こ、そね

は寒谷層がペルム紀の付加体メランジュ相である檜曾根

層群を不整合に覆うことか示されており， これは“坂州

不整合’'と呼ばれている（市川ほか， 1953;石田ほか，

2005a, b)． また， この地域では寒谷屑を後期ヽジュラ紀ー

前期白亜紀の鳥巣層群相当層あるいは類似層か不整合て

覆うと考えられている（平山ほか， 1956 ;石田 ・香西，

2003など）．

分布・ 構造 ：本層群は，周囲を断層で囲まれたいくつも

の地塊あるいはレンズ状を呈し，断片的に分布する．ま

た， 1つの地塊内でも強い剪断を被った部分があり， さ

らに細かく断片化されている．本層群の地塊群の多くは

ペルム紀付加コンプレックスの長竹ユニ ットと断層で接

する．付加コンプレックス中に周囲を断層で囲まれた小

レンズとして含まれることもある（甲藤ほか， 1956).

「伊野」 地域内の西半部ではジュラ紀の鳥巣層群類似層

（後迩の岩目地層）と断層で接し，高岡郡日高村妹背，妹

背峠，小鹿児等では，黒瀬川構造帯の三滝深成 コンプ

レックス，寺野変成コンプレックス，蛇紋岩類等と，吾

川郡いの町八代，高知市上本宮町等ではさらに新期伊野

変成コンプレックスとも断層で接している．断層の多く

は走向 ENE-WSWで傾斜かほほ垂直か， これを切る走

向 NW-SEのほほ垂直の高角断層であるか， 日高村妹背

では走向 E-W, 傾斜 10-20°Nの低角断層で寺野変成コ

ンプレックスと接する．日高村柱谷の上流では，逆に南

傾斜の低角断層で寺野変成コンプレックスと接している．

第 7.5図 川内ヶ谷層群の礫岩層（高岡郡佐川町川内ヶ谷東

部）

最下部付近の礫岩と考えられる．径数 cmの円礫か

多く見られる．スケール（折尺）は 20cm

地層の走向は多くの場合，地塊あるいはレンズの伸び

にほほ平行 (ENE-WSvVが多い）で，北傾斜もあれば南

傾斜もある．摺曲の推定されるところもあり ，一部で逆

転しているところもある．なお，付図 leに示すように，

地質図ではペルム紀付加コンプレックスとなっている部

分にも三畳紀の化石の産出する小さなレンズ状岩体か分

布する可能性がある．

層厚 ：本層群は地塊あるいはレ ンズ状の分布を呈し， そ

れそれの地塊の中ても強い剪断を被り， さらに断片的に

なっているため，正確な層序の組み立てとそれに伴う層

厚の見積りは容易ではないが，大まかな層序の組み立て

（第 7.2図）から見積もると， 川内ヶ谷層群の下部ては

180 m以上， 中部では 200m以上，上部では 450m以上

の層厚である．ただし，地層の繰り返しや欠如のある可

能性もある．

岩相 ：川内 ヶ谷層群は礫岩，砂岩，泥岩からなり ，珪長

質凝灰岩の薄層を伴う ．上迩したように本層群は下部，

中部上部の 3つに分けられる可能性かある．

川内 ヶ谷層群の下部（甲藤ほか (1956) の下部亜層群

の下部 ：Oxytoma-Mytilus層）は層厚約 30m の中礫礫

岩層の上に砂岩優勢の地層か重なる（女川南方ルー ト；

第 7.2図）． ただし， この礫岩層か基底部にあたるかど

うかは定かではない．川内ヶ谷 4ルートでは泥岩層中に

1.5 mほどの厚さの中礫ー大礫礫岩層を挟み（第7.5図），

この礫岩層が一部チャネル状に砂岩層によって削剥され

ているのか観察された．礫は径 2~4cmの円磨されたも

のが多く ，最大で 15cmほとの円礫も見られた．礫種と

して珪長質凝灰岩や珪長質の火山岩のほか，石英斑岩，

砂岩，泥岩等も見られる．なお，礫質な砂岩層や礫岩層

の卓越する地隠は，高岡郡日高村妹背の神社裏やその北

方にある錦山ゴルフ場の敷地内でも観察された．川内ヶ

谷 4ルート で見られる砂岩は泥質でかなり生物援乱され

第 7.6図 川内ヶ谷層群の1尼岩層（高岡郡佐川町川内ヶ谷の南

方）

川内ヶ谷層群の中部に相当する泥岩であり，極細拉

砂岩の薄層を挟んでいる．スケール（シャープペン

ンル）の長さ約 14cm.
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ているようである．女川南方ルートでは，泥岩層を伴い

なから，比較的厚層の中粒ないし細粒砂岩層が見られる

が，上部の砂岩濯は剪断により著しくレンズ化されてい

る（第 7.2図）．

本層群の中部（甲藤ほか (1956)の下部亜層群の上部：

Myoconcha (= Triaphorus)-Halobia-Tosapecten層）で

は泥岩層が卓越し，たまに 10~50cm 厚の細粒—極細粒

砂岩屠を挟む（第7.6図）．泥岩中にはPlanolitesやAn-

chonicus類似の生痕か見られることがある．乙川上流

ルー トでは，泥岩層中に珪長質凝灰岩層か頻繁に挟まれ

ているのが観察された． この上部ては層厚 20m程の砂

岩優勢の砂岩泥岩互層か重なり ，その上位に炭質物を含

む泥岩層か重なる．

川内ヶ谷層群の上部（甲藤ほか (1956)の上部亜層群 ：

Entomonotis (=Monotis)層）では， 10m以上の厚い極

細粒砂岩層に始まり，その上位に厚さ数 mの泥岩層か

あるか，厚層の砂岩層が続くようである． この上位は泥

岩優勢層となり，一部でスランピングと思われる層内

摺曲か見られる（川内ヶ谷 5ルート ）．川内ヶ谷 6ルート

では砂岩優勢層の上位に Monotisの密集した泥岩層と

"Monotis石灰岩’'ともいうへき， Monotisの密集した石

灰質砂岩層かある（地点 A-t2;第 7.7図，付図 le)．こ

のような層序をどこに配置するか不明ではあるか， 川

内ヶ谷 5ルートや川内ヶ谷 1ルートの泥岩優勢層の上位

にくる可能性か高いと考えられる． このような “Mono-

tis石灰岩’'は日高村柱谷の上流（地点 A-t77;付図 le)

でも観察され，かなり広かりのある岩相かもしれない．

また， Monotisを含む石灰質砂岩は愛媛県の板取川地域

の三畳系でも知られており (Bando,1964)， この石灰質

砂岩屠の時空的な広かりは堆積環境などの観点から興味

が持たれる．

化石： 本地域の上部三畳系は古くからたくさんの化石か

出ることか知られていた．これらは Kobayashiand Ichi-

kawa (1950a)，小林・市川 (1951)等によりまとめられ

ており，その後もいくつかの知見か加えられてきに最

近では， 三本 (2001)か高岡郡佐川町川内ヶ谷北方の乙

川上流沿いの切り割りを調査し，ここから二枚貝 Ota-

piria dubia Ichikawa, Halobia sp., Tosapecten suzukii 

やウミュリ Balanocrinussp.等を採取している．産出化

石からこの露頭は本層群中部にあたることか確認され

た．本層群から産出する大型化石を，第 7.1表に示す．

今回，川内ヶ谷層群の1尼岩（川内 ヶ谷の中岡神社北の

地点 R71)から底生有孔虫 Spirillinaorbicula Terq uem 

and Berthelin,凝灰岩（川内ヶ谷北方の地点 R56)から

放散虫 Copiellintrasp.などを抽出することかてきた（付

表 1).なお，前者は強い剪断を被った泥岩中にレンズ状

にはさまれた非変形泥岩から産出したものである．

対比・堆積年代：川内 ヶ谷層群の相当層は四国東部の徳

島県那賀川流域に分布しており， ここでは下位の寒谷層

（市川ほか， 1953)，上位の梅ケ谷層（平山ほか， 1956)

の 2層からな る．前者か「伊野」地域の川内ヶ谷層群下

部及び中部，後者が本層群上部に対比される．一方，四

ヽ｀＊ 幽ヘ

第 7.7図 1Vlonotisの密集した石灰質砂岩層（高岡郡佐川町川内ヶ谷の南方）

非常に多くの JV!onotis（二枚貝）の殻か密集しているため，少し剪断を被っているよう

にも見える．中央の丸印内のやや白く丸いものは Monotisの殻か見えているところ．
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第 7.1表 川内ヶ谷層群から産出する大型化石一覧

ょ塁[, 1 t ~§ `  
> >

門
言［ ］ >屯ミ<

植物 Halobia a/ta Kobayashi and Aot, ． 
Podozaml(C.I Sp ． Halohia 11111/filineara Kobayashi叩 dAoti ． 
屈91/ICIIIC.I9sp ． Halob,a /011g1.1・si111a Kobayashi and Aou ． 
コケムシ類 Halobia kashiwaiensis Kobayashi and [ch,kawa ． 
1'.1eudobaw.,・1ol!iel!a kohayashii Sakagam1 ． Unicmi1es kochigalaniensis (Kobayashi and Ichikawa) ． 
ウミュリ類 Unionites c.a1i11a111.＜・ (Kobayashiand Ichikawa) ． 
Balanocri1111s sp ． Unio111tes sp ． 
lsocrinus? sp ． "Megalodo11" spp ． 
腕足類 Neoschcndus (Neoschcodus) nakaji111e11sis (Ichikawa) ． 
P1111ctn.1pir1（切•ll'ladirns Tokuyama ． Neoschizodus (Neoschizodus) dieneri (lclHkawa) ． 
1'1111cro.,p1ri(er 1riaclicus kashiivaiensis Tokuyama ． Neoschにodus(Neaschizodu.1) die11en (Ichikawa) ． 
Spmfimno1des sakawa1111.1・ Kobayashi and Tokuyama ． Neo.1chにodus(Okuno111111e/a,ua) ok11110111ine/auie11.1i.1 (lch,kawa) ． 
Spil'lferinoicles yeharai Kobayasl11 and Tokuyama ． Nease!,にodussp ． 
Spinferinoide．ヽnasaiTokuyama ． Minelrigonia karayamai (Kobayashi and lch1kawa) ． 
"llhy11cho11el la" 11akclji111e11ヽハ Tokuyama ． Lopecten? 111/i-equens (Kobayashi and Iclnkawa} ． 
"l/hy11cho11e/la" koc/11ga1a111e11s1s Tokuyama ． Eopec'/e11ry s11111ene11si.1 (Kobayashi and lclukawa) ． 
Sakawa,rhynchia toko111boe11.1・f.1・ Kobayashi and Tokuyama ． C11/cIIIIyS III(／jSISO¥9／じ1・fKobayashi and lch1 kawa ． ． 
Sakawa1rhy11chia karaya111ai Tokuyama ． Josapec/en suwkii (Kobayashi) ． 
如 ・ebra/11/aspp ． fosapecten pse11dohie111alis Kobayashi and Lch1kawa ． 
如 ・ebra/11/a?sp ． Pseudolimea 11aw11anm (Kobayashi and Ichikawa) ． 

二枚貝 P/agios/oma? kuromagariensis (Kobayashi印1dIchikawa) ． 
NIICula? 1Wd)'CIi Ichikawa ． Mvti!us(「'alci111yti/11.1?)1en111/or111i.1 Kobayashi and Ichikawa ． 
!rigo1111cula sakowana Ichikawa ． ． "Myrilus" sp ． 
l'alaec111ei/o /e11e/l1fim11is Kobayashi ru1d Ichikawa ． Jv(vtilus (Faic1111y11/11s) 11asai Kobayashi and Ichikawa ． 
l'ara!!e!odon? m/1.cquens Kobayashi and lch1kawa ． ？ Modio/11s parona1(iJn11is (Kobayashi and lclukawa) ． 
L1111w1pho11.1り暉 IJJ1l~he1只ensis Bohm ． 1'/e11ro111ya.forsbergi 111ppo11ica Kobayashi and Ichikawa ． 
Mono/1.1・ ochorica ochorica (Keyse, ling) ． "C•IIspl9im•Id' ' (' ) Sp ． 
Mono/is achotica densi.,"friala (Teller) ． ドalaeopharusob/011ga111s (Kobayashi and lch1kawa) ． 
Monolis~abの知lica (K1pa11sova) ． l1 iaphoms lrapecoida/1.1・ (Kobayashi ru1cl lch,kawa) ． 
Mono/is 11,ahara (Kobayash, and lch,kawa) ． Neoschに()(luI(1＼1eoschにodus)11s11gala//le11sis lcb1kawa ． 
Olapiria dubia (Ichikawa) ． Sakawanella lriadica lch1kawa ． 
Oxy/011,a 11wjs1sovicsi Teller ． Schafhae,11/ia 111el/ingijaponica lch,kawa ． 
Oxy/011,a ka.1・/,iwc11e11sis Kobayasl11 and lch1kawa ． Sc/,a/hae111/ia? spp ． 
Oxy/011/C/ s1u'i111abara Kobayashi and Lch1kawa ． (11/rel!us? e/!1jJ.midalis Kobayashi and Ichikawa ． 
Oxyro111a? diener, Kobayashi叩 dIchikawa ． アンモナイト類

Oxy10111a spp ． ():rtapleurires sakawanus (M0Js1sov1cs) ． 
Cassia11el/a? dull/a Kobayashi and Ichikawa ． PdraIrachyccra.＼'11 Sp ． 
/-la/obia kawadai Yehara ． ParaIrachycera.¥ llうsp ． 
Halobia sedaka Kobayashi and Aot1 ． l'ararmchyceras sp ． 
Halobia obso!ela Kobayashi and Aot, ． Paratrachycera.,・ cf ho/i11a11111 (Boeckh) ． 
Ha/ohia 1110/11kka11a Wanner ． Pma,℃じ""saff bic:ari11a111s M(inster ． 
Halob,a 00111 Kobayashi and lcl11bwa ． A1℃e.l'les? sp ． 
Ha/obia aff aolii Kobayashi and Ichikawa ． 

小林(1950)，小林・市川(1951),Tokuyama(1957a, b), Bando(1964), Sakagami(1972), Hayami(1975), Ando(1987)，三本(2001)などによる

国西部では，愛媛県の城川—野村地域に分布し，ここでは

久保谷層 (Hada,1974)と呼ばれている．

本層群から豊富に産する二枚貝の内，Halobiaは中期ー

後期三畳紀， Monotisは後期三畳紀に特有の化石であ

る． しかし，年代決定に最も有効なものは，佐川町介石
t・っlヽL

山及び日高村竜石から産出するアン モナイト 類 Paratra-

chyceras cf. hofmanni (Boeck) (Shimizu, 1930), Para-

trachyceras sp.（須内・ 前田， 1986)で，これ らから本層

群では後期三畳紀のカ ーニ アン (Carnian)期の堆積年

代か推定される．

今回産出した微化石の内，地点 R56の放散虫は古生代

の属のため二次化石と思われる地点 R71の底生有孔虫

から後期三畳紀—前期、ジュラ紀の年代が推定され，大型

化石による堆積年代の推定と矛盾はない．
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第 8章 ジュラ紀正常堆積物

8. 1 概要

「伊野」地域の南隣の「須崎J地域内に日本のジュラ紀
とりのす

正常堆積物の代表的な鳥巣層群の模式地“鳥の巣’'（高岡

郡佐川町鳥の巣）かあり，その延長部と類似層が本地域

にも分布している．これらは狭長な分布を示すため，「伊

野」地域には，南部をほぼ東西に並ふ 3列の‘‘鳥巣層群”

か分布しているように見えることが古くから知られ，南

から‘‘員籠帯”，盲飛白帯',“芥言i]帯”と呼はれて区

別されていた （小林， 1932;木村， 1956)．これらは，秩

父累帯南帯及ひ黒瀬川構造帯の両帯に分かれて分布する

か， ともに泥岩•砂岩を主体として，礫岩を伴い， この

中に“鳥巣式石灰岩”(Naumann,1885a;高橋 ・山内，

1922a, b) と呼はれる独特の石灰岩を含み， ここから大

型化石の産出することが古くか ら知 られていた．これと

は別の，泥岩 • 砂岩のみか らなり，石灰岩を含まない

シュラ紀の正常層の狭長な分布かあり，毛田屠（松岡，

1985) と呼ばれている．最近の研究ては，秩父累帯南帯

に分布する模式地（鳥の巣）の延長に分布するもの(“鳥

巣帯')は後期ジュラ紀から前期白亜紀に及び，現地性の

石灰岩も含まれる．一方，黒瀬川構造帯に分布するもの

（“耳飛田帯'.“介石山帯’'）は中期、ン ュラ紀層を含み，

“鳥巣帯’に比べてやや深い層相を示すことか明らかに

され（甲藤 ・松本， 1982;市川ほか， 1982)，この‘‘鳥巣

帯’のジュラ紀層のみを鳥巣層群とし，黒瀬川構造帯に

分布するものは，鳥巣層群相当層あるいは類似層として

分けて考えられるようになった（松岡 1985など）．そし

て，年代や岩相から後者はむしろ毛田層との共通点の多

い地層として扱われている（松岡， 1985;甲藤ほか，

1991 ;四国地方士木地質図編纂委員会， 1998)．そこで，

本報告では秩父累帯南帯に分布する‘‘鳥巣帯”のジュラ

紀正常層を鳥巣層群とし，黒瀬川構造帯に分布するジュ

ラ紀正常層を毛田層及ひ岩目地層（新称）として扱う

（第 7.1図，第 8.1図）．

8. 2 研究史

「伊野」及び南接する「須崎J地域に分布するジュラ系

の存在は，Naumann(1885a)により，佐川地域のジュ

ラ紀の植物化石を含む頁岩及び三角貝に関する記述など

で古くから知られている．そして Naumann(1885a)は

このジュラ紀植物化石層の近くからシダリス類のウニの

棘を含む灰褐色で緻密な石灰岩を発見し，その付近の砂

（利光誠一・ 脇田［告二）

岩とともに Torinosukalke（鳥巣石灰岩）， Torinosu-

sand stein（鳥巣砂岩）の記述をしている（括弧内の 日本

語表記は山下 (1996)の訳による）． Naumann(1885a) 

はこの石灰岩について三畳紀のものである可能性を述べ

ているか，すぐにジュラ紀のものと考えを改めた (Nau-

mann, 1885b ;山下， 1993a,b)．次いで，Harada(1890) 

は，関東山系の五日市近傍の岩相を念頭に置きながら，

この石灰岩を含む地層を Torinosu-Schichtenと命名・

定義した．しかし， 1900年代に入って出版された 20万分

の 1地質図福「須崎」（佐川， 1901)や同「高知」（小川，

1902)では鳥巣石灰岩を白亜紀のものとして扱ってい

る． Yehara(1926, 1927)は Torinosulimestoneを含

むジュラ紀後期の地層として Torinosugroupを定義し

た．この中には「高知」地域内の香美郡野市町にある三

賣山（＝三宝山）石灰岩も含まれていたか，鈴木 (1930)

により 三畳紀二枚貝の Daonellaの産出報告かなされ，

三賣山石灰岩を含む地層は鳥巣層群から除かれた（鈴

木， 1931)．小林 (1932)はYehara(1927)の定義を修

正し，鳥巣層群と表記して，本層群が模式地の鳥の巣を

含む斗賀野地域のほか， その北方の耳飛田（現在の日高

村長竹地区竹の倉の西方），及び介石山付近の 3つの帯

状をなしてい ることを指摘した．そして，介石山の帯で

は鳥巣層群の上位に上部ジュラ系から下部白亜系に推移

する領石層群か基底礫岩をもっ て重なっていると考え

た．蔵田 (1941a)はさらに南側にあらたに鳥巣統の地層

を見出し，上記（小林， 1932) と合わせて全部で 4つの

帯を認識した．そして岩相 ・化石相に留意してこれらを

南から“吾桑相’'，‘‘模式相’'（あるいは“斗賀野相’'），“長

竹相”及び“介石山相”と呼んでそれそれを記載した．

木村 (1956)は小林 (1932)や蔵田 (1940, 1941a)など

の成果を踏まえ，佐川地域の鳥巣層群について鳥巣を含

む鳥巣帯長竹を含む耳飛田帯，介石山南部（小地名を

耳切という）を含む介石山帯の 3つに区分した．そして

鳥巣帯の鳥巣層群を岩相から 6つの屠（下位から，塚谷
やっし かんばらたに

層 谷 地 層 砥 石 山 層，入墨沢層神原谷砂岩層 神原

谷頁岩層）に分けた．

「伊野」地域全域の地質図を作成した平田 (1974)，河

合 (1976)は，本地域内において鳥巣層群に平行不整合
ならたに

に覆われてジュラ紀中期の七良谷層（蔵田， 1940；模式

地は南接する「須崎」地域内の佐川町七良谷）あるいは

七良谷層群（河合， 1976)がわずかに分布するとした．

30 -

鳥巣層群か らは多くの化石か産出し，特に産出するア

ンモナイトからジュラ紀後期の地層と考えられていた



介石山南方
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第 8.1図 ・ジュラ紀正常堆梢物 （毛田層及ひ岩目地層）の柱状図

凡例は第 7.2図参照，調査ルート は第 8.2図参照
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（例えは，甲藤ほ か，1961；甲藤， 1982a)．市川ほか

(1982)は，四国や紀伊半島の烏巣層群及びその相当層か

ら産出したアンモナイトや放散虫から模式地鳥の巣を含

む秩父帯南帯の鳥巣層群はジュラ系最上部から白亜系下

部に対比され，黒瀬川構造帯にあるその相当屠はジュラ

系中部に対比されることを示し，両者が年代的に明らか

に区別されるとしたまた，模式地の鳥の巣付近の鳥巣

層群についても放散虫や石灰質ナノ 化石から白亜紀初期

の年代が得られている （須鎗 ・石田， 1985 ; Aita and 

Okada, 1986など）． 石灰岩と周囲の砂岩 ・泥岩などと

の関係や， アンモナイトなどの大型化石の示す年代に比

ベ，概ね放散虫等の微化石の示す年代の方か若いと見積

もられるこ とか ら，石灰岩や大型化石かブロックとして

取り込まれているとする見解 （須鎗 ・石田， 1985)があ

るか，鳥巣脳群の模式地では石灰岩が下位の砕屑岩と漸

移関係にあることが報告されている (Kano,1988). 

松岡 (1985) は，秩父帯中帯の南縁に近い部分におい

て甲藤 (1982a) によりペルム系市ノ瀬層群が分布する

とされた中に非変形の泥岩を見出 し， ここから中期ジュ

ラ紀の放散虫か出ることを示して毛田層を新設した．甲

蘇ほか (1991)や四国土木地質図編磁委員会 (1998)は

上述した ‘‘耳飛田帯’及び ‘‘介石山帯”に見られる鳥巣

層群相当層とされた地層を毛田脳ある いはこれに関係す

る地／習として扱っている．

「伊野」 地域及び周辺地域のジュラ紀正常層からは多く

の化石か産すること から， 古くか ら多くの研究がなされ

ている． Yokoyama(in Naumann and Neumayr, 1890) 

の有孔虫化石の報告の他，大型の動物化石では， Neu-

mayr (in Naumann and Neumayr, 1890)，矢部 (1901),

Yabe and Sugiyama (1930, 1935)，橋本 (1933c),

Kobayashi (1935, 1956, 1957)，江口 (1951), Eguchi 

(1951), Kimura (1951, 1956), Tokuyama (1957a, c, 

1958a, b, 1959), Tamura (1960, 1961a), Sato (1962), 

平田 ( 1974) ，杉田 (1976)，甲藤 • 松本 ( 1982) ， 三本ほ

か (1990)，山際ほか (1996)，谷本 ・楓 (1998)，佐藤

(2005)などの報告かある．植物化石では， Yokoyama

(1894), Shimakura (1936), Oishi (1940)，平田 (1972),

三本 (1989) などがある． これに加えて，最近では微化

石の研究もな されている (Matsuokaand Yao, 1985;植

松， 1995など）．このほかにも化石を基にし た謄序 ・地質

研究が多くなされている（橋本， 1932；小林， 1932,1950, 

Kobayashi, 1935 ;山内 ・平田， 1939；蔵田， 1940, 1941 

c;平田，1950, 1964; Kobayashi et al., 1959;田村，

1960; Tamura, 1961b; Suyari, 1961;高知小津高等学

校地学部，1977)．また，ジュラ紀の鳥巣層群を特徴づけ

る鳥巣式石灰岩についても，石灰岩の堆積過程の解析

(Kano, 1988 ; 大賀 • 井龍 2002) ， 地球化学的研究（厄

1972; Fan, 1973;細越ほか，1976;藤貫ほか，1976;荒

川はか， 1996)，石灰岩中の空隙に二次的に生じた鉱物の

記載（皆川， 1995, 1996)などの研究が進められている．

8. 3 毛田層 (Ke)

地層名 ：松岡 (1985) により，高岡郡佐川町毛田付近に

分布するジ ュラ紀中期の非変形の泥岩 • 砂岩に対して命

名された．

模式地 ：高岡郡佐川町毛田周辺．

層序関係： 本層は長竹ユニットのペルム紀付加コンプ

レックスの中に位置するが，南縁は大平山ユニットの

ジュラ紀付加コンプレックスと断層で接する． また，蔵

法院において北縁は三畳紀後期の蔵法院層と断層で接す

る（松岡 1985)．従 って，周囲の地層や上位にくるべき

地層との層序関係は不明であるなお，松岡 (1985)は，

本層が陸源砕屑岩のみからなること，周囲の地層の地質

学的セッテ ィング （付加コンプレ ックス）における形成

年代 ・変形構造の様式の差異などから考察して，本層が

もともと下位のペルム紀付加コン プレックスと不整合関

係にあったものと推測している．

分布・構造： 本層は長竹ユ ニットのペルム紀付加コンプ

レックス南縁に沿って，高岡郡佐川町蔵法院から毛田を

経て， 日高村沖名まで数 10mないし 300m程の幅で狭

長な分布を示す南佃lには秩父累帯南帯のジュラ紀付加

コン プレソクスの大平山ユニットがある．これ ら周囲の

地層とはいずれもほぼ咀直の断層で接する．地層の走向

はほは分布のイ1阪11 びに平行 (ENE-WSW) で，中—高角 (40

-80°）で北傾斜をなしている．観察例は多くはな いが，

堆禎枯這からは北」1立の地胴である．

層厚：下限及び上限はイヽ明であるか，本層の層厚は 440

m以上である．

岩相 ：主に泥岩と砂岩からなり（第 8.1図，第 8.3図），

一部に珪長質凝灰岩を挟む．岩相から砂岩優勢の下部と

泥岩優勢の上部に区分される（松岡，1985).

下部は層厚が 60m以上あり， 厚さ数 m ないし 10m 

の灰白色中粒—細粒砂岩層と厚さ 10 m程の暗灰色泥岩

層の互層からなる．砂岩は淘汰が比較的よく，風化する

と長石粒子が白くなってよく目立つ．

上部は層厚 380m以上で，暗灰色の泥岩からなり，ご

く希に厚さ 3mの細粒砂岩層を挟むほか，厚さ 30cmの

細粒砂岩層も挟まれる．上部には厚さ 2mはとの珪長質

凝灰岩層が挟まれる．この凝灰岩は，毛田の集落にある

露頭でも観察され（松岡 (1985,figs. 3, 4)のC)レート），

本層における鍵層として有効である．上部で珪質の小コ

ンクリ ーションを含む部分かある．泥岩中に Anchoni-

cus様の生痕の見られることもある． 一般に本層の泥岩

は非変形であるが，時折剪断を被ることもあり ，北縁及

び南縁の断層付近では著しくなる．観察しうる限りで

は，本層には石灰岩が含まれない．

化石 ：毛田層からは大型化石は知られていないが，以下
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第 8.2図 毛田四及ひ岩目地層の柱状図の作成ルート （高岡郡佐川ー越知地域）

基図は国土地理院発行， 5万分の1地形図 「伊野」及ひ 「須崎」の一部を使用．

第 8.3図 毛田層の泥岩隠（高岡郡佐川町長竹毛田）

スケール （ハンマー）は長さ約32cm

の放散虫化石か報告されている （松岡 1985).

Tricolocapsa piicarum Yao 

Tricolocapsa (?) fusiformis Yao 

Tricolocapsa (?) cf. fusiformis Yao 

Tricolocapsa cf. ruesti Tan 

Williriedellum sp. A 

Stichocapsa japonica Yao 

S tichocapsa convexa Yao 

Eucyrtidium (?) unumaense Yao 

Protunuma fusiformis Ichikawa and Yao 

Hsuum cf. maxwelli Pessagno 

今回，R51及び R60地点からも以下の放散虫化石を得

ること ができ た （第 8.4図；付表 1).

Tricolocapsa sp. 

Archaeodictyomitra sp. 

Eucyrtidiellum sp. 

Parvicingula sp 

Stichocapsa sp. 

Unuma sp. 

対比・堆積年代： 松岡 (1985) によれは，上記の放散虫

の産出により ，本層上部は Tricolocapsaplicarum帯の

最上部（あるいは T.conexa帯の最下部を含む可能性あ

り）に相当し，本層の堆積年代は中期 、ジュラ紀の中頃

(Matsuoka (1995)に従えばバソニアン (Bathonian)

期）と考えられる．

8. 4 岩目地層 (Iw,Iwl) 

地層名： 従来，黒瀬川構造帯の鳥巣層群とされていた

“介石山帯'(木村，1956)の分布する高岡郡日高村岩目

地の加茂中学校裏の崖から ， 甲藤 • 松本 ( 1982) により

ジュラ紀中期のアンモナイトの記載 ・報告とともに岩相

や生痕化石の詳細な記載がなされた． ここではタ ービ ダ

イト砂岩の卓越する部分かあり，砂岩単層の下面には

Nereites cf. murotoensis Kattoに同定される生痕化石の

あることから ， 岩相 • 生痕相ともに（架い層相を示すこと

が指摘され（甲藤 ・松本，1982)，模式地の鳥巣層群とは

やや異なると考えられるようになった（四国地方土木地

質図編纂委員会， 1998)．従 って，岩目地付近に分布して

いる， これまで鳥巣層群相当層ある いは類似層とされて

いた地層を岩目地層と新称する．

模式地： 日高村岩目地地域（第 8.2図の加茂中学校及び

岩目地ルート 周辺；第 8.5図）．特に，甲藤 ・松本 (1982,
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岩目地層の放散虫化石

Gongylothorax sakawaens1s 

IN1525 

Parvicingula sp 

IN1525 

Hisocapsa naradaniensis 

IN1525 

Hisocapsa naradaniens1s 

IN1525 

毛田層の放散虫化石

Archaeodictyomitra sp. 

IN1499 

Archaeodictyomitra sp 

IN1499 

Unuma sp 

IN1499 

Stichocapsa ? sp 

IN1499 

第 8.4図 シュラ紀正常I図（毛田I:'!!及び岩目池li叶）から産出した放散虫化石

fig. 2)でルートマッ プが示された日高村岩目地の加茂中

学校において時代認定に有効なアンモナイト化石が得ら

れており ，層序もよく調べられているなお，近年の造

成で彼 らの調査時よりも露出状況がやや悪くなっている

が，その東側の岩目地東の団地裏の崖でもよく観察され

るため，このあたり一帯を模式地とする．

層序関係： 本層は下限 ・上限ともに断層で切られている

ため，上位及び下位の地層との正確な層序関係は不明で

ある． いた

分布・構造： 本層は， 「伊野」 地域において主に佐川町虎
つりの

杖野—長竹及び介石山—加茂—岩目地地域にかけて南北 2

列の帯状の分布をなすか，これ らの列に ついて木村

(1956)になら い，以下便宜的に，南の列を “耳飛田帯',

北の列を‘‘介石山帯’と呼ぶ(“耳飛田’'は佐川町長竹の

竹の倉西方の小地名）．本層は越知町越知の南方から，い

の町西浦付近までペルム紀付加コンプレックスの長竹ユ

ニットの中に断層で挟まれて狭長に分布する．日高村岩

目地の下の谷付近までは，南北 2列で分布するが，それ

より東側では，北側の列（“介石山帯＂）は分布していない

（第 7.1図）．また， 南側の列（“耳飛田帯')も一旦分布

が途切れ，いの町奥名付近で再ひ出現する．“耳飛田帯'’

の本層は佐川町虎杖野から長竹にかけては長竹ユニット

の付｝J|＿1コンプレ・ノクスや蛇紋岩， 与野変成コン プレソク

スとほぼ亜直の断屈で接するか，いの町奥名—是友では

南縁が三畳紀の蔵法院層とほほ亜直の断層を介して接す

る．佐川町加茂から日高村岩目地付近の “介石山帯”の

本層と南接する 川内ヶ谷層群との断層は走向 ENE-

WSvV, 38-50°の北傾斜で，幅数 mの強い剪断帯も見ら

れる一方，このあたりの“介石山帯”の岩目地層とそ

の北側に分布する前期白亜紀正常層とは，北傾斜の低角

（約 30°)断屑で接するか，岩目地付近では，はほ垂直の

断層を介して北側に長竹ユ ニットの付加コンプレックス

か分布している．また，佐川町下山ー馬の原間に分布する

“介石山帯’の岩目地層とその西側に分布する 長竹ユ

ニットのペルム紀付加コンプレ ックスとは走向 NNW-

SSE，約 30°東傾斜の低角断層で接する．こ の東側は前期

白亜紀正常層と走向 NNW-SSEの高角断層で接する

佐川町庄田南東方にある“介石山帯”の本層は三畳紀川

内ヶ谷層群及び長竹ユニットのペルム紀付加コン プレッ

クスの上にほぼ水平な断層で重なり ，その北側及び南側

ではこの付加コンプレックスと走向 ENE-WSWの高角

断層で接する．

地層の走向の多くは分布域の伸びの方向にほほ平行

(ENE-WSWないし E-W)であり， 30-90゚ 北傾斜のもの
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遍
泥岩および泥岩優勢
砂岩泥岩互層 ◎ 砂岩泥岩互層（等量） こ＞ 砂岩優勢砂岩泥岩互層 )（ 向斜軸 〉＜ 背斜軸

〇 砂岩疇礫岩 乏つ 剪断を受けた泥岩 父（ 転倒向斜軸 ;(転倒背斜軸

5ツ層理面（上下未確認） メ 直立層の層理面（上下未確認） 50メ 逆転層の層理面 50y 剪断面 5°1' 断層面

50y 正常層の層理面 メ 直立層の層理面（矢印方向が上位） ／ 断層（波線は伏在部） ．．． 岩相境界

第 8.5図 日高村岩目地 （岩目地罰の模式地）付近のルートマ ・ノプ

日高村と佐川町の境界付近にある加茂中学校の校庭か ら，甲藤 • 松本 ( 1982) がアンモナイ 1、 Euaspidoceras

aff. pyrrha及び生痕化石 Nereitescf. murotoensis等の産出を報告した（図中の E及び N)．また，岩目地東の

団地裏でも比較的露出がよい．lw, Ko等の記号は地質図の凡例記号を用いた．基図は国土地理院発行， 2万5

干分の 1地形図 「越知」の一部を使用

第 8.6図 岩目地層の泥岩優勢砂岩泥岩互層（高岡郡日

高村岩目地東）

ここでは地層は逆転しており，写真下側 （南

側）が上位である．スケール（写真右側の油

性ペン）は長さ約 14cm

が多い．模式地の岩目地周辺では摺曲も見られ，北と南

の両方の傾斜を示し，地層が逆転して いる部分もある

（第 8.6図）．

層厚： 虎杖野ー長竹地域 (‘‘耳飛田帯”)に見られる岩目地

層については，高岡郡佐川町竹の倉で 370m以上の層厚

が見込まれる ． 介石山—岩目地地域( “介石山帯’'）に見ら

れる本層は日高村岩目地及び佐川町下山の層序を組み合

わせると 600m以上の層厚か見込まれる．

岩相 ：本層は，砂岩，泥岩，砂岩泥岩互層，及ひ石灰岩か

らなり ，礫岩も一部に見られる．石灰岩は，やや暗灰

色 .i歴青質で，ハ ンマ ーでたたくと石油臭のする特徴的

なもので， いわゆる鳥巣式石灰岩（高橋 ・山内， 1922a, 

b)である．

“耳飛田帯’'では佐川町竹の倉の集落の南西部に礫岩

層の露出がある．蔵田 (1941a,b)によれば，こ の礫岩層

は，層厚 20~30mで，石英斑岩花商岩類，玄武岩から

なる径 10cm程の円礫か らなり ，時に径 50cmに達する

ものも含まれる．一方，佐川町介石山の西麓にある“介

石山帯’' の本層の最下部にも礫岩層か見られる．ここで

は，層厚 7m程で，珪長質凝灰岩や火山岩，花閾斑岩，

花商岩類などからなる径 5~8cm,最大で 30cmの円礫

からなる．“耳飛田帯”,“介石山帯”の本層ともに泥岩が

多く見られ，時折，細粒砂岩の薄層を挟むが，海底地す

べり層と思われる層内摺曲や砂岩の岩塊を含む こと かあ

るま た，“介石山帯’に含まれる日高村と佐川町の境界

付近にある加茂中学校では，明瞭な砂岩フリッシュ及び

泥質フリッシ ュ からなることが知られている（甲藤 • 松

本，1982)．ただし，こ の砂岩優勢層と泥岩優勢層の間に
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は強い剪断を被った泥岩があり， この間に断層が存在す

る可能性があ る．また，加茂中学校の北側にも強い剪断

を被った泥岩があるが， これは JRの線路沿いに推定さ

れる背斜軸部に形成されたものであろう ．この砂岩フ

リッシュのタ ービダイト砂岩単層の下底面に見られる生

痕は Nereites相を示し，ここで産出したアンモナイト化

石はその生息場所から運搬されて埋没 ・化石化した もの

と考えられている（甲藤 • 松本， 1982).

虎杖野―長竹地域(‘‘耳飛田帯’'）， 介石山—岩目地地域

(“介石山帯’'）ともに，鳥巣式石灰岩を時折含むが，こ の

石灰岩は周囲の地層とは走向傾斜が非調和で，石灰岩の

周囲の地層特に泥岩には強い剪断か見られるため，そ

のほとんどは異地性岩塊として取り込まれたものと判断

される．石灰岩の大き さとしては数 mないし 10数 m

の小規模のものが多いが，本村東の南方の‘‘耳飛田帯'’

には広がりが数 10mないし 100m大のやや大規模なも

のがある．佐川町介石山南麓にある石灰岩では，中粒砂

岩から石灰岩礫岩を経て石灰岩へと移化する層序を観察

できる．同様の石灰岩の層序は日高村平野付近でも既に

報告さ れている（小林， 1950)．一方，佐川町馬の原では，

トラフ型の斜交層理をもつ砂質石灰岩から、ンタリス類

（ウニ類）や藻類等の化石を含む石灰岩に移化するI巴序

か見られる．この石灰岩の上部にあたる部分の水平延長

上では同時異相的に非石灰質砂岩に始まり ，石灰質砂岩

から非石灰質泥岩へと移化し ながら堆積している様子が

観察されるただし，いずれの石灰岩も周囲の地層とは

非調和な走向傾斜を示しているようである．

化石 ：南側の列にあたる“耳飛田帯”の岩目地層か らは，

高岡郡佐川町竹の倉西方（耳飛田）から Yabeand Toyama 

(1928)による石灰藻類の報告の他，小林 (1932),Yabe 

and Sugiyama (1935)，蔵田 (1941a)，江口 (1951),

Eguchi (1951)，木村 (1956),Tokuyama (1959)など

により二枚貝，腕足類，サンゴ，層孔虫等，多くの動物

化石が報告されている（第 8.1表）． この他にも棘皮動

物の産出が報告されてい るが詳しい同定はされていない

（平田，1974)

アンモナイト類については，最近，佐藤 (2005)により

整理され，以下のような種類の名前があけられている．

Horioceras mitodaense Kobayashi 

Poculisphinctes sp. 

Hecticoceras sp. 

Properisphinctes aff. bernensis (P. de Lorio!) 

Ata豆ocerassp. 

今回，佐川町長竹（地点R61)や虎杖野西方（地点 R55)

の泥岩から放散虫の抽出を行ない，以下の化石を得た．

地点 R55

Parvicingula sp. 

Protunuma sp. 

Stichocapsa japonica Yao 

Tricolocapsa sp. 

地点 R61

Eucyrtidiellum sp. 

Gongylothorax sakawaensis Matsuoka 

Hiscocapsa naradaniensis (Matsuoka) 

Parvicingula sp. 

北側の列にあたる“介石山帯'’ からは馬の原（有ノ木）

や介石山南麓（耳切）の石灰岩から Endo(1961)による

石灰藻類の報告の他，二枚貝，腕足類，サン ゴ， 層孔虫

の産出か知られている (Yabeand Sugiyama, 1935;江

□,1951; Eguchi, 1951;木村， 1956;平田， 1974;第 8.

l表）．この他にもウニ類，アンモナイト，植物化石の産

出が古くから知られている (Yokoyama,1894 ;小林，

1932 ;蔵田， 1941a;木村， 1956など）．“介石山帯”から

これまでに産出したアンモナイト類については，佐藤

(2005)により以下のようにまとめられている．

Euaspidoceras aff. PY竹 haSpath (日高村岩目地

（加茂中学校校庭） ：甲藤 ・松本， 1982)

Corongoceras sp.（佐川町川内ヶ谷北方（飯ガ森））

Phylloceras sp.（佐川町介石山（詳細地点不明））

Lithacoceras (?) sp.（佐川町介石山南方（耳切））

対比・堆積年代 ：上記のアンモナイ ト類から，加茂中学

校校庭のジュラ系はカロビアン (Callovian)階に対比さ

れる（甲藤 ・松本， 1982)．これまで介石山—岩目地地域

や長竹地域から槌出が報告されているアン モナイ ト類は

全てカ ロビアン後期を示す ことが知られている（甲藤 ・

松本， 1982;佐藤 2005)．一方，飯ガ森（付固 leの地点

A-j2)のアンモナイトの示す年代はティソ ニアン (Ti-

thonian)期後期で，この化石記録に基づけば，飯ガ森の

地層は ジュラ系最上部に対比され（佐藤 2005)， 介石

山，岩目地，長竹周辺の地層よりは遥かに若い堆積年代

が推定されることになる．

放散虫化石については， Stichocapsa japonicaは毛田

層からも産出してお り（松岡， 1985),Gongylothorax 

sakawaensisやHiscocapsanaradaniensisはカロビア

ン階からオクスフォーディアン (Oxfordian)階の Stilo-

capsa (?) spiralis帯の種であることから （松岡， 1984 ; 

Matsuoka, 1995)，アンモナイト類と同様に中期ー後期

ジュラ紀の堆積年代か推定される．

8. 5 鳥巣層群 (To,ls) 

地層名： Naumann(1885a)がTorinosukalke及び Tori-

nosusandsteinという名前を使用したことに始まる前

者の石灰岩について横山 (1890)は鳥の巣石灰岩と表記

しており，ナウマン (1890)では，化石産地の地名とし

て鳥の巣と表記しているが，当時地元の佐川地域では

鳥巣と表記 していたようである （地学雑誌，vol. 2, no. 

13,p.50)．一方， Harada(1890)が上記の石灰岩を含む
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第 8.1表 岩目地層から報告されている大型化石一覧

高岡郡佐川町長竹の耳飛田 （竹の倉西方）の石灰岩 (“耳飛田帯’'），佐川町耳切 （下山の北方）及び有ノ木

（馬の原の西方）の石灰岩 (“介石山帯’')から産出の報告されている 石灰藻類及ひ二枚貝 ．腕足頬 ・サンゴ ・

層孔虫等の動物化石を示す

“耳飛田帯" | | “介石山帯＂

石灰藻類 I I石灰藻類

Nipponophycus ramosus Yabe and Toyama I I Stenopordium chaetetiformis Yabe and Toyama 

Pycnopordium lobatwn Yabe and Toyama I I lithocodium morikawai Endo 

二枚貝 二枚貝

Radulopecten nagatakensis (Kurata and Kimura) I I Ch!amys iboibo Kurata and K1111ura 
Aequipecten° kotsubu (Kimura) I I Camptonectes0 torinosuensis Kurata and K1111ura 
Linotrigonia toyamai (Yehara) 

腕足類

"Rhynchonella" cf. varians (Schlotheirn) 

サンゴ

Sり1/inamitodaensis Eguchi 

Stylina (Convexastrea) orientalis Neu ma yr 

S別osmiliayabei Eguchi 

Ena//helia sp 

Latomeandra mitodaensis Eguchi 

Latomeandra tosaensis Eguchi 

Thamnasteria naumanni Eguchi 

Thamnasteria torinosuensis Eguchi 

Tl 1amnastena sp 

Meandrophyllia mitodaensis Eguchi 

Meandrophyllia tosaensis Eguchi 

Montlivaltia sp 

Mont/iva//,a sp 

Di11101phatrea 111/todaensis Eguchi 

Coniocora0 mitodaensis Eguchi 

Acanthog;,ra tosaensis Eguchi 

Amphiastrea komoensis Eguchi 

ぷ osmiliahayasakai Eguchi 

Favia0 mitodaensis Eguchi 

層孔虫

Stromatopora (Parastromatopora) kiiensis Yabe and Sugiyama 

Stromatopora (Parastromatopora) subjaponica Yabe and Sugiyama 

Stromatopora (Parastromatopora)japonica Yabe 

Stromatopora (Parastromatopora) mitodaensis Yabe and Sugiyama 

Stromatopora (Parastromatopora) minulissima Yabe and Sugiyama 

Stromatopora (Parastromatopora) me111oria-11auma1111i Yabe 

Stromatopora (Parastromatopora) kotoi Yabe and Sugiyama 

Stromatopora (Parastromatopora) kotoi var. tosaensis Yabe and Sugiyama 

Stromatopora (Epistromatopora) torinosuensis Yabe and Sugiyama 

Stromatopore/lina0 undulata Yabe and Sugiyama 

Mi//eporidi11m steinmanni Yabe and Sugiyama 

Mi//eporidium /a111e//atum Yabe and Sugiyama 

I¥,fi//eporidium somaensis Yabe and Sugiyama 

Camptonectes 0 mimikirensis Kurata and Kimura 

Aequipecten° vulgaris Kimura 

Aequipecten° kotsubu (Kimura) 

Entoliumjaponicum Kurata and Kimura 

Eopecten punctus (Kimura) 

l Cten竺f!stosanus (Ku_r<I竺andKim_LI_r<l) 

サンゴ

Sty/ina mabutii Eguchi 

Comalia asiatica Yabe and Sugiyama 

Thamnas/eria naumanni Eguchi 

Thamnasteria sp 

Dip/area rosaensis Eguchi 

Acantho幻ratosaensis Eguch 1 

層孔虫

Stmmatopom (Parastromatopora) subjaponica Yabe and Sugiyama 

Stmmatopom (Pamstromatopom)japonica Yabe 

Stmmatopom (Pamstromatopora) memoria-naumanni Yabe 

Milleporidium steinmanni Yabe and Sugiyama 

Milleporidium arinokiense Yabe and Sugiyama 

Milleporidium somaensis Yabe and Sugiyama 

Yabe and Toyama (1928). Yabe and Sugiyama(1935)．江口(1951),Eguchi(1951)，木村(1956),Tokuyama (1959)、Endo(1961)等による

地層を Torinosu-Schichtenと定義し， これを邦訳した

原田 ・脇水 (1892) は鳥巣層と表記し，伊木 (1897)な

どがこれに従っている．この後に出版された 20万分の 1

地質図幅 「須崎」（佐）ii, 1901), 「高知」（小川， 1902)

では鳥ノ巣石灰岩と表記された． Yehara(1926, 1927) 

でジュラ紀後期の Torinosugroupか定義された．この

後，周辺地域の中・ 古生界で多くの研究を残した小林

(1930a, C)ては，鳥の巣統と表記していたか，本格的に

本層の研究を開始（小林， 1931b,e, f, 1932など）してか

らは彼の門下生も含めて鳥巣層群あるいは鳥巣統を用い

た．なお，江原 (1940) では鳥ノ巣屠と表記している．

この後，鳥巣層群か多く用いられてきたが，鳥ノ巣層群

（甲藤ほか， 1961)，鳥の巣層群（深田 m湊，1953)など

の表記も見られるなお，国土地理院発行の地形図での
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第 8.7図 鳥巣層群の泥岩優勢互層（高岡郡日高村戸梶）

スケール （ハ ンマー）は長さ約32cm

第 8.8図 鳥巣層群の石灰岩（高岡郡日高村戸梶西方）

「伊野」地域と 「須崎」地域の境界付近に位置し，数 10mから 100m大ほどの広がり

をもつ石灰岩である．このような岩体が点々 と分布する．

現在の模式地の地名表記は“鳥の巣”である．

模式地 ：佐川町鳥の巣付近（南隣の 「須崎」地域内）．

層序関係 ：鳥巣層群と周囲の地層とは断層関係にあり，

下位層や上位層との正確な層序関係は不明である．な

お， 「須崎」地域内においては鳥巣層群の上に前期白亜紀

の山ノ神層が整合に重なるとされている （木村， 1956 ; 

須鎗 ・石田， 1985；田代 ・川村， 1995).

分布・構造： 「伊野」地域内において，鳥巣層群の延長部

は日高村戸梶西方から高知市朝倉までジュラ紀付加コン

プレックスである斗賀野ユニットの北縁に沿って数 10

m ないし 200m程の幅で狭長に分布する．一般には南側

はジュラ紀付加コンプレソクスの斗賀野ユニットとほぼ

垂直の高角断層で接するが，北側はジュラ紀付加コンプ

レックスの大平山ユニットと北傾斜の低角衝上断層で接

する．このため構造的上位にある大平山ユニットか衝上

して時折南にせり出しているため，鳥巣層群はレンズ状

- 38 -



に途切れて分布する．

地層の走向は分布域の伸ひの方向にはほ平行 (ENE-

vVSWないし E-・w)である．傾斜は中ー高角 (35-85°)を

なし，北傾斜のことか多いか，いの町池ノ内では南傾斜

の部分もある．

層厚： 「伊野」 地域においては，上限 ・下限ともに断層で

切られているため正確な層厚を計ることができないが，

日高村戸梶付近で 350m以上と見積もられている（高知

小津高等学校地学部 1977).

岩相： 鳥巣層群は，砂岩，泥岩，砂岩泥岩互層，及び石灰

岩からなる（第 8.7図， 第 8.8図）．一般に鳥巣層群の

；灰岩はやや暗灰色 ・歴青質で，ハンマーでたたくと石

油臭のする特徴的なもので， 鳥巣式石灰岩と呼ばれ，鳥

巣層群の分布を知るための指標ともなっている．

模式地である佐川町鳥の巣の鳥巣層群は蔵田 (1941a)

により‘‘模式相’'（あるいは“斗賀野相’'）と呼はれた．

また，木村 (1956)はこの‘‘模式相＂を含み断層で画さ

れる帯状分布を“鳥巣諾’'と呼んだ．そして木村 (1956)

は，模式地における鳥巣層群を下位から，珪質礫岩 • 砂

岩よりなる塚谷層，石灰岩レンズを頻繁に挟む泥岩から

なる谷地層珪質—石灰質砂岩よりなる砥石山層，泥岩な

いし砂質泥岩から なる入墨沢層珪質砂岩からなる神原

谷砂岩層泥岩主体の神原谷頁岩層の 5つに区分した．

この内，谷地層が主部をなす．日高村戸梶西方か ら大川

内東方にかけてこ の模式地の鳥巣層群の延長 (“鳥巣

帯')が分布しており，比較区的規模の大きい石灰岩を多

く含むことから恐らく上記の谷地層に対比できるものと

思われる．ここでは，泥岩を主として，300~400m大の

石灰岩を時折含む． この延長と思われるいの町池ノ内で

はかなり剪断を被った泥岩や砂岩泥岩互層が見られ，平

田 (1964)はこの南側で礫岩層を報告しており ，基底礫

岩と考えている．さらに平田 (1964)は，その東方延長

の高知市朝倉の損山では砂岩 ・泥岩と珪質礫岩が分布

し， これが模式地のある斗賀野地域に見られる鳥巣層群

の基底礫岩に似ていると考えているなお，平田 (1974)

や河合 (1976)では烏巣層群の下位に七良谷層あるいは

七良谷層群の分布か示されているが，今回の調査では認

識できなかった．

模式地のある佐川やその周辺地域の鳥巣層群では， 石

灰岩は周囲の砕屑岩から漸移し (Kano,1988 ; Kano and 

Jiju, 1995)，石灰岩と周囲の泥質岩からは同種の軟体動

物化石を産出する こと が知られている（四国地方土木地

質図編磁委員会，1998).

化石 ：「伊野」地域の鳥巣層群からは以下の腕足類， 二枚

貝，巻貝ゥ ニ穎等の動物化石の産出報告かある．

高知市朝倉（櫃山）（平田， 1964)

腕足類

Neumayrithyris torinosuensis Tokuyama 

Rhynchonella haradai Neumayr 

二枚貝

Lima sp. 

Pecten sp 

Microschiza cf. japonica (Nagao) 

巻貝

Rissoina sp 

ウニ類

Cidaris cf. gland/era Gold 

いの町i也ノ内南方（平田， 1964)

二枚貝

Cyrena sp. 

日高村戸梶 (Nisiyama,1966) 

ウニ穎

Firmacidaris neumayri Nis1yama 

また， アン モナイ ト類としては，高岡郡佐川町鳥の巣

（「須崎」 地域内）でPerisphinctesmorimotoi Ye haraの

報告があるが (Yehara,1927)，こ れまで同定について も

疑問視さ れてきた．残念なから現在標本の所在か定かで

はない（甲藤 1982a).

佐川町からはこの他に もサン コ類や層孔虫，有孔虫，

ベレムナイト類，爬虫類（歯），植物などの多様な化石の

報告がなさ れている (Yokoyama,1894; Yabe and Sugi-

yama, 1935; Shimakura, 1936;江口，1951;Eguchi, 

1951 ;田村， 1960;植松， 1995;谷本 ・楓， 1998はか）．

また，石灰岩の中にはこれ らに加えて石灰藻類，スボン

ジオモルファ類， コケム、ン類，海綿動物の Chaetetopsis

等の化石も含まれている (Yabe and Toyama, 1928, 

Endo, 1961 ; Ishijima and Hatai, 1973 ; Kano, 1988 ; 

Kano and Jiju, 1995). 

対比・堆積年代： 「伊野」地域内では有効な化石が産出

していないが， 「須崎」地域内の鳥巣層群の模式地付近の

佐川町神原谷の神原谷砂岩層（木村， 1956)から産出し

たアンモナイト Perisphincets(Aulacosphinctes?) aff. 

steigeri (Shimizu)からは後期ジュラ紀（キンメ ッリジ

アン (Kimmeridgian)期ーティソ ニアン期前期）の年代

か示される（佐藤 2005)．一方，模式地の鳥の巣付近の

谷地層から産出した放散虫や石灰質ナノ 化石からは後期

ジュラ紀（キンメリ ジア‘ノ）か り白亜紀最前期（ベリ

アシアン (Berriasian)期）の年代か出されて いる (Mat-

suoka and Yao, 1985; Aita and Okada, 1986; Kano, 

1988)．同じく谷地層の放散虫化石を検討した須鎗 ・石

田 (1985)はさらに若い年代バレミアン (Barremian)

期を推定している．このことから本層群の堆積年代は後

期ジュラ紀から前期白亜紀に及ぶと考えられる．

- 39 -



第 9章 ジュラ紀付加コンプレックス［秩父累帯北帯］

9. 1 概要

本地域の秩父累帯北帯ジュラ紀付加 コンプレ ックス

は，国見山ユ ニット ，中追ユニット，勝賀瀬ユニ ット及

び土佐山ユニットであるいずれも，砂岩 ・泥岩 ・珪質

泥岩 ・チャ ート・ 砥石型枯土岩 ・石灰岩 ・玄武岩など，

海洋プレート層序の構成岩類からなる．整然相の砂岩 ・

泥岩やチャ ー ト，玄武岩などは，地質図に描ける規模の

スラブや岩塊として，混在相の泥質混在岩とともにメラ

ンジュを形成している．

本地域西半部の中央には，中追ユニットが広く分布し

ている．厚いチャート スラプや整然相の砂岩 ・泥岩とと

もに混在相の泥質混在岩があり ，全体としてメランジュ

を構成している．部分的に見るとスラプ内部で，海洋プ

レート層序（砥石型枯土岩→ チャー ト→珪質泥岩→泥

岩 • 砂岩）の一部がしばしば保存されている ． また玄武

岩や石灰岩が泥質基質中に岩塊やスラフとして含まれて

いる国見山ユニットは本地域北東部に露出しており，

中追ユニットより厚さ の薄い チャ-=-- ト ・ 玄武岩 •砂岩泥

岩互層などのスラブを伴う混在相である．海洋プレート

層序は明瞭ではない． 勝賀瀬ユニットは，中追ユニ ット

の南側の構造的下位に分布しており ，中追ユニットよ り

小ぶりのスラブか多く，中追ユニ・ノトには少ない玄武岩

溶岩のスラ ブをしばしば含む．また，チャ ート のスラプ

が中追ユニットより少ない． Maruyama(1981)によ り

伊野層とされた地層の一部にジュラ紀放散虫化石を含む

非変成の地層がある (Umedaet al., 2002)．本報告では，

地質年代と岩相か ら越知町鴨地周辺の地質体と同じ勝賀

瀬ユニッ トとした．秩父累帯北帯に分布する勝賀瀬ユ

ニットが黒瀬川構造帯の新期伊野変成 コンプレ ックス

（伊野層）の構造的下位に窓状に露出してい ると解釈し

ている．

土佐山ユニットは，玄武岩 ・石灰岩を特徴的に伴うメ

ランジュで，基質はやや剪断変形を受けている．泥岩基

質からジ ュラ紀の放散虫化石が産出している (Yama-

kita, 1988)．しかし， Yamakita(1988)はジュラ紀放散

虫を産出した地層を石灰岩や玄武岩を含む士佐山ユニ ッ

ト本体と別とし，東隣「高知」地域の泥岩からペルム紀

放散虫化石に基づいて， この石灰岩 ・玄武岩を主体とす

るユニットを沢谷ユニットと呼び，ペルム紀付加コンプ

レックスとしている． しかし，本報告では，ペルム紀の

紡錘虫化石を産出している泥岩は新改ユニットに含まれ

ると判断するとともに，Yamakita(1988)がジュラ紀放

（脇田浩二）

散虫化石を報告した泥岩は土佐山ユニット分布地域にあ

ることから，土佐山ユニ・ノトをジュラ紀付加コンプレッ

クスに含めた． しかし，判断材料は少なく，正確な対比

は，今後の課題である．斉藤ほか (2005)か，九州秩父

累帯で矢山岳石灰岩を含む地層をジ ュラ紀付加コンプ

レックスとじていることもこれ らの判断の参考にした．

形成年代は，勝賀瀬ユニットが、ジュラ紀最前期，国見

山ユニソト，中追ユニットと土佐山ユニソトが前期ヽ ；；ュ

ラ紀後半から中期ヽジュラ紀前半であ る（第 9.1図）．

9. 2 研究史

本地域の秩父累帯の地層の調査は，古くから行われて

きた．特にその中心は，紡錘虫化石を用いた年代決定と

岩相を組み合わせた層序 ・構造の研究であったそのた

め，これらの地層の多くが石炭紀ないし，ペルム紀とさ

れてきた．例えは，初期の研究として，小川 (1902)や

小林 (1931c,d, e)などの研究がある．越知盆地周辺で

は，福地 (1941)が秩父古生層として記述し，国見山鉱

山周辺に限られた調査としては，沢村 ・吉永 (1953)が

ある．Toriyama(1947)は東隣「高知」地域の土佐山ユ

ニットの石灰岩から Neoschwagerinaを報告している．

市川ほか (1956)は， 高知県中央部の広い地域を研究

し， 上八川累層（中期ペルム紀） ・能津累層 ・伊野累層

（前期ペルム紀？ ）を識別したいの町上八川—いのの間

では，石井ほか (1957)か，上八川累層 （中期ペルム紀） ．

下八川累層 （前期ペルム紀） ・出来地累層（時代未詳）．

能津累層（中—後期石炭紀） ・ 伊野累層（時代未詳）のよ

うに細分した．吾川郡いの町いのから上八川にかけての

地域では，甲藤・川沢 (1958)が上八川累層（中期ペル

ム紀の後期），鷲羽ガ森層群 • 石見累層（前期ペルム紀），

勝賀瀬累層（石炭紀後期の中期），伊野累層（中期ペルム

紀の中—後期）としている 一方， Suyari (1961)は，勝

賀瀬累層（石炭紀後期） ・上八川累層（中期ペルム紀） ．

白木谷層群（前—中期ペルム紀）と区分したが，高知県地

質図（甲藤ほか，1961)は，勝賀瀬累層 （石炭紀後期） ．

上八川累層（中期ペルム紀）と区分 した．

鏡川ダム周辺について， 清島 (1962)が地質図を作成

し，いの町の高岩鉱山では，沢村ほか (1964)の研究報

告がある、今村 (1966) は，越知町下山でペルム紀三葉

虫の産出を報告し，いの町南部ー高知市にかけては，河合

(1973)か鎌井田層（後期石炭紀ー中期ペルム紀） ・楠神層

（後期石炭紀—中期ペルム紀） ・ 波川層（ペルム紀） ・ 宗安
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この復元層序には，確認していない年代の岩相も推定して補完して示してある． また， 秩父累帯南帯については，本地域
での産出化石が不十分なため，Matsuokaand Yao (1990), Matsuoka (1995)，松岡ほか (1998) を参照して作成した
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玄武岩，砂岩， 泥岩， 珪質泥岩などが断層で接して複雑に分布している．太線は

断層（高知市鏡白岩西方尾根の上）

寺層（ペルム紀）と区分し，「伊野」地域全域では， 河合

(1976) が鎌井田層 ／楠神層（後期石炭紀—中期ペルム

紀） ・ 土佐山層（前—中期ペルム紀） ・ 波川層 （中ー後期ペ

ルム紀）と 区分してい る．佐川盆地では， 佐川町史の中

で，甲藤 (1982a)が高岡層 ・市ノ瀬層群 ・白木谷層群 ・

虚空山層群と区分してい る．

1970年代末から，それまでは紡錘虫化石による年代決

定が主体であったが，チャートや石灰岩からコノドント

化石の報告が行われるようになってきた．勝賀瀬ユニッ

ト（伊野層 • 島層）では ， 松田 ・ 佐藤 ( 1 979) か後期石

炭紀ー前期ペルム紀のコノドントを，国見山ユニット

（「本山」「高知」地域）では須鎗ほか (1980)が石灰岩 ・

チャートから石炭紀 ・ペルム紀 ・三畳紀の コノドン ト

を，東隣 「高知」地域の土佐山ユ ニットでは，須鎗ほか

(1983) が Il 帯のチャ ート などから前—中期ペルム紀の

コノドントと紡錘虫を， それそれ報告 している．

1980年代以降になると，放散虫化石の研究か盛んにな

り，報告が相次いだ． 吾川郡いの町いの北方では，須

内 ・佐野 (1980)かジュラ紀型放散虫化石と三畳紀コノ

ドン トを，須内はか ( 1 982) が前—中期ヽジュラ紀放散虫化

石を報告しているいの町下八） 1 | —中追では， Yamakita 

(1988)が石炭紀 ・ペルム紀 ・三畳紀の コノドントと三

畳紀 ・ジュラ紀の放散虫化石をチャートや泥岩から報告

した．中追 ・国見山ユニ ソトのマンガン炭酸塩団塊から

は，堀 ・脇田 (2002)及び Horiand Wakita (2006)が

前—中期ジュラ紀の放散虫化石を報告 している． Ma

ruyama (1981)が伊野層とした勝賀瀬ユニ ットの泥岩

から，梅田 ・栗原 (1999)・ Umeda et al. (2002) ・ Hori 

and Wakita (2004)は前期ジュラ紀の放散虫化石を報告

しているまた，地域外であるが，東隣「高知」地域で

は ， 須鎗ほか (1983) が G 帯において前—中期ヽジュラ紀の

放散虫化石の産出を報告している最近では，山北 (1998)

が四国全域の秩父累帯北帯について総括を行ってい る．

9. 3 土佐山ユニ ット (TSx,TSs, TSm, TSc, 

TSl, TSb) 

概要： 「伊野」地域北東部に分布する、ジュラ紀付加コン

プレ・ノク ス．泥岩 ・ 玄武岩 • 石灰岩を主体とし，チ ャ ー

ト・砂岩の岩塊を伴う ．

対比： Suyari(1961)の白木谷層群亀岩層，磯崎 (1985)

の白木谷層群ユニット Iなど に相 当す る．松岡ほか

(1998)は，ペルム系沢谷ユニ・ノトとしている．

模式地： 東隣 「高知」 地域の高知市土佐山周辺

分布： 「伊野」地域東北部で，高知市(|日：士佐郡鏡村）

鏡増原から鏡敷ノ 山が西端で鏡横矢 ・鏡竹奈路 ・鏡白

岩 ・鏡今井を経て高知市土佐山弘瀬にかけての地域

岩相 ：厚さ数 10Illから l00 m長さ数 100Illから数 km

の巨大 スラフと泥質基質で化」徴づけられる混在相であ

る．巨大スラブは，玄武岩が最も多 く，石灰岩の巨大ス

ラプも認められる．チャ ート や砂岩の スラフは，玄武

岩 ・石灰岩よりも小規模で厚さ数 mから 300Ill前後で

長径数 10mから数 kmである．多くの岩相はそれそれ

断層で接するが，その境界の一部はしば しば破砕帯など

を挟まない面なし断層である（第 9.2図）．基質の泥質

混在岩には，多くの小規模な礫や岩塊が多数点在してお

り，弱い剥離性か発達している（第 9.3図 （a)).上倉層

に近い部分では石灰岩や玄武岩，泥岩にも強い片理があ

り，両者か密接に関係していることを伺わせる．また南

限の新改ユニットと接触部に近い部分でも強い剪断変形

が観察される．

石灰岩は，灰色ないし灰白色を呈 し，やや再結晶をし

ている（第 9.3図 （b)).高知市鏡白岩北方から土佐山

東）1|岩屋淵にかけては， 厚さ 500Illから 600Ill延長 5

kmから 6kmの巨大なスラプであるが，その側方延長

の高知市鏡敷ノ山 ・鏡柿ノ又地域では厚さ数 10Ill長さ

200 Illから300m程度の小規模岩塊となっ ている． 玄武

岩は，暗緑色から暗赤色を呈し，直径 5cmから120cm 

の枕状溶岩（第 9.3図（c))やピロ ーブレ；；チ ャ，火山

砕屑岩な どかある． チャ ー トは，灰白色，赤色，緑色，
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(a) - 桑ジ~一(b)．一

(c)- (d) 

第 9.3図 士佐山ユニットの主な岩相

(a)泥質混在岩（高知市鏡竹奈路）ハンマーの長さは， 35cm

(b)石灰岩（高知市土佐山弘瀬日比原）

(c)枕状溶岩 （高知市鏡ダム北方）ハンマーヘ ッドの長さは， 18cm.
(d)礫岩（高知市鏡横矢）スケール（マジック イソキ）は 14cm

灰緑色などを呈し，層状である．珪質泥岩も，灰色から

灰緑色を呈し，層状である．砂岩は，灰白色から灰色を

呈し，中ー祖拉である．一部にはチャート の角礫をた くさ

ん含むチャ ート 角礫岩ないしチャ ート アレナイ トか認め

られる．泥岩は，泥岩優勢な互層の場合と，メランジ ュ

の基質の泥質混在岩の場合かある前者では， ン`ルト 質

の葉理があり構造変形が弱い．高知市鏡横矢には厚さ 50

m前後の礫岩層かある（第 9.3図 (d)）．基質は 、ンルト

岩で，礫径は一般に 1~5cmで最大 20cmである．砂岩

の礫か多く，玄武岩 ・石灰岩 ・泥灰岩 ・花詞岩質岩など

からなる．

産出化石 ：チャ ー ト礫岩中に含まれる比較的大きい

チャート 岩塊から，後期ペルム紀の放散虫 FoLlicucuLus

scholasticusを産する (Loe.R9,付表 l参照）．石灰岩で

は，東隣 「高知」地域の西縁において前ー中期ペルム紀の

紡錘虫化石を産する（石崎，1960;Suyari, 1961, 1962; 

須鎗ほか，1983) ほか，鏡白岩において， Schwagerina

indica, S. prisca, Doholina sp., FusuLineLLa spp.なと石

炭紀ーペルム紀の紡錘虫化石が産出している（小林， 1950).

Yamakita (1988)では，高知市鏡柿ノ又や鏡 白岩の

チャートか らHindeodellasp.なと‘ペルム紀の コノド ン

トを，泥岩 (c-65地点 ：Yamakita,1988, ftg. 10)から

Stichocapsa convexa, Tricolocapsa (?) fusiformis, Para-

hsuum sp.などの前期ヽジュラ紀後半から中期 ジュ ラ紀前

半の放散虫化石をそれぞれ報告している．

形成年代 ：松岡ほか (1998) などにより，本ユニットの

大部分は後期ペルム紀の沢谷ユニットに相当するとされ

てきたか，本ユニ ットの分布域内に中期ジ ュラ 紀の放散

虫化石が産出する (Yamakita, 1988) ことか ら， 前期

シュ ラ紀の後期か ら中期ジュラ紀の前期に形成されたと

判断した．

構造： 東西から東北東ー西南西方向の断層と北北東ー南南

西方向の複数の断層に区切られて分布する．断層を介し

て，中追ユニットや新改ユニ ットと接しているほほ東

西の走向を有し，厚さ数 100mの石灰岩や玄武岩のスラ

ブか東西に長く延びている．スラプは側方でより小さな

スラフや岩塊に移化する場合かある．一般に石灰岩 ・玄

武岩のスラ プは大きく，チャートのスラプや岩塊は小さ

い． 一部に砂岩のスラブも存在する．剥離性の方向も全

体のスラブの方向と平行もしくは準平行である．本ユ
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ニット の南部は，石灰岩や玄武岩の岩塊か小規模で，砂

岩層に とむなど，石灰岩 ・玄武岩の巨大岩塊を多く含む

中 ・北部とは岩相か異なっている．新改ユ ニットと接す

る南縁部は泥質混在岩の基質が他の地域より強く剪断さ

れている．

9. 4 国見山ユニ ッ ト (KMx,KMg, KMs, KMa, 

KMm, KMi, KMc, KM!, KMb, KMbt) 

概要： 「伊野」 地域北東部に分布するジュラ紀付加コン

プレックス．泥岩，砂岩，チャ ート， 玄武岩などからなる．

対比： 松岡ほか (1998) の上吉田ユニットに相当すると

考えているか，柏木ユ ニットの一部かもしれない．

模式地： 高知市鏡 （旧： 土佐郡鏡村）柿ノ又及びその東

方の国見山周辺．

分布： 「伊野」 地域北東部，高知市鏡柿ノ又から国見山，

鏡吉原を経て，高知市土佐山東川にかけての地域に分布

している．

岩相． 厚さ数 10m から 100m程度の比較的薄い砂岩，

チャー ト，玄武岩のス ラブと 直径数 mm— 数 m の岩塊を

含む尼質部からなる混在相である．基質の泥質混在岩に

は，多数の細かい礫か多く含まれ， しはしは弱い剥離性

か認められる．泥質混在岩中には，砂岩やチャート の礫

の他， 玄武岩の礫を しばしば含んでい る．分布の西部や

北縁部では砂岩や泥岩優勢互層のスラフが卓越するが，

全体 としては玄武岩と チャート のスラブか卓越してい

る．いの町小川東津賀オ高岩東方では，チャート スラプ

の下底に砥石型粘土岩が数層準に渡って露出してい る．

これはチャ ート下底で Duplexを形成しなから重なった

結果構造的に繰 り返し ていると考え られる．チャ ー ト

は，赤色，灰色，白色，暗灰色などを呈し，屠厚 5~8cm

の層状チャートである．特に赤色チャ ー トを特徴的に含

む．玄武岩は，緑色な いし暗緑色，暗褐色などを呈し，

高知市鏡吉原か ら土佐山東川にかけては玄武岩溶岩が分

布しているが，より西方の国見山北方からいの町中追去

山北方の尾根周辺では，玄武岩火山砕屑岩か卓越してい

る． またこれらの玄武岩火山砕屑岩に伴って， 小規模な

石灰岩岩塊も認められる．砂岩は，灰色ないし暗灰色を

呈 し，中粒—粗粒である ． 高知市鏡吉原では，極祖粒砂岩

から細礫岩が分布している． これらの祖粒砂岩では泥岩

片が扁平に配列している．泥岩には，礫や岩片をたくさ

ん含む出泥質混在岩以外に，葉理質泥岩，泥岩優勢互層，

珪質泥岩などがある（第 9.4図）．珪質泥岩は変形が強

い場合は放散虫遺骸の殻の大きさの間隔で跨開が発達す

る場合がある．また高知市土佐山東川地域では珪質泥岩

中にマンガン炭酸塩団塊が含まれており ，保存のよい放

散虫化石を含んでいる（堀 ・脇田，2002).

産出化石： 珪質泥岩から，Hsuumspp. A rchaeodictyomz-

tra sp.などが産出している（付表 lの Loe.6)．また，珪

第 9.4図 国見山ユニ ，卜の泥岩 （高知市鏡吉原杉谷）

ハンマーの長さは 35cm

質泥岩に含まれるマンガン炭酸塩団塊から， Aalenianよ

りやや古い放散虫化石 (Eucyrtidiellumgujoense, Jacus? 

anatiformisなど）を産出している（堀 ・脇田，2002)（付

表 lの Loe.8)（第 9.5図）．高知市土佐山東川嫁石から

東隣の土佐山高川城（「高知」地域）にかけての地域で，

Neohindeolella mullihamaLa, N. triassicaなどの三畳紀

コノド ント ，CanoJJtumsp., Tirassocampe sp.など三畳

紀放散虫化石， Albaillella Levisなど後期ペルム紀の放

散虫化石などが中Id化されている (Yarnakita,1988)．石

灰岩か らは，‘li川 (1975)が高知市鏡柿ノ又で Para-

schwagerina sp., TriLiciLes sp.など後期石炭紀から前期

ペルム紀の紡錘出化石を親告している．

形成年代： 珪質泥岩から）2・（：出した化石では， ジュラ紀の

中の詳 しい年代は分か らないか，マンカン炭酸塩団塊の

産 出化石か Aalenianよりやや古い年代を示すことか

ら，珪質泥岩や砂岩及び泥岩はそれよりやや若い地質年

代に形成されたと判断される．従って，本報告では，こ

のユニ ットの形成年代を前期ジ ュラ紀の最後期から中期

ジュラ紀の最前期とする．

構造： 東北東—西南西方向の断層に区切られて分布し ，

西端を南北ないし北北西—南南東の断層で切 られて いる ．

断層を介して，北側で思地ユニ・ノトと，南側で土佐山ユ

ニ・ノトと接している．多く の断層は高角であるか，西半

部の上八川下分東方では，思地ユニ ットに南傾斜の低角

断層で重なっている．東半部では，岩相分布か ら翼の閉

じた摺曲を形成していると判断できる西半部は海洋プ

レー ト層序から判断して単斜構造と思われるか，閉じた

摺曲をしている可能性も否定できない．

9. 5 中追ユニ ッ ト (NAx,NAg, NAs, NAm, 

NAi, NAc, NAt, NA!, NAb, NAbt) 

概要： 「伊野」地域北西部に比較的広く分布する、ジュラ
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第 9.5図 国見山ユニットの珪質泥岩中のマンガン炭酸塩団塊から産出した放散虫化石（岩石試料番号 ：R76694)

紀付加コンプレックス．泥岩，砂岩，チャ ー ト，玄武岩

などからなる．

対比： 松岡ほか (1998)の上吉田ユニットに相当する．

模式地： いの町(|日： 吾川郡伊野町）中追の中追渓谷周辺．

分布： 「伊野」 地域北西部，高岡郡越知町鎌井田から，い

の町下八川， 鷹羽ヶ森を経て，いの町中追周辺にかけて

の地域に分布している．

岩相： 厚さ数 100mの厚い砂岩，チャ ー ト，泥岩のスラ

ブと数 mm—数 m の岩塊を含む混在相からなる ． それ

ぞれのスラプでは海洋プレー ト層序を比較的よく保存し

ている部分がしばしば認められる．チャ ー トスラブの下

底には， ペルム紀—三畳紀境界の砥石型粘土岩が存在す

る場合かある．混在相の基質の泥質混在岩には剥離性が

ないか，あっても弱い（第 9.6図 (d)).

地質図上で玄武岩としているのは，暗緑色から暗赤色

で，枕状構造を有する溶岩や苦鉄質火山砕屑岩である．

後者にはまれにチャ ー ト・玄武岩溶岩 ・ドロマイ トの礫

を含む凝灰角礫岩である場合がある．チャ ー トは，灰色，

暗灰色，灰白色，灰褐色などを呈し，単層 1~15cmの層

状で，しはしば激しく摺曲をしている （第 9. 6図 (a)).

珪質泥岩は，灰色，灰白色，淡緑灰色ないし赤褐色を呈

し，層状もしくは葉理状で，下八川地域と鷹羽ヶ森周辺

では黒色の外観をしたマンガン炭酸塩団塊を含んでいる

（第 9.6図 (b)(c)）．また葉理状珪質泥岩では生痕化石

が含まれる場合もある．珪質泥岩層は，厚さは 10数 m

以上で，泥岩もしくは泥岩優勢砂岩泥岩互層によって堆

積接触関係で覆われている．一般に層状珪質泥岩は葉理

状珪質泥岩より珪質である．珪質泥岩にはしば しば放散

虫化石を産するが，珪質泥岩中に含まれるマ ンガン炭酸

塩団塊にはより保存のよい放散虫化石を産する． いの町
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(a) 

(c) 

(e) 

(b) 

(d) 

①
 

第 9.6偲 中追ユニ、ノトの主な岩相

(a)摺曲しているI習状チャ ート （高知市鏡横矢）

(b)珪質泥岩 （高知市鏡横矢）

(c)珪質泥岩中に含まれるマンガン炭酸塩団塊 （吾川郡いの町下八川）

(cl)泥質混在岩 （吾川郡いの町中追）

(e)破断砂岩泥岩互屈（吾川郡いの町中追橋床）

(f)チャ ート 角礫岩（吾川郡いの町中追）

ハンマーの長さは，35cm,スケールの長さは 14cm

下八川に産するマンガン炭酸塩団塊は， 厚 さ 10cmで長

さ30~ 100 cmのレンズ状の 産 状を 示 す （第 9.6図

(c)).外観は黒色で，内部には白 っぽい菱マンガン鉱の

粒顆が認められる．産出する放散虫化石 Unumaechina-

tus, Archicapsa (?) pachydermaなどで，国見山ユニノ

トのマンカ ン炭酸塩団塊に産する放散虫化石よ り若干新

しい地質年代を示す （堀 ・脇田， 2002 ; Hori and 

Wakita, 2006). 

泥質混在岩は，黒色ないし暗灰色の泥岩を基質とした

ものが大半を占めるか，まれに珪質泥岩の基質に礫を含

む混在岩も認め られる．これは， 美脹帯において Wakita

(1988)や脇田 ・小井土 (1994)て示さ れた珪質尼岩に混

在相の礫を含んだ泥岩が注入したものである．泥質混在

岩では，砂岩 ・珪質泥岩 ・チャ ー ト・玄武岩 ・チャ ー ト
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にコ 砥石型珪貨粘土岩
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匡空l破砕帯

／ 走向及び煩斜

50m 

第 9.7図 吾川郡いの町中追北谷における砥石型粘土岩とチャ ート の分布 (Yamakita,1988) 
産出する化石から，砥石型珪質枯土岩はペルム紀—三畳紀境界付近の年代であることが分かる ．

角礫岩などの礫や岩塊か大小様々な大きさで含まれてい

る（第 9.6図 （d)).泥質混在岩以外に，泥岩は薄い砂

岩層や砂質葉理を挟む泥岩優勢砂岩泥岩互屠として産す

る場合かある．この場合の泥岩は，暗灰色を呈し， しば

しば、ンルト質ないし砂質の葉理かあり，まれに灰緑色火

山砕屑岩の薄屑を伴う ．泥岩優勢互層も整然とし た地層

である場合のはか，剪断変形を受けて，破断砂岩泥岩互

層 (brokenformation)となっている場合もある．この

場合は露頭で duplex構造などが観察される．砂岩は，灰

色ないし暗灰色を呈し，淘汰の悪い中ー粗粒砂岩である．

しばしは数 mから 10数 mの厚さの塊状砂岩で，葉理

の発達した暗灰色泥岩層や単層 5~15cm前後の砂岩泥

岩互層を数 m—数 10 mの厚さで挟んでいる この塊状

砂岩は，葉理の発達した暗灰色泥岩層や泥岩優勢互層を

伴って産することが多い．砂岩層の上面には炭質薄層か

挟在する場合かある．いの町橋床北西方では，泥岩優勢

な砂岩泥岩互層の上位に砂岩優勢な砂岩泥岩互屠か重な

り， さらに上位に塊状砂岩及ぴ礫岩を主体とする地層か

重なる，上方祖粒化の層序が見て取れる．砂岩泥岩互層

は，場所によって，変形した破断砂岩泥岩互層となって

いる場合がある（第 9.6図 （e)).またそれほど変形して

いない互層でも断層で分断されプロック化している場合

もある また，砂岩に伴って，1~5cmの砂岩やチャー

トの礫を含む淘汰の悪い細礫岩がまれに産し，チャ ー ト

礫が圧劉的に多いチャ ー ト角礫岩も認められる（第 9.6 

図（f)).勝賀瀬川最上部では，これらの礫岩が強く変形

しているのか観察される． しかし，明瞭な変成作用は認

められないので，思地ユニ y 卜とは区別できる．

Yamakita (1988)によると，勝賀瀬川上流北谷では，

ペルム紀コノ トン トを産する厚さ 20mのチャ ート の上

位に厚さ約 20mの優黒色泥岩層が重なりその上位に前

期三畳紀のコノトントを産する灰白色珪質枯土岩か約

10m重なっている （第 9.7図）．本報告では， この優黒

色泥岩層と灰白色珪質枯土岩を合わせて，砥石型枯土岩

としている．同じ北谷では，砥石型枯土岩か破砕帯を伴

わない面で苦鉄質火山砕屑岩と接している露頭も観察さ

れる．砥石型粘土岩が分布するこの地域では，灰色ない

し灰褐色のチャ ー トと砥石型枯土岩，苦鉄質火山砕屑岩

などか断層で何度も繰り返し露出している．

産出化石： 付表 lにあるように，非常に多くの試料から

放散虫化石を産出しているが，その多くは保存かよくな

い Paruicingulagigantocornisや Acantoircussp., Emi-

luvia sp.などを産する泥岩や Transhuumhisuikyosense, 

Tricolocapsa plicarumを産する珪質泥岩がある．また，

珪質泥岩に含まれるマンガン炭酸塩団塊からは，下八川

では， Unuma echinatusやEucyrtidiellumunumaense 

などが産出している（第 9.8図 ；堀 ・脇田，2002;Hori 

and Wakita, 2006)．須内ほか (1982)は，本ユニットの

珪記尼岩から，Spongocapsulasp. A（おそらく La、xtrum

jurassicum)などを報告しているまた， Yamakita(1988) 

は，泥質岩から Tricolocapsaplicarumなどを報告して

しヽる．

石灰岩からは，いの町橋床北西で Paraschwagerina

sp., Pseudofusulina sp.が，鷹羽ヶ森西方で Paraschwa-

gerina sp.なとの前期ペルム紀の紡錘虫化石か産出して

いる（甲籐 ・川沢，1958)．砥石型枯土岩からは，前期三

畳紀の コノドント Neospathodusconservaivusが，また

隣接するチャ ー トから後期ペルム紀のコノト‘ント Neo-
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第 9.8囮 中追ユニ y 卜から1屯出した放散虫化石（付表 ］参照）

gondolella spp.が報告されている (Yamakita,1988). 

その他，いの町中追のチャ ートか らペルム紀及ひ三畳紀

のコノ ドントか報告されている (Yamakita,1988). 

形成年代 ：産出する放散虫化石とその産出岩石種から判

断して，このユニ ットは前期ジュラ紀後期から中期ジュ

ラ紀前期にかけて形成されたと考えられる，

構造： 北縁部では東北東—西南西方向の高角断層に区切

られて，思地ユニットと接し，西半部の南縁部では北傾

斜の低角断層で勝賀瀬ユニ、ノトと接している．東半部の

南縁は，東西方向で，北に傾く断層で，土佐山ユニ ット

と接している．本ユニノトの南限の下底部には厚い

チャ ート がありその最下底部に砥石型粘土岩が分布して

いる．吾川郡いの町柳瀬上分出来地西方の尾根における

林道では，最下底部の珪質粘土岩とがほほ水平に勝賀瀬

ユニ ットの泥岩と構造的に接しているま た，チャート

の分布からも，中追ユニッ トは勝賀瀬ユニットに低角で

構造的に接していることがわかる

本ユニットの地層は，全体として緩やかな向斜 (syn-

clineではな くsynform)ないし複向斜を形成している．

ただし，地層の上下判定や海洋プ レート層序から推定さ

れる上下方向から判断して，単純な向斜ではなく，閉じ

た摺11:1」を形成したのち正立摺曲が形成さ れた可能性があ

る．厚いチャートや塊状砂岩，砂岩泥岩互層などが海洋

プレート 層序の一部を保持しながら，スラブを構成し，

走向方向に比較的連続よく連な っている．スラブの側方

でより小さなスラプや岩塊に移化する場合がある．摺曲

軸はほほ鉛直で，ユニットの北縁を限る断層とほば平行

な東北東—西南西方向である．

9. 6 勝賀瀬ユニット (SGx,SGs, SGa, SGm, SGi, 

SGc, SGt, SGI, SGb, SGbt) 

概要 ： 「伊野」地域中—西部に分布するジ ュラ紀付加コン

プレ，クス．泥岩，砂岩，チャ ート， 玄武岩，石灰岩な

どからなる．

対比 ：松岡ほか (1998) の遊子川ユニットに相当する．

模式地： 高岡郡日高村鴨地

分布： 「伊野」 地域中—西部， 高岡郡越知町鎌井田大橋か

ら南片岡，高岡郡日高村鴨地， 吾川郡いの町柳瀬石見及

ひ勝賀瀬にかけての地域と，従来変成岩からなる伊野層

が露出するとされていた， いの町横藪—峰植地域にも分

布している．

岩相： 砂岩，チ ャート，玄武岩のスラブと数 mm—数 m
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第 9.9図 いの町植土居ノ谷におけるルートマソプ 第 9 11図 泥質混在岩中のチャート及ひ砂岩礫の分布

（高岡郡越知町黒瀬）

第 9.10図 勝賀瀬ユニ；；トの岩相 ハンマーの長さは 35cm, (cでは，ヘット部が 15cm)

(a)泥質混在岩（高岡郡越知町谷ノ内西方）

(b)泥質混在岩（高岡郡越知町谷ノ内西方）

(c)泥質混在岩に発達する剥離性（吾川郡いの町柳瀬石見）

(d)層状チャ ート（吾川郡いの町鷹羽ヶ森南方）
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第 9.12図 チャートと砂岩と玄武岩の関係（高岡郡越知町鎌井田本村）

質に細かく割れている pervasivecleavageではなく，

部分的に発達したり，未発達であったりする（第 9. 10 

図（c)).ただし他の地質体との境界部なとではまれに剪

断変形か強い場合かある．礫や岩片の入り方には地域差

かあるが， しばしは小岩片を密に含むことかある． これ

らの泥岩を鏡下て見ると，石英や長石なとの鉱物片の

他珪長質火山砕屑岩やチャ ート，玄武岩， シルト岩な

どの岩片か多数含まれる．一般に泥質岩の量比が高く，

チャー トや玄武岩などのスラプの厚さは，一部の例外を

除いて，薄い場合か多い．基質の泥岩には弱い剥離性か

忍められる．砂岩は灰色， ないし暗灰色を呈し，細粒な

いし中拉てある．鏡下では，石英 ・長石の他，珪長質火

山砕屑岩の岩片か含まれ，分級は悪い．基質を方解石か

叫めている場合もある．このメランジュは，泥質混在岩

と岩塊からなるはかりではなく，泥質基質を伴わず，砂

岩 ・泥岩 ・珪質泥岩 ・チャート ・砥石型枯土岩 ・玄武岩

などか， しばしは構造的に断層で繰り返し接している場

合があり，特に整然相の塊状砂岩や砂岩泥岩互層の場

合，玄武岩やチャ ー トなど他の岩相と構造的に接してい

ることか多い（第 9.12図）．

砂岩泥岩互層は，砂岩優勢な場合と，泥岩優勢な場合

があり，どちらも整然とした地層てあることか多い． し

かし， 一部では構造的に破断し，膨縮した砂岩層を伴う

破断砂岩泥岩互層も存在する．珪質泥岩は，一般に灰

色 ・灰白色 ・灰緑色 ・淡褐色を呈し， 1~5cmの層厚の

単屠の珪質部と泥質部か繰り返す層状珪質泥岩である．

下部ではチャ ー トの薄層をしばしば挟み，上部では葉理

状泥質珪質泥岩に移化する場合かある．チャ ートは，赤

色 ・暗灰色 ・淡緑色等を呈し， 厚さ 2~10cmの珪質部

と薄いi尼質部からなる層状チャートである（第 9.10図

(d)）．チャートの下底には，ときおり砥石型枯士岩を伴

う．赤色チャ ー トの一部は，厚さ 10~20cmのドロマイ

ト層と互層している．玄武岩は，暗緑色ないし暗赤褐色

を呈し， しばしは枕状構造を有する玄武岩溶岩，火山砕

屑岩及ひ凝灰角礫岩かある．いずれもチャ ー トや石灰岩

を密接に伴うことかある．石灰岩は灰色，灰白色，暗灰

色，灰褐色なとを呈し，再結晶しているか，紡錘虫化石

やクリノイドの破片を含む場合かある． 数 mから 10数

mの規模で泥質混在岩に岩塊として含まれる場合と，玄

武岩浴岩ないし火山砕屑岩に岩塊として含まれる場合か
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ある．

産出化石： 別表 1に示したように，泥岩や珪質泥岩，

チャートから， Bagtumsp., Canoptum rugosum, Natoba 

切 inutaなと前期ジュラ紀の放散虫化石を産出する（第

9. 13図）．Umedaet al. (2002), Hori and Wakita (2004) 

も同様に前期ジュラ紀の放散虫化石を報告している．ま

た， チャートからは， Canoptumsp., Triassocampe cf. 

coronata, Pseudostylosphaera japonica, Japonocampe 

nova, Betraccium deweveri など中—後期三畳紀の放散虫

化石を産出している（梅田 ・栗原， 1999;Umeda et al., 

2002)．須内ほか (1982)が親告した放散虫化石 Spongo-

capsula? sp. Bや三畳紀のコノドントも本ユニット内で

産出している．須内ほか (1982)は， Spongocapsula?sp. 

Bを肱出する群集を中期ジュラ紀前期としているか，前

期ジ ュラ紀のも のであろう．さ らに，松田・佐藤 (1979)

が報告した石炭紀コノドント Streptognathodus?sp.の

産出地点や，Yarnakita(1988)が珪質泥岩から報告した

三畳紀の コノドント Neoh.incleodellabenderi, Neospatho-

dus h.omeriの産出地点も，本ユニソ ト内部に位置する．

石灰岩からは， いの町柳湘石見周辺から Pseudo/usu-

lina sp., Nanhinella sp., Triticites sp.などの前期ペルム

紀の紡錘虫化石と Fusulinellagracilis, F. schudobocki 

などの後期石炭紀の紡錘虫化石か，いの町小野西谷周辺

で Schwagerinagumbeli, S. japonica, Pseudofusulina 

ambiguaなど前期ペルム紀の紡錘虫化石が，いの町成山

水田て， Triticitesyayamadakensis, T. matsumotoiなど

後期石炭紀の紡錘虫化石か，越知町鎌井田で Fusulina

sp.やPseudoschwagerinasp.など石炭紀紡錘虫化石か，

いの町勝賀瀬では， Fusulinasp., Tricities sp.といった

石炭紀の紡錘虫化石か産出している他，多数の地点でペ

ルム紀から石炭紀の紡錘虫化石が報告されている（小

林， 1931c,d, e, 1950;福地， 1941;石井ほか， 1957;甲

藤 ・川沢， 1958；甲藤ほか，1961;Suryari, 1961;平田，

1975 ;河合， 1976)（第 9.14図）．

形成年代： 産出する放散虫化石から，勝賀瀬ユニットの

年代は前期ジュラ紀 (Sinemurian-Pliensbachian)であ

る (Horiand Wakita, 2004). 

構造： 北縁部では，北傾斜の低角断層で中追ユニソトに

よって構造的に覆われている．南縁部は，東西ないし，

東北東—西南西方向の高角断層によって，白亜紀の地層



Canoptum cf. rugosum Canoptum annulatum Corum regium Natoba minuta 
IN644D IN643A IN639A IN644D 

Capnodoce antiqua Plafkerium hindei Katroma westermannni Triassocampe sp. 

IN639A IN644E IN846 IN846 

Parv icingula cf nanoconica Tripocy clia s p. Parahsuum sp. Hexasaturnalis tetraspinus 
IN549 IN549 IN549 IN549 

Canoptum rugosum Canoptum annulatum Parahsuum sp. Japonocampe nova 

IN644D IN1225B IN548 IN644E 

Pantanellium fosteri Betraccium inornatum Gorgansium sp. Pantanellium sp. 

IN644E IN639A IN1225B IN911A 

第 9.13図 勝賀瀬ユニ ・ノ トか ら産出した放散虫化石 （付表 l参照）
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第 9.14図 勝賀瀬ユニソトの石炭紀紡錘虫化石を含む地

域の柱状図 （甲藤 ・川沢， 1958, 第 2図を一

部改変） I ：石見二本松ー石見間，II ：石見西

ノ谷， III:石見フナガダニ
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第 10章 ジュラ紀—前期白亜紀付加コンプレックス［秩父累帯南帯］

10. 1 概要

黒瀬川構造帯の岩石 ・地層が分布する地域より南側

で，仏像構造線より北側の地域は，従来から秩父累帯南

帯と呼ばれ，中期ヽ；；ュラ紀から前期白亜紀にかけての付

加コンプレックスか分布している．北側か ら，大平山ユ

ニット，斗賀野ユニ ット ，三宝山ユニットと 区分される．

大平山ユ ニットは，前期、；；ュラ紀の後期から中期ジュラ

紀の前期にかけてのメランジュで，泥質混在岩と砂岩 ・

チャ ー ト・石灰岩などからなる．斗賀野ユニ ットは，海

洋プレー ト層序の上部の繰り返しで特徴づけ られ，砥石

型粘土岩ーチャ ート —珪質泥岩—砂岩 ・ 泥岩 ・ 礫岩などか

らなる形成年代は中ー後期ジュラ紀とされている．三宝

山ユニットは，泥質混在岩，石灰岩，チャート ，玄武岩，

砂岩，礫岩などからなるメランジュで，後期ジュラ紀か

ら前期白亜紀に形成された．それぞれは断層で接してお

り，構造的下位に向かって次第に若くなる付加コンプ

レック スの特徴を備えている（第 9.1図）． 北側に分布

する黒瀬川構造帯の岩石や，南側に分布する四万十累帯

の白亜紀付加コンプレックス半山ユ ニットとは断層で接

している．

10. 2 研究史

本地域の南西隅の佐川盆地周辺では，Yehara(1927), 

鈴木 (1931),Kobayashi (1931a)，小林 (1932)，蔵田

(1940, 1941a, b), Kimura (1944a, b)，木村 (1956),

Tokuyama (1957a, b)，甲藤ほか (1961),Suyari (1961), 

小池 ・ 岸本 ( 1 979) ， 平ほか (197 9) ， 佐藤 • 松田 ( 1 98 1 ) ,

岸田 ・菅野 (1982),Matsuoka (1983)，松岡 (1983,1984, 

1985)，須鎗 ・石田 (1985), Aita and Okada (1986), 

竹島 ・波田 (1986)などの層序 ・構造に関する研究がある．

化石の産出に関しては，小池 ・岸本 (1979)や佐藤 ・

松田 (1981)がチャ ート から後期三畳紀のコノ ドントを，

岸田 ・菅野 (1982)は，本地域の斗賀野ユニットの

チャ ート から三畳紀の放散虫化石を報告した．

特に， Matsuoka(1982, 1983)，松岡 (1982,1983, 

1984, 1985), Matsuoka (1992), Matsuoka and Yao 

(1990)，松岡ほか (1998) は，佐川盆地周辺の秩父累帯

南帯，特に斗賀野層群（斗賀野ユニット）や大平山ユ

ニット相当層につ いて詳し い報告を行った．

東隣「高知」地域の三宝山周辺の三畳紀の大型化石を

含む地層群を三宝山層と鈴木 (1931)が命名した．三宝山

（脇田浩二）

層から Kobayashi(1931a), Yabe and Sugiyama (1932) 

はDaonellacf. kotoi var. altaなど三畳紀の二枚貝の化

石を多数報告している． 「高知」 地域の高知市筆山にも三

宝山ユニ ット相当層があり ，三畳紀のアン モナイト （坂

東 ・甲藤 1980)や、ジュ ラ紀の放散虫 （石田，1986)か

報告されている．高知市内の地質については，波田

(1993)が三宝山層 （三宝山ユニット）と斗賀野層（斗賀

野ユニット相当）の分布を示している．

高知県西部の三宝山ユ ニット相当層については，小林

(193le)，木村 (1956)・市川ほか (1953)，平ほか (1979)

などの研究がある． また，南西に隣接する高岡郡佐川町

斗賀野周辺の斗賀野ユニットでは，lVIatsuoka(1983), 

松岡 (1983, 1984), Matsuoka and Yao (1990)などの

研究がある．

10. 3 大平山ユニ ット(OHx,OHs, OHa, OHc, OHi) 

概要： 「伊野」 地域南部に分布するジュラ紀付加コンプ

レックス．泥岩，砂岩，石灰岩，チャ ー トなどか らなる．

対比： 松岡ほか (1998)の大平山ユニ ットに相当する．

模式地： 高岡郡日高村沖名猿田の猿田洞周辺

分布： 「須崎」 地域北部の高岡郡日高村沖名山伏郷から，

「伊野」 地域南部， 高岡郡日高村沖名猿田，いの町大内中

ノ谷にかけての地域に分布している．

岩相 ：分布が限られており ，露出も悪いので，典型的な

岩相を観察できる場所が限られている．全体としては，

泥質混在岩と砂岩 ・チャ ー トスラプや石灰岩岩塊などか

らなるメランジュである．石灰岩の岩塊を特徴的に含

み，あまり大きくない砂岩，チャ ー トのスラブと数

mm—数 m の岩塊を含む泥質部からなる石灰岩やチャ ー

トの岩塊やスラプは甚質に比べて大きくはなく，産出頻

度も高くない．露頭で観察される泥質混在岩では，弱い

剥離性のある泥岩基質に砂岩 ・チャ ー ト・玄武岩の岩塊

が点在している． しばしば破断砂岩泥岩互層が観察され

る．泥質混在岩と接している場合の他，塊状砂岩や

チャ ー トと密接に伴っている．チャ ー トと塊状砂岩，破

断砂岩泥岩互層が断層で繰り返し接している場合もある．

石灰岩は，3~10数 m程度の大きさで露出し，灰色ない

し灰白色を呈し，やや再結晶化している．砂岩は灰色な

いし暗灰色を呈し，中粒から粗粒の塊状砂岩である．い

の町池ノ内や日高村沖名東方では， この塊状砂岩が泥質

混在岩よりも優勢である．

産出化石： 本地域で採取した試料から放散虫化石は抽出
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第 10.1図 斗賀野ユニットのチャ ートに貫入する砂岩岩脈（高知市朝倉鏡岩東方）

できなかった．高岡郡 日高村猿田の石灰岩から Neo-

schwagerina cf. katoi, Neosclnuagerina simple;℃,N. mar-

garitae,が， 中期ペルム紀の紡錘虫化石の産出を報告さ

れている（小林， 193le,1950 ;平田，1975;河合，1976).

また，平田 (1975)は，日高村沖名及び南接する 「須崎」

地域の佐川町大平山において中期ペルム紀の紡錘虫化石

Neoschwagerina craticuliferaなどを報告している．

形成年代 ：松岡ほか (1998) の大平山ユニットとの対比

から， ジュラ紀と考えられるが，本地域では年代を指示

する新たなデータはない．

構造．北縁部は， 東北東—西南西方向の高角断層に区切

られて分布し，南東縁は北傾斜の断層で斗賀野ユニ，ト

と接している．東に向かって次第に分布幅か狭くなり，

吾川郡いの町天王付近では分布か確認できていない． し

かし， ジュラ紀毛田層の分布の南端に分布することから

その延長は天王北部の毛田層分布の南端にあるはずであ

るが，断層で欠如したと判断している地層の走向は，

東西から東北東—西南西で ， 北へ急傾斜している ．

10. 4 斗賀野ユニ ッ ト (TGx,TGs, TGa, TGm, 

TGi, TGc, TGo) 

概要： 「伊野」 地域南部に分布するジュラ紀付加コンプ

レックス．砂岩及び砂岩泥岩互層及ひチャ ー ト，珪質泥

岩などからなる．

対比： 松岡 (1984)の斗賀野層群，松岡ほか (1998)の斗

賀野ユニ＇ノ トに相当する．

模式地： 高知県高岡郡佐川町周辺地域（松岡 1984)

分布： 「伊野」地域南部，高岡郡日高村沖名南込山から，

吾川郡いの町大内南ノ谷を経ていの町天王，高知市朝倉

水久保にかけての地域に分布している．

岩相： 塊状砂岩，砂岩泥岩互層からなる砕屑岩類と厚い

チャー トが特徴的に繰り返して分布 している．チャ ート

の下底には砥石型粘土岩か，塊状砂岩 • 砂岩泥岩互層と

チャートの境界部には， しばしば珪質泥岩が挟在する．

砥石型枯土岩→チャ ート →珪質泥岩→砂岩泥岩互層 ・塊

状砂岩という 一連の地層は海洋プレ ー ト層序と呼ばれ，

付加コン プレックスの形成の甚本構成要素である．本ユ

ニットでは，これらが断層で繰り返して分布している．

断層で画されたそれぞれのシーケンスでは一般に北側に

上位の地層が分布している．この繰り返しは一定ではな

く，構造的下位が分布する南側でチャー トが厚く，北側

で砂岩を主体とする地層が厚く 分布している．これは本

ユニ ・ノトか形成される付加過程でのデュ ープレソクス構

造が海洋プ レー ト層序のより下位で形成されたことを示

しているのが南側の厚いチャ ー トの部分で，より上位の

部分の繰り返した行われたのが北側の部分であるという

ことを示している．高知市と春野町の境界の西分峠付近

では，チャ ー トの一部には砂岩脈が貫入 しているのが観

察される（第 10.1図）．

砥石型粘土岩は， 吾川社11いの町天王な どにわずかに露

出している（第 10.2図（a)).優黒色の有機質粘土岩と

灰白色の珪質粘土岩からなり， しばしは断層で構造的に

破砕されている．チャー トは灰色，灰白色，暗灰色，淡

緑色， 赤褐色などを呈し， 単層 1~15cmの珪質部と数

mm以下の泥質部からなる阿状チャー トである． 珪質泥

岩は，灰色，暗灰色ないしII音緑色を呈 し， 2~10cmの珪

質部と薄い泥質部からなる層状珪質泥岩であるか，より

泥質な葉理質珪質泥岩を伴うこともある．砂岩泥岩互層

には，砂岩優勢な砂岩泥岩互層（第 10.2図 (b))と泥岩

優勢な砂岩泥岩互層がある．一般に整然とした地層であ

るか，泥岩優勢な場合には砂岩層が膨縮レンズ化し，破

断砂岩泥岩互層になっている場合もある．粗粒砕屑岩と

しては，塊状砂岩層が最 も卓越している．砂岩泥岩互層

と密接に伴って産出 している．塊状砂岩は，灰色ないし

暗灰色を呈し，中—祖粒である ． 淘汰が悪く ， 亜角ないし

角ばった石英 ・長石などの鉱物片と珪長質火山砕屑岩 ・

チャ ー ト・泥岩などの岩片を含んでいる．また，極粗粒

砂岩ではチャ ー トの角礫や岩片をたく さん含むチャ ー ト

角礫岩も認められる．

産出化石： 付表 lにあるように，珪質泥岩から Cyrto-

capsa mastoidea, Dictyomitra kamoensis, Unuma echi-

natusなど Unumaechinatus群集の放散虫化石や Tri-

colocapsa conexa, T. tetragonaなど Tricolocapsacon-

exa群集の放散虫化石が産出 している． また， チャ ー ト

には， Eptingiumsp.や Triasocampesp.など三畳紀の
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(a) 

(b) 

第 10.2図斗賀野ユニ、ノ トの岩相

(a)砥石型砧土岩（吾川郡いの町天王）

(b)砂岩優勢砂岩泥岩互麗 （土佐市高岡町丁北方）とも にハンマーの長さは 32cm

放散虫化石が含まれている．南西隣の斗賀野盆地周辺地

域では，珪質泥岩から中ー後期ジュラ紀の放散虫化石が，

チャ ート から中期三畳紀—中期、ジュラ紀の放散虫化石か

それぞれ多数報告されている (Matsuoka,1982, 1983, 

1992 ;松岡， 1982,1983, 1984, 1985; Matsuoka and Yao, 

1990 ;松岡ほか， 1998)．また，同地域のチャ ー トか らは

中ー後期三畳紀のコノドントも数多く報告されている

（小池 ・岸本，979).

形成年代： 産出する放散虫化石は，中ー後期、ンュラ紀の

形成を支持している．本ユニ；；トは，斗賀野ユ ニ ット

（松岡ほか，1998)に対比できるので，その意味でも中期

ジュラ紀から後期ジュラ紀の中頃に形成されたと判断で

きる．

構造： 東北東—西南西方向の北フェルゲンツの逆断層に

区切られて分布し，北側を主として大平山ユ ニットと，

南側を三宝山ユニットと接している．南縁の断層は，地

層の走向と斜交している．地層の走向は，東ー西から東北

東—西南西で，北ないし南に急傾斜して いる．地層の連続

性はよく，チャ ート や砂岩優勢な互層などは側方によく

連続する．

10. 5 三宝 山ユニ ット (SBx,SBcb, SBs, SBm, 

SBi, SBc, SBL, SBb) 

概要： 「伊野」 地域南部に分布するジュラ紀—前期白亜紀

の付加コン プレ・ノクス．泥岩，砂岩，チャ ート， 玄武岩，

石灰岩などからな る．

対比： 鈴木 (1931)の三宝山層，松岡ほか (1998)の三宝
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Tranhsuum sp. Tricolocapsa plicarum Archaeodicty omitra m irabilis Mirif usus guadalupensis 
IN1071 IN 1071 IN 1071 IN 1071 

Tricolocapsa plicarum 
IN1072B 

Cy stocapsa mastoidea 
IN1022 

Eucy rtidiellum pty ctum Acanthocircus suboblongus 
IN1079 IN 1072B 

第 10.3図 斗賀野ユニ；；トから産出した放散虫化石（付表 l参照）

山ユニ ットに相当する．

模式地： 高知県香美郡野市町三宝山地域

分布 ：「伊野」 地域南部，土佐市鳴川奈呂から高岡丁清

滝春野町八田小妻春野町伊予川の荒倉 トンネル南出口

付近を経て，高知市—春野町境界の白土峠付近 （東隣「高

知」地域）．

岩相 ：泥質基質に，大小様々な石灰岩，チャ ート ，玄武

岩砂岩などの岩塊を含むメランジュであ る． 石灰岩を

特徴的に含み，チャ ート や玄武岩の岩塊は，石灰岩より

やや小さ く量も少ない．基質の泥岩は，弱い剥離性が認

められるか，一般に変形は弱い．石灰岩は，灰色な いし，

灰白色，灰褐色などを呈する．径数 mから長径 700~

- 56 -



(a) 

(b) 

第 10.4図 三宝山ユニ・ノトの石灰岩とユニソト境界

(a)三宝山ユニッ トの石灰石採掘場跡（吾川郡春野町荒倉石灰岩）

(b)三宝山ユニットの石灰岩（左） と半山ユニット （四万十累層群）の砂岩泥岩互層の

境界部（仏像構造線）の露頭．（吾川郡いの町八田小妻）ハンマ ーの長さは 32cm.

800mの巨大なものまで様々な大きさの石灰岩塊か分布

する．巨大な石灰岩は採掘されている（第 10.4図 (a)).

また石灰岩には鍾乳洞か発達する場合かあり ，2001年

11月には，土佐市高岡町丁天崎の県道のトンネル現場

で，鍾乳洞が新たに発見された． また，土佐市高岡町丁

の西方では，厚さ 5~20cmの灰白色石灰岩と厚さ 5~

15cmの白色チャ ート か互層している． 玄武岩としてい

るものは，暗緑色ないし暗褐色を呈する玄武岩溶岩ない

し苦鉄質火山砕腐岩である． 一般に後者か卓越する．い

ずれも規模は小さいが， しはしはチャ ート と密接に産出

する．チャートは赤褐色，灰白色，淡緑色，赤褐色，黒

色などを呈し，単層の厚さが 1~ 10 cmの層状チャ ー ト

である．泥質混在岩中に岩塊として含まれたり ，玄武岩

と密接に伴って出てくるほか，厚い砂岩層や砂岩泥岩互

層と断層で接して いる場合がある． また灰色ないし灰緑

色の層状珪質泥岩もまれに挟在する．砂岩は灰色ないし

暗灰色を呈し，中粒—祖粒である．ま だ祖粒砂岩の基質に

チャ ート 角礫や岩片をたくさん含むチャ ート 角礫岩ない

しチャ ート アレナイトを特徴的に含む砂岩もチャ ート

角礫岩も他の岩相と同様にメランジュ中の岩塊の一部と

考えられる．

産出化石： 付表 lにあるように， Loopusprimitivus, His-

cocapsa naradaniensis, Stylocapsa cf. tecta, Pseudodic-

tyomitra spp.など中期ジュラ紀からジュラ紀最後期（な

いし白亜紀最前期）の放散虫化石を産する（第 10.5 

図）．南隣接「須崎」地域では，石灰岩からは， Neo-
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Loopus primitiv us 

IN1061 

Archaeodicty omitra sp. 

IN9938 

Pseudodictyomitra sp. 

IN993B 

Cinguloturris carpatica 

IN993B 

Loopus sp. 

IN1061 

Loopus sp. 

IN993B 

Zhamoidellum ? Sp 

IN9938 

Eucy rtidiellum unumaense 

IN993B 

mm---1i,,ー出早
Transhsuum brev icostatum 

IN1061 

Archaeodicty omitra cf. ap1anum 

IN993B 

Stichocapsa sp. 

IN993B 

Eucyrtidiellum sp. 

IN 1061 

「一Gongylotho「azfavosus 

IN 1061 

Cinguloturris carpatica 

IN993B 

Protunuma japonicus 

IN9938 

第 10.5図 三宝山ユニノトか ら産出した放散虫化石（付表 1参照）

schwagerina sp., Schubertella sp.などの紡錘虫化石（鈴

木，1933;橋本，1967) や三畳紀のコノドント Epi-

gondolella abneptis （小池 ・岸本，1979) などを産出し

ている．

形成年代： 産出する放散虫化石から，本ユニットの形成

年代は後期ジュラ紀から白亜紀最前期と考えられる．本

ユニットは，松岡ほか (1998) の三宝山ユニ y 卜に対比

できるので，その意味てもこの形成年代が妥当である．

構造： 東北東—西南西方向の北フェルケンツの逆断層に

区切られて分布し，北側を斗賀野ユニットと，南側を半

山ユニットと接している．半山ユニットとの境界は仏像

構造線と呼ばれているか，穂地域のいの町八田では，三

宝山ユニノト の石灰岩と半山ユニノトの砂岩泥岩互層か

lm以内で近接しており， 大規模な破砕帯は観察されて

いない（第 10.4 図 (b)）．地層の走向は，東—西から東北

東—西南西で，北ないし南に急傾斜している場合か多い

が，走向が西北西—東南東に振れている場合も若干ある．
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第 11章三波）1|変成コ ンプ レックス

本報告では，白亜紀に低温高圧型変成作用により生し

た変成岩類を三波川変成コンプレックスとして扱う ．本

報告で三岐川変成コ ンプレックス区分した地質体には，

狭義の三波川結晶片岩類，三波川南縁帯の変成岩類及ひ

弱変成の秩父累帯北帯のジュラ紀付加コンプレックスが

含まれる．

11. 1 研究史

本地域の三波川変成コンプレックスの調査研究は 20

万分の l「高知」図幅（小川，1902)に始まる．小川は四
おおは It 

国中央部に分布する結晶片岩類を大崩壊層と別子層に分

け，別子層を関東山地の三波川層に対比させた． 20万分

の 1「高知」図福（小川，1902)では，「伊野」地域の北

部は別子層の結晶片岩類と秩父古生層下部層の石墨千枚

岩に塗色されている．小島ほか (1956) は伊土路線（西

条—伊野間）の地質調査を行い，本地域に分布する秩父累

帯北側の地質体を北から南へ，黒色泥質片岩からなる三

縄層下部層平滑な片理が発達する黒色泥質片岩が卓越

する清水構造帯，清水構造帯の南側に分布する黒色泥質

片岩，緑色苦鉄質片岩，石英片岩，結晶質石灰岩及ぴ砂

質片岩からなる三波川南縁帯に区分した．さらに，石井

ほか ( 1 957 ) は上八川—池川構造線（「伊野」地域の上八

川構造線）の南側に分布する秩父累帯北帯を上八川累

層，下八川累層出来地累層，能津累層に区分したこ

のうち，上八川累層は緑色準片岩及び黒色準片岩を主と

する．甲藤・ 川沢 (1958) は上八川累層を上部層と下部

層に区分した．下部層は主に準片岩化した千枚岩質泥岩

よりなる．鈴木 (1964) は小局ほか (1956)の三波川南

縁帯の中部層と下部層を岩相の違いにより ，上位から下

位へ，葛川層思地層及び唐越層に区分した．さらに，

上八川—池川構造線以南の秩父累帯北帯も岩相により，

下位から上位へ，唐越相当層，思地相当層，葛川相当層

に区分した．さらに，三波川南縁帯と秩父累帯北帯をそ

れそれ北翼及ひ南翼とする背斜を想定した．想定される

背斜軸部に上八川—池川構造線か存在する ． 20 万分の l

「高知」図幅（磯見 195 9 ) では，上八川—池川構造線以

北を三波川変成岩類に，以南を秩父帯に区分している．

「伊野」地域内て三波川変成コンプレックスとした地

層からも放散虫化石やコノドントが見つかっており，そ

れらは原岩の形成年代を知る上て重要てある． これらの

微化石についての研究史と記載は概要で述べる．

本地域の三波川変成コンフ レ゚ックスの構成岩はすべて

（宮崎一博）

低温の変成作用を被っている．特に，本地域の変成苦鉄

質岩はパンペリ ー石とアクチノ閃石を変成鉱物として含

むことを特徴としており ，これらの鉱物を含む共生関係

か Nakajimaet al. (1977)及び Nakajima(1982)によ

り詳細に調べられ，低温変成岩の鉱物共生と三波川変成

コンプレックス低温部の温度構造の理解が大きく進展し

た．Itaya(1981)は本地域枝川川沿いの三波川南縁帯の

泥質片岩の石墨化度を調べている．

本地域及び周辺地域の三波川変成コンプレソクス泥質

岩中のフェンジャイト K-Ar年代は Itayaand Fukui 

(1994) で報告されており ， 砕屑性白雲母の影響を除く

と， 北から南へ 78Maから約 90Maと年代か古くなる．

Itaya and Fukui (1994) はより北方の銅山川地域及び

汗身川地域の フェンジャイト K-Ar年代も南に行くはど

古くなる傾向かあることを指摘し，そのような放射年代

の地域的な変化を変成岩類の上昇速度もしくは冷却速度

が南部ほど大きいことか原囚てあると考えた．この場

合， フェ ンジャイト K-Ar年代は延性的変形の進行の影

響を大きく受けていることになる (Itaya and Fukui, 

1 994) ． また ， 上八川—池川構造線（「伊野」地域の上八川

構造線）へ近づくにつれフェンジャ イ トK-Ar年代が 80

Maと若くなる原因について， この付近に貫入した中新

世珪長質貫入岩の火成活動の影響が指摘されている

(Itaya and Fukui, 1994). 

11. 2 概要

本地域の三波川変成コンプレソクスは，思地ユニッ

ト，川又ユニ ット ，堂ヶ内ユニットの 3ユニ ットから構

成される ． 各ユニットは東北東—西南西の帯状分布をな

し，南から北へ，思地ユニ＇ノト，川又ユニット，堂ヶ内

ユニットの順に配列している．思地ユニットと 川又ユ

ニットの境界は北傾斜の低角（一部で高角）断層である．

川又ユニットと堂ヶ内ユニットの境界断層は，東北東走

向の高角断層（清水構造線）である．

思地ユニットの変成岩類は秩父累帯北帯のジュラ紀付

加コンプレックスの堆積岩類及び火成岩類を原岩とす

る．本ユニットの変成岩類は，他の秩父累帯北器付加コ

ンプレックスの堆積岩類及び火成岩類に比べ，変成作用

による再結晶作用か顕著に進行しており，野外で変成岩

として識別できる．堂ヶ内ユニ ットは清水構造線の北側

に分布し，従来から三波川結晶片岩類として区分されて

いる地質体に相当する．川又ユニ ットは思地ユニ ットと
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堂ヶ内ユニットの間に分布し，三波川南縁帯の変成岩類

にほぼ相当する．

Itaya and Fukui (1994) で得れているフェンジャイ

トK-Ar年代を本報告の地層区分ことに整理すると， 川

又ユニットで 901¥/Jaでほぼ一定，思地ユニソトでは 90-

951¥/Jaとなる．ただし，上八川構造線近傍の中新世の珪

長質岩脈か貫入による年代値の若返りと，砕屑性白雲母

の影響が指摘されている年代値 (Itayaand Fukui, 1994) 

は除いている．堂ヶ内ユニットのフェンジャイト K-Ar

年代は本地域からは得られていない．北隣「日比原」地

域内のフェンジャイト K-Ar年代として 80-90Maか得

られている (Itayaand Fukui, 1994). 

三波川変成コンプレソクスの岩石は，変成作用によっ

て再結晶しているため，化石の産出報告は限られてい

る．思地ユニットでは，珪質泥岩から Archaeodictyomi-

tra sp.やHsuumsp.なと‘ジュラ紀放散虫化石を産出し

ている（付表 1)．また，須鎗ほか (1980,1983) は，北

東隣の 「本山」地域において，思地ユニットに相当する

F帯の石灰岩 ・チャートから石炭紀・ペルム紀・三畳紀

のコノドントや三畳紀の放散虫化石を報告している． 一

方，川又ユニy 卜に相当する A,B,C,D帯では，石灰岩

やチャー トにおいて石炭紀から三畳紀のコノドントの産

出か報告されている（須鎗ほか， 1980)． 本地域周辺の

堂 ヶ内ユニットでは化石の具体的な産出報告はない．産

出化石から，思地ユニ＇ノトや川又ユニットは， シュラ紀

右；谷右，

灰岩及び苦鉄質千枚岩

付加コンプレックスが変成したものである．堂ヶ内ユ

ニットは同等か，より若い付加コンプレックスである可

能性がある．

11. 3 思地ユニ ッ ト

本ユニットは，本地域北西部の五在所山付近から東北

東方向への延ひる高角断層の北側に分布する．変成作用

による再結晶作用があまり進行していない秩父累帯北帯

の付加コンプレックスとは多くの場合前述の東北東走向

の高角断層で接する．部分的に，本地域北部，いの町上

八川上分内野の南方に見られるように，思地ユニノトの

構造的上位に低角断層を介して秩父累帯北帯国見山ユ

ニソトの堆積岩類か重なる場合もある．片理に垂直な方

向て見積もった思地ユニノトの厚さは 1,500m以上と推

定される．

思地ユニットは片理の発達する泥質千枚岩，変成砂

岩，変成チャート及び変成玄武岩凝灰岩及び溶岩から主

に構成され， これに少量の結晶質石灰岩を伴う ．本地域

に分布する思地ユニットの見かけ下部には比較的厚い変

成玄武岩凝灰岩及び溶岩か存在し，その上位に主に変成

砂岩と泥質千枚岩からなる地層か重なる（第 11.1図）．

さらにその上位には泥賀千枚岩に変成チャ ー トを挟む地

層か分布し， 最上部には比較的厚い変成玄武岩凝灰岩な

いし溶岩と変成チャートが重なる．

成砂岩 罪群月岩脈 転石 ／ 断層

第 11.1図 三波川変成コンプレックス思地ユニットのルートマ y プ（吾川郡いの町小川東津賀オ暦越付近）
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第 11.2図 三波川変成コンプレックス思地ユニ，ノト の変成玄武岩凝灰岩，変成チャート ，泥質千枚岩及ひ変成砂岩

(a)変成玄武岩凝灰岩．パンペリ 一石・緑れん石 ・アルハイトからなる淡色の薄層と緑泥石 ・アクチノ閃

石に富む暗色の薄厨が繰り返す葉理が認められる玄武岩凝灰岩を原岩とする変成岩．葉理に平行に片

理が発達するが，苦鉄質片岩ほど薄く割れない（吾川郡いの町唐越の上八川川沿い）．写真幅約 50cm

(b)変成チャ ート． 再結晶石英に富む層と雲母に富む薄層の繰り返しからなる．層状チャ ートを原岩とす

る変成岩．（吾川郡いの町小式ヶ台の東約 1kmの道沿い）．ハンマーの長さ 33cm

(c)泥質千枚岩石英の分泌脈が発達．泥質片岩に比べ柚成鉱物の粒径が細拉てある．シルト質の部分で

は砕屑粒子が残存する．（吾川郡いの町上八川上分内野の北西約 1km)．レンスキャソプの径は 5.5cm

(d)変成砂岩．i尼岩のハ°ッチ（岩片）を含む．弱い片理か発達するが，片岩と呼べるほとではない．（吾川

郡いの町上八川上分内野）．レンズキャ，ノプの径は 5.5cm

11. 3. 1 岩 相

変成玄武岩凝灰岩及び溶岩 (Om)

層厚約 500mの比較的厚い変成玄武岩凝灰岩及ひ溶

岩か，いの町上八川下分清田付近に分布する．高知市上

吉原付近にも比較的厚い変成玄武岩凝灰岩及び溶岩か分

布する．思地ユニノトの変成玄武岩凝灰岩及ひ溶岩は野

外で黄緑色，緑色，青緑色及び濃緑色を呈する．黄緑色，

緑色及ひ濃緑色の薄層か繰り返す玄武岩凝灰岩起源の変

成岩か量的には多い（第 11.2図 a)．凝灰岩起源の変成

岩では色調か異なる薄層の繰り返しが認められ， これに

平行な片理が発達する．一方，溶岩起源の変成岩は片理

の発達か弱く ，火成作用起源単斜輝石の残留結晶を多く

含む

岩石記載

緑［尼石ハ°ンペリー石アクチノ閃石変成玄武岩凝灰岩（第

11. 3図 (a)，吾川郡いの町上八川下分思地の東約 500

m) 

主要構成鉱物は，パンペリ ー石， アクチノ閃石，緑れ

ん石，緑泥石，アルバイトであり， これに少量のスティ

ルプノメレン，石英，スフェン，不透明鉱物を伴う ．ハ°

ンペリ ー石は細粒結晶の集合体で，緑色，青緑色の多色

性を示す．

緑尼石ハ°ンペリー石ァルカリ輝石変成玄武岩溶岩（第

11. 3図 (b)，高知市上吉原）

主要構成鉱物は残留単斜輝石，緑泥石，パンペリ ー石，

アルバイト ， アルカリ輝石であり ，少量のスフェン，ス
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第 11.3図 三波川変成コンプレノクス思地ユニ y 卜の変成玄武岩凝灰岩，泥質千枚岩及び変成砂岩の薄片写真

(a)パンペリ ー石とアクチノ閃石を含む変成玄武岩凝灰岩． Prnp:パンペリ ー石， Act:アクチノ閃石，

Ep:緑れん石（吾川郡いの町上八川下分思地の東約 500rn). 

(b)パンペリ ー石とアルカリ輝石を含む変成玄武岩．Prnp:パンペリー石， Na-cpx:アルカリ輝石，

Re-cpx:残存単斜輝石．（高知市上吉原）

(c) アルカリ角閃石とアクチノ閃石を含む変成玄武岩凝灰岩．Na-amp:アルカリ角閃石， Act:アクチノ

閃石， Ep:緑れん石．（吾川郡いの町小川東津賀才裔岩の北東約 750rn). 

(d)残存単斜輝石とアルカリ角閃石を含む変成玄武岩．Na-amp:アルカリ角閃石（高知市上吉原）

(e)泥質千枚岩．（吾川郡いの町小川西津賀オ川又の南約 500m). 

(f)変成砂岩 クロスニコル．Kfs:カリ長石の砕屑拉子， Pl:斜長石の砕屑粒子，Qtz:石英の砕屑位子．

（吾川郡いの町小川東津賀オ高岩）．

ティルプノメレン，不透明鉱物を伴う．残留単斜輝石は

無色，淡褐色の多色性を示す．その縁部に濃緑色，黄緑

色の多色性を示すアルカリ輝石が生じている．パンペ

リー石は淡緑色，淡黄緑色の多色性を示す細粒結晶の集

合体である．

緑泥石緑れん石ァルカリ角閃石ァクチノ閃石変成玄武岩

凝灰岩（第 11.3図（c),吾川郡いの町小川東津賀オ高岩

の北東約 750m)

主要構成鉱物は，緑泥石，アルカリ角閃石，アク チノ

閃石，緑れん石，アルハイト，石英であり，少量のスフェ

ン，不透明鉱物，炭酸塩鉱物を含む．緑泥石，アクチノ

閃石は形態定向配列をなし，片理を形成している．アル

- 62 -



カリ角閃石は青色，青紫色の多色性を示し，淡緑色のア

クチノ閃石の縁部に生じている．

緑泥石ァルカリ角閃石変成玄武岩凝灰岩（第 11.3図 (d),

高知市上吉原）

主要構成鉱物はアルカリ角閃石，緑泥石，アルバイト

で，少量のスティルプノメレン，スフェン，炭酸塩鉱物，

不透明鉱物を伴う ．アルカリ角閃石，緑泥石の形態定向

配列による片理か発達する．アルカリ角閃石は濃青色，青

紫色の多色性を示し，伸張は負であることよりマグネ・ン

オリ ーベック閃石ないしリ ーベック閃石と推定される．

結晶質石灰岩 (OJ)

層厚 50m以下の薄い結晶質石灰岩が，いの町上八川

下分清田付近と内野に分布する前者は変成玄武岩を

伴っており後者は泥質千枚岩を伴っている．野外で白色

ないし灰白色を星し，泥質千枚岩を伴う場合は境界部で

黒色石灰質変成泥岩となっている．白色及び灰白色を呈

する結晶質石灰岩はほば方解石だけからなる．黒色石灰

質変成泥岩では石英粒子と微細な炭質物が含まれる．

変成チャート (Oq)

層厚 200m以下のも のが多い．野外で白色なし灰白色

を呈する． 層状チャ ート を原岩とし厚さ数 cmの石英か

らなる層の間に変成泥岩の薄層が挟まる層状構造が認め

られる（第 11.2図 b).

泥質千枚岩 (Op)

炭質物を多く含み黒色ないし暗灰色を呈する．後述す

る川又ユニッ ト及び堂ヶ内ユ ニットの泥質片岩に比べ細

粒である．薄い変成砂岩の薄層を挟み，薄層に平行な片

理が強く発達する（第 11.2図 C)．石英，斜長石の細粒

砕屑粒子を含む場合かある．

岩石記載

緑泥石フェンジャイト千枚岩（第 11.3図（e), いの町小

川西津賀オ川又の南約 500m) 

主要構成鉱物は，緑泥石，フェンジャイト ，アルバイ

ト，石英であり，少量の不透明鉱物，炭酸塩鉱物を含む

フェンジャイト，緑泥石からなる薄層が 1mm以下の間

隔で繰り返す縞状構造が発達する． フェンジャイト，緑

泥石は形態定向配列をなし，縞状構造に平行な片理が発

達する．

変成砂岩 (Os)

本地域の思地ユニ ット下部に層厚数 100m程度のも

のが数枚挟まる．暗灰色ないし灰色を呈し，弱い片理が

発達する．数 cmの大きさの角張った黒色泥岩のパッチ

を挟む場合かある（第 11.2図 d)．粗粒砂岩を原岩とす

る変成砂岩である．

岩石記載

変成砂岩（第 11.3図 (f)，吾川郡いの町小川東津賀オ高

岩）

主要構成鉱物は石英，アルバイト ，フェンジャイト ，緑

泥石，斜長石，カリ長石であり ，少量の不透明鉱物，炭酸

塩鉱物を含む斜長石， カリ長石，石英の径 0.5~1mm 

程度の砕屑粒子を多量に含む フェンジャイトの形態定

向配列による片理が発達し， 砕屑粒子の長軸は片理の方

向に平行である．石英の砕屑粒子は波動消光をなす．

11. 4 川又ユニット

川又ユニットの変成岩頷は，本地域北西部，いの町小

川樅ノ木山妙見より東北東方向に延びる北傾斜の高角断

層である清水構造線により後述する堂ヶ内ユニソト の泥

質片岩と接し，その南側に分布する．南限は北傾斜の低

角断層により 思地ユニ・ノト の変成岩類と境される．西南

西—東北東方向の帯状の分布を示し ， 分布幅は 1 ~2km

である．断層により分布が途絶えるため，川又ユニ ットの

上限下限とも不明である．片理に垂直な方向で見積もっ

た川又ユニットの見かけの厚さは 1,500m以上である．

川又ユニッ トは泥質片岩，苦鉄質片岩，珪質片岩，結

晶質石灰岩から主に構成され， これに少量の砂質片岩か

加わる．本地域の）1|又ユニ ットの下部では側方への連続

性がよい苦鉄質片岩及び珪質片岩か分布しており，苦鉄

質片岩は場所に より結晶質石灰岩を伴う（第 11.4図）．

ユニ ット上部では泥質片岩か卓越するか，苦鉄質片岩，

珪質片岩，結晶質石灰岩，砂質片岩の比較的薄い岩体も

多数挟まる．

11. 4. 1 岩相

苦鉄質片岩 (Km)

厚い苦鉄質片岩が，いの町小川西津賀オ川又の南西か

ら小式ヶ台南方を経て，いの町上八川下分葛西方まで連

続する．厚い ところで層厚は 300m に達する．本ユニッ

トの苦鉄質片岩は黄緑色，緑色，青緑色，暗緑色を呈す

る．黄緑色，緑色，青緑色ないし暗緑色の層の繰り返し

が認めれる場合がある（第 11.5図 a)．構成鉱物の種類

及び量比の違いによる色調の異なる層と平行に片理が発

達する

岩石記載

緑泥石ハ°ンペリ ー石緑れん石アクチノ閃石片岩（第 11.

6図 (a)，吾川郡いの町上八川下分葛の東北約 750mの

枝川川沿い）

主要構成鉱物は緑泥石，ア クチノ閃石，ハ°ンペリ ー石，

緑れん石，アルバイトであり，少量の石英，スフェン，

不透明鉱物，炭酸塩鉱物を伴う．アクチノ閃石，緑泥石

は形態定向配列をなし，片理を形成している．ハ°ンペ

リー石は細粒な結晶の集合（本で，無色，淡青緑色の多色

性を示す

禄泥石緑れん石アルカリ輝石アクチノ閃石片岩（第 11.

6図 (b)，吾川郡いの町小｝1|西津賀オ川又の南約 500m)

主要構成鉱物は残留単斜輝石，アルカリ輝石， アクチ

ノ閃石，緑れん石，緑泥石，アルバイトであり，少量の
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変成玄武岩溶岩，変成

玄武岩凝灰岩及び苦鉄

質千枚岩

泥質千枚岩 II変成チャート 0~ 転石 ／断層

第 11.4図 三波川変成コンプレ・ノクス川又ユニノトのルートマノプ（吾川郡いの町小川東津賀オ南越付近）

スフェン，不透明鉱物，炭酸塩鉱物を伴う ．アクチノ閃

石，緑泥石の形態定向配列による片理か発達する．残留

単斜輝石は無色，淡褐色の多色叶を示し，縁部に黄緑色，

緑色の多色性を示すアルカリ輝石か生じている．

緑泥石ァルカ リ角閃石アクチノ閃石片岩（第 11.6図

(c), 吾川郡いの町上八川下分葛の北北東約 2.5kmの枝

JIIJII沿しヽ）

主要構成鉱物はアルカリ角閃石，アクチノ閃石，緑れ

ん石，緑泥石，アルバイトで，少量の石英，スフェン，

不透明鉱物炭酸塩鉱物を含む．アクチノ閃石，アルカ

リ角閃石緑泥石は形態定向配列をなし，片理を形成す

る．アルカリ角閃石は青色，青紫色の多色性を示し，伸

張は負であり，マグネシオリーペック閃石もしくはリー

ベック閃石と推定される．

結晶質石灰岩 (Kl)

層厚 100111を超え る比較的厚い結晶質石灰岩が，いの

町小川西津賀オ川又の南西の厚い苦鉄質片岩に伴われ

る．泥質片岩と互層する結晶質石灰岩も，いの町小川西

津賀オ川又付近に数枚分布する（第 11.5図c)．泥質片

岩と結晶質石灰岩の岩相境界は泥質片岩の片理と平行で

ある．野外で白色を呈する．はとんど方解石のみから構

成される．

珪質片岩 (Kq)

層厚約 200111で側方への連続性が良い珪質片岩が数

枚認められる．層厚 50111以下の薄い珪質片岩も多く分

布している．白色ないし灰白色を呈する．フェンジャイ

トを多く含む数 mm以下の薄層が石英のみかなる層に

挟まり，層状チャ ー ト様の外見をなす場合がある （第 11.

5図 c).

泥質片岩 (Kp)

暗灰色ないし銀灰色を星し，片理が発達する．片理に

ほほ平行な薄い石英脈か発達する（第 11.5図d)．石英

及ひ長石の砕屑粒子を含む砂質な部分や，石英を多く含

む珪質な部分もある前述の思地ユニソトの泥質千枚岩

に比べ，石英， フェンジャイ トなど変成作用で生じた鉱

物の結晶度が良い．

岩石記載

緑泥石フェンジャイト片岩（第 11.6図 (d)，吾川郡い

の町小川西津賀オ川又の北約 1km) 

主要構成鉱物はフェンジャイト，緑泥石，アルパイト ，

石英であり ，少量の不透明鉱物，スフェン，炭酸塩鉱物

を伴う． フェンジャイトと緑泥石からなる薄層と石英と

アルバイトからなる薄層が数 mm間隔で繰り返す縞状

構造が発達する． フェンジャイトと緑泥石は形態定向配

列をなし，縞状構造に平行に片理が発達する．片理にほ

ぼ平行な石英脈も発達する．

砂質片岩 (Ks)

層厚 50m以下のものか数枚分布する．石英及び長石の

砕屑粒子を多く含み，片理の発達の程度か泥質片岩に比

ベ弱い．構成鉱物の種類は泥質片岩のそれと同じである．
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第 11.5図 三波川変成コンプレックス川又ユニットの苦鉄質片岩，結晶質石灰岩，珪質片岩及び泥質片岩

(a)苦鉄質片岩 暗色部は緑泥石とアクチノ閃石が多く， 明色部は緑れん石，パンペリー石， アルハイト

が多い．片理が発達し， 片理に平行な軸面を持つ摺曲構造が発達する．（吾川郡いの町小川樅ノ木山妙

見の東約 500m)．写真幅は約35cm

(b)結晶質石灰岩．I尼質片岩と互層する．（吾川郡いの町小川西沖賀オ川又）．ハンマーの長さは 33cm

(c)珪質片岩．再結晶石英に富む層と雲母に富む薄門の繰り返しからなる． （吾川郡いの町上八川下分葛の

東北東約 500mの枝川川沿い）．写真幅約 2.5m 

(d)泥質片岩分泌石英脈が発達する．（吾川郡いの町小川西津賀オ川又の北約 750m). 

11. 5 堂ヶ 内ユニ ット

本地域 化西部隅に分布する東北東走向の北傾斜高角

断層である清水構造線により南側に分布する川又ユニ ッ

トの変成岩類と接する（第 11.7図）．本地域北西側にさ

らに広く分布するものと予想される．片理に垂直な方向

で見積もった本地域内に分布する堂ヶ内ユニットの見か

けの厚さは約 2,000mである

堂ヶ内ユニットは本地域分布域北西隅に分布する苦鉄

質片岩を除くとほ とんど泥質片岩のみよりなる． これに

対し，南接する川又ユニ ットは泥質片岩を主体としなか

らも苦鉄質片岩，珪質片岩，結晶質石灰岩，砂質片岩を

相当量伴っ ている（第 11.7図）．堂ヶ 内ユニットと川又

ユニ ットの泥質片岩を比較した場合再結晶鉱物の結晶

粒径に明瞭な違いは認められない．

11. 5. 1 岩相

苦鉄質片岩 (Dm)

分布域北西隅に小規模に分布するにすきない．黄緑

色，濃緑色を呈する．色調の異なる薄層か繰り返す場合

があり ， これに平行な片理が発達する．

岩石記載

緑泥石ハ°ンペリ ー石緑れん石アクチノ閃石片岩（第 11.

9図 (a)，吾川郡仁淀川町大屋西隣の「上土居」 地域内）

主要構成鉱物は緑泥石，ハ°ンペリ ー石，アクチノ閃石，

緑れん石，アルバイト ，石英であり ，少量のスフェン，不

透明鉱物，炭酸塩鉱物を伴う ．緑泥石，アクチノ閃石の形

態定向配列による片理か発達する． パンペリ ー石は淡緑
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第 11.6図 三波川変成コンプレ・ノク ス川又ユニ・ノト の苦鉄質片岩及び泥質片岩の池片'Ii貞
(a)パンペリー石とアクチノ閃石を含む苦鉄質片岩． Prnp:パンペリーイi,Act:アクチノ閃石， Ep:緑れ

ん石 （吾川郡いの町上八川下分葛の東北約 750Illの枝川川沿い）．

(b)アルカリ輝石を含む苦鉄質片岩．Na-cpx:アルカリ輝石， Ep:緑れんイi, l~e-cpx 残存単糾輝石，

Act:アクチノ閃石（吾川郡いの町小川西津賀オ川又の南約 500rn). 

(c)アルカリ角閃石を含む苦鉄質片岩．Na-amp:アルカリ角閃石， Ep:緑れん石． （｛占川郡いの町上八川

下分葛の北北東約 2.5kmの枝川川沿い）．

(d)泥質片岩（吾川郡いの町小川西津賀オ川又の北約 1km). 

色，無色の弱い多色性を示す細粒結晶の集合体である．

緑尼石アルカリ角閃石緑れん石アクチノ閃石片岩（第

11. 9図 (b)，吾川郡仁淀川町大屋西隣の「上土居」地

域内）

主要構成鉱物はアルカリ角閃石，アクチノ閃石，緑れ

ん石緑泥石，アルバイトであり，少量の石英，スフェ

ン，不透明鉱物， 炭酸塩鉱物を伴 う．アルカリ角閃石，

アクチノ閃石，緑泥石の定向配列による片理か発達す

る．アルカリ角閃石は濃青色，淡青紫色の多色性を示し，

伸張か負であることよ り，マ グネシオリ ーベ ソク閃石な

いしリーベック閃石と推定される．

泥質片岩 (Dp)

暗灰色ないし銀灰色を呈する．片理にほほ平行な大小

さまざまな石英脈が発達する（第 11.8図）．石英脈の発

達の程度は場所により異なり ，微細な石英脈が発達する

珪質な部分と，あまり発達せずフェンジャ イト を多量に

含む部分かある．全体に微摺曲か発達し，片理にほぼ平

行な石英脈が摺曲している．

岩石記載

緑泥石フェ ンジ ャイ ト片岩（第 11.9図（c),いの町小川

樅ノ木山堂ヶ内の西方約 1km) 

主要構成鉱物は緑泥石，フェンジャイト，アルパイ ト，

石英であり，少量のスフェ ン，不透明鉱物，炭酸塩鉱物

を伴う ． フェンジャイトと緑泥石か らな る薄層と石英と

アルバイ トからなる薄層が数 mm間隔で繰り返す縞状

構造か発達する． フェンジャイトと緑泥石は形態定向配
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右

転石 ／
 

断層

第 II.7図 三波川変成コンプレックス堂ヶ内及び川又ユニットのルートマップ（吾川郡いの町小川樅ノ木山妙見付近）

第 11.8図 三波川変成コンプレ、ノクス堂ヶ内ユニットの

泥質片岩

堂ヶ内ユニソト の泥質片岩分泌石英脈が発

達する．（いの町小川樅ノ木山堂ヶ内の西方

約 1km)．ハンマーの長さは 33cm.

列をなし，片理を形成している．

石英脈が発達する．

11. 

ほほ片理に平行な薄い

6
 

地質構造と変成作用

思地ユニットの変成岩類の片理の走向は東北東か卓越

する．分布域中央部に東北東走向の高角断層（上八川構

造線）かあり，その南側では南傾斜の片理か，北側では

北傾斜の片理か発達する．前述の上八川構造線近傍では

片理の傾斜は緩くなっている．また，いの町上八川上分

内野付近では東北東走向の軸を持つアンチフォ ームが存

在する．従って，かつて上八川構造線の位置に東北東走

向の軸を持つアンチフォ ームが存在していたと推定され

る．推定されるアンチフォ ームの南翼の地層は上八川構

造線に並走する東北東走向の南傾斜高角断層により切断

され，変成作用による再結晶作用かあまり進行していな

い秩父累帯北帯のジュラ紀付加コンプレソクスと接す

る． アンチフォームの北糞の地層は低角度北傾斜の断層

により 川又ユニ ットの地層と接する．

川又ユニットと思地ユニットの境界断層は幅数 10cm

の破砕帯を伴う （第 11.10図）． この断層と清水構造線

に挟まれて分布する川又ユニットの変成岩類の片理の走

―-67 -



9‘* 

.. ~ -/  

， ィ 、 ‘‘ f ..~...:・tと4
` S 100. umA 、~.~ ~:.. <; —• ・̀ • 9. -.” . --~~て・ーS..-1• ヽ： c・よ’‘”'-,....'"．ゞ• >̀ゞ ギ ~.... →J.....． ..｝”-•n ...と ^ -- ↑̀.，ジ・ミ彎 - .̀.. ク ....．....,.と .. ’ぷー9.9ム［一-繭,.‘ 

ツ`＇...．、J ・ー．7？亨晒口亨呵250μm. 
い｀ネ・し・~.:1r 、~~•` ¢ ‘̀~．っ．、ヘ:..: r. 

第 11.9図 三波川変成コンプレyクス堂ヶ内ユニ ソトの苦鋏虹片岩及ひ泥質片岩のr,lli片写真

(a)パンペリー石とアクチノ閃石を含む苦鉄質片岩 Pmp:パンペリー石， Act:アクチノ閃石， Ep:緑れ

ん石 （吾川郡仁淀川町大屋 ：西隣の「上土居」地域）．

(b)アルカリ 角閃石を含む苦鉄質片岩．Na-amp:アルカリ角閃石，Act:アクチ ノ閃石，Ep:緑れん石．

（吾川郡仁淀川町大屋 ：西隣の 「上土居」 地域）．

(c)泥質片岩（いの町小川樅ノ木山堂ヶ内の西方約 1km). 

向は東北東が卓越し，傾斜は北傾斜が卓越する． 川又ユ

ニットの苦鉄質片岩，珪質片岩，砂質片岩，結晶質石灰

岩と泥質片岩の岩相境界は片理に平行である．これらの

岩石の分布は川又ユニ y 卜北縁の清水構造線により切断

される．

堂ヶ内ユニットと川又ユニ ットの境界断層である清水

構造線は非常に剥離性に富む泥質片岩を伴う（第 11.10 

図）．堂 ヶ内ユニ ット内の泥質片岩の片理は東北東走向

で北傾斜が卓越する．

各ユニットは低温高圧型の変成作用を受けており，す

べてのユ ニットで変成苦鉄質岩にパ ンペリ ー石十アクチ

ノ閃石＋緑れん石＋緑泥石の鉱物組合せか認められ， こ

れらの変成岩類がパンペリー石ァクチノ閃石亜相の変成

作用を被っていることを示している．各ユニットの変成

苦鉄質岩に見られる鉱物組合せをさ らに詳細にみると，

堂 ヶ内ユ ニットでは緑れん石＋ アルカリ角閃石＋アクチ

ノ閃石＋緑泥石の組み合わせが，川又ユニ、ノトでは，緑

れん石＋アルカリ 角閃石＋アクチノ閃石＋緑泥石，緑れ

ん石＋アルカリ 輝石＋アクチノ閃石＋緑泥石の組み合わ

せが，思地ユニットでは緑れん石＋アルカリ角閃石＋ア

クチノ閃石十緑泥石，パンペリ ー石＋アルカリ輝石＋ア

クチノ閃石＋緑泥石の組み合わせがそれぞれ特徴的に出

現する．各ユニ ットの変成苦鉄質岩の全岩化学組成に系

統的な違いがなく，変成作用の際の流体組成にも違いが

なければ，上述の変成鉱物の鉱物組合せの違いは， 堂 ヶ

内ユニット ，川又ユニ ット ，思地ユニ ットの順に変成度

か低下する ことを示唆している．

秩父累帯北帯ジュラ紀付加コンプ レックス国見山ユ

二 y 卜及び中追ユニ ノトの苦鉄質岩の変成鉱物組み合わ

せも検討したか，緑泥石及びパ ンペリ ー石を部分的に生
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第 11.10図 三i皮川変成コンプレックス各ユニットの境界断層

(a)思地ユニットと川又ユ ニットの境界断層（清水構造線の一部）．左 2/3が石英脈が発達する剪断され

た思地ユニ・ノトの泥質千枚岩，右が石英脈か発達する川又ユニットの剪断された苦鉄質片岩．（吾川

郡いの町小川西津賀オ川又の南約 500m). 

(b)川又ユニットと堂ヶ内ユニットの境界断層の剪断帯（池川スラストの一部）．強く剪断された泥質片

岩の露頭 中央左の立ち枯れた杉の高さが約 lm. （吾川郡いの町小川樅ノ木山妙見の西約 1.5km :西

隣「上土居」地域）．

じているものの，変成相を特定できる鉱物組合せは発見

できなかった国見山ユニット及び中追ユニットの苦鉄

質岩は単斜輝石及び斜長石の残留鉱物を多く含み，再結

晶作用はあまり進行していない．
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第 12章 白亜紀付加コンプレックス ［四万十累帯北帯］

12. 1 概要

四万十累帯は，大きく北帯と南帯に分かれる．大局的

に言って，北帯には白亜紀の付加コンプレックスが，南

帯には古第三紀の付加コンプレックスが分布している．

北帯の付加コンプレックスには， 一般に砂岩など祖粒砕

屑岩類を主体としたタ ービダイトか構造的に繰り返して

いるが，部分的にメランジュと呼ばれる混在相が分布し

ている．四国西部地域の四万十累帯北帯には，大正層群

と新荘川層群があり，本地域に分布する半山ユニ；；ト

（半山層）は，新荘川層群に含まれる（甲藤， 1980).

12. 2 研究史

本地域内では分布が狭いので， この地域を特に対象に

した研究はあまりない．近隣の同等層については， 甲籐

(1952, 1980)，甲藤はか (1960,1961)，平ほか (1980)

の研究がある．南隣「須崎」地域では， Matsumotoet al. 

(1952)や Matsumotoand Hirata (1969)かアンモナイ

トの産出を報告している．

12. 3 半 山ユニ ット (HYs, HY a, HY m) 

概要： 「伊野」地域南東部に分布する白亜紀付加コンプ

レックスで，砂岩及び泥岩からなる．

対比： 甲藤 (1952,1980)，甲籐ほか (1960,1961)，平ほ

か (1980)の半山層に相当する．

模式地： 高知県高岡郡津野町（旧葉山村）葉山の新荘川

南岸の支流域（甲藤 1980).

分布： 「伊野」地域南東部，春野町弘岡上から弘岡下にか

けての地域に分布している．

岩相： 塊状砂岩及び砂岩泥岩互層よりなる．塊状砂岩か

優勢な層準，砂岩優勢な砂岩泥岩互層が卓越する層準，

泥岩優勢な砂岩泥岩互層が卓越する層準かある． 一般に

砂岩が優勢である．砂岩泥岩互層では数 cmから数 10

cmの厚さで砂岩及び泥岩が互層する．砂岩は，灰色を呈

（脇田浩二）

し，中粒から粗粒で，泥岩の岩片が含まれ，砂岩層の上面

や泥岩雇中に炭質物か濃集している場合がある． 鏡下で

は， マイクロクリンを特徴的に含み， その他の長石や石

英などの鉱物片， 玄武岩や珪長質火山砕屑岩，花固岩質

岩などの岩片が含まれている． 各鉱物片や岩片は角張っ

ており，分級も悪い．方解石脈が存在する場合もある．

砂岩泥岩互層や塊状砂岩は，走向にほほ平行する断層

でしばしば繰り返している．また，露頭規模の小摺曲が

観察される場合かあり，泥岩優勢な互層ては非常に閉じ

た摺曲か観察される．非常に整然とした砂岩泥岩互層と

隣接してスランプ摺曲と思われる変形構造も観察され

る．春野町弘岡下や西分の砕石場では非常に良好な露頭

か観察でき，砂岩泥岩互層か断層で変位している様子や

泥岩優勢な部分で泥岩が流動している様子などか観察で

きる（第 12.1図）．

産出化石 ：本地域ては， 化石の報告はないが， 南隣 「須

崎」地域の上佐市北山及び浅井において， アルヒアン期

(Albian)のアンモナイトが報告されているほか (Matsu-

moto et al., 1952; Matsumoto and Hirata, 1969)．かな

り西方であるか， 高知県高岡郡構原地域では， アプチア

ン期か らアルビアン期の放散虫化石が報告されている

（岡村， 1980).

形成年代： 南隣 「須崎」地域に産出する化石と周辺地域

の地層との岩相対比か ら，白亜紀中頃のアプチアン期か

らアルビアン期に形成されたと考えられる．

構造： 東北東—西南西方向の北傾斜の衝上断層に区切ら

れて分布し， 三宝山ユニットと接している．南限は地域

外のため確認していない ． 地層の走向は，東—西から東北

東—西南西で，垂直ないし北に急傾斜している場合か多

いが，走向か西北西—東南東に振れている場合も若干あ

る．地層の上下判定をした結果では，多くの場合北上位

を示している．付加コンプレックスであるので，地層は

必すしも一連整合ではなく，構造的に繰り返している可

能性が高いが，露頭状況かよくないので，本地域内で地

層の繰り返しを示す断層は確認できていない．
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(a) 

(b) 

第 12.I図 四万十累層群の半山ユニットの岩相

(a)半山ユニノト の砂岩俊勢砂岩泥岩互層 （吾川郡春野町三滝ヶ森東方）

(b)半山ユニ ットの砂岩優勢砂岩泥岩互園と流動化し変形している泥岩優勢際

（吾川郡春野町三滝ヶ森東方）
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第 13章 白亜紀正常堆積物

13. 1 概要

「伊野」地域における白亜紀正常堆積物は，東部の高知

市北部鴻ノ森地域と西部の日高村 ・佐川町 ・越知町の3

町村にまたがる地域の 2箇所に分かれて分布している

（第 7.1図）．鴻ノ森地域には下部白亜系のみが，西部の

日高—佐川—越知地域では下部白亜系に加えてわずかなが

ら上部白亜系が分布 している．

当地の下部白亜系は，これまで田代 (1985b)などによ

り物部川層群（田代，1985b再定義） ・南海層群（田代，

1985b)に分けられるとされ，その後の田代 ・川村 (1995)

の南海層群の再定義に基づき物部川層群に帰属するとさ

れていた（凹国地方士木地質図編纂委員会，1998;ただ

し， 地質図と解説書で見解に相違がみられる）．最近では

物部）1|層群（石田 ・香西， 2003再定義） ・南海層群（香

西 ・石田， 2000再定義）• 竹ヶ谷層群（石田 ・ 香西， 2003

再定義）のそれぞれに位置付けるこ とが示唆される見解

もあり（香西ほか，2006;香西 ・石田， 2006)，層群とし

ての取り扱いは確定 していない．そこで，本報告では下

部白亜系については累層区分のみに とどめる．「伊野」 地

域の下部白亜系は，礫岩，砂岩，泥岩からなり ，大局的

にいくつかの上方細粒化サイクルが見られ，岩相上，下

位から，介石山層，士佐加茂層，黒原層，四ッ白層に分

けられる．これ らは，佐川—越知地域では多くの断層によ

りいくつかの地塊状に分けられ，複雑な構造と分布を示

す．なお，南の「須崎」地域には， ジュラ紀付加コンプ

レックスである大平山ユニット中に砂岩を主体とした下

部白亜系の小さな分布が知られており，山ノ神層と呼ば

れている．

上部白亜系は泥岩及び砂岩からなる外和泉層群宮ノ原

層で，佐川町宮の原付近から越知町越知付近の狭い範囲

に分布する大局的に向斜構造をしており ，構造は比較

的単純であるが，周囲を断層で画され，下部白亜系や三

畳系等と接している．

13. 2 研 究 史

四国の黒瀬川構造帯近辺に帯状に分布する白亜系は古

くから多くの研究の対象とされてきており ，日本の下部

白亜系の模式的層序の役割を果たしてきた．「伊野」 地域

の東方の高知県南固市領石地域ではすで にNaumann

(1885a)により白亜紀の三角貝砂岩層の存在が報告され

てい る． そして， これを含む下部白亜系に対して， Yo-

（利光誠ー）

koyama (1894)による RyosekiSeries, Yehara (1923) 

による MonobegawaSeriesなどの命名がなされた．こ

の頃， Yabe(1927)は日本の白亜系を総括し，佐川地域

においては Naumannand Neumayr (1890)から Ye-

hara (1923, 1926)にいたる研究に基づき当地の白亜系

についての解釈を示した．Yehara(1927)は佐川地域の

Monobegawa Seriesを下位か らKaisekiyama Sand-

stone and Shale, Miyanohara Sandstone (Trigonia 

sandtone), Kuroiwa Shaleに区分した（第 13.1図）．

Kobayashi (1931b)，小林 (1932)は介石山砂岩頁岩層

を領石統と考えるなど， Yehara(1927)を再定義して領

石層群，物部川層群を用いており ，領石層群と下位の鳥

巣層群とはほぼ整合で，物部川層群は領石層群上に非整

合に重なると考えた． また ， 小林 • 井尻 (1936) は ， 高

知市北部から東方へ広がる領石—物部） 1 |地域で， ‘‘秩父古

生層’の上に下部白亜系が不整合に重なることを報告

し，これを‘‘天狗嶽不整合”と呼んだ しかし，「伊野」

地域内の渡ノ森付近では，下部白亜系と“秩父古生層'’

は断層関係である として，これを“河野森衝上断層”と

呼んだ（小林 • 井尻 1936)． この後，福地 (1941)は

Kobayashi (1931 b)などに従い，物部川統を 3つに区分

して，下部物部川統（黒瀬層と仮称），上部物部川統 （山

本層と仮称），ギリヤーク統 （宮の原層と仮称）に分け，

下部物部川統と上部物部川統とは地域的な不整合関係と

考えた．Kobayashiet al. (1945)は高知から物部地域に

かけての白亜系の総括をし，小林 (1950)では，領石統

から宮ノ原砂岩ま での白亜紀層を一括して「土佐層群」

と呼んだ．福地 (1941)以来，越知地域では上部白亜系

の存在は示されていたが (Kobayashiet al., 1945; Matsu-

moto, 1954)，山下 (in甲藤ほか，1961)によ り四ッ白層

や宮ノ原層などか紀伊半島の有田川中流域を模式地する

外和泉層群（松本， 1947)の一員とされた．

下部白亜系に関して，甲藤 ・須鎗 (1956)が高知県東
すいた

部では物部川中ー上流域に沿って ほぼ東西にのびる杉田

構造線によ り南北の 2つの地帯に区分できる ことを明 ら

かにし， 北側の白亜系と南側の白亜系とでは岩相及び化

石相か らかなりの差が認められる とした． この区分は佐

川—越知地域で もなされた（甲藤はか， 196 1 ; Suyari, 

1961)．そして，白亜紀の二枚貝化石を系統的に研究して

いた田代 (1985a,b) によりこの南北 2帯の白亜系から

産出する二枚貝化石群に大き な差異があ ることが明 らか

にされ，南側に分布する白亜系は南海層群として北側の

物部川層群から切り離された．田代 (1985b)は物部川層
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第 13.l図 「伊野」地域における白亜系の屈序研究の変遷

佐川ー越知地域とi瑶ノ森地域は，それぞれ独自に調資 ・研究がなされてきたため，分けて表示した．星印はこの地域に分布していない地屈を示す．

なお，四国地方土木地質図編簗委員会 (1998) については地質図と解説書で見解が異なり， この区lでは後者に基づく ．



群と南海層群から産する二枚貝フォ ーナ（動物群）の違

いの要因として，北と南で互いに離れた地域で堆積した

地層が杉田構造線を境に して左横ずれ断層で大きく動

き，現在の地層の位置関係になったと考えた．その後，

日本各地の白亜紀正常層に関 して，物部川層群型の

フォ ーナ（テチ ス北方型動物群 ：田代，1994)と南海層

群型のフォ ーナ （テチス型動物群 ：田代， 1993)のある

ことが示さ れ， この左横ずれ説で これらの相対立し たニ

枚貝フォ ーナの違いを説明できるとした（田代，1994,

2000など）．香西 ・石田 (2000)では，物部川地域におい

て隣接する物部川層群と南海層群が堆積サ イクルの観点

から同様の岩相変化をしているがやはり 両者で動物群の

異なる ことを報 じている．

一方，香西 ・石田 (2003),Kozai and Ishida (2003) 

は，彼らが徳島県下において進めている秩父帯の地帯区

分の再編と前期白亜紀非海生二枚貝の種構成や群集の生

息環境の考察から，オーテリビアン (Hauteri vian)期の

菖蒲型フォ ーナ （竹ヶ谷層群菖蒲層から産出）及び立川

型フォ ーナ（物部川層群立川層から産出），後期バレミア

ン (Barremian)期の瀬林型フォーナ （群男県の物部川

層群瀬林層から産出； Kozaiand Ishida (2003)では柚

ノ木フォ ーナ（高知県の物部川層群柚ノ木層から産出）

とされた），アプチアン (Aptian)期の日比原型フォ ーナ

（同層群日比原層から産出）の 4つを定義したこの内，

竹ヶ谷層群の葛蒲型フォ ーナは帰属する地帯名をとって

坂州動物群，残りの 3つは正木動物群に含められている

(Kozai and Ishida, 2003)．そして彼らによれば，正木動

物群は汽水生—淡水生軟体動物で特徴づけられ， 坂州動

物群は汽水生軟体動物で特徴づけられる．また， 坂州動物

群は南海層群型の動物群と，正木動物群は物部層群型の

動物群と関係が深いとされる (Kozaiand Ishida, 2003). 

最近，高知市北部に分布する下部白亜系について，こ

の物部川層群型の二枚貝化石群集と南海層群型の二枚貝

化石群集の混在型の存在が報告されるよう にな ってきた

（近藤ほか，1999;香西 ・石田，2003)．これは「伊野」地

域内の東部に位置する高知市北部の鴻ノ森地域とその東

側延長部の下部白亜系であり ，こ こでは田代 (1985b)の

提案以来物部川層群と南海層群を分ける とさ れた断層

(Tashiro and Kozai, 1984など）が見当たらず，少なく

ともこの部分は一つの連続 した地質体であると考えられ

ている（近藤ほか， 1999など）．

田代 (1985b) は北側の物部川層群を秩父累帯北帯及

び中帯（＝黒瀬川構造帯） に分布する地層，南側の南海

層群を黒瀬川構造帯に細切れになって分布する地層とし

ていたが， 田代 ・川村 (1995)は南海層群を秩父累帯南

帯(=‘‘三宝山帯’'）の上に分布する地層とし た． これに

対して，石田 ・香西 (2003)は四国東部の秩父類帯の地

質と地帯構造的な研究結果から黒瀬）1|構造帯を 2つに区

分し，南の帯 （＝石田 ・香西 (2003)の坂州帯）に分布

する地層を竹 ヶ谷層群として再定義 した この結果彼

らの定義する南海層群は物部川層群と竹ヶ谷層群の間に

位置し，黒瀬川構造帯の北の帯 （＝石田 ・香西 (2001)

の吉ヶ平帯）に分布する地層という位置づけになり（香

西ほか，2004)，田代 (1985b)あるいは 田代 ・川 村

(1995)の定義とは異なっている．香西 ・石田 (2003)に

よれば， 正木動物群（＝物部川層群型）と坂州動物群（＝

南海層群型）の二枚貝化石群集の混在の見 られた鴻ノ森

地域の前期白亜紀正常層は彼らの定義する南海層群に含

まれる ． 佐川—越知地域の下部白亜系も黒瀬川構造帯に

分布することから同様に南海層群に帰属すると考えられ

る ． 最近の香西 ・ 石田 (200 6) による佐川—越知地域の下

部白亜系の研究では，この地域の下部白亜系は越知町を

主とするブロックと佐川町を主とするブロックに分けら

れ，‘‘越知ブロック”では二枚貝化石群は下部から上部に

かけて一貫 して田代 (1993, 1994)の物部川層群型であ

るが， “佐川プロック ”では下部から順に南海層群型，物

部川層群型南海層群型物部川層群型と交互に入れ替

わるこ とがわかっている．つまり，物部川層群型と南海

陀群型の二枚貝化石群集の混在はないが，両者の中間的

な位置づけが考えられるようになった．

「伊野」 及び周辺地域の白亜紀正常層は古くから化石

の発出するこ とで知られており， Naumannand Neumayr 

(1890)以来これまで多くの研究 ・報告がなされてきた

(Yokoyama, 1894; Yehara, 1923;山内，1936;Kobay-

ashi and Suzuki, 1939; Oishi, 1940;平田，1950, 1971, 

1972, 1974; Amano, 1956; Kobayashi, 1957; Hayami, 

1966;木村， 1973;Tashiro and Matsuda, 1983, 1986a, 

b; Matsuda, 1985; Tashiro and Kozai, 1986, 1988, 

1989, 1991, 1994; Tashiro, 1987; Tashiro and Katto, 

1995)．また，上述した地質 ・層序の研究以外にも化石の

産出などをもとにした地質の報告もいくつかなされてい

る（小林 • 井尻， 1936；山内 ・平田， 1939 ;甲藤ほか，

1977 ;甲藤 ・田代，1982)．この他にも，スラン プ摺曲の

報告（豊原 ・清田， 1983)，白亜系基底部における蛇紋岩

源砂礫岩の記載報告（土谷，1982)や含有するクロムス

ビネルによる白亜系堆積盆の横ずれ運動の検証（久田ほ

か，1999)などの研究もあ る． 古地磁気学的な研究も行

われており ，Maenakaand Sasajima (1985)は前期白

亜紀層の最下部付近の古緯度を北緯 23゚ としている．

13. 3 前期白亜紀正常層

当地域の前期白亜紀正常層は礫岩，砂岩，泥岩からな

り，大局的には礫岩に始まり，砂岩，泥岩に至る複数回の

上方細粒化サイクルが見られる．佐川地域ではYehara 

(1927)以来様々 な地層区分が試みられてきたが，新たな

化石の発見とともに少 しずつ改訂がなさ れ， またいろ

いろな地層名が提唱されてきた（第 13.1図）．最近，佐
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川ー越知地域において，香西 ・石田 (2006)によ る岩相及

び化石層序学的な調査の結果，下位より，介石山層，土

佐加茂層黒原層，四ッ白層の 4層に区分された．今回

の調査では，香西 ・石田 (2006)を基にして層序区分を

行ったなお，上述したよ うに，「伊野」地域に分布する

下部白亜系の層群としての帰属については現状では確立

していないため，本報告では前期白亜紀正常層とするに

とどめる．

佐川—越知地域では ， 多くの断層が見られ， 層序及び地

層の分布が断片的となっているこのため，ある特定の

）レー トで連続的な層序を得ることか難しいか，化石記録

や岩相に留意 しなから細かな層序の積み重ねを行うこと

でほぼ一連の層序を組み立てることができた．

当地の前期白亜紀正常層は，埜盤岩である シルルーデ

ボン系（横倉山層群）を不整合に覆う．全層厚は 3,300m 

以上に達するか，上位層との関係は断層や摺曲のため不

明である．本地域の下部白亜系からは多くの二枚貝化石

と少数ながらアンモナ イト化石の産出が知られており，

オーテリビアン期ーアルビアン (Albian)期の堆積年代

が推定されている（香西 ・石田，2006).

この下部白亜系は， 鴻ノ森の南麓では不整合及び E-W

系の高角断層で北側にある基盤岩の横倉山層群と接する

が，この断層に沿っ て蛇紋岩のレンズ状岩体が見られる

こともある また， NW-SE系の高角断層で南西側のペ

ルム紀付加コンプレックスの長竹ユニットや寺野変成コ

ンプレックス，蛇紋岩と接する佐川ー越知地域では，北

縁をジュラ紀付加コン プレックスの勝賀瀬ユニ ットと

E-W系の高角断層で接するが，こ の断層を切る N-S,

NE-SW及び NNW-SSE系の高角断層を介して接する

場合もある．東縁は東側のペルム紀付加コンプレックス

の長竹ユニットに走向 N-Sないし NW-SEで西側に 30°

ほどの傾斜をもつ低角断層で接する．一部に蛇紋岩帯も

見られる．佐川町介石山から日高村岩目地にかけては白

亜紀層の南縁を，走向 E-W,傾斜 30°Nの断層を介して

構造的下位のジ ュラ紀岩目地層及びペルム紀付加コンプ

レックスの長竹ユニ ットと接する佐川町下山から黒原

にかけては走向 NNW-SSEの高角断層を介して西側の

ジュラ紀岩目地層やペルム紀付加コンプレックス長竹ユ

ニット ，寺野変成コンプレ ックス，後期白亜紀の外和泉

層群宮ノ原層と接する．なお，介石山の北側には，ペル

ム紀付加コンプレックスの長竹ユニットが断層により挟

み込まれてくさび状に分布している．

13. 3. 1 介石山層 (Kal,Ka2) 

地層名： 佐川—越知地域において， Yehara (1927) によ

りKaisekiyamasandstone and shaleとされたことに

よる．その後，甲藤ほか (1961)が山下昇の未公表資料

を引用し使用して介石山層とした．甲藤 • 田代 (1982) ,

香西 ・石田 (2006) はそれぞれ再定義して この地層名を

使用した．

模式地： Yehara(1927)では高岡郡佐川町介石山の山稜

付近にある砂岩泥岩互層についてこ の名称をつけた．甲

藤ほか (1961)では，佐川町介石山から加茂宇治谷北方

に見られる地層について介石山層と名付けた．香西 ・石

田 (2006) はさらに東方へ広げて，佐川町弘岡まで含め

て取り扱いつつ，介石山を模式地として本層を再定義し

に基本的な層序を見るためには香西 ・石田 (2006)の

範囲をさらに広げ，高岡郡日高村井峰の西方を県底と し

て，介石山に至る広範な地域を考慮する必要がある．

層序関係： 本國は高知市鴻ノ森地域にも分布し， ここで

はン）レルーテボ ン紀の横倉山層群を不整合に覆うとされ

（甲藤ほか，1977；土谷 1982)，今回の調査でも不整合

が確認された（図 13.5図）．また，日高村西部で も同様

に不整合関係を確認した．本層と上位の土佐加茂層は整

合関係である．

分布・構造 ：「伊野」地域では，本層は東部の鴻ノ森の南

側と西部の佐川町北部（一部日高村西部にかかる）の狭

い範囲に分布する．鴻ノ森地域では， ENE-WSWの走向

で，分布域の北部で急傾斜をなして北あるいは南傾斜を

示すが，南部で 70-25°の南傾斜で，南縁に近いところで

再び数 10°の北傾斜が見 られる． しかし，地層の上下判

定をすると一貫して南上位である． 日高村西部—佐川町

において本層は大局的にNW-SEの走向で，20-80°sw

の傾斜を示すただし，小さな摺曲や断層により， 地層

の走向傾斜や分布に多少の乱れが見られる．

層厚． 全般に露出不良な部分が多く計測は難しいが， 鴻

ノ森地域で約 1,000rnと見積もられる．日高村—佐川 町

においては層序か断片的になっているため層厚の見積も

りは難しし＼・

岩相： 大局的には礫岩層に始まり ，砂岩優勢層を経て泥

岩優勢層に至る岩相変化が 2回見られ，これによ り下部

(Kal)と上部 (Ka2)に区分されるただし， Ka2では，

泥岩優勢層の上位に砂岩層の優勢な部分が見られる．ま

た，本層の下部には物部川層群に特徴的な赤紫色礫岩層

が見られるが， その上位では南海層群に特徴的な白色ア

）レコ ース質あるいはアレナイト砂岩層が見られる．

下部 (Kal)は露出不良のため一連の層序 として全容
ひし

を観察できないか，尾立—横内及び尾立—福井町の調査

ルートで 300rnはどの層厚が推定される （第 13.2図）．

鴻ノ森地域の尾立の小沢（第 13.4図の尾立ルー ト）で

は基盤岩である横倉山層群の凝灰質泥岩の上を厚 さ 1.5

m ほどの中—細礫礫岩質中拉ー極粗粒砂岩か覆う（第 13.

5図）．不整合面は ENE-WSWの走向で，70°Sの傾斜で

ある この礫質砂岩の中には礫の多い薄い挟み（厚さ数

cm 程度） も見られ， 礫質砂岩層と互層状を呈す部分も

ある． この上位を厚さ 10rnほどの蛇紋岩礫を多く含む

中礫礫岩が覆っ ている のが観察される（土谷，1982)．不

整合直上の礫質砂岩は茶ー淡灰色で，珪長質凝灰岩や泥
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第 13.3図 柱状図の作成ルー ト （佐川—越知地域）

基図は国土地理院発行， 5万分の 1地形図 「伊野」の一部を使用

第 13.4図 柱状図の作成ルート （高知市渡ノ森地域）

基図は国土地理院発行，5万分の 1地形図

「伊野」及び 「高知」の一部を使用．

岩砂岩の亜円—亜角礫とともに蛇紋岩の亜角ー亜円礫も

見られるまた，蛇紋岩起源の礫や砂粒子の多い部分も

時折見られ， この部分は緑色—暗緑色を呈す． 上位の中礫

礫岩では礫支持となるが，基質や礫は下位の礫質砂岩と

同様である．基底部から 30~40m ほど上位では珪長質

凝灰岩の中礫を主体とした礫岩や暗灰色の泥岩層が優勢

となるか，蛇紋岩起源の細粒砂岩の挟みや蛇紋岩礫を含

む中礫礫岩層も見られるなお，蛇紋岩起源の礫岩を除

く本層の最下部の礫岩は赤紫色を呈す部分があり ，礫種

としては砂岩 ・泥岩 ・チャ ー ト・珪長質凝灰岩 ・花商岩

類 ・玄武岩などからなり， これらは黒瀬川構造帯に由来

すると考えられてい る（甲藤ほか，1977;土谷，1982).

基底部から 100m ほど上位では厚さ 10m以上の白色

祖粒アレナイト層か見られ，このあたりの層準の鍵層と

して広く追跡できる．この上位では泥岩優勢となり ，細

粒ー極細粒砂岩の薄い挟みや葉理の見られることがある．

また植物片に富む部分もある．

一方，高岡郡日高村岩目地地区の井峰においても本層

が横倉山層群と思われる泥岩層に不整合に重なっている

のが観察された （第 13.5図）．ここでは蛇紋岩起源の砂

岩層あるいは礫岩層は見られす，珪長質凝灰岩礫を主体

とし，砂岩や泥岩礫を含む大ー中礫礫岩が基底をなす．こ

の他の地点では本層はすべて周囲の地層と断層で接す

る日高村岩目地地区の平野では最下部の礫岩層の上

位に時折礫岩薄層を挟みなから中ー祖粒のアルコ ース質

の砂岩層が重なっている．

上部 (Ka2) は高知市鴻ノ森地域において層厚 550~

700 m ほどで，下部 (Kal)の泥岩の上に整合的に重なる

中礫礫岩から始まる．礫岩はチャ ー ト・珪長質凝灰岩 ・

砂岩のほか，苦鉄質火山岩などの細礫や径 2~3cm未満

の円礫が多い．数 10cmから 1.5111ほどの厚さの礫岩層

が細拉砂岩層と互層しなから何層か見られる（第 13.4 

図の弘岡ルー ト）．この礫岩の中には礫径が 20cm を越

えるものまであり ，一部下位層をチャネル状に削剥し，

1~2m規模の砂岩や泥岩の岩塊を取り込んでいること

もある（第 13.4図の清宝山ルー ト）．鴻ノ森地域では

Ka2の基底部の礫岩層は 5m以上の厚さになり ，その上

位にも何層かの礫岩層が見られる． この礫岩挟在部の厚

さは清宝山ルート で 25m,鴻ノ森ー福井町）レート で 60m

ほどである．こ の上位には中—細粒砂岩層が重なり ， 白色
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横倉山層群(Yo)~ りし~ 介石山層(Kal) 

不整合

第 13.5図介石山層と基盤岩との不整合露頭

(a) 「伊野」地域における・ンルルーデボン系と白亜系の不整合露頭の位置． 星印は高知市尾立地区， 丸印は日高

村岩目地地区 基図は国土地理院発行， 2万5千分の 1地形図 「いのJ（左図）及ひ 「越知」（右図）．（b)尾立

地区の露頭概観 Yo:シルルーテボン系横倉山唇群， Kal:白亜系介石山層．（c)上記不整合の近接写真．横倉

山層群の凝灰質泥岩の上に，介石山層の蛇紋岩源の砂礫岩か不整合に重なる．スケール（折尺）は 20cm

アルコース砂岩や粗粒の白色ァレナイトも見られる（鴻

ノ森ー福井町ルー ト，弘岡ルート，清宝山ルー ト等）．砂

岩層中には平行葉理の見られることもある． Ka2の中部

では泥岩層が優勢であり，時折極細粒—細粒砂岩の葉理

あるいは薄層（数 cmないし 10cm厚）を挟む．また，

泥岩層中にPlanolitesやAnchonicus様の生痕化石の見

られることがある．上部では再び砂岩層が多くなり，砂

岩優勢の砂岩泥岩互層や薄い泥岩の挟みをもつ厚層砂岩

層が見られる．砂岩層中には葉理の見られることがあ

り，高知市横内の口細山公共残土仮置場の崖ではス

ウェール状の低角斜交葉理も観察される（第 13.2図，

第 13.4 図の尾立—横内ルート）． また， このあたりでは

炭質植物片の濃集部もわずかながら観察された． この厚

層砂岩層の上位ではタ ービダイト性の細粒砂岩と泥岩の

互層（単層の厚さ数～10cmで等量ないしやや泥岩優勢）

が重なり ，近藤ほか (1999)ではここに“不整合’'があ

るとしている．さらに上位では，泥岩中に砂岩のレンズ

状岩塊を含んだ産状や，下位層をチャネル状に削剥する
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レンズ状の中—粗粒砂岩層も見られる ． 互層中の泥岩に

は砂管や， Planolites及びAnchonicus様の生痕もまれ

に観察されるまた，玉葱状の風化をした泥岩の観察さ

れることもある．

Ka2の中部や上部では泥岩層中に時折 コンクリー

ションが認められるか，多くの場合非石灰質のようであ

る． この中から化石の産出することもあるか，化石を含

まないものが多い．

化石： 「伊野」 地域の本層下部 (Kal）から産出した化石

について，平田 (1971,1972)，甲藤 ・田代 (1982),Tashiro 

and Matsuda (1986b)，香西 ・石田 (2006)などを整理

すると，以下のようになる．

植物化石

Cladophlebis denticulata (Brongniart) 

Cladophlebis exiliformis (Geyler) 

Onychiopsis sp. 

動物化石（二枚貝）

Nuculopsis (Palaeonucula) ishidoensis (Yabe and 

Nagao) 

Portlandia sanchuensis (Yabe and Nagao) 

Gervillaria haradae (Yokoyama) 

Gervillaria (Gervillia) cf. forbesiana d'Orbigny 

Pterotrigonia (Pterotrigonia) pocilliformis (Yoko-

yama) 

Lucinoma? sp. 

Astarte (Astarte) subsenecta Yabe and Nagao 

Astarte (Trautscholdia) cf. minor Nagao 

Caestocorbula minima Hayami 

Caestocorbula cf. shikamai Hayami 

Eriphyla cf. minima Hayami 

Nucitla (Pectinucula) sp. 

A mphidonte sp. 

また，本層上部 (Ka2)から産出している化石は以下

のものである．

植物化石

Cladophlebis e、℃iliformis(Geyler) 

Cladophlebis denticulata (Brongniart) 

Onychiopsis elongata (Geyler) 

Sphenopteris sp. 

Cycadeoidea buchiana (Ettingshauesen) 

Nilssonia sp. 

Gleichenites nipponensis Oishi 

動物化石（二枚貝）

Parvamussium hinagense Tamura 

Astarte (Astarte) subsenecta Yabe and Nagao 

Laevicardium? ishidoensis (Yabe and Nagao) 

Mesosaccella cf. insignis (Yabe and Nagao) 

Eomiodon sakawanus (Kobayashi and Suzuki) 

Aguilerella nagatoensis (Ohta) 

lsodomella matusmotoi Ohta 

Pulsidis nagatoensis Ohta 

Tetoria yoshimoensis Ohta 

対比・堆積年代： 上記の軟体動物化石の中には，長野県ー

群馬県ー埼玉県に分布する山中地域白亜系の石堂層から産

出するもの (Matsukawa,1983など），千葉県の銚子層群
あしかしま

海鹿島層から君ケ浜層にかけて産出するもの (Hayam1

and Oji, 1980など）， そして徳島県の菖蒲層から産出す

るもの (Kozaiet al., 2005)が多く含まれている．

近藤ほか (1999)では，本層の上部 (Ka2)にあたると

ころから，物部川屠群に特徴的な Pterotrigonia(Ptero-

trigonia) pociliformisと南海層群に特徴的な Rutitrigo-

nia yeharaiか同じ化石層から産出したため， これまで

対立的にとらえられていた両層群の二枚貝動物群（物部

川層群型と南海層群型）の混合する部分がある ことを明

らかにした．

「伊野」 地域内では時代決定に有効な化石か産出して

いないが，東側の「高知」地域内では，Karsteniceras(?) 

cf. asiaticum (Yabe and Shimizu), Crioceratites (C.) 

aff. koechlini recticostata (Sarkar), Barremites (B.) cf 

difficilis (d'Orbigny)等のアンモナイトか Ka2の上部

の砂岩泥岩互層部から産出している（甲藤ほか，1977).

これ らのアン モナイトか らKa2の上部は下部バレミア

ン階に対比される可能性が高い．前述の二枚貝による銚

子層群，山中地域白亜系，及び菖蒲層との比較 （オーテ

リビアン階ーバレミアン階）と甲藤ほか (1977)のアンモ

ナイトからの対比により，本層の堆積年代はオ ーテリビ

アン期から前期バレミアン期に及んでいるものと考えら

れる．

13. 3. 2 土佐加茂層 (Tkl, Tk2) 

地層名： 佐川—越知地域において，田代 ( 1 985b) により

甲藤 • 田代 (1982) の“介石山層相当層’'と‘‘四ッ白層相

当層’を合わせた地層として新称されたただし，田代

(1985b)ではそれ以上の具体的な記述がなく ，Tashiro

and Matsuda (1986b)で地質図上に分布か示され，若干

の記述がなされた．香西 ・石田 (2006)は介石山層に整

合に重なり，黒瀬北方に分布する上位層の礫岩で上限を

境される地層として本層を再定義 ・記載した．

模式地 ：香西 ・石田 (2006)による再定義では，高岡郡

佐川町宇治谷から黒瀬北方を模式地とした． しかしなか

ら，本層はかなり断片的になって分布している こと がわ

かったので，本報告ではさらに佐川町平野及び越知町宮

地付近のルー トも参考にして新たな層序を組み立てた

（第 13.2図第 13.3図）．

層序関係： 下位の介石山層を本層の基底部となる中礫礫

岩層か整合に覆 う．ただし，下位層の最上部は泥岩層の

場合（第 13.4 図の尾立—横内及びニ ッ野東方ルート ）と

砂岩層である場合（第 13.4 図の尾立—福井町及び鴻ノ森ー
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福井町ルート：東側の 「高知」地域内）かある．本層と上

位の黒原層は整合関係である．

分布 ・構造 ：「伊野」地域内では，ごくわずかに高知市鴻

ノ森地域に分布する他は，高岡郡佐川町加茂からニッ野

にかけての地域に断片的に分布する．鴎ノ森地域の横内

では， NE-SWの走向で，北に 57゚傾斜し，地層が逆転し

ている．加茂からニッ野付近では NE-SW系及びNNW-

SSEから WNW-ESE系の高角の断層で囲ま れていくつ

かの地塊状を呈している． また， N W-SE系の摺曲軸を

もつ背斜や向斜構造がよく見られ，地層の走向も NW-

SE方向のものか多いが，ま れに ENE-WSWのものも

見られる．傾斜は 15-45゚ 程度である．一部，佐川町平野

から越知町宮地付近にも断層で囲まれた断片的な分布が

見られ，ここでは一般に ENE-WSWあるいは E-Wの走

向で 25-90゚北傾斜， 一部南傾斜もある．このあたり 一帯

の全ての地層は南上位であり，佐川町平野から越知町宮

地にかけてのほとんどの地層は逆転している．

層厚 ：本層は断片的な分布を呈するため，正確な層厚は

見積もれないが，全体で 650m以上の層厚が見込まれる．

岩相 ：本層は礫岩層に始まり，砂岩優勢な地層を経て泥

岩優勢な地層に至る上方細粒化を示す．そして， 基底部

に礫岩層を含む砂岩優勢な下部 (Tkl)と泥岩優勢な上

部 (Tk2)の2つに分けることができる．

下部 (Tkl)は高岡郡佐川町平野付近で 250m以上の

層厚が見込まれる．Tklは厚さ lmないし数 mの中礫

礫岩層に始まり，この 10~15m ほど上位では同様の礫

岩層と細粒—中粒砂岩層や時に泥岩層か互層する．礫岩

は，径数 mmの亜角礫や径 2~3cm ないし 5~6cmの

亜円礫が多く，チャ ート， 珪長質凝灰岩礫を主体に砂岩

や泥岩，珪長質火山岩頬等も見られる．砂岩は一般に ア

ルコ ース質であり ，平行葉理や斜交葉理の見られること

もある．Tklの主部では砂岩屠あるいは砂岩優勢の砂岩

泥岩互層が卓越するか，時折細礫—中礫礫岩の薄層や中

礫を含む砂岩層が挟まれており ，下位の介石山層及び上

位の黒原層の砂岩優勢層とやや異なる．泥岩層には玉葱

状の風化の見られることかあり ，PlanolitesやAnchoni-

cus様の生痕の見られることもある．

上部 (Tk2)は高岡郡越知町宮地地区で 400m以上の

層厚か見積もられ，暗灰色泥岩優勢の地層である．Tkl

から Tk2への移行部は佐川町平野の北方でのみ観察さ

れた（第 13.4図の佐川町平野ルートの最上部）．ここで

は灰色ー灰白色の中粒—細粒砂岩層から徐々に細粒化し，

暗灰色の泥岩層に移化する．泥岩層は 1~2cmから 10~

20cmの薄層状を呈することか多く， また， 1~3cmの

極細粒—細粒砂岩薄層を時折挟み，泥岩優勢の互層状を

呈することもある（第 13.6図）．砂岩中には葉理構造が

見られるか，斜交葉理の認められることもある．時折，

数 cmから 20cmほとの厚さの極細粒砂岩の優勢な砂岩

泥岩互層部を挟むこともある．Tk2の中部には泥岩層中

第 13.6図 土佐加茂層上部 (Tk2)の泥岩層（越知町横畠

の仁淀川左岸）

泥岩中に薄い細粒砂岩を挟んでいる．ここでは

地層か逆転している（左が上位）．スケール

（写真中央下側の油性ペン）は長さ約 14cm.

に層内摺曲や砂岩の岩塊を含む層準かある．こくまれに

Plano lites様の生痕化石が認められる．

化石 ：本層からも甲藤 ・田代 (1982),Tashiro and Mat・ 

suda ( 1 986b) ，香西 ・ 石田 (2006) による佐川—越知地域

の研究により，多くの化石の産出か報告されている．こ

れらの研究を今回の調蒼結果に従って整理すると本地域

内の土佐加茂層下部 (Tkl)から産出する動物化石（ニ

枚貝）は以下のようになる．

Nuculopsis (Palaeonucula) ishidoensis (Yabe and 

Nagao) 

Portlandia sanchuensis (Ya be and Nagao) 

Pterotrigonia (Pterotrigonia) pocilliformis (Yoko• 

yama) 

Astarte (Astarte) cf. subsenecta Yabe and Nagao 

Caestocorbula minima Hayami 

Amphidonte aff. subhariotoides (Yabe and Nagao) 

Eriphyla cf. minima Hayami 

Laevicardium sp 

Glycymeris sp. 

Goshoraia (?) sp. 

また，本層上部 (Tk2)からは以下のような二枚貝化

石の産出が報告されている．

Cosmetodon tomochiensis Tashiro and Matsuda 

Parvamussium hinagense Tamura 

Parva切 ussiumtosaense Tashiro and Matsuda 

対比 ・堆積年代 ：上記の二枚貝類については，下部 (Tk

l)の化石は下位の介石山層産の二枚貝類に共通す るも

のか多い． 一方，上部 (Tk2)のものは九州の砥用屠や日

奈久層，高知県の日比原層等から知られているものであ

る (Tashiroand Matsuda, 1986b). 

香西 ・石田 (2006)は下部 (Tkl)の二枚貝類につい
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て，高知県の物部雇や徳島県の下部羽ノ浦層等と対比し

てバレミアン期のものと推定している．高知市鴻ノ森地

域では「高知」 地域内の Tklの下部にあたる部分の砂岩

泥岩互層部から平田 (1971)によりアンモナイト Chelo-

niceras sp.やAcanthohoplitessp.などの報告があるも

のの，甲藤ほか (1977)はこの報告に懐疑的である．仮

に平田 (1971)の報告通りであれば，Tklの下部はアフ゜

チアン階に対比される可能性かある．一方， 上部 (Tk2)

の海生二枚貝類については，ア プチアン期から アルビア

ン期にかけてのものであるが，後迩する黒原層 との関係

からアプチアン期と考え られる（香西 ・石田，2006)．以

上のことから，土佐加茂層の堆積し た年代はバレミアン

期か らアプチン期に及ふと考え られる．

13. 3. 3 黒原層 (Kul,Ku2, Ku3) 

地層名： 甲藤ほか (1961)か山下昇の未公表資料を引用

し使用したことによる．香西 ・石田 (2006)は，黒瀬北

方の礫岩層に始まり ，砂岩及び泥岩層が重なり ，四 ッ白

付近に分布する明灰色の石灰質砂岩を最上部にもつ地層

として再定義し，この名称を使用した．

模式地： 高岡郡佐川町黒原周辺． 黒瀬からニ ソ野，黒原

に至る地域に本層の最下部の礫岩から上部の泥岩及ひ砂

岩にいたる岩相か分布しているが，地層の分布か断片的

なため黒瀬周辺だけでは下部の一部しか観察できないの

で，今回はニッ 野西方や越知町宮地付近のルート （第 13.

2図のニ ッ野ルート， 宮地 2ルート ）を参考にして新た

な層序を組み立てた．

層序関係： 下位の土佐加茂層を本層の基底部となる大礫ー

中礫礫岩層ある いは一部含礫泥岩層が整合に覆 う．本層

と上位の四ッ白層は整合関係である．

分布・構造： 高岡郡佐川町黒原，中野—瑞応，平野，及び

高岡郡越知町宮地において断片的に分布する．黒瀬付近

では NE-SW系の摺曲軸を もつ背斜や向斜が見られ，地

層の走向も NE-SvV系のものが多い一般に傾斜は 15-

45°程度である．佐川町平野から越知町宮地付近でも断

片的な分布が見られるか，一般にENE-WSWあるいは

E-Wの走向で 20-90°北傾斜， 一部南傾斜もある． この

あたりー（本の地層は全て南上位であり ，佐川町平野から

越知町宮地にかけてのほとんどの地層は逆転している．

層厚： 本層も断層で断片化 しているため正確な層厚の見

積もりはできな いか， 全体で 800111以上の層厚が見込ま

れる

岩相： 本層は岩相から，下位より砂岩優勢な下部 (Ku

l)，泥岩優勢な中部 (Ku2)，砂岩優勢な上部 (Ku3)に

区分される．

下部 (Kul)は高岡郡越知町宮地地区で 250m以上，

高岡郡佐川町ニッ 野西方で 300m以上の層厚が見積も

られる．Kulは下位の土佐加茂層の泥岩層の上に整合的

に重なる 中礫ー大礫礫岩層か ら始まるが，越知町宮地で

ヽ

第 13.7図 黒原屠の最下部の礫岩隠（佐川町ニッ野の黒

瀬北東方）

数 cmから 10cm大の円礫が多い黒原層の

礫岩には花慨岩類の円礫が多く見られる点

で，下位の地層に比べると特異である．ス

ケール（折尺）は20cm.

は含礫泥岩層から始まり ，数 m厚の泥岩と5m厚の中

粒砂岩層を挟んて 10m以上の厚い中礫ー大礫礫岩層が

重なる（第 13.7図）．礫岩は径 3~10cmの円礫が多く ，

40~50 cmの亜円礫も見られる礫種としてはチャ ー

ト，砂岩，泥岩などに加え，花商岩類の岩石が多く見ら

れるこの上位には中粒—細粒砂岩層あるいは砂岩優勢

の砂岩泥岩互胴が重なる． Kulの中ほどか ら上半部にか

けて，泥岩層中に砂岩岩塊を含んだり ，砂岩泥岩互層の

スランプ摺曲の発達する部分がある また，Kulの砂岩

層にはグループキ ャストの見 られる部分かあり，地塊の

回転等を考慮 しなければ大ま かな古流向は NE-SW であ

るまた，砂岩層には平行葉理やコンホルー ト葉理の見

られる こともある．互層中の泥岩には Planolites様及ひ

Anchonicus類似の生痕の見られる こともある．

中部 (Ku2)は高岡郡越知町宮地地区で 450mの層厚

が見積もられる．Ku2では，暗灰色泥岩層か優勢である

か，時折極細拉砂岩の薄層が挟まる Ku2の中部では数

cm の細粒—極細粒砂岩層をわずかに挟みなから互層す

るが，時折 5~15cmから2m厚の細拉砂岩層を挟んで

砂岩層 と泥岩層が等量ある いは砂岩層が優勢になる部分

もある．露出不良で Ku2の上部の詳細は不明である

本層上部 (Ku3)は，高岡郡越知町宮地や高岡郡佐川

町黒原の南谷で観察され，明灰色の中粒—細粒のアル

コース質砂岩からなり ，越知町宮地地区では 50mほど

の層厚である 特に越知町宮地では数 m の厚い砂岩層が

卓越し， 10 cm ほどの厚さの泥岩層と互層する． 中部付

近では 5m厚ほどの泥岩層か挟まり ，この中に砂岩の地

すべり岩塊が含まれる．なお，香西 ・石田 (2006)によれ

は，甲藤 ・田代 (1982)が文城層下部層とした明灰色の特

徴的な石灰質砂岩層か佐川町四 ッ白 にかつてあったが，
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現在はこの露頭は消失したということである （甲藤 • 田

代， 1982の地点 7及ひ 8)．恐らくこの砂岩層は Ku3に

相当すると考えられるため， この記述に従って地質図に

その分布を示した（佐川町ニッ野地区の西の谷付近）．

化石： 本層からも平田 (1972)，甲藤・ 田代 (1982),

Tashiro and Matsuda (1986b)，香西 ・石田 (2006)に

よる佐川ー越知地域の研究により ，い くつか化石の産出

が報告されている．これらの研究を今回の調査結果に

従って整理すると本地域内の黒原層の中部—上部から産

出する化石は以下のようになる．

中部 (Ku2)

動物化石（二枚貝）

Nipponitrigonia kikuchiana (Yokoyama) 

Pterotrigonia (Pterotrigonia) pocilliformis (Yoko-

yama) 

上部 (Ku3)

植物化石

Cladophlebzs sp. 

動物化石（二枚貝）

Nemodon sp. 

Arca (Eonavicula)釘olataAmano 

Cucullaea obliquata (Amano) 

Modiolus falcatus Amano 

Pinna (Pinna) cf. robinaldina d'Orbigny 

Gervillaria aff. haradae (Yokoyama) 

lsognomon sp 

Neithea (Neithea) syriaca amanoi Hayam1 

Plicatula sp. 

Pterotrigonia (?Scabrotrigonia) moriana (Yehara) 

Pterotrigonia (?Scabrotrigonia) sp. 

Xenocardita amanoi (Hayami) 

Protocardia (Protocardia) amanoi Tashiro and Ma-

tsuda 

Laevicardium? corpulentum (Amano) 

Nipponitrigonia convexa Kobayashi 

Nipponitrigonia aff. kikuchiana (Yokoyama) 

Trigonarca obliquata Amano 

Eonavicula prolata (Amano) 

Crassatellites (Pachysaellas) cf. kagaharensis Yo-

koyama 

Pseudocardia sp. 

Eriphyla (Miyakoella) cf. miyakoensis (Nagao) 

Scittila cf. japonica Hayami 

Panopea (Myopsis) sp. 

動物化石（アンモナイト類）

Cheloniceras (?) sp. 

対比・堆積年代： 上記の化石の内，中部のものは高知県

物部川地域の物部川層群日比原層下部に特有で（甲藤 ・

田代， 1982)，上部のものは物部川地域の南海層群萩野層

のものと共通性が高い．甲藤 ・田代 (1982),Tashiro 

and Matsuda (1986b)，香西・石田 (2006)によれば，

現在は観察できないか，これらの化石を産出した Ku3

の砂岩層の特徴も萩野層のものとよく似ており ，化石

相・岩相ともに対比てきそうである．なお，黒原（地点

R69)における本層中部 (Ku2)からジュラ紀のものと思

われる放散虫化石が産出したか（付表 l)，保存か悪く，

二次化石か否か等の判断はできない．また， この試料か

らはいくつか有孔虫化石も産出したが同様に保存不良で

ある．ただし，この地点のすぐ南側の泥岩層は剪断を著

しく受けていること， この付近では地層の露出状況か良

くないこと等から，地質構造が複雑になっている可能性

もあるので，注意か必要かもしれない．

産出する化石から，中部 (Ku2) は物部地域の日比原

層の下部に，上部 (Ku3)は萩野層に対比され，ともにそ

の堆積年代はアプチアン期であると考えられる．上部

(Ku3)から産出しているアンモナイト Cheloniceras(?) 

sp.も， 上述の二枚貝化石類か らの対比を強く支持する．

13. 3. 4 四ッ白層 (Yt)

地層名 ：甲藤ほか (1961)か山下昇の未公表資料を引用

し使用したことによる．香西 ・石田 (2006)はこれをほ

ほ踏襲して使用した．

模式地： 高岡郡佐川町四ッ白付近を模式地とし， ここか

ら佐川町フスボリ，山本，平野にかけて分布する黒色泥

岩及ひ泥岩優勢な砂岩泥岩互層が対象である．本報告て

は，佐川町南谷，原， 山本におけるルート を参考として

層序の組み立てをした．

層序関係： 下位の黒原層の砂岩上に整合に重なると思わ

れる．本層の上位には後述の外和泉層群宮ノ原層か重な

ると思われるか，その関係については確認できなかった．

分布・構造 ：高岡郡佐川町黒原の南谷付近に地塊状に分

布するほかは，白亜系分布域の北端に沿って分布する．

しかし， ここでも断層によりブロック 化 している．いく

つか小摺曲があるが，地層は一般に E-W から NE-SW

の走向で，北傾斜のことが多い (45-90°)．しかし地層の

上下判定をすると全て南上位で，多くの場合，地層が逆

転している．本層の泥岩中にはところどころ強い剪断を

被る場合があり，地質図に表示している以上に複雑な地

質構造をしている．

層厚： 本層は断層でブロック化しており， 高岡郡越知町

宮地，高岡郡佐川町黒原地区の原及び山本に分布する層

序から積算すると 600mほどの層厚か見積もられる．た

だし，泥岩中に時折強い剪断を被った部分があり，断層

等による短縮あるいは繰り返しの可能性もある．

岩相： 本層は暗灰色泥岩優勢の地胴である．本層の最下

部は越知町宮地—柴尾において厚さ 2~3 cmないし数

cm の極細粒—細粒砂岩層及び泥岩層の細互層が， 70~80

m ほど続 く（第 13.8図）．この上位には厚い暗灰色泥岩
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第 13.8図 四ッ白層の泥岩俊勢闊（佐川町平野北方）

数 cmほとの厚さの砂岩薄層を時折挟み， こ

の砂岩層から地層の逆転がわかる（写真左が

上位）．スケール（写真中央のクリノコンパ

ス （丸印）の短辺）は 65mm.

層が重なり ，時折， 10cm厚ほどの細粒砂岩層を挟む．

泥岩には単層か数 cm厚の層状を呈することや葉理構造

の見えるものかあるか，多くの場合，堆積構造等は不明

瞭である．砂岩層には葉理構造の見えることがあり，斜

交葉理の確認てきることもある． 泥岩中には Planolites

やAnchonicus様の生痕や，径数 mmの管状生痕の見ら

れることもある．

化石 ：本層からも甲藤 ・田代 (1982),Tashiro and Matsu-

da (1986b) ， 香西 ・ 石田 (2006) による佐川—越知地域の

研究により，数地点から化石の産出が報告されている．

これらの研究を今回の調査結果に従って整理すると本地

域内の四ッ白層から産出する化石は以下のようになる．

動物化石（二枚貝）

Inoceramus anglicus Woods 

Inoceramus aff. crippsi Mantell 

Inoceramus sp. 

Parvamussium tosaense Tashiro and Matsuda 

Parvamussium kattoi Tashiro and Matsuda 

珈 cula(Pectinucula) sp. 

Mesosaccella cf. insignis (Nagao) 

Myrtea sp. 

動物化石（アン モナイト 類）

Desmoceras (?) sp. 

対比・堆積年代： 上記のうち， Parvamussium tosaense 

は物部川地域の物部川層群日比原層からの産出か知られ

ている (Tashiroand Kozai, 1986). Inoceramus angli-

cusは英国のアル ビアン期の地層から産出している種類

であり，本層の堆積年代はアルビアン期が指示される．

13. 4 外和泉層群

外和泉層群は，紀伊半島の和歌山県有田川流域の上部

白亜系を模式として松本 (1947)により設立された．模

式地では，下部白亜系に整合及び一部非整合に重なり，

また一部では“古生界’'を不整合で覆う とされる （松本，

1947) ． 佐川—越知地域の宮ノ原層はすでに福地 ( 1941 )

により上部白亜系であることが指摘され， その後も Ko-

bay as hi et al. (1945), 1jヽ木木 (1950), Matsumoto (1954), 

Amano (1956)などで上部白亜系であることが確立して

いった．Matsumoto(1954)は徳島県勝浦地域の宮倉層

が有田川地域の鳥屋城層に類似していること を指摘した

が，四国で外和泉層群か認定されたのは甲藤 ・須鎗

(1956)による高知県物部川地域の永瀬層 ・オ者佐古層の

新設の時であり，佐川—越智地域では磯見 ( 1959)，甲藤

ほか (1961)により宮ノ原層がこれに帰属するとされた．

外和泉層群は上述した徳島県勝浦川地域のほか，高知県

西部の高岡郡構原町付近などでも秩父累帯中の下部白亜

系の中に点在して分布することが知られているが，いず

れも周囲の地層とは断層で接しており， これらとの直接

の関係は不明である． 岩相や化石群の構成からは前期白

亜紀南海層群（田代， 1985b)に関係の深い地層，あるい

はこれに重なる地層と考えられている（田代 ・川村，

1995など）．

13. 4. I 宮ノ原層 (Myl,i¥!Iy2, My3, My4) 

地層名： Yehara (1927)により Miyanoharasandstone 

(Trigonia sandstone) と名付けられたことによる， 小

林 (1932) はこれを宮原砂岩と記した．福地 (1941)か

宮の原層として仮称した黒色頁岩層及び青色砂岩層につ

いて，山下昇の未公表資料に基づき甲藤ほか (1961)か

修正して宮ノ原層として記載した．

模式地： 山下 (in甲藤ほか， 1961)による宮ノ原層は，

下部が宮の原地域に，中部 ・ 上部が中野—ニッ 野地域に

分布するとされたが，甲藤 ・田代 (1982)，甲藤 (1982a)

により本層の分布は宮の原地域に限られる ことが明 らか

にされた，甲藤 ( 1 982a) は大田川—宮の原間を下部層と上

部層の模式地とした．その後， Tashiroand Katto (1995) 

により従来三畳系か分布するとされていた庄田地区にさ

らに上位の地層のあることか明 らかにされ，甲藤 (1982

a) の上部層を中部層に修正し， 庄田地域のものを新た

に上部層とした．

層序関係： 前述の四ッ白層の上位に重なると思われる

が，直接の関係を示す露頭がないので，関係は不明であ

るまた，本層の上位層についても当地域における情報

はなし＼・ 

分布・構造： 高岡郡佐川町庄田—大田川地区から高岡郡

越知町越知にかけて分布する下部白亜系，三畳紀川
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内ヶ谷層群，三滝深成コンプレックス等の周囲の地層と

はENE-WSW系及び NNW-SSE系の高角断層で接す

るが，これを直接観察できる露頭はない．本層の中も断

層で多少切られるが，甚本的には ENE-WSW系の断層

に沿った方向に軸を持つ向斜構造をなし， この向斜軸部

にある砂岩層が地形的に陵をなしている．向斜軸の北翼

で地層の傾斜は 20-30°s,南翼では， 50-60°Nを示す．

層厚： 上限，下限ともに不明であるが，全体で 400m以

上の層厚か見積もられる．

岩相： 本層は岩相により，下位より泥岩優勢雇由来の海

底地すべり層からなる最下部 (Myl)， 尼岩層からなる

下部 (My2)，砂岩層からなる中部 (My3)，泥岩優勢層

からなる上部 (My4)に分けられる．

最下部 (Myl)は，下限不明であるか 150m以上の層

厚か見込まれ，暗灰色泥岩優勢の砂岩泥岩互層か岩塊と

して集積した海底地すべり屠と考えられる（第 13. 9 

図）．高岡郡越知町越知の市街地北側にある河床の露出

てかなり明瞭に観察できる．ここではそれぞれの岩塊に

は泥岩中に極細粒砂岩の葉理やレ ンズ状のコンクリ ー

ションが見られ，その走向傾斜かわかるが，岩塊ごと の

走向傾斜がさまざまである．また，スランプ摺曲の見ら

れる岩塊や，剪断を被った1尼岩からなる岩塊もある．大

田川の集落から宮の原へ向かう道路沿いの崖で観察する

と， 崖ごとに異なった走向傾斜を示す． これは露出状況

か悪くそれぞれの岩塊境界を認識できないために生する

ことと考え られ，このような状況では地質構造の解釈に

混乱を来す恐れかあるので注意が必要てある．

下部 (My2) は，層厚約 55mで， II音灰色泥岩からな

り，平行葉理の見られることもある． レンス状のコンク

リーションも見られる． My2の上部では Planolites様の

生痕も見られ，炭質植物片か含まれる．

中部 (My3)は，層厚約 30mで，アルコ ース質の極紐

粒—細粒砂岩からなる．単調な砂岩層に見えることが多

いが，数 10cmから 80cm厚の砂岩層と 0.5cm厚ほど

の泥岩薄層か互層することもある．

上部 (My4)は，上限不明であるが 170m以上の層厚

が見込まれ，暗灰色の泥岩からなり ，一部砂質なことと

もある． 玉葱状の風化も見られるが，平行葉理の観察さ

れることもある．泥岩には Planolites様の生痕や 15mm

幅の水平の這い回り跡の生痕も観察されるなお， My4

の最上部では 1.5~3m ほどの厚さの砂岩優勢砂岩泥岩

互層や中拉砂岩屑の挟みが多くなり， 2 m ほどの厚さの

礫岩層を挟むこともある．

化石： 本層からは下部から数地点， 中部からも数地点化

石の産出か知られ，そして上部から 1地点の産出報告か

ある（平田，1972;甲藤 ・田代， 1982; Matsuda, 1985 ; 

Tashiro and Katto, 1995). 

下部 (My2)

動物化石（二枚貝）

第 13.9図 宮ノ原層最下部 (Myl)に発達する スランプ

層（越知町越知市街地の北側の仁淀川河床）

泥岩中に砂岩のフロノクかたくさん含まれて

いるのが観察される． スケール（写真左）は

2m 

Jnoceramus (?) sp 

Pterotrigonia (Ptilotrigonia) ogawai (Yehara) 

中部 (My3)

植物化石

Nilssonza sp. 

動物化石（二枚貝）

Nucula (Pectinucula) kochiensis Tashiro and Mat-

suda 

Portlandia (s.l.) nagaseana Tashiro and Matsuda 

Glycymeris (Hanaia) goshonouraensis Matsukuma 

Crassostrea lwwauchiclensis Tamura 

Cucullaea (ldonearca) ezoensis Yabe and Nagao 

Arca (Eonavicula) tashiroi Matsuda 

Pterotrigonia (s.l.) postulosa (Nagao) 

Pterotrigonia (Ptilotrigonia) amakusensis Tashiro 

and Matsuda 

Pterotrigonia (Ptilotrigonia) mifunensis (Tamura 

and Tashiro) 

Pterotrigonia (Ptilotrigonia) miyanoharensis Tashiro 

and Matsuda 

Myrtea (Myrtea) amanoi Matsuda 

Thetis japonica (Yabe and Nagao) 

Pachythaerus nagaoi (Matsumoto) 

Anthonya apicalis Nagao 

Goshoraia crenulata (Matsumoto) 

Legmen sp. 

Pholadomya (Pholadomya) japonica Amano 

Pholadomya (Bucardiomya) hiratai Matsuda 

Periplomya japonica Matsuda 

動物化石（アンモナイト類）

Sharpeiceras sp. 
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上部 (My4)

動物化石（二枚貝）

Cucullaea (ldonearca) ezoensis Yabe and Nagao 

Actinoceramus tamurai (Matsumoto and Noda) 

Crassostrea kawauchidensis Tamura 

Pterotrigonia (s.l.) doii Tashiro and Katto 

? P. (s.l.) posutlosa (Nagao) 

P. (Ptilotrigonia) miyanoharensis Tashiro and 

Matsuda 

Pterotrigonia (Ptilotrigonia) mifunensis (Tamura 

and Tashiro) 

Pterotrigonia (Ptilotrigonia) tamurai Tashiro and 

Matsuda 

Myrtea (Myrtea) amanoi Matsuda 

Thetis japonica (Yabe and Nagao) 

Anthonya apicalis Nagao 

Anthonya mifunensis Tamura 

Goshoraia crenulata (Matsumoto) 

Goshoraia miyanoharensis Tashiro and Katto 

Pholadomya (Pholadomya) japonica Amano 

対比・堆積年代： 上記の内， 下部 (My2)のPterotrigo-

nia (Ptilotrigonia) ogawaiは九州の御所浦層群の中部

や八代地域の宮地層などから報告されている (Tashiro

and Matsuda, 1983など）．中部 (My3)の二枚貝化石類

から，高知県物部川地域の長瀬層，吹越層の他，九州の

御船層群下部，御所浦層群中ー上部，静岡県赤石山地の水

窪層 岩手県久慈地域の白亜系中部，北海道の三笠層等，

いろいろな地域の二枚貝類化石群との類似性が指摘され

ている (Matsuda,1985など）．上部 (My4)の化石群は

九州の御所浦層群の上部や御船層群下部のものと類似す

る (Tashiroand Katto, 1995). 

下部 (My2)については，Pterotrigonia (Ptilotngo-

nia) ogawai の産出から後期アルピアン期—前期セノマ

ニアン (Cenomanian)期 (Tashiroand Katto, 1995), 

中部 (My3)については，アンモナイト Sharpeicerassp. 

の産出から前期セノマニア ン期 (Matsuda,1985)，上部

(My4)については, Actinoceramus tamurai, Anthonya 

加 funensis,Pterotrigonia (Ptilotrigonia) tamuraiの産

出から前期セノ マニ アン期の後期から中期セノマニ アン’

期 (Tashiroand Katto, 1995)の堆積年代が示さ れる．
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第 14章 岩脈 (Dy)

吾川郡いの町小川柳野から東北東方向に延びる上八川

構造線沿いに珪長質火成岩か貫入している．いの町小川

東津賀オ高岩付近では南北約 700m，東西約 500mの岩

株状の形態をなし， そこから東北東ー西南西方向に岩脈か

延びている． これらの岩脈は三波川変成コン プレックス

思地ユニ ットの変成岩類に貫入している（第 14.1図）．

珪長質火成岩貫入岩の大部分は斜長石黒雲母石英

の斑晶を含み，基質かマ イクロ結晶質な流紋岩ないしデ

イサイトである．白色ないし赤褐色を呈す．いの町小川

東津賀オ高岩付近では，上記の流紋岩に加え，石英 ・斜

長石 ・黒雲母の斑晶を含み基質か顕晶質な細粒斑状黒雲

母花協閃緑岩が分布する．

石井ほか (1957)及び沢村ほか (1964)によれば，細

粒斑状黒雲母花商閃緑岩は黒雲母流紋岩に貫入するま

た，糸IIl粒斑状黒雲母花商閃緑岩にはざくろ石を含むもの

がある．

第 14.1図岩脈

思地ユニ ットの泥質千枚岩に貫入する流紋岩

岩脈 （吾川郡いの町小川東津賀オ高岩の西

方約 2.5km)．ハンマーの長さは 33cm

（宮崎一博）

これらの珪長質火成岩類は岩相の類似性よ り，石鎚山

周辺に分布する中新世火成岩類に対比される （石井ほ

か，1957).「伊野」地域内の高岩付近に分布する黒雲母

流紋岩の K-Ar年代は 15Maである（梅原はか， 1991).

岩石記載

黒雲母流紋岩（第 14.2図， 吾川郡いの町上八川下分思

地付近）

斑晶として黒雲母斜長石，石英カリ長石を含む

石基は石英，カリ 長石，斜長石か らなる．この他に副成

分鉱物とし て， アパタイト，スフェン， ジルコ ン，不透

明鉱物を含む． 斑晶の黒雲母は大部分粘土鉱物に変質し

てい る．斜長石及びカリ長石の斑晶は径数 mmの自形

結晶である．石英の斑晶は丸みを帯びている．石基の斜

長石は長径 0.1mm程度の柱状をなし，カリ長石と石英

は径 0.1111111以下の他形結晶である．

第 14.2図 岩脈の薄片写真

斜長石と黒雲母の斑晶を含む黒雲母流紋岩

（吾川郡いの町上八川下分思地付近）．
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第 15章第四系

15. 1 研究史及び概要

「伊野」地域の第四系は，主に高知平野西端部の丘陵や

鏡川沿いの低地，高岡 ・広岡低地（以降高岡平野）の北

部に淀河沿いの低地（越知盆地など）なとに分布する．

また「伊野」地域中北部の山腹などには，地すべり堆積

物が多く認められる．

これら第四系は， 大きく下部更新統（鮮新統—中部更新
じょうやま

統）と推定される城山層， 中部—上部更新統，完新統（一
部上部更新統を含む）に区分できる（第 15.1図）．

城山層は，西村ほか (1941) によ って城山礫層と命名

され，分布 ・層相 ・礫種から扇状地堆積物とされた礫層

である．その後，満塩 ・甲藤 (1966)，満塩 ・古川 (1988),

加賀美ほか (1991)で層相記載などか行われ，甲藤 ・西

(1972)以降城山層と呼ばれている．高知平野北西部に
まま

も万々層と呼ばれる同様な礫層が存在し（甲藤 ・中村，

1954)，満塩 ・甲藤 (1966)は城山礫層とこの万々層を高

位段丘礫層として対比したまた，中村 ・山中 (1992)

は，万々層の地質年代を中村 ・甲藤 (1953) と甲藤 ・中

村 ( 1 954) の花粉化石からは鮮新世末期—更新世初期と，

満塩 ・山中 (1987)の花粉化石からは更新世初期と推定

している．一方，加賀美ほか (1991)は城山層を主に層

相や風化の状態から I-V層に細分し，城山層の最上部

の V層を高位段丘堆積物とし ， 城山層を前—中期更新世

の堆積物としてい る．更に，加賀美ほか (1992)は加賀

美ほか (1991)の城山層の層序区分などに基づき，四国

山地の隆起に関係した陸成モラッセと解釈して城山層の

堆積環境を論じている．

「伊野」 地域の中—上部更新統は河成段丘堆積物からな

り，中部更新統，上部更新統の下部（最終間氷期の堆積

物）及び上部の堆積物として，時代的な定義に基づき高

位段丘堆積物，中位段丘堆積物，低位段丘堆積物に区分

される（第 15.1図）．

高知平野西端部の中—上部更新統に関しては，加賀美

ほか (1991)は上述のように城山層の最上部を高位段丘

堆積物に，満塩 ・野田 (1991)は高知市大谷付近のと高
のうさやま

知市の能茶山の礫層をそれぞれ大谷層と能茶山層（「高

知」地域内に分布）と呼称し，花粉化石などから中位段

丘堆積物に位置づけているなお，低位段丘堆積物は沖

積層下へ埋没している（満塩，1998など）．

越知盆地の段丘堆積物については満塩 ・野田 (1991)の

報告があり ，越知盆地の更新統を相対的な段丘面の高低

により ，高位 ・中位，低位段丘の堆積物に区分し，それ

（脇田i告二）

ぞれ小舟層楠原層井関層の名称を与えた小舟層か

らは AUnusの卓越する常緑樹を欠き広葉樹花粉を主体

とする花粉化石を報告し， 三木 (1950)が満塩 ・野田

(1991)の小舟層から Trapamaximowicz肛を報告し鮮

新ー更新世の化石としていることから ， 小舟層を前—中期

更新世に位置づけた．また，井関層からは Abies,Tsuga, 

Alnusが優勢な花粉化石を報告し，時代的に最終間氷期

（後期更新世前半）などの可能性を述べているほかに，

野田 (1970)による越知ー佐川付近の第四系の報告がある．

「伊野」地域の完新統 （一部上部更新統を含む）は広義

の沖積層で，主に高知平野西端部の朝倉付近，高岡平野の

ほか，河川沿いに分布し，低地や谷底平野を作っている．

高知平野は東西方向の凹地で浦度湾付近の平野中部で

厚さ約 30m の沖積層が分布し，浦度湾付近では内湾の

泥質堆積物か卓越するか，高知平野西部（旭付近）などの

より山地側では砂礫主体の堆積物からなり ，層厚も 10~

15 m前後と薄く ，鏡川からの河川堆積物の供給と内湾

堆積物によって構成されている（甲藤 ・西， 1971, 1972; 

満塩， 1998など）．なお，内湾の堆積物の中位には火山灰

が挟在し，鬼界アカホヤ火山灰に対比されている．高岡

平野の沖積層に関しては満塩 ・野田 (1994)の詳細な報

告があり ，地下は厚さ約 30mの主に内湾堆積物からな

る泥層か分布する．

以上のほかに，「伊野」地域を含む四国の第四系につい

ては，満塩 ・古川 (1988)，満塩 ・加賀美 (1992)，満塩

(2001)で詳細に総括されている．

じょうやま

15. 2 城山層 (Jo)

地層名： 西村ほか (1941)の城山礫層を甲藤 ・西 (1972)

が城山層と呼称

模式地： 西村はか (1941)では設定されていないが，そ

の記載から城山の南方周辺と する．

分布 ： 高知市朝倉—吾川郡いの町池ノ内の丘陵に分布す

る．その基底面は池ノ内付近では約 60~70111で，朝倉の

高知平野沿いでは 10~20m以下となり，東側ほど低い．

また，より東方の朝倉では沖積層下にも分布する（第 15.

2図 8.9参照）．同様な地層は高知平野北西部の万々 ，福

井扇町付近，中久万，愛宕山（愛宕神社）に点在すると

される（西村ほか，1941;満塩 ・甲藤， 1966など）．

層序関係： ジュラ紀付加コンプレックス（秩父累帯南

帯）の太平山ユニ ソトなどを不整合で覆う．高知市朝倉

大谷公園町では中位段丘堆積物に覆われる．
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「伊野」地域の第四系の層序
ま ま

年代，古地磁気磁性恩序及ひ酸素同位体層序は町田 (2001)の第 2.2区lに基づき作成．万々 層，

は 「伊野」 地域の東接 「高知」地域内に分布．r中積感の区分は 3地域の主な地層（堆積環境）

を示す更新統の地域毎の地層名については本文を参照

り •9 さやま

能茶山隠
の垂直変化

段丘面： 定高性のある段丘面（堆積物］頁面等）は有して

し＼なし‘・

層厚： 城山南方付近で 10~70m,池ノ内付近で 10~30

m 単純に水平層である と仮定すると城山（標高 106m) 

から，後述のように若草南町の地下の標高ー 15mにま

で城山層か分布する ことから， 層厚約 120mの谷埋堆積

物と推定できる．

層相： 主に礫層からなり ，まれに砂層， 、ンル ト層の薄層

を挟む（第 15.1図）．礫層は礫支持礫層で，礫径は主に

大礫から巨礫（最大径 lmを超える）からなり ，中礫層

も含まれる．淘汰は悪く ，基質は砂質で赤褐色化が著し

い部分か多い．礫は主に亜角礫層からなり ，角礫，亜円

礫，円礫も含まれる．礫層の上下の層相変化と して，概

ね礫径は基底部か ら上位へ小さくなり ，基底部の礫は巨

礫—大礫サイズの角礫か多く ， 上位へ亜円礫や円礫が増

える傾向にある礫種はチャ ー トを主体とし，泥岩，砂
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し， ．． ，やま
第 15.2図 城山層の礫層 （吾川郡いの町池ノ内）

ハンマーの長さは 32cm.主にチャートの大礫

からなる．

岩からなり，石灰岩や蛇紋岩，結晶片岩，石英閃緑岩な

どを僅かに含む．特に地表面付近ではチャ ート 以外の礫

はクサリ礫化している．ただし，基底部の礫層に含まれ

るチャ ート 礫は風化して割れやすいものか多い．このよ

うなクサリ礫は若草町の南のポーリング資料でも認めら

れ，チャート礫は角礫状に砂岩礫は砂状になる脆い礫層

（層厚 10m前後で， N値は 20-30)か記載されており

（第 15.3図）， 城山層基底部の層相に対比できる．砂層

やシルト層は，万々層などと比較し少なく，厚さも数

cmから lm程度で連続性はよくない． 砂屠は中礫を含

む砂礫層へと移化する．

なお，加賀美ほか (1991)は，城山層を層相と風化な

どから最下部 (I層），下部 (II層）中部 (III層），上部

(IV ・ V)と詳細に区分している．層相の側方変化や分布

標高変化，また露頭条件での風化の様子から検討した

か，露頭条件の悪さもあり今回の調査では加賀美ほか

(1991)の層序区分は認識できなかった．

堆積環境： 城山層の堆積域でもある太平山ユニ＇ノトとそ

の北接の長竹ユニットの境界部には東西方向のリニアメ

ントか存在し，その南は地形的に低く，｝也ノ内から朝倉

の丘陵地を作って，そ の東への延長は高知平野へ連な

る．城山付近ではこの東西方向のリニアメントを城山層

が覆っているものの，全体として城山層はこの東西方向

の凹地に分布している形態を示す． このことから城山層

は池ノ内 ・朝倉の丘陵地から高知平野にかけて存在した

当時の東西方向の凹地に堆積した可能性が高いなお，

この東西方向の凹地か構造盆地なのか組織地形によるも

のなのか，すなわち太平山ユニットと長竹ユニットの境

界の地質断層などか城山層堆積当時に活動していたのか

どうかは不明であるか，城山層堆積後の活発な断層運動

は認められない．

礫の供給源については旧鏡川（西村ほか， 1941)，ある

いは旧仁淀川（今村，1969;中村ほか，1972;加賀美はか，

1991)とするものかある．西村ほか (1941)は，礫層の

厚さ，結晶片岩や火成岩を含まない礫種，分布から現在

の鏡川上流からの原状地堆積物と推定した． 一方，中村

ほか (1972)は旧仁淀川の旧閉状地礫層とみなし，また

加賀美ほか (1991)も城山層のうち I-III層 v層は旧仁

淀川から供給されたとし，皿層と V層の分布形態か東へ

放射状に広かった分布を示すことを旧仁淀川による扇状

地性堆積物てある根拠としている．城山層全体の分布は

東西方向に延びる凹地である高知平野全体を埋めていた

が，現在ではその堆積物の多くか削剥されたことを考慮

すると，部分的な分布形態から旧仁淀川からの供給と結

論づけることはできない．東西方向の占流系はあった可

能性は否定できないものの， これだけ多くの礫層の供給

や蛇紋岩 ・石英閃緑岩礫の存在を考慮すると，西村ほか

(1941)の主張のように城山層の主な供給源を北側山地

から考える方が理解しやすい．

堆積年代： 城山層の堆積年代を直接示すデータはない．

ただ，城山層に対比されるとされる万々 層の花粉化石

（中村 ・甲藤 1953;甲藤・中村， 1954;中村ほか， 1972;

満塩 ・山中， 1987;中村 ・山中， 1992)や，広い面積を占

めるにもかかわらず段丘面を有しておらず，また現在の

水系やにその分布か規制されていないことから，城山層

は鮮新統—上部更新統の可能性が高い．なお，加賀美ほか

(1991)は城山層を層相と風化の状態から I-Vに細分

し，このうち II,III層が露頭高度と岩相（層相）からみ

て万々層と対比し，その上位のIV層と V層は中期更新世

に及ぶとしている． しかし，例え II層と III層が万々層に

対比されたとしても，定高性の段丘面もなく，城山層の

層相変化を見る限 り下位から上位への一連の変化でも説

明でき，別の地層としてIV層と V層か中期更新世に及ぶ

根拠とはならない．

15. 3 中—上部更新統（段丘堆積物）

中—上部更新統は，その離水面が地形的に段丘化し，地

形的にその分布か区分しやすいため段丘堆積物と呼はれ

ている．本報告も便宜上，高位段丘堆積物，中位段丘堆

積物，低位段丘堆積物に区分し，それぞれ中期更新世，

後期更新世前半，後期更新世後半の時代を表す堆積物と

いう意味で使用する（第 15.1図）．ただし．直接堆積年

代を示すテフラデータはなく ，花粉化石，段丘面，風化

状況などから区分したもので，「伊野J地域の段丘堆積物

の正確な位置づけは今後の課題である．

15. 3. 1 高位段丘堆積物 (th)

高位段丘堆積物は越知盆地周辺から柳瀬川沿いなどに

山麓沿いに点在し，山麓か らの堆積物にしばしは覆われ

てお り，段丘面も強く開析されている．
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第 15.3図 高知市朝倉付近における沖積層の地質柱状図

高知市より 提供を受けたホーリンク資料を簡略化して作成． なお，柱状図横に記 した数字はN値， また，

ホーリン グ資料の記述て土質区分と記事で違いがあるもの は記事に従っ て柱状図を作成．ホーリ ング資料

の位置図は国土地理院発行の2万5千分の 1地形図 「いの」及ひ 「高知」の一部を簡略化し て作成．
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越知盆地に点在する高位段丘堆積物（野田，1970)は，

小舟層とも呼ばれる （満塩 ・野田，1991)．小舟層は層厚

約 5rnで模式地（高岡郡越知町女川字小舟峠）の露頭で

は白亜紀層の泥岩の上に不整合に重なり，下位より 円礫

層 （層厚約 50cm)，青灰色枯土層（約 60cm)，赤褐色礫

層（約 20cm)の分布が報告されている（満塩 ・野田，

1991)．また，有する段丘面の標高は約 100rnで， 小舟峠

の東側の楠原—庄田間の中位段丘面より 10~20 rn高い

満塩 ・野田 (1991)は，本層に産出する Trapamaぉt

mowicziiが鮮新世ー更新世にされていること （三木，

1950) などから，本層を前—中期更新世の堆積物と推定し

ている．

15. 3. 2 中位段丘堆積物 (tm)

中位段丘堆積物は，「伊野」地域では，高知平野西端や

越智盆地周辺のはか，河川沿いに点在する．

高知平野西端部高知市朝倉大谷公園町に分布する礫

層は大谷層（満塩 ・甲藤 1966)と呼ばれ，高知市籠案
やま

山に分布する能茶山麗 （野田，1973;満塩 • 吉川， 1 977 )

と共に上部更新統の上部の地層と考えられている （満

塩，2001)．厚さは数 m-5mで，大谷の露頑では見かけ

上東に向かって厚くなって中位に礫を含む礫層を層厚 l

m程度の白灰色を呈する部分的に砂や細礫を含む、ンル

ト層が挟まれる（第 15.4図）．礫層は大礫を主体とする

礫支持の円—亜円礫層であるが， 基底部の礫は角礫を多

く含む 礫種は主に チャート からなるが， ンルト の偽礫

も含む基質は砂質で黄灰色を呈する大谷層の段丘面

は標高 20~30m,沖積面との比高は 12~22mで，現在

の分布は限られているが，堆積時は能茶山層などと一連

の地層として広範囲に分布していたと推定される．能茶

山層の基底部の粘土層か らは下末吉期に特徴的な花粉化

石が報告されてい る （野田，1973).

越知盆地の中位段丘堆積物は，楠原層と仮称されてい

る（満塩 ・野田， 1991)．また，段丘面の標高は 70~90m 

で，佐川町ヤエ栗など段丘堆積物を欠き地形面のみ認め

られる地域も ある場所 ヶ内付近では沖積錐状の分布を

示すなお，満塩 ・野田 (1991)と本報告の中位段丘区

分は部分的に異なる．

15. 3. 3 低位段丘堆積物 (ti)

低位段丘堆積物は越知盆地 ・佐川盆地などで観察され

るほか，仁淀川や鏡川及びその支流にそって点在する．

なお，海岸に近い高岡平野や高知平野西端な どでは完新

統に覆われて地表では認められない．

越知盆地の仁淀川や柳瀬川沿いに分布する標高 50~

70 mの段丘面を有する低位段丘堆積物は，井関層とも

呼ばれる（満塩 ・野田， 1991)．井関層の模式地は佐川町

黒原（黒岩井関）で，段丘面の標高は約 65mである．井

関層は 10m以内の層厚を有し，模式地では下位より黄

第 15.4図
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城山層を不整合に悶う中位段丘堆積物（高知

市朝倉大谷公園町）

ハンマ ーの長さは 32cm.ハンマ ーより上位

は中位段丘堆積物で，不淘汰な巨礫を含む大

礫層からなる．ハンマーより下位は城山層

で，原さ約 lmのシルト層とその下位の砂礫

層からなる．

褐色円礫層（屠厚約 lm)，青灰色枯土層 (0.6m)，泥質

の青灰色角礫層 (1.5m)，赤褐色角礫層 (2.0m)，黄褐色

角礫層 (1.2m)か，鬼界アカホヤ火山灰 (1.2m)の分布

が確認されている． 青灰色粘土層からは Piceapolitaの

植物遺体及び花粉化石が含まれ，含まれる木片の 14c 年

代は 37,800Y.B.P. (N-1462)より古い値を示す（満塩 ・

野田，1991)．本層の堆積年代は，R/W 間氷期 (13~7万

年前）かケトワ イケル亜間氷期 (4.4~2.9万年前）のもの

と考えられている（満塩 ・野田，1991)．阿蘇 4テフラ か

存在しな いことから，上部更新統の半ば頃の堆積物の可

能性が高い．

仁淀川やその流域の多い支流沿い，特に上八川川上流

では岩屑からなる当時の沖積錐堆積物の段丘化 したもの

が川沿いに多く分布する．

15. 4
 

完新統（一部上部更新統最上部を含む）

上部更新統最上部—完新統は，広義の沖積層で縄文海

進以降の堆積物を指す．「伊野」地域では高知平野西端部

（鏡川が山地から高知平野への出口である朝倉の低地），

高岡平野（春野町西分から土佐市高岡町乙の東西に伸び

る低地）に広範囲に分布するほかに仁淀川やその支流

（日下川，柳瀬川など）沿いの山間低地 （越知盆地など）

に分布する．

地質図では完新統 （一部上部更新統最上部を含む）を

扇状地堆積物（f), 谷底平野堆積物 (v)，後背湿地堆積

物 (a)，自然堤防堆積物及び現河床堆積物 (n)，地すべ

り堆積物に区分した．なお，地質図で示す区分は縄文海
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進以降の沖積面表層部に認められる主な堆積環境の特徴

を示しているにすぎない．

以上の地層とは別に，「伊野」地域内では人工改変地が

いくつか認められる．高知市鏡川口（鏡ダムすぐ南）と

越知町市街地北側の仁淀川沿いでは河川流路が変更にな

り旧河道が人工的に埋め立てられている．また， 日高村

清宝山北方や妹背峠東方のゴルフ場，高知市横内・ 塚ノ

原 ・鳥越付近の丘陵地の住宅街において，一部の谷が人

工的に盛士されている．

15. 4. 1 扇状地堆積物 (f)

「伊野」地域の扇状地堆積物は高知平野西端に分布す

る．ほかに河川沿いの山麓沿いに小規模で傾斜の急な］中

積錐か多く発達するか，地質図では省略した．

高知平野西端の扇状地堆積物は，高知市米田から，その

南方及ぴ東方にする砂礫堆の集合体で，甲藤 ・西 (1971,

1972) は鏡川扇状地と呼んでいる．なお，表層部は明確

な扇状地の形態は示しておらず，南南東方向の砂礫堆か

配列する形態を示す． ホーリング資料からは高知大学や

曙町周辺にかけて 10~15 m以上の砂礫層が認められる

が，神田川沿い，高知市朝倉若草南町付近や高知市鴨部

ては粘士層が卓越する（第 15.2図）．甲藤 ・西 (1971,

1972)では，米田付近の扇頂（標高約 10m)から紐案訊

付近の扇端（標高約 5m)付近にかけて約 3/1000の條斜

を示す扇状地か発達していたと推定していたか，砂礫層

は能茶山付近までには達していないなお，能茶山付近

（第 15.3図 10)では，後述のように内湾堆積物と推定さ

れる細粒堆積物か厚く堆積している．

15. 4. 2 谷底平野堆積物 (v)

谷底平野堆積物とは一般的には幅 1~2kmの谷に分

布する河川堆積物を指す． しかし，水量の多い河川の急

な谷沿いでは主に河床堆積物として砂礫堆が堆積してい

るか，河川からの堆積物の供給か少ない谷底平野堆積物

は少なくとも表層部は後背湿地堆積物か卓越する．ま

た，谷幅が 100~250m以下で傾斜ある谷に分布する谷

底平野堆積物は，多量の角礫を含む不淘汰な土石流堆積

物が谷に堆積している．

以上のことから，本報告では，主に岩屑，角礫を含む

礫，砂からなる谷底平野堆積物のみを狭義の谷底平野堆

積物として地質図に示した．広義の谷底平野堆積物のう

ち，仁淀川沿いなど水量の多い河川の急な谷沿いの砂礫

堆からなる谷底平野堆積物を旧河床堆積物として，後述

のように支流との合流域で後背湿地を伴う自然堤防堆積

物と一括した．また，表層部において後背湿地堆積物か

卓越する谷底平野の堆積物ば沖積層上部の層相を優先さ

せ後背湿地堆積物とした．

15. 4. 3 自然堤防堆積物及び旧河床堆積物 (n)

自然堤防堆積物及ひ旧河床堆積物は河川沿いの比較的

淘汰のよいを含む砂礫層（一部砂層）からなる堆積物で

ある．支流沿いなどで後背湿地を伴うものを自然堤防堆

積物，急な谷沿いに分布するものを旧河床堆積物と呼ぶ

か，厳密に両者は区別できないため地質図では一括 し

た．なお，後背湿地に発達する蛇行河川沿いに認められ

る主に砂層からなる小規模な自然堤防堆積物は地質図で

は省略した．

仁淀川沿いの自然堤防堆積物は主に放棄された河床堆

積物の砂礫堆の集合体からなり，いの町いの ・八田， 土

佐市高岡町乙， 日高村江尻などでは幅 100~700mの砂

礫堆列かよく発達し，仁淀川の支流である宇治川や奥田

川などが作る低地を閉塞させている(「17.3洪水災害」

参照）．ほかに，柳瀬川沿いでは河川沿い，特に河川か合

流する高岡郡佐川町の富士見町付近などで認められる．

例えは， 春日川の下流である佐川町松崎（「須崎」地域

内）では厚さ 7~8mの砂礫層が堆積している （佐川町

史編纂委員会， 1982).

15. 4. 4 後背湿地堆積物 (a)

後背湿地堆積物は河川沿いの氾濫原堆積物の主体をな

す堆積物で， シルト・泥層を主体として砂層や砂礫層を

挟む．ただし，後背湿地堆積物の分布域の地下では砂礫

層や粘土層か存在することが多い．

高知平野西端部の神田川沿い，上述の扇状地堆積物の

南方及ひ東方には，厚さ 10数 mの主に後背湿地堆積物

と推定される附占土主体層が分布する（第 15.3図 8,9). 

粘土層のほか，砂層や礫層も挟み，地表から地下 10m 

付近には火山灰層が挟在しており，高知平野の粘土層に

挟まれる鬼界アカホヤ火山灰（甲藤 ・西，1971など）に

対比される可能性か高い． 更に東方の鴨部付近のボーリ

ンク柱状図からは極めて N値が小さい粘土層（層厚約 7

m)かあり，後背湿地堆積物というより内湾堆積物の可

能性が高い．今村 (1969)は縄文海進時（高潮期）の海

岸線を鏡川橋まで及ぶとしたが，鴨部付近までが当時の

海岸線であったといえる．
はげ

波介川沿いに広がる高岡平野の表層部にも後背湿地堆

積物か分布するが，「伊野」地域の高岡町乙では後背湿地

堆積物と共に，上述のように仁淀川沿いでは自然堤防堆

積物の砂礫層か多く分布する．また，高岡平野地下の波

介雇と呼はれる厚さ約 30mの沖積層が分布するが，そ

の主体は泥層からなる内湾堆積物で，その中位付近に音

地火山灰（鬼界アカホヤ火山灰に対比 ：最大層厚 5m)

が挟まれている（満塩 ・野田， 1994).

越知盆地のやや流量の多い柳瀬川及びその支流の低地

には主に粗粒な谷底平野堆積物からなる沖積層か堆積す

るか，最上部は河川沿いの自然堤防堆積物か分布する以

外は後背湿地堆積物が分布する．仁淀川からの自然堤防
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堆積物によって出口か塞かれている宇治川， 奥田川，日

下川， 戸梶川沿いの低地は形態としては谷底平野である

が，後背湿地の細粒堆積物が表層部に堆積している．

15. 4. 5 現河床堆積物 (r)

現河川の河道内に分布する砂礫堆で，堆積環境として

は旧河床堆積物と同じものである．仁淀川沿いの河道内

のほか上八川川や鏡川にもわずかに分布している．堆積

物は中礫—巨礫サイズの円礫を主体とし ， 部分的には砂

層も挟む． また，ダム等で流量が抑えられ，細粒堆積物

か分布し，植生で覆われているところもある．

15. 4. 6 地すべり堆積物

地すべり堆積物は， 「伊野J 地域中—北部の流量が多 く

急峻な崖を作っている谷沿いの山腹によく発達し，滑落

崖の下方に緩斜面をつくっている．主に角礫や風化物の

岩屑物よりなる淘汰の悪い堆積物からなるが，岩盤すべ

りの場合は地すべり堆積物を伴わないこともある．地質

図では，主な地すべり堆積物（崩積土など）の分布範囲

を滑落崖の下位に破線囲みで示した．地すべりの詳細に

ついては「17. 1 地すべり災害」で述べる．

はかに，地質図ては示さなかったが，地すべりが発生

している 山腹には角礫などの岩屑が部分的に分布する小

規模に緩斜面堆積物が無数に分布する．これ らの多く

は，かつて地すべりが発生していた地域てあったと思わ

れ，多くか地すへり堆積物の分布域と共に集落として利

用されている．
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第 16章 地 質構造

本章では， 「伊野」地域全体の大構造のみを記述し，

個々の地層や コンプレックス，ユニ ットにおける地質構

造は，それぞれの章 ・節を参照してほしい．

16. 1 断層

「伊野」地域の地質図に描かれた主な断層を第 16.1図

に抜き出した．三波川帯秩父累帯，黒瀬川構造帯，四

万十累帯の地質体は， ほほ東北東から西南西の方向に延

びて地表に露出している．これは，東北東から西南西の

高角な断層によって変位し，それぞれの分布が区切られ

ていることに起因している．もっとも顕著な断層は，本
かみやかわ

地域の北部に走る上八川構造線と呼はれる断層である．

この断層に沿って，中新世の岩脈が貫入していることか

ら，中新世の構造運動に関連した断層であると推定され

る． この断層によって，付加コンプレックスやその変成

相の各ユ ニットを画するより低角の断層は変位させられ
きよみず

ている．清水構造線も上八川構造線と平行する断層であ

る．「伊野」地域には他に，川又ユニッ トと思地ユニット

の間に池川衝上断層 (Hadaand Kurimoto, 1990)，国見

（脇田浩二 • 宮崎一博 • 利光誠一）

山ユニットと中追ユニ ットを画し，思地ユニッ トの南限

を画する下八川断層（新称）， 中追ユニ ットと勝賀瀬ユ

ニットを画する限羽ヶ森衝上断層（新称）などがある．

また，本地域西部で，伊野変成岩コンプレックスの北限

を画する断層として成山断層（新称）かある．

このほか，この地域で顕著なのは，北北西—東南東に延

ぴる断層とその共役方向である北北東—西南西の方向の

高角断層か，それぞれの地質体や地層を分断している．

この方向の断層は，多くの場合，東北東から西南西の方

向の断層やその断層に挟まれた地質体の伸長方向を分断

しているので，より新しい時期の断層と考えられる．こ

れらの断層のうち，柿ノ又断層（新称）とした断層は，

西側の勝賀瀬ユニットや中追ユニ、ノトと，東側の土佐山

ユニ；； トを明瞭に分ける断層となっている．

活断層研究会 (1991)によると，本地域には明瞭な活

断層はない．ただし活断層研究会 (1991)は，上八川構

造線やそれと平行する吾川郡いの町中追北方の断層，本

地域東南部の斗賀野ユニットと三宝山ユニットを画する

断層の一部を，活断層の疑いのあるリニアメントとして

いる．

第 16.1図 「伊野」地域の主な断層の分布
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16. 2 付加コンプレックス及び変成コンプレックス

の地質構 造

付加コンプレックスでは，付加過程での剥ぎ取り作用

の際形成される断層， さらに付加プリズムか発達する過

程で形成される順序外スラストなど低角の衝上断層が発

達する．付加コンプレックスのほとんどの構成要素（岩

塊スラブなど）は，大小様々な断層で区切られており，

構造変形岩ということができる．地質図ではそのような

付加コンプレックス内部に発達する付加過程で形成され

た断層は表現していない地層境界と同じ種類の線で示

された各地質要素の境界の大半は断層とみなしてよい．

各ユニットの境界の断層は，甚本的に低角衝上断層で

あるか，後世の構造運動によって，断層かよ り高角に

なったり ，より高角な別の断層によって切られたりして

いる（第 2.1図）． 四万十累帯北帯の半山ユニットと秩

父累帯南帯三宝山ユニットの境界として有名な仏像構造

線は，本地域では北傾斜のやや低角の衝上断層となって

いる．また，大平山ユニットと斗賀野ユニット，秩父累

帯北帯の中追ユニットと勝賀瀬ユニットの境界も同様に

低角の衝上断層である． また国見山ユニットは三波川変

成コンプレックスの思地ユニットに衝上している．三波

川変成コンプレックスの）1|又ユニットと思地ユニット，

三波川変成コンプレックスの思地ユニットと秩父累帯北

帯の中追ユニットは，いずれも北にやや高角で傾斜した

断層で接している．三波川変成コンプレックス同土の川

又ユ ニ＇ノトと堂ヶ内ユニットは， 上八川構造線と平行な
きよみず

清水構造線で接している．

第 16.2図及び地質図中の付図に，「伊野」地域を含む

広域の地質概略図を示す．四国中部のこの地域は北側に

広く 三波川変成コンプレックスか，南側に広く四万十累

帯白亜紀付加コンプレソクスが分布している．両者の間

に，秩父累帯のジュラ紀付加コンプレックスや黒瀬川構

造帯の構成岩類が密集して分布している． 「伊野」地域で

は， 5万分の 1地質図幅一枚分にこれらすべての要素が

コンパクトに含まれている．秩父累帯南帯から四万十累

帯にかけては，北傾斜の衝上断層によって各ユニットが

接しており ，より若いユニットが南側へ向かって露出し

ている． これは付加コンプレックス特有の構造である．

一方， 三波川変成コンプレックスでは， K-Ar年代が次

第に南に向かって古くなる傾向があるまた，勝賀瀬ユ

ニットに中追ユニソトか衝上するなど，秩父累帯北帯で

は構造的下位により古い年代のユニノトか分布してい

る． これは，秩父累帯南帯から四万十累帯にかけてみら

れるような，付加コンプレックス特有の構造とは正反対

の年代極性を示している．

さらに，伊野変成コンプレックスは西隣接の 「上土

居」地域で，非変成のジュラ紀付加コンプレックスの

（中追ユニットに相当）の上にクリッペとしてほぼ水平

に衝上している (Hadaand Kurimoto, 1990;磯崎 ・板

谷，1991)．同様の構造は，「伊野」 地域の吾川郡いの町

中追郷谷北西の尾根にある伊野変成コンプレソクスの分

布で認め られる．また，伊野変成コンプレックスの分布

中央にあり，従来伊野層に含まれてきた非変成付加コン

プレックスは，岩相と地質年代から伊野変成コンプレノ

クスより北側に分布するジュラ紀付加コンプレックスの

勝賀瀬ユニットに対比される．他地域の伊野変成コンプ

レックスと非変成ジュラ紀付加コンプレックスの関係と

分布形態から類推して， この非変成ジュラ紀付加コンプ

レックスの勝賀瀬ユニットは，伊野変成コンプレックスの

構造的下位に位置し，構造窓として地表に露出している

とみなした．

本地域及びその周辺の地質構造について，著者らは現

時点で，以下のように解釈している．四万十累帯か秩父

累帯南帯にかけての付加コンプレックスは，構造的下位

から上位に向かって，後期白亜紀→前期白亜紀から後期

ジュラ紀→中—後期ヽンュラ紀→前—中期ジュラ紀と次第に

地質年代の古いユニットか構造的に累重している．さら

に上位には前期ジュラ紀の勝賀瀬ユニットに相当する地

質体か構造的に累重していることは容易に想像できる．

秩父累帯北帯では，前期ジュラ紀の勝賀瀬ユニットに対

して，前—中期、ジュラ紀の中追ユニットが構造的に重

なっているおそらく，この中追ユ ニ ットと勝賀瀬ユ

ニット，新期伊野変成コンプレックスか構造的上位に累

重している．国見山ユニットと中追ユニットの関係か明

確ではないが，三波川変成コンプレソクスの思地ユニッ

トは，国見山ユニットに構造的に覆われているので， こ

ちらも同様に，新期伊野変成コンプレックスに構造的に

覆われているだろう ．さらに古期伊野変成コンプレック

スや寺野変成コンプレックス，三滝深成コンプレックス

やおそらく白亜紀正常層を含む黒瀬川構造帯の地質体も

新期伊野変成コンプレックスとともに，前期ジュラ紀や

前—中期ジュラ紀の付加コンプレックスや三波川変成コ

ンプレックスを構造的に覆っていたであろう ．

三波川変成コンプレックスとジュラ紀付加コンプレッ

クスの関係は以下のように整理できる． 三波川変成コン

プレックスの構造的上位には非変成ジュラ紀付加コンプ

レックスが構造的に重なり，構造的下位にも非変成ジュ

ラ紀付加コンプレックスが存在する．即ち， 三波川変成

コンプレックスは上下を非変成ジュラ紀付加コンプレッ

クスに挟まれ，南に閉じたくさび形の形態をなしている

（第 16.2図）．三波川変成コンプレックスと構造的下位

の非変成、ジュラ紀付加コンプレックスの直接の関係は本

地域内では確認できない．断面図 （第 16.2図）に示すよ

うに，三波川変成コンプレックス下底断層の南方延長は

勝賀瀬ユ ニットと中追ユニットの間の衝上断層に連続す

ると推定した この断層により， 三波川変成コンプレッ

クスの上昇，付加コンプレックス特有の構造とは正反対
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第 16.2図 「伊野」地域及びその周辺の地質概略図と断面図

いくつかのユ ニノトをまとめて示した．地質断面図は，地質構造解釈の理解を進めるために添付したものてあ

り， 地下深部の構造については， 不確定要素か大きい． また， 秩父累帯てはおよその地質年代で括って表現し

てあり ，地質図と同し模様で示してあっても，必ずしも同じ ユニ ・ノトを示すものではない．特に大平山ユニノ

トは勝賀瀬ユニノトと一括して示した．（付加コンプレックスの地質年代 ：e-m.J:前ー中期ジュラ紀， m-1.J. 

中―後期ヽ ンュラ紀，I.J-e. K: 後期ジュラ紀—前期白亜紀， I. K:後期白亜紀）
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の年代極性をもった中追ユニットの勝賀瀬ユ ニットヘの

衝上が起こったと考えられるが，運動学的な証拠は得ら

れていない．

以上述べた地質構造に関する見解は，付加 コンプレソ

クス形成時やその直後の順序外スラストによる変形， ―

波川変成コンプレックスの上昇， 日本海の形成など，白

亜紀以降の様々な構造運動の複合として，形成されたも

のと推測している．これらの地質構造は，著者らの現在

の考察による解釈であり ，地下の深部構造については，

根拠となるデータが不十分であるが，地域地質を理解す

る上で，助けとなる一見解として， ここに記述した．
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第 17章災害 地 質

17. 1 地すべ り災害

17. 1. I 地すべりの分布

地すべりの記述にあたって，地すべりの規模は，発生

源となった地質の特性か反映されているので重要である．

ここでは地すべりの規模を地すべり移動体の面積で区分

し， 102而以下の地すべりを小規模地すべり ，103m2-1Q'I

而の地すべりを中規模地すべり， 105面以上の地すべり

を大規模地すべりと呼ぶことにする．

ここでは，非付加コンプレックス地域と付加コンプ

レy クス地域に大別し，ユニット ・岩石類 ・層群 ・層の

単位で地質体ごとに地すべりの規模と個数を中心に記載

する．

非付加コンプレックス地域の地すべりの分布は次のと

おりである．

黒副11構造帯では， 日高村井峰の北に分布する三滝深

成コンプレックスと蛇紋岩化した超苦鉄質岩類で中規模

地すべりが発生している．「伊野」地域内の蛇紋岩は鏡肌

の顕著な無数の剪断面群が発達しているのか特徴である．

小出 (1955)は，そのような剪断構造をもっ地質体を破

砕帯と呼び，そこで発生する地すべり性崩壊を破砕帯地

すべりと呼んだ．高岡郡日高村船越の蛇紋岩採石場で発

生した地すべりは初期の変動段階にあり，最終的な崩壊

には至っていない．変動域の尾根は展張帯になり，多数

の開□クラノ クの発生に伴って陥没してい る．斜面の大

部分は圧縮帯になり，小段のコンクリート吹きつけ板に

は，それを横断する多数の開□クラックや圧縮で二つに

割れて山型にめくれたプレ y シャリッジが発達し，蛇紋

岩中には谷側への傾動構造が発達している（仙波ほか，

2004)．第 17.1図は谷側への傾動構造によって生じた山

向き小崖である．

このほか，佐川町に分布する前期白亜紀正常層でも，

中規模地すべりが 5箇所に点在している． しかし， シル

ルーデボン系の横倉山層群 ・三畳系の川内ヶ谷層群と蔵

法院層 ・ジュラ系の鳥巣層群及び岩目地層，毛田層で

は，地すべりが発生していない

付加コンプレックス地域の地すべりの分布は次の通り

である．なお，付加コンプレックス起源の変成岩類の地

すべりも ここで記載する．

黒瀬川構造帯では，新期伊野変成コンプレックスにお

いて 17箇所の中規模地すぺりが発生している．そのう

ち，高岡郡日高村大花の地すべりは規模が大きい．黒瀬

川構造帯の構成岩頬と密接に伴って分布す るペルム紀付

（横山俊治）

加コンプレックスでは，「伊野」地域東部の鏡川流域に分

布している新改ユニットにおいて， 12箇所の中規模地す

べりが発生しているそのうち，いくつかの地すべりは

剪断面群の発達する玄武岩で発生した破砕帯地すべりで

ある． しかし，秩父累帯南帯の北側に隣接して東西に長

く分布する長竹ユニ、ノトや「伊野」地域南西部の一部に

分布する市ノ瀬ユニ・ノトでは，地すべりか発生していな

し‘ •

秩父累帯では， 地すべりの分布に偏りがある．地すべ

りの発生しているユニ ットと発生していないユニ ットが

認められるほか，地すべりの発生している ユニ ・ノ トの中

でも地すべりの分布は偏っている ここでは， ジュラ紀

付加コンプレックスからなる秩父累帯北帯とジュラ紀ー

前期白亜紀付加コンプレックスからなる秩父累帯南帯に

分けて，それそれを構成するユニノト毎に地すべりの分

布をて見てみよう．

秩父累帯北帯では，すべてのユニットで地すべりが発

生している最も北但llに分布する国見ユ ニットでは， 吾
かLかとう It

川郡いの町の十田地すべりや樫ヶ 峠地すべり，その東

に隣接する樫ヶ峠東地すべりと いった大規模地すべりの

ほか，中規模地すべりか 10箇所で発生しているこのう

ち，樫ヶ峠が位置する尾根に沿って北に滑っている地す

べり群は受け盤斜面で発化している．

国見ユニットよりも南に分布する秩父累帯北帯は北北

西—南南東に延びる柿ノ又断層を境に西側と東側でユ

ニットが異なる．柿ノ又断層の西側の地域に分布するユ

ニットから見ていくと， 中追ユニ ットでは，西半部の主

として流れ盤斜面に地すべりが集中し，高岡郡越知町谷

ノ内や吾川郡いの町の大藪 ・野地 ・長引などの大規模地

第 17.1図 蛇紋岩の山向き小崖地形（高岡郡日高村船越）
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すべり (6箇所）のはか，中規模地すべりか 16箇所で発

生している． しかし，ユニットの東半部には地すべりが

発生していない中追ユニットの南側に分布する勝賀瀬

ユニットでも，仁淀川の南の日高村鴨地付近に中規模地

すべりが 7箇所発生しているが，仁淀川を渡って東側の

地域には地すべりが発生していない一方，柿ノ又断

層の東側の地域に分布する土佐山ユニ ットでは，中規模

地すべりが 12箇所で発生している．そのうち，いくつか

の地すべりは剪断面群の発達する玄武岩で発生してお

り，破砕帯地すべりの可能性がある．

秩父累帯南帯の大平山ユニット ・斗賀野ユニット ・三

宝山ユニットでは，いずれも分布面積か広いにもかかわ

らず，地すべりが発生していない．

「伊野」地域の北縁部に分布する 三波川変成コンプ

レックスでは，堂ヶ内ユニットで 8箇所，川又ユニット

で 16箇所の中規模地すべ りが発生して いる．思地ユ
うつき かきなろ

ニットでは，いの町の打木 ・柿奈路の大規模地すべりの

ほか，中規模地すべりが 25箇所で発生している．打木地

すべりと柿奈路地すべりは流れ盤側斜面で発生している．

「伊野」 地域の最南部中央から東南端の地域に分布し

ている白亜紀付加コンプレックス（四万十累帯北帯）の

半山ユニットでは，分布面積が広いにもかかわらず，地

すべりが発生していない．

17. 1. 2 付加コンプレックス中の地すべりの地質規制

付加コンプレックスの構成岩石はチャ ート ・玄武岩 ・

石灰岩 • 砂岩 ． i尼岩 ・ 泥質混在岩などであるが， このう

ち，チャートや石灰岩，砂岩は硬質で剪断強度が大きい．

引張り破壊によっても不動域から分離しうる地すべり移

動体の頭部滑落崖を除いて，分離面か必ず剪断破壊にな

る地すべり移動体の側面（側方崖）や底面のすべり面は

これらの剪断強度の大きい岩石の中を横切って走ること

が難しいすなわち，付加コンプレックスで発生する地す

べりは， ロックコントロールと構造規制を強く受けるこ

とになり，剪断強度の大きな岩石が広がっている斜面や

地質構造（地層境界や跨開 ・片理といった面構造の配

列）が急傾斜である斜面では発生しにくい．

例えは，秩父累帯南帯や四万十累帯北帯で地すべりか

発生していないのは地質構造か急傾斜であることか原因

の一つになっている．特に斗賀野ユニットのように，地

質構造が急傾斜である ことに加え，構成岩相がチャート

と砂岩からなる地質体では地すべりが発生する可能性は

きわめて低い．

秩父累帯南帯や四万十累帯北帯と比較して，地すべり

発生率が相対的に高い秩父累帯北帯においても，地すべ

りの分布に偏りが認められる．秩父累帯北帯の中追ユ

ニットは，ユニット全体の地質構造が緩傾斜であるため

に，地すべりの発生頻度が高く，大規模地すべりも発生

している地質構造をみる限り，中追ユニットでは分布

域全域を通じてどこでも地すべりが発生する地質条件を

もっているよ うに思われるが， 実際には著 しい偏りが

あって，砂岩やチャ ー トの原い層が広かっている上八川

川の東側地域では，地すべりが発生していない谷ノ内

地すべ りや打木地すべりは，南北に延びる断層や摺曲軸

の傾きによってチャ ー トや石灰岩の分布が規制され，地

すべり移動体側面の剪断が妨げ られる ことがない斜面で

発生している．底面のすべり面も同様で地すべり移動体

中に厚いチャ ー ト層か分布すると ころではその下位を

走っている（打木地すべり：山田ほか， 2004).

地すべり構造が解明された地すべりの多くは，地質構

造か緩傾斜な場所で発生しており，大部分の大規模地す

ぺりは流れ盤斜面で発生している．付加コンプレックス

分布地域で，大規模な地すべりが少なく， しかも地すべ

り分布が点在しているのは，摺曲の発達によって地質構

造か緩傾斜になっている構造的部位が限定されることに

起因している．三波川変成コンプレックスの堂ヶ内ユ

ニットと 川又ユ ニットでは，地質構造に直交する方向

（南北方向）よりも走向方向 （東西方向），すなわち，摺

曲軸方向に滑っていると推定される地すべりか多い． こ

れは，小規模な摺曲の発達している結晶片岩では，摺曲

軸の落とし方向が最も滑りやすくなるためである． しか

し，三波川変成コンプレックスに属していても変形度の

低い思地ユニットは地質構造に直交する方向に滑ってい

る地すべりが多い．

ジュラ紀付加コンフ レ゚ックスを原岩とする思地ユニッ

トは，秩父累帯北帯の国見山ユニット ・中追ユニットと

地すぺり構造が類似していて，跨開 ・片理の発達した玄

武岩（苦鉄質火砕岩）がすべり面になっている．一方，

秩父累帯北帯に属していても，土佐山ユニットの玄武岩

は塊状である．ただし，この玄武岩は剪断面群か発達し

た破砕帯を形成しているので，地すべり性崩壊である破

砕帯地すべりを発生させている．それに対して，三宝山

ユニットのように塊状で破砕帯でもない玄武岩では地す

べりか発生しにくいまた，玄武岩中に片理が発達して

いても， 三波川変成コンプレックスの堂ヶ内ユニットよ

うに変成度が上かってくると，苦鉄質片岩よりも泥質片

岩の方にすべり面が形成されやすくなる．

流れ盤斜面において，特定の層準の岩石で滑った地す

べりは地すべり発生前の層序が保たれるたとえば，谷

ノ内地すべりは，末端部の現在活動的な二次的地すべり

プロックを除くと，深度 100mに達するすべり面付近ま

でほとんど破砕されていない状態を保ったまま滑ってい

る． しかし，地すべ りの移動量が大きくなる と，摺曲 ・

断層などによるすべり面の凹凸の影響で地すべり移動体

は次第に破壊されていく．たとえば，打木地すべりの地

すべり移動体はほぼ完全に破砕し角礫の集合体になって

いる． しかし，それでも地すべり発生以前の層序は保た

れている（森田ほか，2002).
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17. 1. 3 付加コンプレックス中の地すべり発生場の地

形条件

急峻な四国の山地を形成している付加コンプレックス

で発生している地すべりの発生場は第三紀層の地すべり

のそれとは大きく異なっている．第三紀層の地すべりは

斜面の末端が河川浸食で不安定化し，斜面中の軟岩にす

べり面か形成されて動き出す．そして地すべり移動体の

末端で河川浸食が続く限り地すべりは動きつづけるか，

山地の隆起や海水面の低下で地すべり移動体か離水する

と安定化する．ところか付加コンプレックスの地すべり

は，頭部滑落崖か尾根の位置にあって，末端が斜面の麓

を流れる河川にまで逹していないものが大部分である．

しかも，完全に離水しているにもかかわらず，現在も活

発に動いているのが特徴である．

付加コンプレ；；クスからなる四国山地の尾根はほとん

ど風化していない硬質な岩盤が分布しているところが多

く，尾根の両側斜面は急峻なことか多い．尾根には開ロ

クラソク（第 17,2図）や線状凹地かしはしは発達し，現

在も開口しつつある（横山・ 横山， 2004)．線状凹地か地

すぺりの滑落崖に成長しているものもある．たとえは，

谷ノ内地すべりの地すべり移動体と尾根との間には両側

か閉じた谷があるが，それは尾根の線状凹地から成長し

たものである．国見山ユニット ・中追ユニ；；ト・思地ユ

二；；トには，頭部滑落崖が尾根に1什って長く延び，地す

べり移動体の長さよりも長い地すべりがかなりある． こ

のような地すべりも尾根の開□クラノクから成長した可

能性が高く，実際に頭部滑落崖の延長上やその背後に開

ロクラックや線状凹地か観察されている．高岡郡日高村

船越の蛇紋岩採石場で発生した蛇紋岩の斜面変動では，

尾根の陥没に伴って多くの開□クラ，ノクが成長を続けて

いるが，主要な開ロクラックは約 7200年前に生じてい

た聞□クラックの再活動である（仙波ほか， 2005)．尾根

の開ロクラ；；クや線状凹地は，おそらく地形効果による

地震動の増幅で急峻な尾根が裂けたものである（横山，

2006)．おおよそ百数十年に一度は繰り返し起こってき

た南海地震がその誘因であろう ．付加コンプレ；；クスの

地すべりはこのような尾根の開□クラノクの形成か先駆

現象になり ，そこに浸透した地下水によって特定の地層

にすべり面が醸成されたと考えられる．

17. 2 斜面崩壊 ・土石流災害

17. 2. 1 斜面崩壊・土石流の発生原因

「伊野」地域内では，豪雨のたびにどこかで斜面崩壊 ・

土石流が発生している．小規模な崩壊は斜面上の岩屑堆

積物か発生源になっているか，規模の大きなものは基岩

か崩壊している．崩壊した上石はしばしは土石流化し，

規模が大きくなると河道閉塞を起こして天然ダムを形成

している．近年発生した斜面災害 ・土石流災害の中で，

第 17.2図 代次地すべりにお ける尾根の開ロクラ ・ノク
よっさ

（吾）1 |郡し のヽIll」|：．．八） 1 |下分代次）

発生件数 ・分布面積と もに贋ひ抜けているのか下記に紹

介する昭和 50年台風 5号災害（仁淀川災害）と昭和 51

年台風 17号災害である．

昭和 50年 (1975年） 8月 17日8時 50分に高知県宿毛

市に上陸した台風 5号は，中心気圧 960hPaという強い

勢力を保ったまま，四国西岸をかすめ，昼過ぎには伊予

灘にぬけた．この台風で，「伊野J地域の北縁部中央の吾

川郡いの町上八川ては時間雨量 133mm，上八川の南東

約 3kmの高知市鏡柿ノ又では総雨量 937mmの雨か降

り，仁淀川周辺では，約 1,100箇所の士石流が発生した

（日本工営株式会社編， 2005)ほか，後迩するように，い

の町などで甚大な洪水災害か発生した．これが世に言う

昭和 50年仁淀川災害てある．

「伊野」地域内では，南から北に向かって，高岡郡日高

村妹背の南から日高村名越屋に向かい，そこで仁淀川を

渡り，仁淀川支流勝賀瀬川をいの町勝賀瀬からいの町中

追に向かって遡上し，東西に延ひる尾根を越えて，上八

川川に向かって下り，上八川川沿いのいの町上八川下分

思地から枝川川を遡上して北に向かう，幅 5kmから 10

kmの範囲で土石流災害が多発した（木下ほか，1976).

この範囲の中でも，特に土石流災害か集中したのか， 日
いもせ

高村妹背付近の日下川左岸側斜面と，勝賀瀬川沿い（い
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なからひ

の町川口，いの町長原比），上八川川沿いの地域である．

妹背付近の地質は三滝深成コンプレックスと寺野変成コ

ンプレックスなどからなる．勝賀瀬川流域は， ジュラ紀

付加コンプレックス勝賀瀬ユニ＇ノトに属するチャ ート ・

砂岩の厚い地層が分布しており，地すべりは分布してい

ない地域である．思地ユニットの分布する上八川川沿い

は上八川構造線に伴う小断層群が発達しているので崩壊

しやすいいの町上八川上分寺野では，規模の大きな岩盤

か，屏風が倒れるごとく崩壊した（木下ほか，1976)．現

在ても， この地域は斜面崩壊 ・土石流が頻発し，小断層

に沿う崩壊はいの町小川東津賀オ高岩西方の穴瀬林道沿

いで多発している．岩盤クリープによる谷側への曲げ摺

曲から崩壊にいたる斜面崩壊が枝川川右岸の葛に至る林

道で多発している．

翌昭和 51年 (1976)9月の台風 17号でも， 10日夜

から 12日午前にかけて屋久島西方の臥蛇島付近に停滞

していたこの台風によってもたらされた雨雲で，「伊野」

地域内では鏡川上流域に総雨量 1,600~1,700mmを越え

る雨か降った．この豪雨で，「伊野」地域内では，仁淀川

下流域から鏡川流域で土石流が多発した（岡林ほか，

1978)．後述する高知市鏡敷ノ 山の崩壊はその代表例で

ある．土石流の発生している地質は， 南よりジュ ラ紀—前

期白亜紀の付加コンプレックスの斗賀野ユニ＇ノトや三宝

山ユニット， 新期伊野変成コンプレックス （伊野層），

ジュラ紀付加コンプレックスの土佐山ユニッ トやペルム

紀付加コンプレックスの新改ユニットであるこれらの

地質体では，南部地域分布する岩石ほど全体に風化が進

んでいて，チャ ー トのような風化に強い岩石から泥岩 ・

泥質混在岩のような風化に弱い岩石まで，硬さの異なる

多様な岩石が共存している． このような風化帯構造は斜

面の不安定性化の原国と なり，それが斜面崩壊発生の素

固のひとつになっている．

17. 2. 2 代表的な斜面崩壊・土石流：天然ダムを形成

した敷ノ山崩壊

高知市鏡敷ノ山（旧上佐郡鏡村敷ノ山）の崩壊は昭和

51年 (1976)9月 12日の台風 17号の豪雨で発生した（日

本工営株式会社編，2005)．崩壊発生場所は的淵川左岸側

の鏡敷ノ山で幅 200m,奥行 き600m に渡って崩壊し，

その崩壊跡の地形は 5万分の 1地形図にも崖の記号で表

示されている．

崩壊した移動体は土石流となって斜面を流れ下り，幅

50mの的淵川を 20mの高さで埋め尽くし， さらに対岸

の斜面を約 30m駆け上がったこの崩壊では現在も 2名

の方が行方不明になっている．崩壊堆積物によって的淵

川には一時天然ダムか形成されたか，その後決壊し，それ

で発生した洪水流て的淵川と鏡川か合流する小浜に建っ

ていた旧鏡村役場は二階まで浸水したと伝えられている．

崩壊源の地質はジュラ紀付加コンプレックスの土佐山

ユニットの石灰岩が主体である．石灰岩は玄武岩の薄層

を挟む． この玄武岩は土佐山ユニ・ノトの典型的な塊状玄

武岩とは異なり，強い片理が発達した片岩であるのが特

徴で， しばしは，石灰岩とともに折りたたまれた摺曲を

形成している． この石灰岩は，その北側で，千枚岩で特

徴づけられる新期伊野変成コンプレックス（上倉層）と

接しているので，新期伊野変成コンプレックスに属する

かもしれない この石灰岩には角礫状破砕物の膠結物で

あるさざれ石か発達するところがあり，地下水はそこを

伝わって岩盤を融食しているまた，石灰岩と玄武岩の

境界も地下水の通路と なり ，玄武岩を劣化させている．

こういった岩盤の状態が豪雨時の崩壊の素因になってい

る．さざれ石自体が過去の斜面変動の産物である．

17. 3 洪水 災害

吾川郡いの町枝川からいのにかけて宇治川沿いの低地

はほほ毎年のように， しかも多い年には 4~5回 も洪水

被害に遭っている（高知県吾川郡伊野町， 2000)．過去最

大の洪水は，昭和 50年 (1975年） 8月 17日の台風 5号

かもたらした時間雨量 105mm,総雨量 518mmという

豪雨によるもので， 2,724戸が床上 ・床下の浸水を被っ

たさらにその翌年の昭和 51年 (1976年） 9月 12日の

台風 17号でも，901戸か浸水した最近の 10年間はか

つてのような大災害にはなっていないものの， 2年に一

度は 100戸から 200数 10戸が浸水被害を被っている．

宇冶川の氾濫の原因は，本流の仁淀川への出口のとこ

ろが支流の宇治川流域よりも高くなっている ことに よ

る． この地形の高まりは仁淀川によって運ばれた礫の堆

積で形成された自然堤防である．宇治川に比べると， 仁

淀川の流量 ・掃水力，流掃土砂菫は桁違いに大きく ，仁

淀川の河川水は大雨のたぴに宇冶川に逆流し，支谷の出

口に礫を堆積させたのである．その結果，宇治川は閉塞

された（第 17.3図）．このような支谷出口の閉塞によっ

て形成された低地を支谷閉塞低地と呼ぶ（鈴木， 1998).

自然堤防によって支谷出口を閉塞された宇冶川は自然堤

防に沿って流路を西から南に変え，その変曲点から約

1,000 Ill下流で仁淀川に流れ込んでいる．

仁淀川の下流域ではほとんどの支谷が閉塞され，かつ

て自然堤防は桑畑や集落として利用されていだいのの

旧市街地もこのような自然堤防の上に発達した．一方，低

地はほとんど湿田として利用されていたしかし，近年は

軟弱地盤に盛上して新興住宅地が建設されるようになっ

た．吾川郡日高村波川の奥ノ谷付近にあった支谷閉塞湖

や湿地も埋め立てられ，農業大学校が建設されている．

今日，吾川郡いの町いのでは，新興住宅や工場，病院

などの建設か進み，むし ろ冠水や内水 ・` （甚水による経済

的被害は大きくなっている． このような土地では地震時

の液状化被害も懸念される現在，宇治川の河川水を効
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果的に仁淀川に排水すべく ，雨水ポ ンプ場がすでに建設

され， 平成 18年度完成に向けて， 全長 2,365m，最大排

水能力 55m3/sの新宇治川放水路トンネルの建設か進ん

でいる．

17. 4 地 震災害

2001年芸予地震による高知市街地の地震動は震度 4

（一部震 度 5弱）であったが，山間地ては落石 ・崩壊が

発生した．やや規模の大きなものうちの 2箇所は中追渓

/ / J□1砂礫堆

区J2．人工堤防

uJ3.蛇行痕

□炉．自然堤防.5.湿地・沼

蜃冒6沼田

言 7湿田

三 8乾田

□9丘陵

第 17.3図 仁淀川沿いの支谷閉塞低地（鈴木， 1996に加筆）

A:伊野町昭和 8年地形図（国土地理院発行）

B:地形判読図（吾川郡いの町いの噌支ii『)

谷（勝賀瀬県道思地川口線）で発生している．その内の

ひとつはチャー トからなる急崖の凸部で発生した落石

で，崩壊を免れた斜面にはチャートの層理面に沿った開

ロクラックが多数形成されていた．他の例もチャートで

発生した崩壊で，傾斜 35゚ 程度の面に沿って滑落し，多

数の岩塊か道路を越えて河床に崩落した．

昭和の南海地震の目繋談によ れば，山から多数の岩塊

が転かり落ちてきたと のことである．上八川川の河床に

転かっている巨礫はかつての南海地震で発生した落石の

産物であろう ．
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第 18章 資源地質 ・観光地質

18. 1 鉱物資源

「伊野」 地域及びその周辺地域では，秩父累帯に多く の

マンガン鉱床が存在し，大量のマンガン鉱石を産出し

たまた，銅 ・硫化鉄鉱の小規模鉱床も いくつか存在し

た現在では，これらの金属鉱山を現地で見ることはで

きない．一方，秩父累帯の各地に大小のレンズ状石灰岩

体が点在し，大量の石灰石と一部は大理石として採掘さ

れてきた．その中で比較的大きな石灰岩体の鉱床が現在

も稼行中である．蛇紋岩も本地域に豊富に賦存する鉱物

資源である．「伊野」地域内及び近隣地域で平成 17年度

に稼行中の鉱山 ・採石場を第 18.1表と第 18.1図中に

示す．また，比較的最近まで稼行していた大きな採石跡

地を休廃止の鉱山 ・採石場として記入する．

18. 1. 1 マンガン

「伊野」 地域内の北部，秩父累帯北帯か分布する地域に

は，高知市鏡狩山，鏡柿ノ又，鏡吉原，高岡郡越知町鎌井

83などに， マンガンあるいは鉄マンガン鉱床が存在した

（吉村，1952,1969；沢村・ 吉永，1953;沢村はか， 1968; 

（中川昌｝台）

渡辺ほか， 1973;桃井， 1991)．中でも高知市鏡狩山にあっ

た国見山鉱山鏡鉱床は日本有数の鉄マンガン鉱山として

知られ，明治時代末期の発見から昭和 36年の閉山まで

に約 12万トンの鉱石を出荷したと言われている．鉱床

はチャ ート と緑色岩の間に胚胎し，主な鉱石鉱物は赤鉄

鉱磁鉄鉱，ベメント石，菱マンカン鉱ぱら輝石であっ

た．前期ペルム紀に海嶺近傍で熱水懸濁物から堆積した

アンバーが，中期ジュラ紀に日本列島に付加したと推定

されている (Katoet al., 2005). 

18. 1. 2 石灰石

高知県で最も重要な鉱物資源は石灰石である．石灰石

の採掘はセメント工業の発展に伴って明治時代に始ま

り， 1970年代及び 80年代に最盛期を迎えた．種々の規

模の石灰岩体が秩父累帯の各地に層状ないしレンズ状に

分布する（沢村はか， 1968,1971 ;渡辺ほか， 1973;石灰

石工業協会， 1983) ． 秩父累帯北—中帯では， 南国市の外

山から白木谷高知市土佐山梶谷日ノ浦 ・鏡敷ノ山にか

けて，白木谷層群中に石灰石の鉱床群が分布し，更に西

方には吾川郡仁淀川町の鳥形山に大鉱床が存在する．

第 181表 「伊野」地域の鉱山 ・採石場

番号 鉱山・採石場 所在地 鉱種

M1 国見山鉱山 （休廃止） 高知市鏡狩山 鉄マンガン鉱

M2 日新運輸（有）吉良ヶ峰鉱山 吾川郡春野町弘岡中荒倉 石灰石

M3 山内興業（株）荒倉鉱山（休廃止） 吾川郡春野町弘岡中西権現 石灰石

M4 新天崎鉱山 （休廃止） 土佐市高岡町丁天崎 石灰石

M5 土佐石灰工業（株）大平山鉱山（休廃止） 高岡郡佐川町加茂大平山 （「須崎」地域内） 石灰石

M6 寓代鉱業（株）ーツ渕鉱山（休廃止） 高岡郡佐川町東組下美都岐（「須埼」地域内）石灰石

M7 須崎鉱発（株）勝森鉱山 高岡郡佐川町川ノ内組勝森（「須皓」地域内） 石灰石・珪石

M8 東洋電化工業（株）相谷鉱業所 高知市円行寺（「高知」地域内） 蛇紋岩

M9 田中オリビン砿業（株）円行寺砿業所 高知市蓮台 蛇紋岩

M10 東洋電化工業（株）日高鉱業所 高岡郡日高村本村船越 蛇紋岩

M11 東邦オリビン工業（株）高知砿業所（休廃止） 高岡郡日高村本村焼坂 蛇紋岩

M12 関西砕石（株）西分砕石所 吾川郡春野町西分奥長谷 砂岩

M13 山中産業（有） 吾川郡春野町弘岡下関ノ谷 砂岩

6社 仁淀川河川敷 砂岩

M14 尾戸焼土居製陶所・谷製陶所 高知市鴨部能茶山（「高知」地域内） 陶土
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第 18.l図 「伊野」地域の地質資源

稼行鉱山・採石場，休廃止鉱山 ・採石場， 温泉， 鍾乳洞，滝の分布を示す．

「伊野」地域内では鏡吉原谷口付近に大きな石灰岩体が

分布するか，昭和 35年か ら数年間採掘されたにすぎな

い．秩父累帯南帯では，香南市野市町の三宝山東方から

南国市稲生，吾川郡春野町荒倉，高岡郡佐川町南部にか

けて，三宝山層に属する石灰石の鉱床群か分布する．「伊

野」地域内では南東部にある荒倉鉱山，吉良ヶ峰鉱山，

天崎鉱山で採掘が行われてきた． また，本地域の南西部

（「須崎」地域内北西部）の佐川町では，勝森鉱山で三宝

山層の石灰岩，大平山鉱山で大平山層の石灰岩， ーツ渕

鉱山で鳥巣石灰岩か採掘されてきた．

現在，「伊野」地域内では吉良ヶ峰鉱山のみか稼行して

いる．本鉱山（第 18.2図A)は，吾川郡いの町と春野町

の境界付近にある吉良ヶ峰（標高 249m) の北東斜面に

位置する．日本セメント（現太平洋セメント） （株）によ

り昭和 30年に出鉱開始され，山内興業（株）を経て現在

は日新運輸（有） により操業されている． 現在までに約

1,400万ト ンの石灰石かセメント原料用に，主に高知港

の太平洋セメント（株）土佐工場へ出荷された．現在でも

年間約 5万トンの石灰石か生コンクリート用に採掘され

ており，今後 300万トンの可採鉱量が推定されている．

本鉱山の石灰石鉱床は三宝山ユ ニソト中に胚胎し，仏像

構造線の近くにある．走向約 N80°E，傾斜 50-80°Nで，

東西約 900m,南北約 250m にわたってレンズ状をなし

ている．緻密な灰白色の石灰岩を主とするか，下盤の近
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くでは暗灰色の石灰岩になり砂岩の挟みが多くなる．上

盤と下盤は主として砂岩泥岩互層よりなり，部分的に

チャートや苦鉄質凝灰岩を挟んでいる．この石灰岩体か

ら三畳紀の二枚貝化石が見出 されている（田代ほか，

1984). 

山内興業（株）荒倉鉱山は吉良ヶ峰鉱山の東北東に隣

接する．昭和 27年頃から平成 5年頃まで，カル、ンウム ・

消石灰，セメント ，道路用などに石灰石が採掘された．

土佐市高岡町丁天崎では，昭和 50年代まで数社によっ

てセメントや消石灰用に石灰石が採掘された．

高岡郡佐川町南部（「須崎」地域内）の勝森鉱山（第

18. 2図 B)は，須崎市の北方約 7km にある標高 545m

の勝森に位置し，須崎鉱発（株）により昭和 38年から現

在まで石灰石と珪石が採掘されてきた．本鉱山周辺には

三宝山ユニ ットに属する石灰岩，チャ ー ト，砂岩，泥岩，

凝灰岩などが分布する．石灰岩とチャ ートは三畳紀の化

石を稀に含み，白亜紀層中のオ リストリスと考え られて

いる．本鉱山内には層状ないしレンズ状の石灰岩体が数

枚確認されている最大のものは東西約 350m,南北約

150 m,厚さ約 20mで鉱山採掘場の西半部に分布し，現

在採掘中である．現在までに約 1,000万トンの石灰石か

出鉱され，現在もセメント用に年間約 35万トン，生コン

クリート用に年間約 5万トンの石灰石か須崎港の住友大

阪セメント（株）高知工場へ出荷されている．

高岡郡佐川町東部（「須崎」地域内）にある大平山鉱山

では，大平山ユニットに属する巨大なレンズ状の石灰岩

体か大規模に採掘された．土佐石灰工業（株）により昭和

17年に出鉱か始まり，大阪セメント （株）の主原料山と

して昭和 36年から 63年頃には年産 100万トンの石灰石

か採掘された．全国でも屈指の鉱山であり ，平成 14年に

閉山するまで約 4,500万トンの石灰石か出鉱された． こ

の石灰岩には中期ペルム紀のフズリナ化石が多く含まれ

ていた

高岡郡佐川町鳥の巣の東方（「須崎」地域内）にあった

萬代鉱業（株）ーツ渕鉱山では，化石を多く含み鳥巣石灰

岩として知られた礁性石灰岩が，昭和 38年から 55年に

かけて採掘されたまた，その後その東方約 500mにあ

る岩体が小規模に採掘された これ らの石灰石は大阪セ

メント（株）の工場へ搬出された．

ーツ渕鉱山跡の鳥巣石灰岩中には，小孔や巻貝化石内

の空孔中にストロンチアン石 SrC03と天青石 SrS04が

見出された（皆川， 1995)．ストロンチアン石は佐川町永

野と日高村戸梶でも石灰岩空洞中に見つかっている．

18. 1. 3 珪石

高知県と徳島県ではチャートが秩父累帯に豊富に分布

し，その一部が耐火煉瓦用炉材珪石やセメント混合用軟

珪石として利用されてきた （吉村，1952, 1969 ;沢村ほ

か，1968, 1971；渡辺ほか， 1973).「伊野」地域では，高

知市鏡狩山，吾川郡いの町の柳瀬上分出来地 ．勝賀瀬な

どで，チャ ー ト層中にレンズ状をなして賦存する赤白珪

石が耐火炉材用に採掘された．鉄マンガン鉱床には赤色

チャートが密接に伴われ，鉄マンガン鉱床を生成した海

底熱水活動の末期に堆積したものと推定されている

(Fujinaga and Kato, 2005). 

高岡郡佐川町南部 （「須崎」地域内）の勝森鉱山では，

石灰石採掘場の東半部と北側にチャ ー トが広く分布し，

セメント原料用の軟珪石として採掘されてきた．現在ま

でに約 900万トンの珪石が出鉱され，現在も年間約 39

万 トンの珪石がセメント 工場へ出荷されている．

18. 1. 4 蛇紋岩

蛇紋岩は高知県に豊富に賦存する鉱物資源であり ，秩

父累帯中の各所に貫入して高知県下に広く分布する．中

でも南国市の岡豊山から西方へ逢坂峠を経て高知市の

秦円行寺蓮台，鏡大河内，高岡郡日高村本村船越に

わたる黒瀬川構造帯地域に集中して分布し，高知市近郊

で交通の至便なこともあり，昭和 38年から製鉄用及び

灼熱炉床材用として採掘対象にされてきた（沢村ほか，

1971)．また，これらの蛇紋岩体中の多くの地点でクロム

鉄鉱が少量採掘された（山田，1964)．これらの蛇紋岩地

域は特異な植物景観をなし，花木トサミズキやドウダン

ッッジの自生地としても知られている．

蛇紋岩は現在では高知市逢坂山 （「高知」地域内），高

知市円行寺—蓮台([高知」 地域ー 「伊野」 地域内），高岡

郡日高村船越（「伊野」地域内） の3地域で採掘されてい

る．製鉄に用いる高炉用造滓剤として大手高炉鉄鋼メ ー

カーに供給され，その出荷量は全国シェアの約 8割を占

めている．高知市北西部の蓮台—円行寺地域の蛇紋岩は

昭和 40年から採石され，現在では東洋電化工薬（株） （第

18. 2図 C)と田中オリビン砿業（株）により年間約 30万

トン出荷されている．高岡郡日高村本村船越地域に分布

する蛇紋岩は， 昭和 60年頃から平成 12年頃まで東邦オ

リビン工業（株）により採石されたまた，東洋電化工業

（株）が平成 6年に採石を始め，現在では年間 30万トン

の蛇紋岩を出鉱している（第 18. 2図 D).

粉末 X線回折により鉱物同定を行った結果， 円行寺—

蓮台及び日高村船越地域の蛇紋岩は全体的に主としてア

ンチゴライトからなり，片状化した蛇紋岩は主としてク

リソタイルからなる磁鉄鉱，緑泥石，プルーサイト，

リザーダイト パイロオ ーフイト，方解石などが蛇紋岩

中に副成分鉱物として含まれる．

蛇紋岩中にはロディンジャイトや変成苦鉄質岩の捕獲

岩が含まれ，捕獲岩中にペクトライト， ‘ノーダ沸石， ダ

トー石方解石，ぶとう 石，ゾノトラ石，グロッシュラー

など種々の鉱物の細脈が含まれている．珍しい鉱物も産

出し，ロ ーゼンハーン石 Ca3Si30s((OH)ぃ、 0、(C03入），

ウァ ニャ石 CaA!Si01(OH)，タカラン石Ca12Al2比Si1sOa1・ 

- 105-



15比0が円行寺地域で，スロー ソン石 SrAbSi2伍が鏡

去坂，蓮台， 日高村宮ノ谷で鉱物細脈として見出されて

いる (Kato and Matsubara, 1984, 1986 ; Matsubara, 

1985 ;皆川 ・野戸， 1985; Tagai et al., 1995)．新鉱物ス

トロナルス石 SrNa2Al4Si4015が蓮台でロディンジャイ

ト中の細脈に発見された (Horiet al., 1987). 

18. 2 砕石・骨材

18. 2. 1 砂岩

「伊野」地域内南東部にある吾川郡春野町の西分（一部

「高知」地域内）と弘岡下で，四万十累帯半山ユニットに

属する砂岩か採石されている．関西砕石（株）西分砕石所

（第 18.2図 E) は昭和 44年に採石を開始し， 現在は主

に生コンクリ ー ト用骨材， アスファルト用骨材として年

間約 55万トンの硬質砂岩砕石を出荷している．この硬

質砂岩は高知空港滑走路や高知高速自動車道の舗装用骨

材としても使用された．粉末 X線回折により構成鉱物

を調べた結果，硬質砂岩は石英，斜長石，カリ長石を主

成分とし，緑泥石，イライトを伴う．

18. 2. 2 JI I砂利

仁淀川の河川敷では土木建築用に砂利が採取されてき

た（第 18.2図F)．川砂利は，現在 6業者によって主に

「伊野」 地域内で採取され，主に生コンクリ ート用骨材と

して使われている．河川砂利の採取は高知県では実質的

に仁淀川でのみ行われている．

18. 3 陶磁器と粘土

18. 3. I 陶器

高知県の代表的な陶磁器に尾戸焼と能茶山焼かある．

尾戸焼は 1653年に上佐藩の御庭焼として高知城の近く
のうさ やま

の小津（尾戸）に開窯され，高知市鴨部能茶山（標高 26

m,「高知」地域内西部）から採れる良質の枯上を用いて

陶器が作られてきた． 1820年に陶里か能茶山に移され，

天草陶石 (Nakagawa,1994;田代ほか， 2001)を取り寄

せ磁器も焼かれた．現在でも尾戸焼は能茶山の陶土を用

いて伝統的な技法で作 られている．また， 日用食器（陶

器）が能茶山焼の名で作られている．能茶山の頂上付近

には全長 20mを超える昔の登り窯の底部が残っており

（高知市の文化財編集委員会，1992)，能茶山山上窯跡と

して昭和 47年に県の史跡に指定された．

能茶山には後期更新世の河成段丘堆積物である能茶山

層が分布し（満塩 ・加賀美， 1992；満塩， 2001)，砂礫層

中にある数枚の泥層が尾戸焼の主原料として使われてき

た．粉末 X線回折により調べた結果，能茶山の陶土は石

英カオリナイ ト，イ ライト，カリ長石からなる．

吾川郡いの町波川奥ノ谷の伊野焼正寿窯，高岡郡佐川

町甲東元町（「須崎」地域内北西部）のくろがね窯，高岡

郡日高村沖名石田の茂平窯，高知市鏡吉原手水の八色陶

房などでも陶器が作られている． これらの窯は昭和時代

後期に開窯されたものであり ，付近に分布する沖積層中

の泥層と天草，美濃，瀬戸，信楽，備前などの陶士を使っ

て種々の技法の作品が焼かれている．

18. 3. 2 瓦

高岡郡佐川町の鳥の巣—斗賀野（「須崎」地域内北西

部），高岡郡越知町柴尾などでは， 1850年頃から当地域で

採れる粘上を用いて日本瓦が焼かれた （佐川町史編纂委

員会， 1981)．瓦作りは昭和 30年頃が最盛期で，佐川町

甲上郷（「須崎」地域内） ・加茂，高岡郡日高村沖名など

でも行われ， 20軒を超え る製瓦工場かあった． 昭和 40

年代後半には佐川町西組塚谷（「須崎」地域内）に 2工場

だけとなり，現在では塚谷の 1工場で賦存量豊富な淡路

島の瓦用粘上（須藤 2000)を用いて瓦が作られている．

佐川町ー日高村のこれ らの地域で瓦作りに用いられた

粘土は谷底平野沖積層（甲藤， 1982b)に属する泥層であ

る．塚谷に産する炭質物を含んだ粘上を粉末 X線回折によ

り調べた結果，この瓦用粘土は石英，緑泥石，バーミキュ

ライ ト，イライト，斜長石，カリ長石からなる．

18. 4 温泉

高知県は火山地帯ではないので， 温かい天然温泉が湧

き出る地は数少ないが， 冷鉱泉が湧出する地は多く，温

泉ブームで 70軒程の温泉施設が地域の人や県外からの

観光客で賑わっている．25℃以下の冷たい地下水であっ

ても， 有効成分を規定量以上含めぱ，温泉法により「温

泉」とされ，加熱して入浴や療養に利用される．これらの

温泉は，高知県の重要な地下資源であり観光資源である．

「伊野」地域及ひその近隣では，平成 17年度に 11軒の

温泉施設か営業されている（第 18.2表）．これらの源泉

井の位置を地質図と第 18.1図の中に示す．蘇鶴温泉と

円行寺温泉は高知県で最も古いといわれる歴史のある温

泉であり ，はるの温泉は中国四固最大規模の総合温浴施

設を備えた新しい温泉である．

18. 4. 1 冷鉱泉
そかく

蘇鶴温泉は，吾川郡いの町大内の山麓で仁淀川支流の

中ノ谷川の岸辺に湧く ．その歴史は古く，平安時代に一

羽の白鶴がここの泉で水浴して矢傷を治したことから，

蘇鶴温泉と名付けられたと伝わっている．明i台時代に温

泉場か設けられ，大正初期から昭和初期にかけて温泉宿

地として賑わった．以来，県内最古の名湯として知られ

てきた．現在の蘇鶴温泉では，深さ約 5mの井戸（第 18.

3図 A)の底に自然の湧出口があり ，冷鉱泉が毎分 195l 

で湧出している（工事閲係者談）．円行寺温泉は，高知市
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第 18.2図 「伊野」地域の稼行中の鉱山 ・採石場

A:石灰石の採掘場（吾川郡春野町弘岡中， 日新吉良ヶ峰鉱山）．

B：石灰石の採掘場（高岡郡佐川町川ノ内組，須崎鉱発（株）勝森鉱山）

C:蛇紋岩の採石場（高知市円行寺，東洋電化工業（株）相谷鉱業所）．

D:蛇紋岩の採石場（高岡郡日高村本村，東洋電化工業（株）日高鉱業所）．

E：硬質砂岩の採石場（吾川郡春野町西分，関西砕石（株）西分砕石所）．

F:川砂利の採取場（吾川郡いの町楠瀬，仁淀川河川敷）．
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第 18.2表 「伊野」地域の温泉

番号 温泉名 源泉名 泉温

（℃） 

S1 ファミリー温泉湯川 湯川温泉 16.7 

S2 円行寺温泉精養軒 円行寺温泉 17.0 

S3 中追渓谷観光温泉 中追渓谷温泉 14.5 

S4 蘇鶴温泉 蘇鶴温泉 19.1 

S5 加茂温泉 加茂温泉 20.5 

S6 土佐山温泉 土佐山温泉 17.0 

S7 鏡温泉 かがみ温泉 17.0 

S8 桑田山温泉 桑田山温泉 20.0 

S9 仁淀川伊野温泉 かんぽ温泉伊野 31.7 

S10 吾北むささび温泉 吾北の湯 26.8 

S11 はるのの湯 はるの温泉 44.4 

円行寺北部 （「高知」地域内西部），仏瀬越の南麓の小川

に湧出する．古くから温泉地として知られ，士佐藩士に

よる 1772年の日記にも記されている．大正時代から小

さな温泉宿か営まれ，高知市郊外の保養地として利用 さ

れてきた．加茂温泉は高岡郡佐川町加茂宇冶谷の渓流に

湧く ．昔ここの山中に住んでいた不老長寿の老婆が使っ

ていたと言われ山姥温泉ともよばれ，安政大地震によっ

て湧出したとも伝えられる（日高村史編纂委員会， 1976; 

佐川町史編簗委員会， 1981)．明治 20年に設け られた

温泉湯i台場が一時繁盛し，昭和 36年には加茂療養温泉

が開設され多くの湯治客を集めた．加茂温泉は，以前は

宇治谷川の中に湧き出る鉱泉を引いて営まれていたが，

現在はこの岸辺に深度 30mの井戸から湧出する鉱泉か

使われている（第 18.3図 B)．かがみ温泉は高知市鏡小

浜の鏡川河畔に湧く．鉱泉が川縁に湧出していることが

明治 37年に発見され，大正 7年には鏡鉱泉（株）の施設

が開業 して繁盛した （鏡村史編纂委員会，1989)．現在の

鏡温泉は平成 7年に開設され，古くから鉱泉が湧出して

いた位置の深度 65mのボーリング井戸から湧出する冷

鉱泉を使っている．桑田山温泉は須崎市桑田山 （「須崎」

地域内西部），幡蛇森山麓の小川に湧く ．戦国時代に葉山

城主の津野氏の陀し湯だ ったと言われている．現在の桑

田山温泉は昭和 47年に始まり ，入浴と飲用に利用され

てきた．深度 60mの井戸から自噴する鉱泉は毎分 360[

で四国随一の湧出量である．中追渓谷温泉は，吾川郡い

の町中追渓谷の渓流（仁淀川支流の郷谷川）に湧く ．昔，

平家の落人がここの霊泉で傷を癒したと言われている．

昭和 48年に温泉施設か作られ，渓谷の岩間から湧き出

る冷鉱泉か利用されてきた（第 18.3図 C).

18. 4. 2 冷鉱泉と断層

高知県における冷鉱泉の分布について，特に四万十累

pH 

8.9 

8.6 

8.4 

7.6 

8.2 

8.9 

8.8 

8.9 

8.2 

7.1 

8.9 

掘削深度 湧出地 開設

(m) 

゜
高知市円行寺（「高知」地域内） 昭和58年

゜
高知市円行寺（「高知」地域内） 大正時代

゜
吾川郡いの町中追明神 昭和48年

5 吾川郡いの町大内中ノ谷 明冶時代

30 高岡郡佐川町加茂宇治谷 平成17年

60 高知市土佐山東川中屋 平成 10年

65 高知市鏡小浜本村 平成7年

60 須崎市桑田山乙（「須崎」地域内） 昭和47年

1200 吾川郡いの町波川尾山 平成9年

1550 吾川郡いの町小川東津賀オ高岩 平成 17年

1700 吾川郡春野町西分長谷 平成 13年

帯北帯中の冷鉱泉が主要な地層境界の断層に沿って分布

していることが報告されている （甲藤 • 平， 1 984) ． 本地

域の冷鉱泉では，桑田山温泉が仏像構造線の近くにあ

る．その他の冷鉱泉は全て秩父累帯中に分布するが，本

研究の地質図と第 16.1図（断層分布図）から，蘇鶴温泉

は大平山ユニットと斗賀野ユニ y 卜の境にあり，長竹ユ

二 y 卜との境にも近い．中追温泉は中追ユニ ットと勝賀

瀬ユニッ トの境に，加茂温泉は 白亜系内の断層上にあ

る．他の鉱泉も地質ユニット境界の断層あ るいはユニ ッ

ト内の断層の近くに分布している．堆積岩中の間隙水や

地下水か混合してできた鉱泉水が，地下から断層に沿っ

て上昇 ・湧出していることが推定される．

18. 4. 3 深層温泉

比較的最近に開設された吾北の湯はるの温泉，かん

ぼ温泉伊野では， i架度 1,000rnを超える掘削によって，

比較的高温（高温泉，低温泉）で多量の温泉水の湧出に

成功した．特にはるの温泉は四国内では珍しい高温泉で

あり ，四万十累帯半山ユニット内の地下 1,700mから

45℃の出で湯が湧き上がり， 1日250トンの豊富な湯量

を誇っている（第 18.3図 D)．これらの温泉は，地温勾

配によっ て高湿にな っている深層地下水であると考えら

れる．

吾北の湯の井戸は国見山ユニ ットと思地ユニ ットの境

付近にあ り，深層地下水に上層の低温水か混入している

可能性がある．

18. 4. 4 源泉水の化学組成

各温泉施設に掲げられている源泉水の含有成分を第

18. 3表に示す．地表または浅い深度で湧出する冷鉱泉

（蘇鶴桑田山， かかみ，土佐山，中追，湯川，円行寺，

加茂）は，硫化水素臭が認められ，ほとんどが HSーを規
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第 l8.3図 「伊野」地域の温泉

A:蘇鶴温泉の源泉井（吾川郡いの町大内）．

B:加茂温泉の源泉（高岡郡佐川町加茂）

C:中遥渓谷温泉の原泉（吾川郡いの町中追）．

D:はるの温泉の源泉井（吾川郡春野町西分）．

定量以上含んでいる．これ らの冷鉱泉は，高知県内の他

地域の冷鉱泉（多田ほか，1980;西山ほか，1988)と同様

に，含有成分の総量か比較的少なく，陽イオンとして

Na千，陰イオンとして HC03ーを主要成分としている．蘇

鶴温泉は，本地域の冷鉱泉の中ては含有成分量か比較的

多く ，HB02,Cl―,Ca2+, M釘を多く含み，pH値がや

や低いかがみ湿泉と土佐山温泉には HB02,F―,COげ

が多く含まれている中追渓谷温泉には HSーとMg2ャ

が多く含まれ，療養泉と して泉質が硫黄泉に属する．

深い深度から湧出する温泉水 （はるの温泉，かんぽ温

泉伊野，吾北の湯）は， i容存成分の量が多い．陽イオン

として Na十，陰イオンとして Clを主要成分とする．は

るの温泉には Ca2-,Sr2十，伊野温泉には HB02,Ba2-, 

Li+, Br―，吾北温泉には Fe2+,HC03, F―,HB02, CO2 

も多く含まれている．泉質は，はるの温泉かナトリウ

ム ・ カル、ンウム—塩化物泉， 伊野温泉かナトリウム—塩化

物泉吾北温泉が含鉄 ( Il ) ーナトリウム—塩化物 ・ 炭酸

水素塩泉である特に，はる の温泉と伊野温泉は濃い塩

化物温泉である．このような溶存物質量の濃い塩化物温

泉は，関東平野と庄内 ・新渦平野で 500m~2,100 mの

深度から湧出する非火山性温泉（佐藤， 1973) に知られ

ている．海水起源の塩分を多量に含んでいることが推定

されるか，海水に比べて溶存成分量が少なく Caイオン

が添加されている．

18. 5 観光資源

18. 5. 1 鍾乳洞

「伊野」 地域には，高知市土佐山桑尾の桑尾の風穴 ・弘

瀬の大穴 • 土佐山都網の御山所権現の穴（「高知」 地域内

北西部），高知市鏡吉原の白岩洞，吾川郡春野町引岡中の

荒倉凋，土佐市高岡町丁の天崎鍾乳洞，吾川郡いの町大

内の大内洞 ・下八川丙の穴神様の穴，高岡郡日高村沖名

の石田洞 ・猿田洞， 高岡郡佐川町永野の楠谷洞 ・西組の
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第 183表源泉水の化学組成 (mg/kg)

湯｝II 円行寺 中追 蘇鶴 加茂 土佐山 かがみ 桑田山 伊野 吾北 はるの

リチウムイオン Li+ 0.2 0.1 0.04 4.1 2.0 

ナトリウムイオン Na+ 41.9 21.0 29 2 121.4 13.5 38.4 63.0 73.0 5084.0 1454.0 3900.0 

カリウムイオン K+ 0.7 1.0 0.9 2.7 0.9 1.4 0.9 0.2 24.8 40.3 23.0 

アンモニウムイオン NH/ 0.2 0.3 0.5 0.2 7.1 

マグネシウムイオン Mgむ 1.6 2.6 6.5 5.9 0.8 0.9 1.8 0.02 3.7 13.0 26.0 

カルシウムイオン Ca2+ 9.2 12.7 2.2 57.0 15.2 8.4 9.8 5.2 672.7 81.3 5210.0 

ストロンチウムイオン Sr2+ 0.3 0.4 0.6 0.3 67.8 260.0 

パリウムイオン Ba2+ 0.1 0.3 0.2 31.6 

マンガンイオン Mn2+ 0.2 0.1 0.2 05 
鉄イオン FeZ+ 0.3 0.08 0.07 0.4 32.4 0.4 

アルミニウムイオン Al3+ 0.2 0.5 〇．1

フッ化物イオン F― 0.8 0.3 0.4 0.3 4.2 2.3 1.8 2.2 7.4 03 

塩化物イオン Cl― 15.2 6.3 4.7 183.8 7.8 4.3 13.2 7.4 9097.0 1667.0 15600.0 

臭化物イオン Br― 0.4 15.7 2.9 3.4 

ヨウ化物イオン l― 0.1 2.8 0.8 

硫化水素イオン HS― 1.1 1 3 2.5 0.4 1.4 1.9 1.0 1.4 0.7 0.1 
硫酸イオン S042- 7.9 6.3 9.0 6.2 7.5 7.0 7.3 3.8 1.9 4.1 12.5 
チオ硫酸イオン S2032- 0.1 0.1 

リン酸水素イオン HP042- 0.1 0.4 

炭酸水素イオン HC03- 79.3 79.8 88.5 241.3 64.0 51.0 70.Z 160.4 97.6 1485.0 
炭酸イオン C032- 9.0 1.9 9.0 0.6 34.0 39.0 7.3 0.6 
メタケイ酸水素イオン HSi03. 0.4 4.6 

メタホウ酸イオンBOz- 02 1.5 

水酸化物イオン OH― 0.07 0.1 

メタケイ酸 H2Si03 30.4 10.8 19.4 22.5 27.3 16.1 11.4 30.3 14.7 19.1 15 5 

メタホウ酸 HB02 1.8 0.9 1.3 10 0 1.7 35 0 22.4 3.4 420.8 257.7 9.6 

遊離硫化水素均S 0.04 0.1 0.1 0.02 0.04 
遊離二酸化炭素 CO2 0.2 0.5 0.6 9.3 2.2 02 0.05 1.5 222.Z 

分析年 平成6年沼和53年沼和59年平成17年平成13年平成7年平成4年昭和47年平成6年平成16年平成10年
分析施設 KE KE KE KE 

分析施設(KE：高知県衛生研究所，CO:中央温泉研究所，NY：長野県薬剤師会）

金比羅涸 • 西山組の不動ヵ岩屋洞窟 • 西山のおしか獄

洞 ・穴岩の穴（「須崎」地域内北西部）など約 40本の石

灰洞が仁淀川水系と鏡川水系の河川の流域に発見されて

いる（高知ケイブ ・フェスティバル， 1991 ;満塩 ・高知

大探検部 2001)．中には石灰石の採掘や宅地造成により

消滅したものもある．これらの石灰洞は，第四紀更新世

の海水準変動に伴う河川の浸食レベルの変化に対応して

形成され，現在に至っていると推定されている（満塩，

2000). 

天崎鍾乳洞 （第 18.4図A,第 18.1図 Cl)平成 13年に

土佐市高岡町丁天崎で県道土佐伊野線の トンネル工事掘

削中に，天然記念物級の鍾乳洞が発見された．鍾乳洞は

秩父累帯三宝山ユニットの石灰岩中に形成されている．

トンネルの下に上下 2段の鍾乳洞が存在し，上段は高さ

約 2m，奥行き約 15m あり，内部には鍾乳石や石柱か発

達している． 下段は水没しているか， 奥行きは 15m以

上あり多くの鍾乳石があることが確認されている． トン

KE KE KE KE NY co KE 

ネルの安全と鍾乳祠の保存のため， トンネルの路面部は

橋梁形式になっているまた， 鍾乳涸の中の点検と一般

公開への準備のため， 管理用道路が作られている（高知

県いの土木事務所のホ ームページ）．

猿田石灰洞 （第 18.4図B,第 18.1図C2)高岡郡日高村

沖名猿田にある石灰洞は，安政 5年に発見された．昭和

35年に 日高村文化財に指定され，昭和 40年，41年には

洞内に鉄橋や鉄梯が設けられた（日高村史編纂委員会，

1976)．石灰洞は秩父累帯大平山ユニット 中のペルム紀

石灰岩中に形成されている．入口は約 3m であるか，洞

内は約 10倍に広がり， 鍾乳石や石筍が見られる．本洞枝

洞合わせて約 1,400m あり，気温は 15℃である．洞内から

約 20万年前に棲息していた赤鹿の骨が発見されている．

不動ガ岩屋洞窟 （第 18.4図C,第 18.1図 C3)高岡郡佐

川町西山組七良谷（「須崎」地域内）にある石灰洞窟は，

谷からの比高か約 40m の山の中腹に開□している．洞

内に不動尊像が祀られていることから不動ガ岩屋洞窟と
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第 18.4図 「伊野」地域の鍾乳洞

A:天崎鍾乳洞トンネルと石灰石採掘跡（土佐市高岡町丁）．

B:猿田石灰洞（高岡郡日高村沖名）．

C:不動ガ岩屋洞窟（高岡郡佐川町西山組）．

第 18.5図 「伊野」地域の瀑布

A:樽の滝（高知市鏡今井）．

B:平家の滝（高知市鏡横矢）．

C:大樽の滝（扁岡郡越知町山室耕）．

lll -



よばれる．洞窟は鳥巣層群中の石灰岩体内に形成されて

いる（甲藤 1982b)． 幅約 4m，高さ約 6m,奥行約 8m

あり ，側壁には幅約 4m,高さ約 2m,奥行約 8mの支洞

が開口している（佐川町史編纂委員会， 1982)．この洞窟

から縄文時代草創期と早期の土器や石器か出土し，昭和

53年に国の史跡に指定された．

18. 5. 2 滝

「伊野」地域の山間部には，高知市土佐山桑尾の山姥の

滝 ・鳴呼の滝（「高知」地域内北西部），高知市鏡今井の

樽の滝・吉原渓谷の明神の滝・国見山の雪光樽の滝・鏡

横矢の平家の滝，吾川郡いの町小野の石振の滝・中追渓

谷のしゃくぜんの滝 ・清水上分の程野の滝（「日比原」地

域内南西部），高岡郡越知町山室耕の大樽の滝（［上土居」

地域内南東部）など，大小合わせて約 25の瀑布が景勝地

として知られ，大蛇伝説や入水伝説がまつわっている

（地域の観光ガイド；宇野， 1997；武市， 1999;北中，

2006). 

樽の滝（第 18.5図A, 第 18.1図Fl)高知市鏡今井穴

川にある樽の滝は，鏡川支流の穴川川の源流部に懸かっ

ている．秩父累帯国見山ユニットのチャートが断崖を形

成している．落差約 65mで，二段の滝からなる．大水が

出ると，大樽を揺るかすような音かするため， この名か

付いたと言われる．

平家の滝 （第 18.5図B,第 18.1図F2)高知市鏡横矢池

河内の滝は，鏡川支流の的淵川上流にある．秩父累帯土

佐山ユニットのチャートが断崖を形成している．二段の

滝で，上段は落差約 10mで大きな滝壺があり ，下段は落

差約 15mある． 平家の落人 48人の婦女子が滝壺に身投

げしたという悲話から平家の滝とよはれる．

大樽の滝 （第 18.5図 C,第 18.1図F3)高岡郡越知町山

室耕（「上上居」地域内）の仁淀川支流の大樽谷川に懸か

る滝は，水量が豊かで，落差は32mある．黒瀬川構造帯

の三滝深成コンプレックスに属する圧砕を受けた花岡岩

（端山， 1959)か断崖を形成している．大きな樽の水を撒

いたように堂々と流れ落ちる姿から大樽の滝と名付けら

れた．昭和 28年に県の名勝に指定され，平成 2年に日本

の滝百選に選ばれた．
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付図 la 「伊野」地域における大型化石の産地（北東部）

粘図は国土地迎院発行， 5万分の 1地形図 「伊野」の一部を使用．それぞれの地点の情報は付表 2を参照．
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付図］b 「伊野」 地域における大型化石の産地 （北西部）

粘図は国土地理院発行，5万分の 1地形図「伊野」の一部を使用 それぞれの地点の情報は付図 la及び付表 2を参照



1
2
7

ー

r

~} 

付図 le 「伊野」地域における大型化石の産地（南西部）

悲図は国土地理院発行， 5万分の 1地形図「伊野」の一部を使用．それそれの地点の情報は付図 la及ひ付表 2を参照．
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付図 ld 「伊野」地域における大型化石の産地（南東部）

碁図は国士地理院発行， 5万分の l地形図 「伊野」の一部を使用． それぞれの地点の情報は付図 la及び付表 2を参照



化石衰出地点3blil!上）

付表 l 「伊野」地域における放散虫化石産地

本報告で新たに抽出した化石を示してあり，一部，有孔虫化石を含む．表中の岩石登録番号の先頭には

GSJが付き， GSJR81985のように表記する．

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 RIO RII R12 | RIJ 

堵石登鯰誉号：RI R819S5 R89986 R8198J Ra1983 R81S39 RS,990 R81991 R81992 R81993 R81994 R81995 R8¥996 j R31997 
化石処理番号：WR) WR1692 WRl696 WR1702 WRl965 WR19611 V/R 1999 l¥'02003 Ri669~ WR2016 'I/R20SO WR2092 WR2109 WR2110 

原番号 IN!5 JN64 IM18A JN259 IN2618 INJ63 ＂し9391 It』3928 IN420 lr』4(i6 IN•169 lH5 1 8 IN528A 

産出ユニット 中追ユニット 中追ユニット 中追ユニット 中返ユ.::.ット 中追ユニット 国見山ユニット 思地ユニット 国見山ユニット 土佐山ユニット 中追ユニット 中追ユニット 中追ユニット c;:,追ユニット

荏出地点（市町村名） 吾JIl柔lいの町 吾川郡いの町 吾JI!言いの町 高知市 高知市 高知市 高知市 高知市 高知市 吾川郭いの町 吾JII莉いの町 吾川郡いの町 吾JII ti¥いの町

産出地点 （地点名 ） 下八川I野地 中追9湛谷 中追，＇郷谷 ll!.横矢西方 錢憬矢西方 国見山北方 土佐山床川 土佐山即ll 土佐山中切 中追9'明神 中追／郷谷 中追／スケ）加 中追I癌谷

岩只 含礫涅岩 珪汽涅岩 珪百泥岩 珪閃泥岩 珪冗泥岩 珪只泥岩 珪冗泥岩 Mn-nodule チャー・ト 珪冗涅岩 垣只泥岩姪 涅岩 珪冗泥岩

地沢年代
前ー中聞ジュ

ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ杞 前期後ジ期ュラ紀 後箪Jlヘルム紀
前ー中開ジュ 前ー中其3ジュ

ジュラ紀
前ー中翔ジュ

ラ紀 ラ紀 ラ紀 ラ紀

氾口年代le 号• E-M J J J J J J J <Aaleni;in I EJ UP E-M J E-M J J E-M J 

化石群集

Aconthocircus sp 

Alba91：，1:c sp~ 

Arch•cdpsa? p.!chyddrm.! Tan 

Arch8eoa'Icty“”.rlr』 Sp. ． ． ． ． ． ． ． ． | 
B9gotum sp I 
c.. ncptom mtirum Pess~gno.'Ind Wh<'llen | 
Ca11oputm anuli!wm Pessae:no and Poisson 

Ca9optun) rugosum Pessagno and Poisson | 
Capnoptum faraway;,nse Bloome 

Canoptum sp. | 
C;,pnuchoslipaer;, dewevori Koz.ur and Mostle『

Capnodoce antiqua Bloome | 
Caor.odoce ~o 

Charlotfaa 5p I 

Cm~ultltums carD3tlCa Dumitrica I 

Ccrum rt1r:ium Bloome 

CoDicIIIntra叩

Cymocap::;a ma::;toldea Yao 

Dctl(Jndrelfa ~o 

Dctyom』traKIJm(lcns,s M1こutanand K1do 

D心 yomItrasp. 

EmiluV9a so. 

E11tactm,11 sp 

Eotms um :sp 

Eucyrtid,:.,1，'1””ptycr,m1 (Riedel & 5<'1nfilippo) 

Eucy,tid,ellum cijoense (Takemura and Nakaseko) ． 
Eucy1tid:,,11um 1mumast!lnse Yao | 
Eucyrtidiellum sp | 
Fo1/icacullus sp 

Foflic1Jcu!l1Js scholast1cus Ormiston and Bab<:;;o<:,;k ． 
Gongylotliora!I sa/.:awue11sis Matsuoka I 

Gorgansium sp ！ 
Hoxas』furnarishaxagonus <Yao) 

H1scoc:,os:, n:,r:,d:,niensis (Matsuoka) I 

HIscocao5aヰP・ I 

Hsuum sp ． ． ． ． ． ． I ． 
Jacus? an.,tifcrmi:; De Vleber ． I 

Japonocompc novs (Yoo) I 

Kat,.OITID westcrmanni Wh11lcn and Carter I 

Katroma sP・ I 
Loopus pr1m1t,vus (M11hu咄 IIIInd Yao) I 

M.rifususヽ uddalupens1sPessai:nO I 

N"k..sekeffu!'l pesaeno、(Nak.!!sekoa吋 N1:-;h1mura)

N11par11 sp 

Natoba mmuta Pessaeno and Poisson 

Pal;ieosilCLJrna.',$ sp 

P肛 asliu11msin)f)lum Yao 

P肛 9}IS如 999k/I91yo“'“e Sa5hida 

Parahsvum longiconicum Sashida | 
p”~ahs uum evale Hori and 0tsuka 

Parahsuum sロ ． I ． 
Pa←が這e113mullen• Passagno | 
Pぷ v,cingu/,1gigantocornis Kithida and Hitada I 
P,-v,c;n,u1, op ． | 
P,叩 nCII,um叩 ． ． I 

Plafenum h;ndeIPe5za、no | 
PraeorbicuhformeII3 3p 

Pr,epro[Unuma aff. antIque Tekm 

Praczhamo1de111../m,vest, (Tan) | 
Protokatroma sp | 
Protunum1.t sp I 

PsaudodlCtyomItm sp 

Pseudoducyrtis sp 

Pseudostylosphaera sp 

Sethocapsa sp. I 

St,cl1oc1'μS1'co’'雌 XiAYao | 
S1,chocaps11 J紅pomcaYao 

St,choc,pu sp 

Stichon99tra sp. I 

Styloc3PO ct tecta Matsuok | 
Tr3'lshs砂 'mhs辺kyoensel!;ozak』andM:itsuda 

Trelfus beehivens1s (Carter) 

Troxu5 sp. 

Tr9950camが99P 

Tncolocapsa conexa Yao 

Tncofocapsa pl9carumYao 

Tr1calacaosa fukud,onl/9Su2uk1 8nd others 

Tr1coloc11psa tetra‘ m゚ Matsuoka I 

Tncoloc,1p.s,1 tr., 

Tnpocycli,1 sp. I 

Tnlus sp I 

unuma ecI111)arus Yao 

Ununm latusicostatus (Aita) I 

Uouma sp I 

有孔虫 （属9璽不明） I 

Spir,Hi11a orbicula Terquem and Berthelin（有孔虫） | 
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化石産出地点（地図上）

堵石全仕番号(R)

化石処理呑号(WR)

原香号

歴出ユニット

芭出地点（市町村名）

澄出地点（地点名）

岩臼

地臼年代

地H年代詑号

化石詳稟

Ac9nthocrcus SP・ 

Albaillo9a SP・ 

Archic9ps39 p3chydenma Tan 

Arc/99eodictv如 9VaSP・ 

B9£Otum sp~ 

Caneptum merumPescaか 0and Whalen 

cmoputm anul9tum Pessagnc and Poisson 

Conoptum rugosumPessagno and PolSSOn 

Capnoptum farawayen5e Bloome 

CanoptuT SP・ 

Capnucho5hpaero deweven ko9ur and Mostlcr 

Capnodoce ant9qua Bloome 

Capnodoce sp 

CharlottCO SP・ 

Cm、uloturnscarpat9C9 Dum9tnca 

Cocum ceかumBloome 

Cop,el/，ntra sp~ 

Cyrtocapsa m9SrodeaYao 

Det(and心 {feS9・ 

DヽCty“”'trakamoenS9s I如 utan,and kldo 

D9Ctycmtra sp▲ 

Enhluwa SP・ 

Ent9Ctm99SP 

Eptm、;ums,
Eucymd，eII99mptycrum(R心 iel& Sanf,hppo) 

Eucyバ9d,eIIum砂 oense(Takemura and Nak.'Seko 

Eucy，，心eI:umunumasense Yao 

Eucymd;e伽msp 

FoII[C9Cullu9 Sp~ 

Fol/icucuilu9 SchoIasticus Ormiston and Babcock 

Gonglothomx sakawaensisト1aSUoka

Gor8999Smm SP・ 

Ilemsakif99ar9S hexagonじs(Yao) 

H99COC年99“ naradan心9999S(Matsuoka) 

H99cocapsa SP・ 

Hsuum sp” 

Jacus, ana<ifamis De Weber 

Japo99~ampe 99ova (Yaoi 

Katroma westermar’’"・Whalen and Car9er 

Katroma SP・ 

Loopusprimitivus(Matsuふaand Yao) 

Mrifusu9 8UadaしpertsisPessa’’’° 

Nakasekellus pesagnoi〈Nakacekoand N95hmura) 

Napora SP・ 

Natob3 mmuta Pessagno and Pocson 

PaIaeosa9urnaI9S S9・ 

p,rashuum simolum Yao 

Parahsuum kanyoenseSashida 

Parahsuum longicon9Cum Sachida 

Pamhsuum ov3Ie Hori and 0tcuka 

P393hsuum CP~ 

P3ron3eil，muIlenPossagno 

Pぷ vici如,,,如ntccomlSKishida and Hlsada 

p,,vicingu1's,~ 

p,nmneilium sp 

PI,fenum h1ndeiPessagno 

Pr3eo巾iculi如 me/1,op.

Pr30protunuma aff antique Tekin 

PraezhamoideIIum mesti(Ian:9 

Protokavoma sp~ 

Pmtunum3 :p~ 

Pseudodictyomitra sp 

Pseudoaucyバ9SSP・ 

Pseudostyfosphaera sp▲ 

Sethocapsa SP・ 

St9Chocapsa convexa Yao 

St9chocapsa)aponにaYao 

Stichocaps9 9p 

S≪chom,tco sp. 

Srylocapsa cf tecta Matsuoka 

Transhsuum h、SUヽkyoense[909ak, and Matsuda 

Trexus baehwensm (Carter) 

T~Xus sp 

Tnasocampe sp” 

Tncoloc年9Sac切 exaYao 

rncolocapsa p/心 rumYao

Tncolocaps9ん知dom,iS999ukiand others 

Tncolocapsa tetragona Matsuoka 

Tncolocapsa sp 

T,,pocyclfa sp. 

加 usSP・ 

Unuma echmatus Yao 

Uf9U999a I9tusicostatus(Aita) 

Unuma sp~ 

有孔虫 は畠穫不明）

SpinIIIna or如 u/aTerquem and Be;theIm （有孔虫

RU R95 | R96 R97 R99 R99 R20 | R29 R22 R23 R24 R25 R26 

""'" I """' I R82000 I RE200• I R82002 I R'2003 I R82004 I R82005 I R82函 R82007 I R76692 I R82008 I RS2009 
,19R29 9 l WR2995 WR2992 1’9R2998 ¥¥‘R2979,IiR2983 1VR2984 | WR2985 WR2987 IVR2989 76992(IVR2993 1VR2999 VIR2209 

IN528B I rtl530 I IN535A I """ I IN549 I IN558 I IN559A I lfl5596 I'""' I 111579 I IN585A I If↓822 I IN639A 
中追ユニット 中追ユニット 中追ユニット 務賀積ユニット精貿潟ユニット 中追ユニット 中追ユニット 中追ユニット 中追ユニット 患屯ユニット 中追ユニット 謄賀漬ユニット旧貨淋ユニット

吾川郡いの町吾川がいの町吾III郡いの町吾川郡いの町吾Ill都 い の 町 吾川郡いのII) 吾Ill;1いの町 吾川和いの町 吾川郡いの町吾Ill郡いの町吾川郡いの町吾IIIがいの町吾Ill郡いの町

中追9拍谷 中追／揉床 中追I揉床 勝百瀬 開貨'1i 忠羽ヶ森 応羽ヶ森 尼羽ヶ森 下八IIl／打木下八川／打木 下八川 成山 招

珪只泥岩 珪笠泥岩 Mc nodule 珪臼；尼岩 ；尼岩 珪臼泥岩 珪臼泥岩 珪只泥岩 珪笠泥岩 辻質；尼唇 Ian-noduie チャート チャート9皇

前ー中期ジュ
前りジュラ紀 ジュラ紀 中期ジュラ紀前晃1ジュラ柁トアルシアン 前算且ジュラ紀前粍ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ紀 パジョシアン 前期ジュラ兄 ジュラ杞

ラ紀

EJ MJ I E J I To"'"'I E-M J I EJ I EJ BaJoclan I EJ 

HI99SU9kyoense 

l . | 
T. P'，carum 

． ． ． ． 

I I 

． 
I 

． 
l ： 

．
 

． 

●9 

． 
＿＿

＿
ー
＿一

．
 

．
 

． 
．
 

↓|-． 

二.--------i 
． ． ． 
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• I I | | I. I 

● | I I I 

l I ' '」~ . 

I ! I I I I • I I I I i I ． 
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化石夜出地点（地図上： R21 R28 R29 R30 R39 R32 R33 | R田 R35 R36 R37 | R38 R39 

岩石童1ゑ番号(R) R82010 R1!201 I R82092 RS2093 RB2014 R92095 R82016 RS2D11 R92019 R82099 RS2020 R82029 RB2022 

化石処l塁岳琵(WR) VIR2217 WR2219 IVR2221 VIR2222 WR2225 WR2237 WR2247 V/R2252 WR2357 WR2360 WR2262 VIR2265 VIR2279 

原丞号 1卜,.↓3A itJ644B (U644D lN6444E ltl644H 1t~65JB 1116 73B I lt15B6 IN846 lN85S IN幽 ]N911A IN96JA 

産出ユニット H賀漏ユニット 携賃漬ユニット 耕貨漬ユニ・；；ト 桟賀漏ユニット 精賀漬ユニット 中追ユニット 中追ユニット 中追ユニット 桟貨浪ユニット 験貨漬ユニット 中追ユニット 柑賀漏ユニット 中追ユニット

産出地点（市町村名 ） 苔川郡いの町 召川郡いの町 召JIIB3いの町 苔ltl翡いの町 召III郭いの町 否Jll即いの町 否JIIE3いの町 云lll祁いの町 高巴籾日高村 高岡91日高村 高同懃越知町 吾／1|祁いの町 苔J!l懃いの町

在出9也点 （地点．名； 損 横 横 碩 収 下）Ull／長弓［ 下ハ川I絃I内 1 下ハ川，＇十田 長灼l 長北 谷ノ内 柳1i石見 鷹羽ヶ森

岩貸 泥宕 珪賃泥岩 珪質泥岩 珪百泥岩 珪資泥岩 珪貧泥岩 泥岩 珪質泥岩 珪質泥岩 珪買泥也 泥岩 珪貨泥岩 珪質泥岩

地百年代 前期ジュラ紀 罰問ジュラ紀 煎nジュラ紀 筋期ジュラ紀 前閃ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ紀 ジュラ紀 罰胡ジュラ紀 前nジュラ紀 ジュラ紀 前期ジュラ紀 中期ジュラ紀

地只年代記号 EJ? EJ EJ EJ EJ J J J? EJ E J J EJ MJ 

化石IS稟 | 
A⇔ nt心 cヽcu5CP. 

AlbiJtllt!/liJ :;p. 

Arch9capsa, P9chyden匹 Tan ． 
Archaeod1ctyom1tra sp_ ．． ． ． 
Bagotum sp | ． ．．． 
cifIopttIm merumpessagno mdWh北len | 
c;,,11oputm ;,,uulatum Penagno and Poisson | 
C;;,noptum ruJosum Pe-.sagno and Poisson ．．． | 
C嘉pnoowmfarawayense Bloome 

Canoowm ~P・ ． ••• ． 
Capnucho5hp30ra deweven kozur and Mo5tler 

Capnodoco antioua Bloomo 

Copnodoco 5p 

Chl'Jrlort~l'l ~P 

Cmgulotums c;1tt'p11t1c11 Dum,tr1ca 

Corum r心がumBloome. ; 
Cop,.aII,.ntra sp | 

Cyrtocapsii mastoidm Yao 

DetlandreIIa sp I 
D,ctyom加ak3moens1s Mizはaniand K1do | ． 
Dん99,omhr3cp, 

Em:luvia :;o 

Entcctin,., sp 

EpO叩 umsp 

Eucyrl必el/umptyctum (Riedel & Sanfilippo) 

Eucyrt,dit1H,、,mが加ense(f akemura and Nakaseko | 
Eucyrt1diellum unumasense Yao | 
Eucyrl,diellum,p ． I 
Follicilcvllus sp I 
Follicucvllus scho/,1stic11s Ormi~ton and Babcock 

GonglothoraX 5akawaon51』5Mat5uoka 

Gor、/J心 ium:o. ． 
HexasaturnarIS hexa、onu5(Yao) 

H1scocDps1J n11r1Jdamens1s (M11tsuoka) 

H,scoc11ps11 sp. ． 
Hsuum sp ••• ． I 
Jacus? anatiformis De Weber I 
J.,pon~”'me no心 (Y;io) | 

K11troma wesrermanniWhalen and Can:er I ． 
Kat.rom3 SP I ．．． ． ． 
LOO()VS pr加Itivu5(Matsuoka and Yao) I 
Mir;fusus gu3dafupenがsPe::;sagno 

Naki,sekeJJus pes!!zno, (Nakaseko and Nishimuro) ． 
Naoora SP・ 

Natoba mIIma Pessagno and PoISSOn ． ●? 

Palai,osatvrnalis sp ．． ． 
Parashuum simplum Yao 

P11r11hsr.1um k11!lyoense Sash1da 

Parahsuum longiconicum Sashida 

Par8hsuum ovaIe Horl and 0t5ぷa I 
Parahsuum sp ． 
Paron:,ol/:, mullori Pess11gno 

Pâ‘ICIn、ufagI、.JntocormsKish1da end Histtda 

P,N,cm、ul• sp ． 
P~ntan~ll,um sp ●● I ． 
PIaf邑r,umhind色iPessa”゜
Praeorb,culifomlt!lliJ sp ． 
Pr.,eprow11um~ aff. ~nt1que r ekm 

Pr~ezhamoidellum rues.ti (Tan) 

Prot4:Jtronl3 SP・ ． I 
Protunun99 C9 

P5eudodictyomliosp 

Pseudoeucyrt,s sp 

Pse11dostylosphaer.J sp. | 
Sethocapsa sp. I 
Stielゎcapsaconvexa Yao | 
Sticl,ocapsil}apo,1ic3 Yao 

St9ch“:apsa sp 

SrichomirrJ sp 

Sryloc.,ps, cf. tcct.1 Matsuok.1 I 
Tran幼 suumh;suikyoonse lsozaki and Maも叫a | 
Trcxus bcch,ve心 is(C11rter) ． I 
Trexus sp ． ． 
Tndsoc..m~ sp I ． 
Tncoloci!lp$a coneJCa Yao I 
Tncolocapsa plicarum Yao | 
Trcoわcaps/iifukudom』1Suzuki and others 

Tncoloc~osa tetragon~ Matsuoka 

Tricolocapsa sp ． ． 
TripocycIi3 SP ． 
Tnlu, sp. 

unuma echinlJtus Yao 

Unum.t latus,costatus (Aita) 

Unlim9 SP ． 
有孔虫 （は穫不明；

$piri//ina orb,cula T erquem atxl 8 erthehn（右孔虫
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化石産出地点（地図上） R40 R49 R42 R43 R44 R45 R46 R47 R48 R49 RSO R51 I R52 

宕石登録番号iR) R82023 R82024 R82025 R82029 R62027 R82028 RE2029 R82030 RS2031 R82032 R82033 R82034 R82035 

化石処理番号(WR) YIR2230 WR2282 WR2284 WR2295 VIR23()() WR2312 VIR2396 WR2318 WR2319 WR2323 IVR2324 WR2327 I VIR2395 

原香号 IM~64 IN967A IN96SA 1N9938 ltl1022 IN1061 い110?1 IN10728 IN1073 !NJ078 l『l1019 IN9089 JMl225B 

産出ユニット 中追ユニット 中遁ユニ）ト 中追ユニット 三宝山ユニット 斗貿野ユニット 三宝山ユニット 斗貿野ユニット 斗賀野ユニット 斗貧野ユニット 斗貿屡；ュニット 斗賀野ユニット 毛日巴 H賀漬ユニット

産出地点〈市町村名） 吾川郡いの町 吾！1|祁いの町 吾/II鄭いの町 吾Ill祁署酎町 吾Ill鄭いの町 土佐市 高邸杯日高村 高田●1日高村 高巴ぷ8高村 高臼郡日高村 高巴莉8高村 高岡郡佐JI|町 |吾)Il郭いの町

湮出地点（地点名） 武羽ヶ森 応羽ヶ；；； ほ羽ヶ森 弘同 天王 高岡町T 沖名 沖名 沖名 沖名 沖名 毛田 横

岩臼 珪貧泥岩 珪只泥岩 珪臼泥岩 珪門混岩 珪貨泥岩 珪笠泥岩 珪貨泥岩 珪閃泥岩 チャート 珪只泥岩 珪臼泥岩 泥岩 泥岩

地臼年代 前N，ジュラ紀 前肌ジュラ紀！ 前期ジュラ紀 後吐ジュラ紀 中期ジュラ紀 後朕ジュラ紀
中ー役朔ジュ 中ー後期ジュ

三登紀
中ー後括三丑

後硯ジュラ紀 ジュラ紀 シネムリアン
ラ紀 ラ紀 紀

地臼年代::号 E J E J EJ L J MJ LJ M-L J M-LJ TR MLJ LJ J Sinemurian? 

化石詳集 P.prim;，iva u echin3tus P・ primi699 T. conaxa T. con●xa T conm ' t spilariS 

Ac~nthocircus $p. I 
Al如illel,'sp~

ArchicDps.;? pDchydermQ Tan ． 
ArchaeodictyomItra sp→ 

． ． ． 
BlJ、otumsp 

Conopwm mcrum Pessagno and Whalen 

CDnoputm anulaium Pes5egno and Poisson 

Canaptumru、osi.mPes.s115no and Poisson 

Capn叩 tumf1Jrawayense Bloome 

Canaptum sp, ． I ． 
CiJonuchoshpaera deweveri Kozur and Mostler 

Ca,011odoc~ ant1Qut1 Bloome 

Capnodoce sp 

Ch;irlottell sp ． 
CI998uioturns cgrpat四 Dum1tnct, ． 
Cor11m rt1E111m Bloome 

Cop,.J'，ヽ9tr9Sp 

Cy,tocapsa mastoideiJ Yao ． 
Detlandrella sp 

D1ctyo,n,(,-3 J.amoensis Mizutani and Kido ． ． 
01ctyom,tra sp. 

Emiluvia sp 

Entllc(mia Sp 

£pt「ngiumsp ． 
Eucyrt1diefl匹 ptycrum(Riedel & Sanfilippo) ． ． 
Eucyrt1di~I.'Um gujoense (Ta~emura and Nakaseko I 
Eucyrt1d:ellum unvm;isense Yao ． ． 
Eucyrtidiellum ~P ． 
Fo/j9C9Cuilus sp 

Foflicucullu:; :;cho!:J.;t1cus Ormi::con ilnd Babcock | 

Gonglothor3x sakawaens』'sl,fatsuoka | 

Gor,:3ns1um ~P 

HeX353turI93ri5 hexamnu5 (Yao) 

HISCOC3P53namd3men5is(Matcuoka) ●9 I 
H、5Cocap505p・ 

H5uum 5p ． ． ． ． 
Jacus? ono:,formis De'llcbcr 

Japonocampc novn (Yao) 

Katroma wcsicrmonni Whlllcn and Cc rter 

Kaびomasp~ 

Loopus pnm,t,vus (Mat:;uoka and Yeo) ． ., 
Mmfusus guadglupenSIS Pessagno ． 

l 
Nak.!sekelfus pes4gno1 (Naka~eko and N1sh1mura) 

Nぶmrasp 

Natob9 mmur3Pessagno and PoISSOn ●9 

PalaeosarumaIIS Sp』

P11r~shuum s,mplum Yao 

P 11/~hs(mm kt1nyo.,11se Sash1da 

Pi,~ hsuvm long,comcum Sash1da 

Paraiisuum ovale Hori :a1)d Otsuk:a ． 
Par,hsuum sp ． ． ． 
ParonaeIIa muJJen•Pessagno 

P;,rvicin&ula gigentocorms Kishida and Hisada 

Parv,ci11gvla sp. 

Pantanf!flivm sp 

Plafenum hiIIdeI Pe5Sagno 

Prileorbiculif”me1/a sp. 

Praeprotunumil a廿.antique T ekin 

Pr;,ezhamo1de!lum roe so {Tan) I 
Protolfatroma sp. I 
P,o,unum, sp. ． ． I 
Pseu必dicry如 itrasp. ●● ． I 
Pseudoeucyバ95SP ． 
P5eudoaylo5ph.:rcr3 5p ． | 

Sethocopso ::p. ． ． 
Svchocapsa convex;, Yao ． 
Stchocapsajopmica Yao 

SuchoC9PSO SP・ ． ． ． 
St9chomrtrasp. ． 
Stylccaps/J cf. tecta Matsuoka 

Tr1Jnshsuum h1swkyoense lsozak1 end Matsudc ． 
Trexus oeeh,vens,s (C11rter} 

Tmu,sp 

Tnasocampe sp ． ． 
Tncoloc11ps;i conex11 Yao 

．， ． ●9 

Tncoloc,,psa phc11ri,m Y1J.o ． ． ． ． 
T ncoloc;ipsa 1'i.』k1.1donmSui:uk1 and others 

Tncolocaps9 termgona Mttst90知 ． I 
T ric:oloc11psa sp. ． | 

Tnpocyclia sp. 

Tnlus sp 

Unuma echmali,s Yao ． 
UfIumafatusicost8tus (A|ta) ． 
Unuma,p 

有孔虫 （属穫不明）

Spin•H9913 0ぷ'cu/aT erquen and Berthelin（有孔虫
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化石悉出it点（地図上1

岩石登i1番号IRJ 

化石処理番号(VIR)

原番号

産出ユニット

度出地点（市町村名）

度出地点（地点名）

堵臼

地只年代

:：佐8●JI:t:I ；；；否．「I：:II星ごI:二.I二．I三8JI；；；喜I三：・.町1:;~: I：こI：：田の町
私＂ペルム紀 1a：別ペルム紀 1中翔ジュラ紀 I "畏紀 lit＂ベルム紀 litMベルム紀 1 '，'期ヘルム紀 1 中翔ジュラ紀 1 中刈ジュラ紀 lit＂ヘルム紀 I'•：割ペルム紀 lit屹ペルム紀 lit訊ヘルム紀

地笈年代詑号 UP UP MJ TR' UP UP UP j M J MJ UP UP UP UP 

化石群景

Ac9nthocircu5 50~ 

Aib,ii~I，，ヰ『 ．． 
Archicapェ,,pochydc=~ T,o 

Archaeod9Cwomtr3 SO 

B0<otum so. 

Canoo<um mo,um Pomgoo and V/h●len 

Canoou<m,nu/，<um Pomgoo and Poisson 

Canoptum 9ugosum Pessagno and PolSSon 

Capno,wm f.,.,.,.y,n,e Bloome 

．． 

c’’'optumse 

Capnuchosh,aera deweven ko9Ur and Moctler 

C,p心d~9•n99qua Bloome 

c“"’od~e SP・ 

Charlouea sp 

C9998U,oturris carpatica Dum1tnca 

Co,um,.,,um Bloome 

Gopie/I,',，tra sp 
CyれOCapsamasto;dea Yao 

Dalandr●II9 Sp. 

Dictyo_99999ゥ kamoensisMizutani a9d Kido 

o~tyomrl,a sp 

Em9luv,a sp. 

Entactmm sp 

Eotmc,um,p. 

E99C”‘do/Jum otyctum (R,.dol & Saofihppo) 

Euc”tld9./Jum,u10,ns, (Takemu,a and N,kaseko 

Eucy中dlollumunumasense Yao 

Eucyぺ9d，o!lumsp 

Foll9C9Cullus sp 

Folhcucul/us scholastlCus Ormlston and B9bcock 

Gonがothoraxsokowaens95 Matsuoko 

Gor、anslumsp. 

Hoxa9aturnar心hoxaヽonus(Yao) 

Hi5cocap5a naradmiensi5 (MotsuokaI 

• I 
| ． 
． 

| ＿」| | 

~ ・ I I I : .1....1 ・ I.. I ・ I...... .. I ・ I ・ I ・ ． 
．． 

Hccocapsa SP・ 

Hs以'umoo

Jacu5? anmfomc De IVeber 

J叩onocampenova(Yao) 

Kat,om, we,≪=,nn; Whal on and Cart●r 

Katmm9 50・ 

Loopus or;mitIVus (Matsuoka and Yao) 

Mir9usu• guadaIe,pe心 isPessagno 

Nakasok●Ilus posagnoi (Nakaseko and卜／;,h,mu,.)

Nap“a SP・ 

Natoba mm心 Pessagnoand PolSSOn 

Pa，.四saturnaIi5SP 

Pargshuum sinplum Yao 

p“rahsuum ka99yoense SasI99da 

p.m/lSuum lo998ic099icum Sashida 

Parahsuum ovaIe Hon and 0tsuka 

Pa呻 Si9U9999p 

Pが°’uallamu/1.nPessa●no 

Pa,v,c;’翌ulag;gantocornis kisI99da and Hisada 

P99V9Cingu19 SP・ 

p 9999.，99eIIlum SP・ 

．
 

． 
Plが,numh』nd.,Pes~,no

Praeo心cu/‘”molla印

Praeprotunum'， aff・ ant9que Tekm 

Praezhamodellum nesI9(Tan) 

Protoktroma sp 

P,otunum, so 

Pseud以加tyom,tmsp 

P,oud⑳ ucyれ9SSP・ 

Pseudostylosphoora sp 

．
 

~
~

~
 

．
 

Seth“:9PSa sp 

St9chocaosa convexo Y80 

St9Chocaosa)叩 on‘CaYao 

．
 

St9chocaosa 5p 

St,chom心JSP・ ．
 

StyI“:ap50 cf・ tocta Matsuoka 

rranshsuum h95U9kyoense l9四 kiand Mat5uda 

Tromu5 boeh;，emis(Caner) 

Troxu5 co 

Tri990Campe 90. 

TricolocaP53 conoxa Yao 

Tricolocaps9 p/ic9rum Yao 

Tncolocapsa砧 udom"So,uk; and ot畑rs

Tricolocapsa totragona Matsuoka 

Tricolocaps9 9p. 

Trlpocyclia sp 

．
 

Trilus sp 

U99un99 ecI9999“tus Yao 

U99uma latusicOSIatusい1laI

Unuma sp I • 
右子l三 （鼠種不明）

Spm/1，99a orb9cu/.Te,生’emand Bectl氾 lin（右孔虫
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化石産出地点（池図上） R66 RG7 R69 郎 9 RJO R19 R72 R73 

岩石登fゑ悉号(RI R82049 R82050 Ro2051 R52052 A82053 R8205' R82055 R82<l56 

化石処理誉号(WR) WR267J WR2646 WR2647 YIR2457 WR2513 WR2526 WR2536 WR2538 

原番号 !N1Ci386 INl5638 1Nr5G3C 001129-3 031120-7 OO9202ぺ沿 031204-!3!.> 031205-17 

産出ユニット 長竹ユニット 三宝山ューット 三宝山ユニット 黒原層 旦巣尼I羊 川内ヶ谷層 長竹ユニット 長竹ユニット

産出地点（市町村名） 高同己3日高吋 土佐市 土佐市 高岡杯佐川町 高巨郡伝lil町 高岡祁佐ill町 布閂色1佐川町 高屁配佐川町

産出地点（地点名） 柁井 ほ田 福田 累閲 E圧l JII内ヶ谷 乙 蔵法佗

岩貧 含ほ泥岩 珪貨泥岩 珪貨泥岩 泥遷 泥岩 泥岩 泥恵 混岩

地汽年代 浚難ベルム紀 中川ジュラ紀 中刈ジュラ紀 ジュラ紀？ ジュラ紀 浚期簡ジ三ュ畳ラ紀紀—前 後割ペルム紀 後Mペルム紀

地文年代記号 UP MJ MJ J' J LTR-EJ LP LP 

化石群簗

Acllnrhocircus $p 

Alber,lle/1.i sp. 

Archicapsfl? pi!chydぶ maTan 

Archaeodictyomitra s;:, ． ． ． 
B9gotum sp・ 

Canoptum m砂 mPessoano and Whalen 

C.1nopucm onulacvm Pess叩noond Poisson 

Canoptum rugosum Pessegno,,nd Poisson 

Capnoptum farawayense Bloome 

Canoptum 5p. 

Capnuchos!ip11era deweven・ Kozur and Mostli:r 

Capnodoce anr,qua Bloome 

Capnodocc ~P 

Charlottea :;p 

Cin,uloti.rns carpat1ca Dumitrica 

Corum regwm Bloome 

CopleIIIntm sp 

CyrtQi;;ap.5'a mastoidea Yao 

DaI畠／idrellasp. 

Dictyomitra k.t1moensis Mizutani and Kida 

Dictyomitro 29 

Emiiuwa 5p. 

EnL1ctm,a sp 

Ep<ine,um叩

Eucyrtidie/lum ptyctum (Riedel & Sanfili印 o)

EucyrtidieIfum8UjoeI『se(Takemura and N.ika~eko 

Eucyrtidielfum unumasense Yao 

Eucynid；aIIum sp・ 

FofffCacuIJu5 SP ． ．． ●? 

Foll1cucullus schol.,st,cus Orm1tton 11nd Babcock 

GongylothorBx sBk/JwaenS9S Matsuoka 

Gorgansium sp. 

Hexasaturnaris he:(agonus (Yao) 

Hiscoc,1ps.i flllfi'daniensis (M.ilsuoka) ． ． 
H,scocapsa sp. 

H,"umsp ． 
Jacu5? anatiformi5 De Weber 

JDponocampe no~•D (Yao} 

Kt1troma wes,erm1Jnn,、Vhatenand Carter 

Karonl,"lsp. 

Loopus prmut,vus (Mi1lSuokc1 and Yao) 

M;nfususが‘;,d;,lupe11sisPl!ssagno 

N3k3sekefius p0~”mi (Naka:eko and NIShimura) 

N,oo'> op. 

N(Jtoba ni/1iutO Pc35agno and PoISSOn 

Palamosaturn(JIIS SP. 

p{Imshuum SImplum Yao 

p/998}ISuui/9kmyoense Sashida 

PaIaIl$UUIn l01/8conicum Sashida 

P:ir:ihsuum ov:,le Hori and Otsuka 

P:irJhsuum !;p 

P3ronaeIb mulleriPe5sagno 

Pa”icm、ufagl、anrocormsKishida and Hisada 

Parvicmzula :sp. 

Panta=lhum,p. 

Plaferium hi/『deiPessagno 

Pmeorb9Culiformella sp・ 

PraeprorlJfluma aff. antique T ekin ． 
Proezh11moidellum roesri (Tani ． 
ProtokJrroma sp 

Protunuma sp 

Pseudod1ctyom1rri!J sp. 

Pseudoeuc;,rtis sp. 

Pseudoslylosphuer;i sp. 

Sethocc,ps;, cp. 

Stichoc3ps3 conv&xa Yao 

Srichocap~;, Japonic;, Y 30 

Stlchoc9P53 Sp 

Snchomitm sp. 

Sty/ocapsa cf. tecta Matsuoka ． 
Transhsuum hisuikyoense lsozaki and Matsuda 

Treぶ：sbeehivensis (Carter) 

TrellUS sp. 

T ri:J5ocampe s p, 

Tn・colocapsa conexaYao 

Tncoloc11psa phcarum Yao 

T ncoloc11ps11 fukudomi, Suzuki and others 

Tncalocapsa letraeo1111 Matsuoka 

TricolocapJ/J sp ． 
T npocyclia sp 

Tnlus sp 

Unum.1 cchin.1tus Y:io 

Unuma IatuslCOStatus(Aita) 

Unum, sp. 

有孔虫 （屈積不明） ． 
Spirillina 1;1rbicula Terquem and Berthelin（有孔虫） ．． 
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付表 2a 「伊野」地域における大型化石産地一覧

地点は付図 la-dに図示引用文献のないものは今回の調査で採集 した地点を示す．
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付表 2b 「伊野」 地域における大型化石産地一覧 （続き）
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Geology of the Ino District 

By 

Koji WAKITA*, Kazuhiro MIYAZAKI*, Seiichi TOSHIMITSU*, 
Shunji YO KOY AMN'* and Masaharu NAKAGAWA'~':' 

(Written in 2006) 

(Abstract) 

The Ino district is located in the central part of Kochi Prefecture, Shikoku Island, Japan with latitude and longitude ranging 
from 33° 30 ' to 33° 40 ' north and 133° 15 ' to 133° 30 ' east, respectively. The region is underlain by Paleozoic to Cenozoic 
formations with the Southeastern and North and Northwestern parts consisting mainly of lowland and mountain ranges, 
respectively. The trend of river streams and mountains are from ENE to WSE, parallel to the general direction of geologic 
structures. The geologic entities of the Ino district are divided into four types which are the sedimentary formations, 
accretionary complexes, metamorphic complexes and igneous rocks. The oldest sedimentary formations in this district are 
Silurian to Devonian in age. Triassic to Cretaceous sedimentary formations are widely distributed in the southern part of the 
district. Quaternary sediments are mainly found along major and minor river streams. Accretionary complexes of Permian, 
Jurassic and Cretaceous ages are dominant throughout the district. Chaotically mixed rock bodies formed in accretionary 
processes are widely distributed. 

The metamorphic complexes of the Ino district are the Terano, older Ino, younger Ino and Sanbagawa metamorphic 
complexes. The Terano and older and younger Ino complexes are the main components of the Kurosegawa Tectonic Zone. 
The Sanbagawa metamorphic complex is distributed along the northern margin of the Ino district. 

The Mitaki plutonic complex and ultramafic rocks is closely associated with the Terano metamorphic complex in the 
Kurosegawa Tectonic Zone. The dominant direction of the fault system is WSW to ENE followed by some faults with NNW 
to SSE orientation. Miocene felsic dykes intrudes into the Sanbagawa metamorphic and Jurassic accretinary complexes in the 
northern part of the area. There are no active faults in the district. 

1. Sedimentary Formation 
1. 1 Silurian to Devoninan 

The Silurian to Devonian sedimentary formations , called the Yokokurayama Group, range in age from Late Silurian to 
Early Devonian. They are composed of felsic tuffs and tuffaceous sedimentary rocks of the marine environment. Major 
lithology is felsic tuffs of greenish blue or white in color. The limestone contains Silurian corals, and the tuff and shale contain 
radiolarians of the Silurian to Devonian age. 

1. 2 Triassic 
The Triassic sediments consist of the Zohoin Formation (Middle Triassic) and the Kochigatani Group (Late Triassic). The 

Zohoin Formation is made up mainly of dark grey and sandy mudstone with some fine-grained sandstone beds containing 
bivalves (Daonella) and a few ammonoids . Its thickness is about 140 m or less. The Kochigatani Group is composed of 
mudstone, sandstone, conglomerate and felsic tuff. The sediments contain many bi valve fossils , such as Oxytoma, Halobia, 
Tosapecten and Monotis. Although its stratigraphy is probably incomplete, the thickness of the sediment is estimated at 800 
meters or more. 

1. 3 Jurassic 
The Jurassic sediments consist of the Middle Jurassic Keta Formation, Middle to Late Jurassic lwameji Formation and Late 

Jurassic (to Early Cretaceous?) Torinosu Group. The Keta Formation is made up of dark grey mudstone and fine-grained 
sandstone, yielding only radiolarian fossils with thickness of 440 meters or more. The lwameji Formation and the Torinosu 
Group are composed of mudstone, sandstone and conglomerate with dark grey limestone, and yield many fossils such as 

* Institute of Geology and Geoinfo rmation 
** Faculty of Sciences, Kochi University 
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mollusks, coral and echinoderms. Their thickness are more than 600 and 300 meters, respectively. 

1. 4 Cretaceous 
The Cretaceous sediments are divided into two groups in the Ino area. These are the Lower and Upper Cretaceous. The 

Lower Cretaceous consists of the Kaisekiyama, Tosakamo, Kurohara and Y otsushiro Formations. The Kaisekiyama 
Formation unconformably overlies the Siluro-Devonian Yokokurayama Group. It is mainly composed of sandstone, 
mudstone and conglomerate, with coarse-grained quartz arenite with thickness of more than 1000 meters. The formation is 
probably correlated to the Hauterivian to Barremian. The Tosakamo Formation is made up of sandstone, mudstone and 
conglomerate with thickness of more than 650 meters. It is probably correlated to the Barremian to Aptian. The Kurohara 
Formation is composed of mudstone, sandstone and conglomerate, with large-scaled slumping of alternative beds of sandstone 
and mudstone in the middle part. The sediment is more than 800 meters thick and is correlated to the Aptian. The Yotsushiro 
Formation consists mainly of dark grey mudstone and interbeds of sandstone in the lower part with thickness of about 600 
meters. It is correlated to the Albian. The Upper Cretaceous is composed of the Miyanohara Formation belonging to the 
Sotoizumi Group. This formation is lithostratigraphically subdivided into four parts. These are the Myl (slumping deposits 
of mudstone with sandstone layers, over 150 meters thick) , My2 (mudstone predominant facies, about 55 meters thick), My 

3 (sandstone predominant facies, about 30 meters thick), and My4 (mudstone predominant facies, more than 170 meters 
thick) . This formation yields many molluscan fossils and is correlated to the Early to Middle Cenomanian. 

1. 5 Quaternary 
The Quaternary sediments are distributed in the Southeastern part and along major river streams of the district. They are 

present in river bed deposits, terrace deposits, fan deposits , natural levee deposits, back marsh deposits and abandoned river 
deposits. 

2. Accretionary Complexes 
2. 1 Permian 

Three units of Permian accretionary complexes are distributed in the southern part of the district. These are the Nagatake, 
Ichinose, and Shingai units. They are composed of pebbly mudstone, sandstone, mudstone, conglomerate, chert, limestone and 
basalt. They are less sheared than the Jurassic accretionary complexes in this district. The mudstones contain Permian 
radiolarians and the limestone yields Permian fusulinids , trilobites, and corals. 

2. 2 Jurassic to earliest Cretaceous 
Jurassic to earliest Cretaceous accretionary complexes of the Chichibu terrane are one of the major components of the 

district. It is mainly composed of sandstone, mudstone, siliceous mudstone, chert, siliceous claystone, limestone and basalt. 
They are derived from Ocean Plate Stratigraphy to form the melange complexes. The Kawamata and Omoiji units were 
subjected to Sanbagawa metamorphism in Cretaceous time. The Shogase, Kunimoyama and Nakaoi units belong to Early to 
Middle Jurassic time. The O-hirayama, Togano and Sambosan unites belong to the Early Jurassic, Early Middle Jurassic, 
Middle Jurassic and Late Jurassic to earliest Cretaceous ages, respectively. 

2. 3 Cretaceous 
The Han'yama unit , a part of the Late Cretaceous accretionary complex of the Shimanto terrane is distributed at 

southeastern part of the Ino district. It is mainly composed of alternation of sandstone and mudstone, which are deposited as 
trench turbidites. The formations are tectonically stacked by the accretionary tectonics in Late Cretaceous time. 

3. Metamorphic complexes 
The Terano, older Ino, younger Ino and Sanbagawa metamorphic complexes are distributed in the Ino district. The Terano 

metamorphic complex is composed of amphibolite and biotite gneiss. Their radiometric ages range from Ordovician to 
Jurassic, most of them cluster around 400 to 450 Ma. The older Ino metamorphic complex is composed mainly of mafic schist 
that was subjected to epidote-glaucophane schist to albite-epidote-amphibolite subfaceis metamorphism. Its metamorphic age 
is Carboniferous. The younger Ino metamorphic complex is composed mainly of mafic and pelitic schists. They were 
subjected to the pumpellyite-actinolite subfacies metamorphism. Its radiometric ages range from Late Triassic to Jurassic. 

The Sanbagawa metamorphic complex can be divided into three units, which are the Omoiji, Kawamata, and Dougauchi 
units. The Omoiji unit is composed of pelitic phyllite, metabasaltic tuff and lava, metasandstone, metachert and crystalline 
limestone. The Kawamata unit is composed of pelitic schist, mafic schist, siliceous schist, crystalline limestone and psammitic 
schist. The Dougauchi unit is composed of pelitic schist with small amount of mafic schist. These units are exposed to the 
pumpellyite-actinolite sub facies metamorphism. Their K-Ar ages range from 80 to 95 Ma. 
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Fig ure I. Summary of the geo logy in the !no district. 

4. Igneous rocks 

I 

Sh,rnantotcrr;mc 

E] 

The Mitaki plutonic complex and ultramafic rocks are closely associated with the Terano metamorphic complex and are 
composed of granodiorite, tonalite and granite. Ultramafic rocks are d istributed along the ENE trending high-angle faults 
within the younger Ino metamorphic complex and Permian to Jurassic sedimentary rocks, and between the Terano 
metamorphic complex and the older or younger Ino metamorphic complexes. It is composed of sheared and massive 
serpentini tes. The Miocene felsic dykes intrude into the Omoiji unit of the Sanbagawa metamorph ic complex along the 
Kamiyakawa tectonic zone. It is composed of rhyolite, dacite and fine-grained porphyritic granodiorite. 
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5. Resource geology 
There are several industries involving limestone, serpentinite, sandstone, river gravel and clay in the Ino District. Bedded 

manganese and manganese iron deposits are closely associated with chert and greenstone in the Northern Chichibu terrane of 

the district. The Kunimiyama mine in Kagami Village was one of the largest manganese iron mines in Japan. Limestone has 

been mined since the early Showa era at many places in the district such as the Arakura, Kiragamine, Amazaki, Ohirayama, 

Torinosu and Katsumori. The deposits occur as lenses or beds within the Chichibu belt. The Kiragamine and Katsumori 

mines are presently still in operation. Serpentinite is quarried at Rendai-Engyoji and Hidaka-mura areas in the Kurosegawa 

Tectonic Zone. The ores containing serpentinite has been shipped since 1965 for iron-smelting. Sandstone is quarried for 

concrete aggregate and road metal at Nishibun in the Shimanto belt. Gravels have been dug from dry riverbeds in the Niyodo 

area mainly for concrete aggregate. Some clayey sediments belonging to the Quaternary non-marine formations have been 

used for pottery and roofing tile. 

Eleven spas presently operate in the district. Seven cold mineral springs occur in the valleys of the Chichi bu terrane and one 

near the Butsuzo tectonic line. On the other hand, three hot springs flow out from the wells in the district, with depth ranging 

from 1200 to 1700 meters. The spring waters are rich in sodium chloride. 

Many limestone caves such as Amazaki-shonyudo, Saruta-sekkaido and Fudogaiwaya-dokutsu occur in the drainage basins 

of some rivers. Several waterfalls such as the Tarunotaki , Heikenotaki and Odarunotaki are well-known for their magnificent 

views in the mountainous regions of the district. 

6. Geohazard 
Many landslides occur in the accretionary complexes of Permian and Jurassic and Sanbagawa metamorphic complex in the 

Ino district. The landslides that occurred in the accretionary complex of Jurassic age originated on slopes composed mainly 

of pelitic rock. The landslides occur due to shearing along the low-angled cleavage or schistosity of intercalated greenstone 

beds. The main slip cliffs of landslides are located in mountain ridges with bases far from rivers . The landslide incidents in 

these areas are high. Some landslides also occur in Cretaceous sedimentary formation , Younger Ino metamorphic complex, 

Mitaki plutonic complex and serpentinite. 

The 1970 Niyodo river disaster was triggered by heavy rainfa ll. In this incident, debris flowed more than 1000 meters from 

their origin. The entire Ino town a rea turned into a dammed-up tributary floor which was completed flooded. 
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